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  序章

  

  　風が、吠えた。

  　大きく砂さ塵じんを巻き上げ、少年の肩をどやしつける。回転草タンブルウイードがなかば宙を飛ぶように荷馬車の行く手を横切ると、年老いた痩やせ馬は驚いて竿さお立だちになった。

  「どう、どう」

  　あわてて手た綱づなを弛ゆるめ、馬を落ち着かせようとする。古ぼけた四輪荷馬車の御ぎよ者しや席で悪戦苦闘し、ふたたび道を辿たどらせるのにはしばらくかかった。

  「頑がん張ばってくれな、もうすこしだから」

  　吹き飛ばされそうな帽ぼう子しを深く引き下げ、優しく馬へ話しかける。

  　日暮れが近い。

  　西へ大きく傾かたむいた陽の光を浴びて前方、小さな町が――といっても差し掛け小屋と大差ない平屋が、両手指の数ほど軒のきを並べているだけの頼りない開拓村だ――もう見えている。強い風に背を丸め、少年は馬車を進めた。

  　厳しい冬の予感はもう風に混じって、冷たい。

  　やがて町に辿たどり着き、目的の雑貨屋の前に馬車を繋つないで、ふと動きを止めた。

  「静かだな……」

  　広漠たる西部、それも辺境のちっぽけな町、とはいえ人が集まって暮らす場所であればそれなりの気配はあるものだ。たとえば道を横切る人の姿であったり、井戸の回りで立ち話をする女たちであったり、周辺の開拓農家からの買い出しに出て来た農夫の馬であったり、あるいは煙突から立ち昇る煮炊きの煙のような、なにげない営みの気配。

  　それが、今日は感じられない。

  　赤い円盤がロッキーに灼け落ちる寸前で峰みね々みねの尖せん端たんに引っかかり、町を照らし出す。動くものとてないその光景に、なぜとなし心細さを覚えた。

  　ふたたび、風が吹きつける。

  　空高く舞い上がった土つち埃ぼこりが光を乱反射し、夕陽は血の色をしていた。地下水を汲み上げる風車が身をよじり、軋きしんだ音を立てながら激しく回る。

  　きっとこの風のせいだ――と、少年は思った。

  　これほどに吹きつけられては、人々も家にこもって大人しくしているしかないだろう。

  　埃ほこりまみれになった服を洗濯するのだってこのあたりじゃ大仕事だ。部屋の中でやり過ごすに越したことはない。自分を安心させるようにそんなことを考えながら、板張りの渡り廊下に足をかける。目的地は町に一軒の小さな雑貨屋兼乾物屋兼酒場、名前だけはたいそう立派な『フィッシャー商会』。その扉を開けた。

  　錆さびついたカウベルが、がらん、と虚うつろに響く。

  「……いないの、ボビー？」

  　棚のほとんどを占領する日用品、樽たるから農具から衣服から靴、マッチにロープに石せつ鹸けんに油にランプなどが所狭しと並ぶ店内はすでに薄暗く、カウンターは無人だった。

  「困ったなあ」

  　言ってすこし考え、仕方なく品物を選び始める。そのうち主人も戻って来るだろう、ちょっと外しているだけだ、と。

  「ええと、獣じゆう脂しが二クォートに石炭一樽、塩と砂糖と重じゆう曹そう、それからコーヒー……」

  　母に頼まれたリストをそらんじながらひとつひとつ手にとっていると、出し抜けに背後で声がした。

  「やあ、アラン。いらっしゃい」

  　驚いて振り向く。

  「ボビー!?　やだな、脅おどかさないでよ」

  　カウンターの後ろに店の主あるじが立っていた。四十がらみの小男は、普段と変わらず白いエプロンをつけ、むしろこちらが本業であるバーテンダーの格好。

  「すまないね、料理の味見してたら気づかなかったよ。一人でおつかいかい？」

  　顔見知りへの気安い笑顔を向けられてようやく、少年は相そう好ごうを崩した。

  「父さんが留守にしてるからね、今日は僕だけ。選ばせてもらってるよ」

  「どうぞどうぞ。毎度懇こん意いにしていただきまして感謝感激、さ」

  　軽く右目をつぶってみせる店主へ、笑って応じる。

  「お母さんは元気にしてるかい？　それからエミリーも」

  「うん、今日は一日粉を挽ひいてパンを焼いて、掃除して洗濯して水汲みして……まあ、普段通りだよ。父さんがいないからいつもの倍忙しい、ってこぼしてた」背中で会話しながら、頼まれた酢ビネガーの瓶びんを取り上げる。「妹はあい変わらずさ。そのへん走り回って泥だらけ」

  「そりゃよかった。しかし今日はちょっと遅いんじゃないか？　そろそろ日が暮れる」

  　暗さを増す店内に、最後の西日が差し込む。

  「途中で馬車の車軸が折れてさ。手当てに二時間もかかっちゃったんだ」

  「そいつは大変だったな。しかし……」ボビーは天井を見上げて手を広げた。「大きくなったんだなぁ。一人で馬車の修理までできるくらいにさ。ついこの間までよちよち歩きしてたような気がするんだが」

  「すぐに一人前だよ」

  　今年十三、この西部ではもう働き手として期待される年齢だが、少年期を抜け出すにはまだ間がある。そして、それを早く抜け出してしまいたい、と初めて意識する時期でも。

  　誇らしげな色の混じる口調に、ボビーはくすりと喉を鳴らした。

  「ちがいない。けど、一人前の男にだって夜道は危ないもんさ。なんなら泊まっていくかい？　ヴァネッサ――妻も喜ぶよ」

  「今夜は満月だし、道くらい見えるよ。そういやヴァネッサは？」

  　いつも仲良く夫婦で店に立つのがフィッシャー商会のモットーなのだが、めずらしく今日は夫人の愛くるしい姿が見えない。

  　ボビーの表情はにわかに曇り、心配げなため息をついた。

  「変な風邪が流は行やってるらしくてね。町の人間が軒のき並なみやられてるんだ」

  「ああ、そういうことか。なんか静かだと思ったんだ」

  「アランも気をつけなよ」

  「ありがとう。あ、そういえば母さんに頼まれてたんだ。来年は作さく付つける小麦変えたいから、種たね籾もみ選ぶのに通信販売カタログ新しいのが届いてるか確かめておいて、って」

  　ボビーはカウンターから一冊のパンフレットを取り出すと、掲げて見せた。

  「先週届いたよ。近いうち顔を見せてくれると嬉しいって、レティシアに伝えておくれ」

  「わかった」

  　陽は落ちて、窓から差し込む残照が幽かそけく消えていこうとする頃、ようやくアランは品物をカウンターに並べ終えた。

  「こんなとこかな。勘かん定じようはいつもの通りで」

  「ああ、月末にね」

  「じゃあ馬車に積み込むから……ねえ、ボビー。暗くないの？」

  　窓の外はもはや青紫色の空が広がり、灯あかりひとつない店内には薄気味悪い影がわだかまって、どことなく異世界めいた雰囲気すら漂い始めていた。

  「最近は蝋ろう燭そくも高くてね。今日は客もいないし」

  「僕だって客じゃないか」ふと、気づく。「ボビー、そのエプロン……」

  　バーテンダーの誇りとばかりいつも真っ白のエプロンに、赤黒い大きな染しみがある。カウンターの陰になって今まで見えなかったが、こんなことは初めてだ。

  「どうしたの、それ？　牛でもバラした？」

  「え？　ああ……そうだな、まあ、そんなとこかな。荷物運ぶなら手伝うよ」

  「いいって。それより妹にキャンディでも買っていきたいんだけど」

  　カウンターの上、とりどりの色したキャンディの硝子ガラス瓶びんに手を伸ばそうとして、アランは息をのんだ。

  　松の大木を伐きり出したフィッシャー商会自慢のカウンターテーブル、その後ろ。

  「う、……うわっ！」

  　夜目にも白くぼんやりと浮かぶのは、血まみれの、死体だった。

  　むろん、人間の。

  「うわああぁぁぁっ！」

  　アランは数歩後じさったが、そこで膝ひざがかくんと抜け、だらしなく床へ崩れ落ちた。

  　ボビーが笑う。今までに見たこともない、凄せい惨さんな笑顔。

  「ひどいなあ、アラン。ヴァネッサにもちゃんと挨あい拶さつしてくれよ」

  　黄ばんだ歯は異様に尖とがって人間のものとも思えず、自慢の口ひげには血と肉の残ざん骸がいがこびりついていることに今さらながら気づく。

  「ボ、ボビ……」

  　言葉にならない。歯の根が合わない。

  　尻もちをついたまま必死で逃げようとするが、身体が震えて力が入らない。ブーツの踵かかとが無ぶ様ざまに床をひっかく。

  「アラ～ン、なにをそんなに怖がっているんだ～い？」

  　呼ぶ声はもはや地獄から響いて来るような耐え難い軋きしみだ。背は曲がり、まるで猿のように腰が落ちて、手は床すれすれ。突き出された顔の、その目に、瞳に、人ならざるなにかの気配が宿っていた。

  　ボビーは妻の――妻だったものの、腕をひっ掴つかむと、まるでチキンの脚であるかのようにかぶりついた。肉の引きちぎれ、骨の砕ける音が耳に届く。

  「美う味まいなぁ～ヴァネッサは。お前はいつだって最高の妻だよ」

  　喉に胃液がこみ上げる。

  　恐怖と恐きよう慌こうにおののく中で、アランはようやくその正体に思い至った。

  「食屍鬼グール……」

  「ははぁ、知ってたかぁ」

  　赤い泡混じりの涎よだれを滴したたらせ、口中くちゃくちゃと音を立てながら、ボビーがいやらしい笑い――それが笑いと呼べるなら――を頬に形作った。

  「嘘うそだ！　あんなの、おとぎ話……」

  「ならお前の前にいるこの俺は、いったいなんなんだろうなぁ、アラ～ン？」

  　立ち上がることもできぬまま、必死で店を這はいずり出た。

  「おやおや、アラ～ン。そんなにつれなくするなよぉ。お前の暖かい血を啜すすらせておくれよ。軟やわらかい肉をしゃぶらせておくれ」

  　助走もなしにカウンターを飛び越えると、ボビーはゆっくりアランを追って来た。その動作はもはや人間離れしており、なぜか直立した大型犬を思わせる。

  「ひい、ひ、ひいいぃぃっ！」

  　恥も外聞もなく這いずって通りに出たアランは、やっとのことで荷馬車に取りすがった。

  「ライフル、僕のライフル……！」

  　老馬が異変を察していななき、前脚を宙で掻かいては必死に逃げようとしていたが、思いやってる余裕などない。荷台に置いてあった背丈の三分の二ほどもあるシャープスライフルを掴つかんでようやく、異い形ぎようのものへ向き直るだけの気力を奮ふるい起こすことができた。

  「アラ～ン、どこへ行くんだ～い？」

  　ボビーだったなにかが近づいて来る。

  「く、来るな！　撃つぞっ！」

  　銃身を持ち上げる。だが身体は情けないほどに震え、狙いがまったく定まらない。

  「そんなものでおいたしちゃ、いけないなあ」

  　ボビーは立ち止まらない。

  　銃口の真正面に身を晒さらし、いたぶるように一歩、また一歩。

  「う、撃つって言ってるだろうっ！」

  　人間以外の、邪悪ななにか。今のボビーはそれ以外の何物でもないことを頭では理解していたし、全身の総毛立つような根源的恐怖によって、感覚でもわかっていた。

  　それでもやはり、引き金を引くことにためらいがある。

  　物心つく頃からのつき合いで、いつも優しくしてくれた。母に連れられてやって来る店、買い物を待つ間必ず、キャンディをひとつ渡してくれた。軽く右眼を閉じて、「お駄だ賃ちんだよ」と。

  　その彼を、撃つ。簡単にできるはずがない。

  　ボビーが首を振った。

  「そんなに震えてちゃ当たらないよ、アラン。お父さんから銃の手ほどきはしてもらわなかったのかい？」

  　距離は二ヤードほど。これ以上は耐えられない。

  「そうつれなくするなよ。なかよく、しよ～ぉぜぇ～」

  　ずい、とボビーが踏み出した。

  　アランは引き金を引いた。いや、恐怖のあまり指が痙けい攣れんした、と表現した方が正しかったかもしれない。

  　轟ごう音おん。そしてすさまじい反動。

  「うぐっ！」

  　ボビーがうめいて後ろに吹き飛んだ。同時にアランも。

  　後頭部を荷馬車の車輪にしたたか打ちつけ、視界に白い光が散る。

  　ふたたび目を開いたとき、それは仰向けに地面へ横たわって、動かなかった。

  「……ボビー……」

  　震える膝ひざを押さえて立ち上がる。ライフルを降ろし一歩、死体へ歩み寄った。

  　と。

  「ひゃはは～!!」

  　ゴム仕掛けのようにボビーの上体が跳ね起きた。

  　きょろきょろと左右を見渡してから、自分の胸に大きく空いた風かざ穴あなを発見すると彼は、すこし驚いたような顔をした。

  「心臓のど真ん中だよ、アラン。すごい腕じゃないか」

  「そんな……」

  　胸の真ん中、大きな穴から向こう側が見える。月の光さえ漏れてくる。

  　なのに、ボビーはこたえた様子もない。

  　アランはへたり込んだ。全身の力が抜け、股間を生暖かい液体が濡らしたが、それを意識すらできなかった。

  　人智を超えた恐怖と対した人間のみに理解できる、絶望。完全に支配されて、もはや指の一本さえも動かすことができない。

  「うあ、あ……あっ」

  　意味不明のうめき声が勝手に漏れ出る。固形化した恐怖が喉元まで迫せり上がって、呼吸すら自由にならない。

  「アラ～ン」

  　ボビーの口は耳まで裂けるように開き、ぎざぎざの黄色い歯が彼の喉へ迫った。

  「お前の血は、あったかいだろうねぇ～」

  「ひ、ぃ……」

  　自分の悲鳴を遠くに聞きながら、生臭く冷たい息が首筋をなでても、アランはぼんやりとそれを見つめるしかできなかった。

  　一瞬後、自分はこのいやらしい存在に喉笛を食いちぎられ、赤い血をまき散らしながら貪むさぼり喰われるのだ、という明白な事実だけが脳裏を支配する。

  　ボビーは生前の彼がそうであったように信心深く、食前の祈りを唱となえた。

  「主よ願わくは我われらを祝し、また主の御み恵めぐみによりて我らの食せんとするこの糧かてを――」

  　銃声が響き、アランの顔になにかが飛び散る。

  　反射的に拭ぬぐった。悪臭を放ってぬらぬらする、冷たい肉片だった。

  　ボビーの顔がない。首から上が綺き麗れいに吹き飛び、残った身体は二、三度痙けい攣れんしてからアランに抱きつくような格好で倒れ込んだ。

  「うわ、うわあぁっ！」

  　ゴムのような感触の皮ひ膚ふに、生理的な嫌けん悪お。思わず投げ捨てて立ち上がり、音のした方を見やる。

  　銀月滴したたる夜空を背に、立ち尽くす人影。

  　手にした拳銃からはまだ硝しよう煙えんが薄く立ち昇り、顔は目ま深ぶかにかぶった帽子の影になって見えない。型の崩れかけただぶだぶの革ベストに、ショットガンズのオーバーズボン。一見カウボーイのような風ふう体ていだが、ずいぶんと小柄だ。

  　人影は口を開いた。

  「まだ生きてるな？」

  　――少女の声だった。

  　先刻までとは別の驚きに打たれ、ぽかんと口を開く。

  　数秒後、ようやく出て来た言葉は感謝でも礼でもなく、間の抜けた問いかけだった。

  「……君、誰？」

  　少女は無言で拳銃をズボンのベルトへ押し込んだ。そのまま近寄り、つま先でボビーの死体をひっくり返して軽く鼻を鳴らす。

  「ふん、変へん化げしてまだ一日ってとこか」

  　横顔は思ったよりずっと幼い。同い年か、せいぜい数歳上といったあたりだろう。

  「あの、君は……あ、そうだ。ありがとう、助けてくれて」

  　ようやくなにが起きたのか筋道立てて理解し、礼を言う。食屍鬼グールに喰われかけた自分を救ったのが彼女の銃弾であるのは間違いない。

  　不意に、少女が彼を見た。

  　瞳は深い翠すい玉ぎよくの色で厳しく、その奥にはいかなる感情も存在しなかった。

  「アランか？　アラン・グリーンウッド」

  「えっ？　うん、そうだけど……」必死で記憶の中を探るが、少女の姿を見つけることはできない。「どうして僕の名前を？」

  「……」

  　少女は答えず、弾はじかれたように後ろを振り向いた。

  　次の瞬間、アランは小さな町の家々の扉が一いつ斉せいに開く音を聞いた。

  　すっかり陽が暮れて月明かりだけが照らす目抜き通りに、現れたのは複数の人影だ。鍛か冶じのドワイト、仕立て屋のセシル……

  　いや、もはや彼らは人ではなかった。

  　青白く張りのない皮ひ膚ふ。異様な輝きを放ち、焦しよう点てんを結ばない瞳。どこかぎこちなく、壊れた操り人形のような動作。すべてがアランのよく知った顔でありながら同時に、見たこともない異い形ぎようの存在だった。

  　少女が舌打ちする。

  「町ごと幽鬼アンデツドにやられたか」

  　幽鬼アンデツド。命を持たずして動き、人の肉を喰らい、増殖していく、生ける屍しかばね。

  　言うことを聞かない子供を脅おどしつけるとき、母親たちが必ず引き合いに出す存在だ。吸血鬼ヴアンパイア、食屍鬼グール、屍人形ゾンビ、屍鬼スペクター、生ける骸骨スケルトン――

  　恐怖と混乱が叫びとなってアランの口から迸ほとばしる。

  「なんだよ、これ……なんなんだよ！」

  「騒いでもなんの役にも立たん」

  　少女は恐怖の欠片かけらも見せない声音で言い捨て、取り出した銃弾を二発、込めた。夜目にも輝く銀色の尖せん端たん。

  「それは？」

  「銀の弾シルバー・ブレツトだ」

  　ライフルで倒せなかった食屍鬼グールが簡単に頭を吹き飛ばされた理由に思い至り、またその落ち着き払った態度から、アランはこの少女が彼らとの戦いに熟練しているのを覚さとった。

  　少女はゆっくりと右手を伸ばし、引き金を引いた。

  　銃声と共に、ドワイトだった存在の胸から上が吹き飛び、下半身だけが数歩動いてから、どさり、と崩れ落ちる。

  　一発、さらに一発。

  　銃口が火を吹くたび、幽鬼の肉体は弾はじけ飛び、肉片と化した。

  　二十ヤード以上の距離を隔へだてて一発も外すことなく銃弾を命中させる。まして華きや奢しやで小柄な少女の体格で、だ。

  　その腕が尋じん常じようでないことは、銃撃戦の経験などまったくないアランにも理解できる。

  　シリンダーの弾を撃ち尽くすまでもなく幽鬼アンデツドたちは崩れ去り、もうもうたる硝しよう煙えんが流れ去ったあとには、火薬の薄い匂いと静せい寂じやくだけが残った。

  　ただ呆ぼう然ぜんとするだけのアランの前で彼女はもう一度銃に弾を込め直し、ゆっくりと振り向いて、訊たずねた。

  「お前の家は？」

  　その言葉がアランの脳裏に雷光をひらめかせる。

  「あっ！」

  　家。

  　母と妹は無事か？

  　まさかこの町と同じように――

  「畜生っ！」

  　ひと言毒づいて荷馬車に飛び乗り、鞭むちを当てる。

  　恐怖に続く不当な仕打ちに老馬がいなないて抗議する。

  「頼む、急いでくれ！」

  　がらがらと音を立てて走り去る馬車を見送って少女は、小さく息をついた。

  「遅かった……か」

  　銃を無造作にベルトへ突っ込んで、拍はく車しやの音を響かせながら愛馬に歩み寄ると彼女もまた、馬上の人となって少年を追った。

  

  「母さん！　エミリー！」

  　粗末な丸太小屋の前まで乗りつけ、馬車を飛び降りる。老馬は汗を流し泡を吹いていたが、今は世話をしてやる余裕がない。

  　すでに深夜を回り、家に光は灯ともっていなかった。銀色の月光はちいさな谷間の開けた土地を照らし、おとぎ話の国めいて現実離れした風景が広がっている。

  「母さん！　エミリー！」

  　呼べども返事はない。

  　ぞくり、と背筋に氷の柱が立つような感覚。

  　普段、自分が遅くなろうものならいつまでもランプを掲かかげ戸口で待っている母の姿が、ない。飾り気のない木の扉がただ風に揺れて軋きしんでいる。

  「母さん！」

  　家へ駆け込む。

  　暗い室内に、臭いがした。

  　金かな臭くさく、生臭い。開拓農家の子であれば、アランもすぐにその正体を覚さとった。家畜を処理するとき何度も嗅かいだ臭い。

  　血の臭い、だった。

  「エミリー！」

  　ほとんど絶叫しながら月明かりを頼りに家の中を見渡す。

  　窓から差し込む月光がテーブルの上に光だまりを作り、その真ん中に、アランは見た。

  　メロンほどの大きさの、丸いなにか。

  「……う……」

  　首だった。エミリーの。

  　暗がりに慣れた目へ、凄せい惨さんな光景がようやく輪りん郭かくを作る。

  　おびただしい血が床へ流れて暗い海を作り、その中に転がる二つの仄ほの白じろい身体。

  　首のない妹の身体が、衣服を引きちぎられ、動かない手足を人形のように投げ出している。

  　そして母は――

  「げぇ……っ……」

  　はしばみ色の瞳は、優しく穏やかだったその名な残ごりすら留とどめず苦痛と驚きよう愕がくに見開かれ、焦点を結ばずに凝ぎよう結けつしていた。衣服はなにも身につけておらず、喉笛は大きく掻かき切られて肉の断面をあらわにし、手はおかしな方向にねじ曲がって食いちぎられた痕あとがあちこちに残っている。大きく開かれて投げ出されたままの脚の間、凌りよう辱じよくの痕こん跡せきは明らかだった。

  　腹を引き裂かれ、内臓を引きずり出されて貪むさぼり食われたのだろう。臓器の欠片かけららしいものが、白く美しかった身体の周囲あちらこちらに散らばっていた。

  「う……ぐ……」

  　すえた熱い塊かたまりが胃の腑ふから押し上げられて、喉元へ。

  　耐えられずアランは、口を押さえて戸外へ転がり出て、

  　――激しく、吐いた。

  

  　少女が辿たどり着いたとき、彼は家の裏手でシャベルを手にして無言のまま、自分への労働を課していた。

  　まるで大海に浮かぶ小島のように、月光の中佇たたずむ慎つつましい開拓農家。

  　荒野と人の領域の境さかいを控えめに主張する背の低い柵さくはよく手入れされて破れもなく、入念に整えられた牧草や水路、清潔そうな納な屋や兼家畜小屋、冬越しのためきちんと揃えて積まれた薪たきぎの束たば、そういったものが。

  　ささやかながらも行き届いた、幸せな家族の生活を偲しのばせた。

  　馬首を廻めぐらせて近づくと、彼女は静かに鞍くらを降り、少年を見つめた。

  　感情の消え失せた顔で、汗を垂らし、ただ機械的に地面を掘り続けている。少女の接近には気づいているはずだが、顔を上げさえしなかった。

  　かたわらに、二つの死体が横たえられている。

  　血ち糊のりは綺き麗れいに拭ふき取られ、晴れ着を身につけて胸の前で手を組んではいても、加えられた仕打ちを完全に隠しおおせてはいない。

  　少女は帽子を脱ぎ、静かに胸へと当てた。それは弔とむらいの仕草であったろうか。

  　彼女もまた、アランと同じように感情の色はさざ波ほどにもその頬に、口元に、表われてはいない。ただ、冷たく鋭い瞳だけがなにかを凍りつかせたまま、月夜に炯けい々けいとしていた。

  「間に合わなかった」

  　ぽつり、とアランが呟つぶやいた。

  「……」

  　少女は答えない。

  　アランは構わず続けた。喋しやべっていないと、身体を動かしていないと、このまま気がくるってしまいそうだった。

  「父さんと約束したんだ。父さんがいない間、僕が母さんと妹を守る、って」言いながらも手を休めない。「……できなかった」

  　シャベルの先を地面へ突き立て、掘り起こしては投げ捨てる。

  　その単純な作業が唯ゆい一いつ、自分の正気を保たもち、この世界へ留とどまる接点であるかのように、彼は身体を動かし続けた。

  　やがて二つの深い穴が掘り上がり、土まみれになったアランが這はい出して、母と妹の横へ跪ひざまずいた。

  「ごめんね……母さん。……ごめん、エミリー……」

  　不器用に手を組んで頭こうべを垂れ、言葉にならない祈りを捧げる。

  　しばしあって、彼は母の身体を抱えて立ち上がり、大きく掘った穴の底へ横たえた。

  　続けて妹も同様に――一往復余計に必要だったが――母なる大地へその身をゆだねると、もう一度シャベルを取り上げる。

  　少女はすこしためらってから、口を開いた。

  「言いにくいが……幽鬼アンデツド共にやられた人間がどうなるかは町で見たはずだ」

  　アランはびくっと、動きを止めた。

  　微かすかに頷うなずく。

  「でも、こんな姿のまま二人を晒さらしておけない」ざくり、土をすくって穴へと投げ入れる。

  「埋うめてやりたいんだ……せめて人間らしく」

  　少女はそれ以上とがめ立てせず、納な屋やからシャベルを持ち出してアランを手伝った。

  

  　はや、数刻。

  　盛り上がった土の上、板きれをロープで結び合わせただけの簡素な十字架が二つ、風に吹かれながら悲しい影を落としている。

  　ちいさな土ど饅まん頭じゆうを前に、アランは草の上へ座り込み、待っていた。膝ひざには父から託されたライフル銃が横たえられている。

  　風が強い。低く唸うなってアランの髪を吹き散らす。

  　無言のまま待ち続ける。

  　すこし後ろに立っていた少女の身体に、さっと緊張のみなぎる気配を感じた。

  　膝を立て、ライフルを持ち上げる。

  　地面に突き立てられた十字架の、片方がぐらりと傾かしぐ。根元の土が内側から盛り上がり、中からちいさな手が現れた。

  　銃じゆう床しようを肩に当て、後ろの引き金を引いて射撃姿勢を取る。

  　首のない上半身が現れ、下半身を引き抜いた。しばらく両手でなにかを探す様子だったが、やがて目当てのものを拾い上げ胸の前へ捧げ持つ。

  　つまり、自分の首を。

  「お兄ちゃん……痛いよ……」

  　全身の肌が粟あわ立った。

  　抱えられた首は生前と変わらぬ愛くるしい微笑ほほえみを浮かべ、声もまた、悪いた戯ずらで元気な妹のままだったのだ。

  　ただ、虹こう彩さいを失った瞳と身体全体から、漏れ出る濁った緑の燐りん光こうだけが、首の位置をのぞけば彼の知るエミリーと違う点だった。

  　背後の少女が呟つぶやく。

  「死霊ワイトだ。妹に見えても中身は別物だぞ」

  「わかってる」

  　答えた。

  　土まみれのエミリーが、ぎくしゃくした動きで唇へ人差し指をあてると、胸がナイフで抉えぐられるような気がした。

  　妹の癖くせだった。首の場所は違っていても。

  「ねえ、お兄ちゃん。なんでわたしを埋うめちゃったの？　わたし、苦しかったんだよ？」

  「……喋しやべるな」

  　許せなかった。

  　妹をこんな目に遭わせ、その死すらも冒ぼう涜とくする存在を、どうしても許せなかった。

  「お兄ちゃん、ここは寒いよ……お家に帰ろう？」

  　一歩、エミリーが進んだ。

  「止まれ！」

  　叫ぶ。引き金を引けない。

  　あまりにも記憶そのままの妹の声が、指を固く縛りつけ、動かすこともできない。

  　背後の少女が低く言った。

  「その弾じゃ無理だ」

  　かすかな金属音。彼女が撃げき鉄てつを起こしたのを覚さとる。

  「やめてくれ。僕がやる」

  　たとえ死霊ワイトに成り果ててはいても、血を分けた妹が他人の手にかかるのは耐えられない。それくらいなら自分でケリをつける方がよほどマシだ、と。そう思う。

  　アランはトリガーレバーを前に押し出して排はい莢きようすると、ポケットからリンネルに包まれた銃弾を取り出した。尖せん端たんは明るい銀色に輝いている。

  　少女が驚いたように言う。

  「その弾……」

  「二発だけだ。なにかが起こって、どうしようもないときに使えって、父さんが言ってた」

  　一発を込める。

  「どうしたの、お兄ちゃん。怖い顔しないで。銃なんかいじったら危ないよ？　お母さんにおこられちゃう」

  　レバーを引き、構える。

  「やだよ、撃たないで。痛いのはもうイヤなの」

  　エミリーの瞳は緑色の異様な輝きを放ち、その表情に人間ならざるなにかの気配が混じる。一歩、また一歩と土ど饅まん頭じゆうを下り、近づいて来る。
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  「ねえ、一緒にお家うちに帰ろうよ。お母さんもきっと心配してるよ？　今日は温かいシチューを作るって、言ってたもん」

  「母さんは……もういない」

  「シチューはないの？　じゃあ……」

  　突然、胸の前に掲かかげられたエミリーの顔、髪が逆立ち、口が耳まで割れ裂けた。

  「お兄ちゃんのあったかい血をちょうだいぃぃ！」

  　飛びかかって来る妹の頭に狙いをつけ、アランは引き金を引いた。

  　鼓こ膜まくが破れそうな音と共に、白煙が噴き上がる。

  「ギャァ―――――ァッ!!」

  　この世のものとも思えない悲鳴が夜を引き裂き、風を圧した。エミリーの身体から、濁った緑色の光が飛散する。

  　弾丸は正確に額ひたいの真ん中を撃ち抜き、後頭部から突き抜けて心臓を貫通していた。

  「ひどい、よ……わたし……」

  　細い膝ひざが折れ、地面に倒れ伏す。首が音を立てて落ち、ちいさな両手が大地をひっかいて立ち上がろうともがく。

  　かたわらに転がった仰向けの首が、虚うつろな目で空を見上げる。空には降るような星と、青ざめた月が静かに輝いて。

  「……死にたく、ない……」

  　華きや奢しやな腕が身体を持ち上げようと数度試み、突然痙けい攣れんした。

  「おにい、ちゃ……」

  　心細げに呼ぶ声を最後に、動きは絶えた。

  　今度こそ本当に死んだのだ。いや、死ぬことができたのだ、と。

  　アランは思った。ライフルを投げ捨て、妹の身体を抱き上げる。

  「家に帰ろうな。みんな……心配してる……」

  　腕の中の妹は、華奢で、軽く――あまりにも軽く――そのことに初めて、彼は涙した。

  

  　薪まきにボロ切れを巻きつけた松たい明まつの、揺らめく炎に浮かび上がるアランの顔は、ほとんど死人のそれだった。

  　朝陽の前触れが赤紫へと染め上げる空を背景に、浮かび上がるちいさな丸太小屋の家は、物心ついてからずっと過ごしてきた暖かな家庭そのものであり、そして二度と戻ってはこない幸せな記憶の象徴だった。

  　アランは口の中で低くなにか呟つぶやき、それから松明をドアの中へ投げ入れた。

  　小さく炎のはぜる音。

  　やがて赤い舌がぬらぬらと丸太組みの壁を這はい上がり、家全体を包み込んでゆく。

  　藁わら草くさのベッドにはエミリーの身体が横たわっているはずだ。いつも母のお話をせがんで、なかなか寝つかなかったあのベッドで、今は静かに。

  　アランは泣いていた。

  　母と妹の死を目まの当たりにして凍りついていた感情の波が、炎の熱に融とかされて一気に堰せきを切ったかのように。あふれ出て止まらない。

  　うずくまって泣いた。泣き続けた。

  　彼の命を救った少女もまた、帽子を胸に当てたまま立ち尽くしていた。

  　やがて曙しよ光こうが平原に光の絨じゆう毯たんを広げ、遠くで鳥がさえずり始める。いつもと変わらぬ朝。違うのはたったひとつだけ。

  　そのひとつが取り返しのつかないほど大切で、失って耐えられる限界を遥かに超えたなにかであったことを、昨日までのアランは想像もしていなかった。

  　燃え上がる炎。

  　燃え上がる怒いかり。

  「誰がこんなことを……なんの必要があって、こんな！」

  　やり場のない激情を、地面を殴りつけてせめてもぶちまけた。

  　やや唐突に、少女の声がした。

  「こいつだ」

  　少女がペンダント様ようのなにかを手に下げ、かざす。鎖くさりの先から、曰いわく形容しがたい紋もん章しようが浮き彫りになってぶら下がっていた。おおむね五ご芒ぼう星せいをかたどったそれはほとんど黒に近い銀色をしていたが、不思議なことに光を反射しているようには見えず、輝きそのものが闇であるかのように異様で不気味な代しろ物ものだった。

  「なんだ……？」

  「不ふ死し者しや秘ひ儀ぎ団だん（the Grandorder of Nosferatus）の紋章だ。襲撃者が落として行ったんだろう」

  「ふししゃ、ひぎ――だん？」はっ、と濡れた顔を上げる。「吸血鬼ノスフエラトウ？　あんなの伝説だ！」

  「……現実だ」

  　母と妹に加えられた凌りよう辱じよくの痕こん跡せきを思い出し、胸が悪くなった。吐き出すように叫ぶ。

  「なんなんだよ、そいつら!?」

  「全ぜん貌ぼうは誰も知らない。私もだ。ただ……」少女がためらいを見せる。「……いや、忘れろ。その方が身のためだ」

  　暗い口調になにか割り切れない感情の揺らめきを感じ、アランはひるんだ。が、家族を殺された怒りはそれを押し切るに充分以上の理由となった。

  「言ってくれ！　頼む！　そいつらを同じ目に遭わせてやらないと気がすまない！」

  　少女はさらに迷う様子で視線をさまよわせた。やがて、ぽつりと言う。

  「幽鬼アンデツド共と、その力に魂たましいを売り渡した連中の秘密結社だと聞いてる。目的は知らん。人間を絶滅させることだという話もあれば、支配するためだという話もある。もっと隠された魔術的な目的があって、人間には絶対に計り知れないのだという奴もいる。規模もわからなければ本拠もわからず、指導者が何者かさえはっきりしない」

  　雲を掴つかむような話に、アランのただひとつの希望――復ふく讐しゆう――が萎なえてゆく。

  　少女はまっすぐアランの目を見た。厳しく、氷柱のように硬く、侵しがたいなにかがあって、気け圧おされる。

  「確かめようとした者は皆、死んだ。死より恐ろしい運命に襲われた者も多い。少なくともそう聞いている。だから……」

  　そこで言葉を切ると、息をついた。

  　アランは彼女がこれ以上話を続ける気がないのだと、理性によらず覚さとる。

  　やがて彼女は鞍くら袋ぶくろからなにかを取り出し、差し出した。

  「託された。お前に渡せと」

  　受け取る。

  　手にずっしりと重いそれを見て、息をのんだ。

  　古ぼけた、しかし丁てい寧ねいにメンテナンスされたパーカッションリボルバー。ドラグーンと呼ばれる古い銃の、グリップにはＧ．Ｇ．のイニシャルが刻んである。

  　持ち主を、アランはよく知っていた。

  　ジョージ・グリーンウッド。

  「とう、さん……？」

  　瞬時に理解した。

  　自分はもう、この広い世界に天てん涯がい孤独である、という情け容よう赦しやのない事実を。

  　父が死んだ。いや――父も、死んだ。

  　言葉が胸に落ちて、冷たい絶望へ変わる。

  「それから、これも」

  　鎖くさりのついた銀の懐中時計が手の中へ押し込まれる。

  　父の遺い品ひん。竜りゆう頭ずを押して蓋ふたを開くと、内側にはちいさな写真があった。寄り添うようにして並ぶ、記憶よりすこし若い両親。そして、母の胸に抱かれた赤ん坊。

  　アランだ。

  「愛する妻と子。１８６２年　於カンザス」と流りゆう麗れいな筆ひつ跡せきで書き込まれている。

  「父さんは……」胸が詰まって声が出てこない。「父さんも、そいつらが……？」

  　少女は帽子を目ま深ぶかにかぶると、低く言った。

  「立派な最期だった」

  　そんなことが聞きたいんじゃない、と叫びそうになった。

  　父さんは誰に殺されたのか。僕のことを、母さんやエミリーのことを思いながら死んだのか。苦しんだのか、それとも一瞬だったのか。誰かのために死んだのか、それとも一人寂しく死んだのか――

  　だが、頭の中で渦うず巻まく言葉は上う手まく形を取らず、アランはただ爆発しそうな胸の怒いかりを抱えたまま、手の中の拳銃と、それから懐中時計を見つめるしかできない。

  　ゆっくりと、少女は背を向けた。

  「どこへ……？」

  「用は済んだ」

  　背を向けたまま答えて、繋つないでいた手た綱づなをほどくと、鐙あぶみに足をかける。軽々と鞍くらに収まったところで、その顔が朝陽を浴びた。

  　――美しい少女だった――

  　日に灼やけたような短い金髪はろくな手入れもされておらず、深いエメラルド色の瞳は人間離れして硬質な光をたたえ、唇は厳格に引き結ばれて微笑ほほえみの欠片かけらさえなく、女性らしさなどほとんど感じられなかったけれど。

  　それでも、彼女は美しい。

  　凍りついた心の片隅、ほとんど無意識にアランはそう思った。

  　薄うす紅くれない色の唇が開く。

  「復ふく讐しゆうは――地獄の季節だ、と。お前の父親は言っていた」

  　一瞬だけ、ぼんやりとした感情らしきものが彼女の頬へ浮かびかけた。次の瞬間それは朝あさ露つゆのごとく消え去り、さっと廻めぐらせた馬首の方向へ去ってゆく。

  　遠ざかる後ろ姿をしばし目で追い、地平線の向こうへ消えてから、アランは燃え上がる家へ向き直った。

  「……必ず仇かたきは取るよ、エミリー。お前をそんな目に遭わせた連中に、必ず償つぐなわせてやる」

  　炎の照てり映はえか、それとも内心に荒れ狂う怒りの写しか。アランの瞳はなかば狂気じみた凶暴さで輝いた。

  「だから母さんも……」ちいさな土ど饅まん頭じゆうに視線を移し、それから時計を握りしめる。「父さんも。僕を見ててくれるだろ……？」

  　決然と涙の跡を拭ぬぐい、アランは歩き出した。

  　昇る朝陽の、その向こう側へと。



  


  第一章

  

  　板張りの床を踏み鳴らすブーツの荒々しい音と共に、数人の若者が保安官事務所に転がり込んで来た。

  「戻ったか。早いな」

  　巌いわおのような顔をした男がデスクから足を下ろし、立ち上がった。胸には市保安官シテイマーシヤルの星章が輝いている。

  　彼が鋭い視線を一行に注ぐと、一番年下に見える少年が進み出た。

  「フィルがサソリにやられたんだ。ブーツをベッドにしてやがった」

  「すみません、保安官……」

  　フィルと呼ばれた若い男――フィリップ・ソンダーバーグ――は両脇を支えられながら、青い顔で謝る。

  　保安官は表情ひとつ変えず頷うなずいて、言った。

  「気にするな。ご苦労だった、フィル」他の連中に指示を下す。「医者へ連れて行ってやれ。その板戸を外して担たん架かにするといい」

  　彼らは――全員が臨時保安官補のバッジを胸に留とめ、ホルスターから銃を下げている――頷うなずくと、乱暴にドアをひとつ外して、フィルを連れ去った。

  　残ったのは先ほど質問に答えた少年だけ。彼はかぶっていたステットソンを帽子掛けへ放り投げると、足音荒く室内を歩き回る。苛いら立だっているようだ。

  「叔お父じさん、ごめん。逃がしちまった」

  　保安官はふたたび頷き、用心深い動作で座り直した。

  「こういう事情では仕方あるまい」

  「やっぱり僕の方が留守番しとくべきだった」

  「追跡者としてのお前は私より上だ。だから選んだし、お前が失敗したなら私だって失敗しただろうさ。フィルはどうだ？」

  「そんな毒の強いやつじゃない。二、三日で普通に動けると思う」

  　若者は水みず樽だるからシロメのコップですくって一口飲み、残りを自分の頭にぶちまけた。保安官が投げてよこすタオルで乱暴に顔を拭ふくと、ようやくため息をつきながら座った。

  「ああ、生き返る。陽射しが強烈で頭の中が沸ふつ騰とうしそうだった」姿勢を正し、保安官と向き合う。「連中を逃がしたとなるとクレイトンがなんて言うかな」

  「もともと出遅れてた、牛うし泥どろ棒ぼう共に追いつくのは最初から無理だったろうさ」

  「まあね。連中、人間じゃなかったし」

  　初めて保安官の瞳に感情の動きらしきものが表われた。

  「間違いないのか？」

  「たぶん人じん狼ろうだよ。ばかでかい足跡があったし、毛も落ちてた。なにより馬を使った形跡がなかったからね」

  　保安官は目を細めてすこし考え、やがて溜ためていた息を吐き出した。

  「……面倒だな」

  「そうだね、デイヴ叔父さん」

  　と、保安官の整えられて細い口ひげが、片方だけ吊り上がった。笑ったのだと理解するまでアランにはすこし時間が必要だった。

  「今はいいが、誰かいるときはその呼び方はやめろよ」

  「わかってますよ、ミスタ・グリーンウッド。で、どうするの。もう一度追跡隊を出す？　臨時補佐の連中はそのつもりみたいだけど」

  「いや……」

  　ディヴィッド・グリーンウッド保安官は、卓上の葉巻入れから一本取り出し、ナイフで吸い口を切り飛ばした。考え事があるとき必ず彼は葉巻に火をつける、とこの三年でアランはその行動を分析していた。

  　硫黄いおうの燃える臭いに続き、甘ったるい香りが漂う。しばらくの間紫し煙えんをくゆらせたまま、彼は黙りこくっていた。

  　削そぎ落とされたような細い顎あご、薄い唇に葉巻を咥くわえ、ぴっちりとなでつけられた頭を振りながら、おもむろに彼は言った。

  「相手が人じん狼ろうならばどのみち追いつくまい。連中の足は馬なぞ問題にしないし、目も耳も鼻も人間とは比べものにならん。追いついたところで臨時補佐のような素しろ人うとばかりでは返り討ちに遭うのが関の山だ。今日は満月だしな。追跡は打ち切りだ」

  「叔お父じさんがそう考えるなら」

  　アランはすこし悔しそうな顔をした。

  　常に冷静で慎重、理知的というより剃かみ刀そりのように切れる、と評判の保安官がそう判断したのでは、保安官補の自分は従う以外ない。だが、任務を果たせないまま引き下がることには、やはり忸じく怩じたるものがあった。

  　見み透すかしたように叔父が言う。

  「焦るな。おそらくこれで終わりにはならん」

  「まあね。人狼たちがかかわってるなら、クレイトンが余計黙っちゃいない」

  　その瞬間、叔父は苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をした。

  「ああ……さっそくだ」

  　渡り廊下を踏み抜きそうな勢いで近づく足音を、アランも一瞬遅れて聞きつけた。叔父が首を振る。

  「やれやれ、悪魔の話をすると悪魔が――」

  　吹き飛びそうな勢いで正面の扉が開いた。

  「保安官！」

  「あなただと思いましたよ、ミスタ・クレイトン」

  　うんざりした顔で叔父が応じる。泥だらけのブーツで無遠慮に踏み込んで来たのが、先ほどから話題のロナルド・クレイトンだ。

  　街の外、広大に広がる土地の多くを私有する大牧場主。樽たるのような腹と弛ゆるんだ顎が歩くたびにゆさゆさ揺れる。後ろに続く取り巻きたちは、チャプスの上へこれ見よがしにガンベルトを巻きつけて、剣けん呑のんな目つき。手下の牧童カウボーイたちであることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

  「牛うし泥どろ棒ぼうを逃がしたそうだな！　こんな小こ僧ぞうっ子に任せるからだ！」

  　大だい音おん声じように窓まど硝子ガラスが震える。

  　どうやら荒野も街中も区別がつかないらしい、と指さされたアランは思った。だが、言葉が自尊心へ鋭い錐きりを打ち込んだこともまた事実だ。十六とあっては小僧呼ばわりも仕方ないとはいえ、それを黙って受け入れるほど子供でもないし、大人にもまた、なりきれていない。そういう年頃なのだ。

  　賢明にも口をつぐんだアランの代わりに、保安官が簡潔な言葉で答えた。

  「不運にも追跡に失敗したのは事実です」

  「不運にも!?　ワシの牛が盗まれたのも不運だというんじゃあるまいな！」

  　足を踏み鳴らして喚わめき散らす肉にく塊かい。いや、クレイトン。

  「最初からウチの手の者を出すと言っただろうが！　止めたのは保安官、忘れないように言っておくがあんただぞ！　どう責任を取るつもりだ！」

  「あなたの使用人を出したところで間違いなく失敗したでしょうな」

  「相手が人じん狼ろう共だから、とでも言うつもりか!?」

  　耳が早い、とアランが内心で舌打ちする。おそらく追跡隊の誰かから聞いたのだろう。

  「その通りですよ」

  　やれやれ、と口には出さずとも、保安官の声に滲にじんだ諦てい観かんは雄ゆう弁べんだった。

  「ウチの牧童カウボーイ連中はあんたの甥おいっ子ほどヤワじゃない。こっちに任せていれば万事上う手まくいったんだ。人狼が絡んでるとなれば、裏で糸を引いてるのはフィーズルの連中に決まってる！　さっさと引っ立てて締め上げれば済む話だろうが！」

  「証拠がありません」

  　毛ほども感情を表わさず肩をすくめるという芸当を見せつつ、保安官。

  「このワシが言うぞ、そんなものはいらん！」

  「意見の相異を許容するのも民主主義の精神ですな」

  「この……！」

  　陽と酒に灼けたクレイトンの赤ら顔がさらに紅こう潮ちようする。だが、どうにか自制したようだ。

  「……むろん二次隊は出すんだろうな」

  「無駄でしょう。今夜は満月、連中の力が最大になる日です」

  　クレイトンの顔が赤を通り過ぎてどす黒く変色する。後ろに控えていた牧童たちが進み出て、口々に喚き出す。

  「ボス、こんな腰抜け共に任せちゃいられません。我々が行きます！」

  「そうだそうだ！」

  「ガキに任せようってのが最初から間違ってるんですよ」

  　屈くつ辱じよく的な言葉に耐えるアランの顔色など端はなから無視し、走り出そうとする。

  　だが、

  「腰抜け、と言ったかね？」

  　ゆっくり立ち上がる保安官の動きには荒々しさなど微み塵じんもなく、声に棘とげすら表出させてはいなかった。だが、丸腰のまま牧童らに対する、声の奥には熱ねつ雷らいのようななにかがたしかにあって、彼らの足は自然に停止した。

  　請こわれて地位についた市保安官の、銃の腕については万ばん人にんの熟知するところではあった。この街でトラブルを起こした無法者、あるいは賞金首を捕ほ縛ばくして、裁さばきの場へ引き渡した数はダース単位で数えられる。しかしながらこの際、彼はそんな評判など必要としなかった。

  　背後から立ち昇る威い厳げん――いや、殺気。それだけで全員を金縛りにしたのだ。

  「う……」

  　じりっ、と保安官が前に出る。その分だけ牧童カウボーイたちは後ろに下がった。

  　彼はクレイトンに視線を転じ、鋼はがねを束たばねたように冷たく硬い声で、告げた。

  「私は市民から託されてキングスウェイの法を守り、執行する立場だ。その私があなたに『お願い』する。軽挙はぜひとも慎つつしんでいただきたい。よろしいか？」

  　形だけは疑問形を取りながら、それは命令以外の何物でもなかった。

  　事務所の空気がまるで固形化したように動きを止める。

  　クレイトン氏の顔は今度は青く変色し、忙しいことこの上ない。なんとか口調を取り繕つくろって答えた。

  「……よかろう、今回はあんたの顔を立てる」

  　かろうじて自発的な判断と主張しうるその言葉に対し、保安官はまったく笑いの成分を含まない笑顔で次のごとく応じた。

  「ご理解いただけると思っていましたよ」

  「だがな！」

  　一瞬でわれ鐘がねのような声を取り戻し、クレイトンは机へ麻袋を叩きつけた。中で金属片の打ち合う音が響く。

  　金の音。

  「ワシも西部の男だ、コケにされて引き下がるわけにはいかん！　牛うし泥どろ棒ぼう一人につき五十ドルの懸賞金をかけさせてもらう」

  　巧こう妙みような申し出ではあった。

  　五十ドルといえば牛二頭買える値段だ。牛泥棒が複数であろうことを考慮に入れれば、腕に覚えのある男なら放っておく手はない。

  　むろん、保安官にそれを止める権利もまたない。たとえ動くのは休きゆう暇かを与えられたクレイトンの牧童たちであっても、だ。

  「……いいでしょう。そのように布ふ告こくします」

  「よろしい」してやったり、とばかり鷹おう揚ように頷うなずいたクレイトンは、二重にだぶつく顎あごをしゃくった。「行くぞ、用は済んだ」

  　入って来たときよりは幾分おとなしく、一同は姿を消した。

  　事務所に平へい穏おんが戻る。

  「やれやれ」

  　葉巻に火がついたままであったことに気づいてもみ消すと、保安官はふたたび椅い子すに腰を下ろした。

  「厄やつ介かい事ごとばっかり増えるね、叔お父じさん」

  「まったくだ。フィーズル社が進出して来てからこの方、気の休まる暇ひまがない」

  　さんざんひどい言葉を浴びせられながら釈しやく明めいの機会すら与えられず、幾分プライドを傷つけられた気分になっていたアランは、気を落ち着かせようとこちらも座り、ベルトに差した愛用のボウイナイフを抜いた。

  　柄つかにＡ．Ｇ．と頭かしら文も字じが刻まれた大振りの刃物で、追跡行の間にささくれだってしまった爪を削りながら、訊きいた。

  「でも実際クレイトンは正しいんじゃないの？」

  　窓の外でもくもくと煤ばい煙えんを噴き上げる、背の高い煙突をナイフの切っ先で指すアラン。

  　街から半マイルほど離れたフィーズルの精せい錬れん所、さらにその先の鉱山には、人じん狼ろうを始めとする亜あ人じんたちが多い。人間離れしたその能力が坑こう夫ふとして重ちよう宝ほうされているからだ。むろん、人間社会からは常にはみ出し気味の彼らに開かれた職業が、厳しく危険な重労働に偏かたよっているという事情もある。不当なまでに低い賃金でこき使われる彼らに個人的な同情を覚えなくはないが、仮にも街の治安をあずかる立場としてはやはり厄介な存在でもある。

  「さっきも言ったぞ。まだなんの証拠もない」

  　言外に蓋がい然ぜん性せいの高さを滲にじませる保安官だ。

  　近くの山中に銀鉱が発見されてフィーズル社が乗り込んで来るまで、街は一帯の大牧場主であるクレイトンの私有物、といっても過言ではなかった。が、街の経済活動に占める鉱山の割合が増え続け、大陸横断鉄道の支線がキングスウェイにまで延びた現在、その地位は相対的に低下しつつある。彼が現状に焦りと苛いら立だちを感じているのは、誰もが知っている事実だ。

  「短気起こされたら厄介だなあ。牧場には荒っぽい連中が山ほどいる」

  「ああ。いつまで抑えておけるか」

  「今度の慈じ善ぜんバザーの警護もあるし」

  「あれはクレイトンの主催だ。心配する必要はないだろう」

  「でもさ、近いうちフィーズルの積み出しがあるって話だよ。かち合ったりしたら……」

  「積み出し列車の警備までは我々の仕事ではないが……とにかく時期が悪いな。臨時補佐を使うにしても、あまりにも手が足りん」

  「こんなとき市長がしっかりしてくれてたらなあ」

  　ふん、と叔父が鼻で笑う気配。

  「カニンガムの弱腰は知ってるだろう。フィーズルとクレイトンの間を飛び回るコウモリみたいな男だ。期待はできんな」

  　ぱちん、とナイフをベルトに収め、アランは立ち上がった。

  　卓上、精巧な飾り彫ちよう金きんを施ほどこされたライフル銃を恭うやうやしく捧げるスタンドの前に手をつく。銘めい板ばんに刻まれた文字は以下のごとく。

  『市民からの限りない感謝と信頼を込めて、このライフルを贈ぞう呈ていする。法の守り手に神のご加護のあらんことを。　市民代表　ジョナサン・カニンガム』

  　銃身には『Oneワン ofオブ Oneワン Thousandサウザンド』の彫り込み文字。

  「信頼されてるんじゃないの？」

  　アランの言いぐさに、叔お父じはもう一度鼻を鳴らす。

  「葬そう式しき代の前払いさ。面倒事はぜんぶこっちに放り投げる気だ。私にこんなものを贈りながら、背中に回した手ではクレイトンの事業にも、噂うわさが正しいならフィーズルの株式にも多額の投資をしてる」

  「保身に関しては天才だね」

  「まあこの際カニンガムのことはいい。とにかくクレイトンには短気を起こさせないよう……なんだ、あの騒ぎは」

  　ドアの外で人々のざわめき。アランは机に手をついて身軽に飛び越えると、帽子をひったくった。

  　街の真ん前を通る目抜き通りに黒山の人だかり。その様子が異様だった。

  　誰もが一方向を見たまま表情をこわばらせ、自分の目が信じられないというように何度もこする者もいた。さっき出て行ったばかりのクレイトンとその手下さえも、通りの真ん中で釘くぎづけになっている。

  　驚きよう愕がくと畏い怖ふが通りを支配し、低いざわめきがうねる。

  「どうし……」

  　訊たずねかけて、原因が彼らの視線の先にあることを覚さとり、アランもまた息をのんだ。

  　立ち昇る陽かげ炎ろうの向こうから、一対ついの人馬がゆっくり近づいて来る。

  　優雅な足取りの鹿か毛げは見事な体格をしていた。逞たくましい筋肉が、爆発的な力は内に秘めたまま、一歩ごとに躍動する。

  　対して、左手に手た綱づなを握り心持ち背を丸めた鞍あん上じようのシルエットは小柄で、むしろ少年めいた線の細さがあった。目ま深ぶかにかぶったキャトルマンからは光こう沢たくのない金髪がのぞき、表情は陰になって見えない。薄汚れたスウェードのジャケットは茶色、ショットガンズのオーバーズボンもやはり焦こげ茶で、ひどくくたびれていた。

  　胸元に巻かれたスカーフだけが一点の染しみもなく、抜けるように白い。

  　だが、旅人の到着などこの街においては日常のありふれた光景であり、決して人々の表情をこわばらせるほどの事件ではない。馬の背に横たえられた二つの死体こそが、彼らの背筋を凍りつかせた所以ゆえんであった。

  　手足は投げ出されてぶらぶら揺れ、裸の上半身は剛ごう毛もうに覆おおわれ、そして首から上は――巨大な狼のそれ。

  　鞍くら頭がしらに結ばれたロープの先、繋つながれた牛の牽ひく戸板らしきものの上へさらに三体、同じような死体が積み上げられていた。

  　人じん狼ろうの屍しかばねが、五体。

  　獣人、それも満月期の、となれば完全武装の騎兵一個小隊が対してさえ勝利はおぼつかない、というのが常識である。

  　それを、五人も。この細い身体で撃ち倒したというのか。

  　人々の注視を意に介かいした様子もなく人馬が乗り入れると、人ひと垣がきは預言者を前にした紅こう海かいさながらに割れた。

  　蹄てい鉄てつを打った蹄ひづめが地面を叩く鈍にぶい足音。ゆっくり進んで、アランの目前に止まる。

  　人影はなめらかな動作で馬を降りると、言った。

  「賞金首だ」

  　無音の驚きがさざ波のごとく広がる中、彼女は続けた。

  「ダークウルブス・ギャング。五人」

  　誰もが自分の目と耳を疑う中アランもまた、理由は違いこそすれあっけにとられ、彼女を見つめた。驚きのあまりぽかんと口を開いたまま動けない。

  　だから最初に応じたのは、事務所の戸口に姿を現していた保安官だった。

  「確認しろ、アラン」

  「は、はいっ」

  　バネ仕掛けのように飛び上がって姿勢を正し、アランは小走りに事務所前の掲示板へ向かった。一番上に貼ってあった手配書を剥はぎ取り、叔お父じへ手渡す。それから彼女の馬へ近づいて、読み上げる叔父の声に神経を集中しながら死体を検分する。

  　体格、身体的特徴、傷きず痕あとその他。すべてが手配書九人中の五人に合がつ致ちした。

  「間違いありません、保安官」

  「のようだな」しゃちほこばるアランへ頷うなずいてから、叔父は向き直り、訊たずねた。「名前は？」

  「ガーランドだ。エステル・ガーランド」

  　空気が、揺れた。

  　剃かみ刀そりのような威い厳げんと人間離れした沈着をもって知られるディヴィッド・グリーンウッド保安官ですら、険しい瞳に一瞬、驚きの光を点ともす。

  「『屍し人びと殺しのステラ』か？」

  「自分でそう名乗ったことはない」

  　今度こそ人々の間に驚きよう愕がくの吐息が渦を巻き、駆け巡った。

  　名だたるきら星のごとき拳銃使いガンスリンガーたち、賞金稼かせぎに斥候スカウトに山男マウンテンマンに賭と博ばく師、銀行強ごう盗とうに列車強盗に保安官――

  　酒場ではありふれた与よ太た話ばなし、それらすべて含めて最高の早撃ちは誰か、との問いがあれば、必ずと言っていいほど指の一本が折られる二つ名『屍し人びと殺しのステラ』。むろん、多くは最初の一本を自分へ割り当ててから、ではあったが。

  　熊のような大女とも、妖よう艶えんな年とし増ま女とも、二目と見られないあばた面づらの醜しゆう女じよとも、人間ではなく浅黒い肌をした妖精エルフだとも、果ては陽光の下もとを歩めぬ幽鬼アンデツドの眷けん属ぞくであるとすら囁ささやかれ、なかば伝説じみた噂うわさが一人歩きしている。

  　お尋ね者を情け容よう赦しやなく狩り立てる賞金稼かせぎ。人間、亜あ人じん、あるいはここ数年増え続けて人間社会を脅おびやかしつつある幽鬼たちですら、彼女を前にして立っていられる者はいない。少なくとも、そういう評判ではあった。

  　だが、五つの死体を足元に積み上げてなお、目前の小柄で華きや奢しやな女性――それも未いまだ少女の域を出るかどうか――を流る布ふする噂と結びつけることは困難だった。

  「ダークウルブスは九人組のはずだ。他はどうした？」

  「知らん。私が襲撃したときは五人だった」

  　発見した全員を斃たおした、という言外の意味を誰もがはっきりと覚さとった。彼女は返り血さえ浴びていないのに。

  　保安官が内ポケットから紙片を取り出した。

  「受け取りにサインしてくれ、賞金を渡す。一人百ドル、生死問わずだ」

  　初めて、表情らしいものが彼女の眉に表われた。疑念、という形で。

  「五十ドルのはずだが」

  「ついさっき上がった。クレイトン牧場から五十ドル上乗せさ」

  「ま、待て！　そいつらが牛うし泥どろ棒ぼうだという証拠は……」

  　ようやく我われに返り、突き出た腹から進み出るクレイトンへ、保安官はほとんど冷酷とも取れる声で言った。

  「焼き印いんを確認なさるんですな」

  　はっ、と視線が集中する。

  　死体という重荷から解放されて暢のん気きに尻しつ尾ぽで蠅はえを追うダラム・ショートホーンの、脇腹にはくっきりと、クレイトンを意味する『Ｃ』が焼きつけられていた。

  「ワシの牛だ……他はどうした!?」

  「最後に見たときは北の谷間で草を喰ってたな。死体を運ぶのに一頭借りたが、アンタの牛なら返す」

  「なぜ一緒に連れてこなかったんだ！」

  　赤ら顔をさらに赤くしてクレイトンが叫ぶ。他人が進んで自分の意志を忖そん度たくし、望みに適かなうよう振る舞う、という状況に慣れた人間特有の思い上がりが透すけて見える。

  　ステラはわずかな間沈黙し、それから静かに言った。

  「……私は牛追いじゃない」

  　特別の感情はなく、むしろ穏やかとも取れる口調。

  　だが、この牡おすのセイウチのように尊大な男をひるませるなにかが、背後にはあった。

  「う……」

  　助けを求めるように周囲を見渡す。幸いにも取り巻きたちがいた。

  「お、お前ら急いで牛を連れて来い、今すぐだ！」

  　牧童カウボーイたちはこの場を離れられることにかえってほっとした様子で、急ぎ足で馬へ跨またがった。

  　そこでようやく、人ひと垣がきも驚きよう愕がくの呪じゆ縛ばくから解き放たれたらしい。足早に立ち去る者、低い声で今の一幕について囁ささやき交わす者、あるいはぼんやりとステラを見つめ続ける者。

  　通りが生気を取り戻し、街のざわめきが帰ってくる。

  「賞金は小切手でいいか？」

  「硬貨か砂金だ。紙切れなぞいらん」

  　保安官は頷うなずき、アランに麻袋を放った。

  「っと。いいの？　これ、クレイトンのでしょ？」

  「あとで銀行から補充するさ」

  「わかった」

  　アランは答えて、麻袋の中の硬貨をより分ける。

  　その間ステラは、刺すような陽射しの下で黙って待っていた。

  「五百ドル。確かめてくれ」

  「必要ない」

  　麻袋を受け取ると、素っ気なく言って踵きびすを返す。

  「おい、どこ行くんだ？」

  「埃ほこりと汗を洗い流したい」一瞬、彼女は立ち止まると、低くつけ加えた。「血も、な」

  「あ……ちょ、待って！」

  　アランは馬の手た綱づなを取って歩く彼女を追い、うなじの下で荒く切り揃えられた金髪を見つめながら言った。

  「その……三年前はありがとう。あのときは礼を言えなかった」

  　そう、彼女だ。

  　記憶の中よりすこし大人びてはいたが、見間違えるはずもない。

  「コロラドのちいさな開拓村でさ、町中幽鬼アンデツド共にやられて殺されそうになってたときの話だよ。僕がその……漏らして……」

  　彼女はアランを無視し、ホテルの馬囲いへ向かって歩き続ける。

  「待てよ、憶えてるだろ!?」

  　彼女は答える代わりに軽く咳せき込んで、街はずれ、煤ばい煙えんを噴き上げる煙突を見た。

  「ああ、フィーズルの精せい錬れん所ができてからこの街、空気が悪くてさ。喘ぜん息そくが増えて大変なんだ。医者もぼやいてた――ってそんなことどうでもいい。ほら、あのとき食屍鬼グールに喰われそうになったのを助けてくれたじゃないか。そのあと母さんと……妹も……」

  　思い出したくもない記憶ではあったが、彼女の注意を惹ひくために口を動かし続ける。

  「父さんの銃や時計も渡してくれた。ずっと気にかかってたんだ、いったいあれが誰だったのか。まさか屍し人びと殺し……いや、君だとは思ってなかった」

  　突然、相手は立ち止まり、ゆっくり振り返った。

  　喜き色しよくを浮かべかけたアランが、自分を見つめる深ふか翠みどりの瞳にたたえられた冷たい色に気づいて押し黙る。そこにあるのは、単なる無関心以外の何物でもなかった。

  「知らない顔だ」

  「え……」

  「ペラペラ喋しやべる男は好きじゃない」

  　彼女は吐き捨てると、もう一度背中を向けて歩き出す。

  「憶えて……ないのか……？」

  　アランは暗然とした。

  　あの夜は自分にとって忘れられない夜だった。

  　一夜にして家族のすべてを亡くし、自分の命すら失いかけた忌いまわしい思い出ではあったが、自分を救ってくれた誰かの存在という、一ひと条すじの心の支えを得た夜でもあったから。

  　しかし、彼女は自分のことを憶えていないと言う。

  「そうか……」

  　犯罪者、あるいは不死なる敵たちとの戦いに明け暮れる彼女にとって、あの夜はなんの意味もない日常の一部だったのだろう。わずか数年で忘れ去ってしまう程度に。

  　受け入れがたい事実に胃いのあたりが冷たく、重く、沈み込む。そんな自分の弱さ――あるいは子供っぽさが急に厭いとわしくなった。

  　自分を無視して歩み去る彼女へ、せめても虚勢を張って見せた。

  「なるべく早く出て行ってくれ。ただでさえきな臭い情勢だ。あんたにいられると余計話がややこしくなりそうだからな」

  　と、突然――としか形容のしようがない動きで、彼女は振り返った。

  「断る」

  「な……！」

  「いつどこへ行くかは自分で決めるさ。保安官補殿どののご指導は願い下げだ」

  　切り捨てるように言う口の端は、一瞬だけあからさまな侮ぶ蔑べつがひらめく。

  　今度こそ彼女はホテルへと去った。呆ぼう然ぜんと立ち尽くすアランを残したまま。

  

  　いいかげんな調ちよう律りつのピアノが陽気な曲をまき散らし、旧大陸から取り寄せたとふれ込みのシャンデリアが乱反射する光を投げかける。

  　磨き上げられたカウンターの後ろには大きな鏡。真っ白いエプロンのバーテンダーが忙しく行き来して、酒さか瓶びんはカウンターを勢いよく滑る。

  　テーブルでは気だるげな、だが目つきだけは鋭い男たちがカードをやりとりし、フロアでは踊り子たちに声をかけようとめかし込んだ田舎者たちが列を成なす。

  　ありふれたサルーンの風景ではあるが、ここ『女神ヴイーナスの泉』亭が提供するのは素す性じようの怪しい強い酒、だけではなかった。

  　ドレスに着飾ってステップを踏む女たちは、ある種の数字の提示という至し極ごく散文的な恋の駆け引きのあとで、二階へ上っては一種の慰なぐさめをあきなう。つまりここは売春宿でもあった。

  　カウンターの隅でアランは、膨ふくれっ面つらのままグラスを呷あおった。

  「げほっ」

  　ひどい味。なにが入ってるかわかったもんじゃない、と思う。

  　経営者であるクレイトンの、酔っぱらいに酒の味なんかわかるはずがない、という哲学が如によ実じつに反映されている。

  　当然のことながら値段はとびきり高い。これもまた彼の経営哲学の一環だ。つまり、目当てが別にあり、金を落とさなければ目的が達成されないのならば、いくら高くとも客は酒を注文するしかない。であれば仕入れは安く、売値は高く。クレイトンがこの街で成功した理由の一いつ端たんがわかろうというものだ。

  　ちょっと指を上げると、頭を綺き麗れいになでつけたバーテンが飛んで来た。グラスに酒を注ぎ足すのを見ながら訊たずねる。

  「あのさ、リーズは？」

  「ああ、エリザベスならもうちょっとで出て来ると思いますよ」

  　バーテンは慎しん重ちように答えたが、意味するところは明らかだった。

  　つまり、今は別の客を取っている、ということだ。

  「そう……」

  　それが彼女の方便たつきの道と理解はしていても、なかなか心穏やかではいられないのが未熟さだ。小さなグラスを一気に干す。

  　カウンターに寄りかかって、ぼんやりとサルーンの中を見渡した。

  　この種の酒場にしてはめずらしく、客たちは三分おきに腰の拳銃を抜いてぶっ放すこともなく、おおむね行ぎよう儀ぎよく酒に、あるいはゲームに興じている。

  　叔お父じの保安官就任以前はそうでなかった、とアランは聞いている。

  　ほとんど無法地帯同然のキングスウェイにやって来て、法の威光と、かろうじて秩序と呼びうるものを打ちたてた功績は、善良なる市民たちから大きな支持を受けている。ためにときとして荒っぽい実力行こう使しを伴うことはあっても、彼はことごとくそれに打ち勝ってきた。

  　だが数か月前に保安官補に取り立てられたばかりのアランに関してならば、縁えん故こで採用された若者、というのが未いまだ街の一般的な見方だった。保安官の庇ひ護ごを受けていることは間違いないため、あからさまに軽かろんじられることはなかったが、今日のように追つい跡せきの失敗などという失態があっては、クレイトンに若わか造ぞう扱いされても仕方のないことだ。

  　そして、ステラから浴びせられた軽けい蔑べつ。

  　力がほしい。切実にそう思った。

  　誰にも軽んじられることなく、また自分の未熟さに腹を立てながら虚勢を張らなくても済むくらい。彼女が切り捨てたのは、バッジでも虚勢でも埋うめられない彼の、力の足りなさだったのだから。

  「……いつになったら母さんたちの仇かたきが討てるんだか」

  　小声で呟つぶやき、嘆たん息そくする。

  　すべてを失ったあの日、頼るべき縁えん者じやを数えてから、ほとんど面識もない父の弟、つまりディヴィッド・グリーンウッド保安官の下もとへ転がり込んだのは、復ふく讐しゆうを成なし遂とげる力を手に入れるためだった。なのに、今の自分はどうだ。

  　未だ十六であることすらもどかしい。もっと早く大人になって、力をつけて、それから――

  「ごめんなさいアラン、遅くなってしまって」

  　白いドレスが小走りに視界へ飛び込んで来て、彼はぱっと身体を起こした。

  「リーズ。その……今夜も綺き麗れいだ」

  　言いつけない褒ほめ言葉を口にして、ぎこちなさに我ながら赤面する。

  　リーズと呼ばれた彼女は、花の咲くような微笑ほほえみを浮かべてアランを見あげた。

  「嬉しいわ、ありがとう」

  　豊かなブルネットを結い上げ、襟えりの高いシンプルなドレスを着込んだ彼女は、職業にふさわしく化粧っぽい肌をしていても、不思議とどこか少女めいてアランの目に映った。

  「追跡、大変だったそうね。怪け我が人にんが出たって聞いたわ」

  「一人ね。たいしたことはないさ、銃撃戦でやられたわけじゃない」

  「話を聞いて心臓が止まるかと思った。そんなに危険なお仕事だったなんて。すぐ会いに行きたかったんだけど……」

  「わかってるよ、気にしないで」

  　彼女たちに完全な自由があるわけではない。多くは貧しい家庭の出で、前渡しという名の借しやつ金きんに縛りつけられ、思い通りに出歩くことさえままならないのだ。

  　曲が変わった。

  「ね、踊りましょうよ。せっかく来てくれたんだから」

  　手を引かれ、ホールの中央へまろび出る。まわりには踊り子たちの手て管くだに骨抜きにされた男たちが、酒に澱よどんだ目をしたまま、やに下がってへたくそなダンスを踊っている。一方女たちはといえば、どこか冷めた表情で機械的にステップを踏んでいた。

  「アラン、もっとしっかりホールドしてくれないと踊りにくいわ」

  「ご、ゴメン！」

  　パートナーの腰に回した右手に力を入れ、細い身体を抱き寄せる。布地越しに伝わる柔らかな、そして暖かな肉体は、ステップのたびに生き生きと弾はずみ、アランを幻惑する。耳が、アルコールに因よらず赤くなるのが自覚できた。

  　面白そうに見上げてくるリーズの表情は、周囲で踊る無表情な同どう僚りようたちと明らかに違っていた。楽しそうに微笑ほほえみ、ときに悪いた戯ずらっぽくアランをにらむ。

  　生気にあふれ、特別美人というわけではないが彼女は、少女らしい愛くるしさを失っていなかった。むろん同僚たちといっても、例外はあるのだが――

  「ひいいぃぃぃぃっ!!」

  　階上から男の悲鳴。

  　が、深刻な響きはなく、それどころか階下の人間は一いつ斉せいに笑い出した。

  「またサンディがやったな」

  「我われらが女王と幸福な被害者に乾杯！」

  　あちこちで爆笑と共にグラスが打ち合わされる。

  　やがて下働きの亜あ人じんたちが担たん架かを担かついで階段を降りて来た。棒に渡された帆はん布ぷの上に、一人の男が横たわって痙けい攣れんしている。

  　アランは額ひたいを押さえて天を仰いだ。

  「まったく、ここにも厄やつ介かい事ごとが……」

  　担架の上でうめいている男には見覚えがある。

  　三日ほど前にロングドライブで到着したテキサスからのカウボーイの一人。記憶では二十歳はたちになるならずの若者だったが、今や髪は半分がた白く染まり手足は枯れ木のように痩やせ細って、運ばれて行く姿はどこからどう見ても六十の老人だ。口はだらしなく笑いの形に開き、焦点の定まらない目には法ほう悦えつの輝きが充みち満みちて、この街ではあまり見かけることのない類たぐいの幸せそうな顔。

  「へへ……もう、死んでもいい……」

  　涎よだれを垂らして呟つぶやきながら医者のもとへ運び去られる男を見送ると、背後では客たちのの口くち笛ぶえと拍手、それから賞賛混じりの冷やかしが、花束のように投げつけられ始めた。踊り場へ姿を現した一人の女性に向かって。

  「よう、サンディ！　また一人天国に送っちまったな！」

  「そろそろ俺も連れてってくれよ！　いっつも貢みついでるだろ！」

  「今日はどんくらい吸い取ったんだ!?」

  　むさ苦しい男共が指笛を鳴らすと、女性は悠ゆう然ぜんと手を挙げて応じた。情事の名な残ごりを取り繕つくろいもせず、ほとんど下着の体ていすら成なしていない着衣から肩も胸元も太ふと股もももあらわに晒さらしてなお、優美さすら感じさせる足取りで階段を降りて来たのは、この事件の主犯格ともいうべきアレクサンドラ、通称サンディだった。

  　女神ヴイーナスの泉亭における一番人気。波打つ豊かな黒髪はふくらはぎのあたりまで長く伸びて揺れ、練ねり絹ぎぬのような肌は透すけるがごとくに白く、大きな瞳は闇の精せい髄ずいを凝こり固めて磨き上げた宝ほう玉ぎよくさながら。朱色の唇は痛いほどに鮮やかで、艶つやめいた笑みを崩さない。人間離れした美しさ、そして妖よう艶えんさ。

  　当然ではあった。彼女は事実人間ではないのだから。

  　淫魔サキユバス。魔族の一員だ。

  　人間社会で目にする機会はさほど多くない彼らだが、サンディのように自然に人間社会へ融とけ込んでいる者はさらに少ない。彼女は特別だった。

  　二年ほど前にキングスウェイに流れ着き、爾じ来らいご婦人方には不興と軽けい蔑べつ、あるいは羨せん望ぼうを。男共には感嘆と熱情と劣情と、そして快楽を。振りまいて今や街中、どころか近隣の街々にさえ知らぬ者とてない有名人。ロングドライブのカウボーイの中には、彼女目当てでこの街を目指す者も多いという。

  　むろん街のお歴れき々れき、とくに上流階級を気取った紳しん士し淑しゆく女じよから、知名度に見合った尊敬を受けることはなかったが。

  　彼女は苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔のアランに気づいて満面に笑みを浮かべ、染しみひとつないしなやかな腕を、両方とも大きく振った。

  「おーい。アランてば元気にしてたぁ？」

  　アランが帽子の鐔つばを引き下げ、その下で渋じゆう面めんを作る。パートナーのリーズは今の騒ぎで男の介かい抱ほうに駆り出されてしまっていた。

  「……またお前かよ」

  「あっはっはー、ゴメンゴメン。ちょっといい男だったんですこしだけ本気出しちゃった」

  「何人目だ、今年に入って」

  「んーと」わざとらしく視線を上げて、繊細な造形の指を折る。「ひのふの……ええと、まだ三人でしょ？」

  「奴で四人目だ。たいがいにしとけよ？　そのうち死人が出るぞ」

  「だーいじょぶだいじょぶ。それにあいつも『天国だぁ～～』って涙流して喜んでたよ？　アタシの腹の上でさ。死んでも本ほん望もうなんじゃない？」

  「あのな……」

  「んもぅアランてば心配性」突然悪いた戯ずらっ子の顔になる。「あれ、もしかして妬やいた？　嬉しいな～」

  「なわけあるか」

  　言げん下かに切って捨てるが、相手は気にした様子もない。その程度の軽口だ。

  「安心しなさいって、そこまで本気になる男なんて滅多いないから」

  「だから！　こっちには街の平和を保たもつっていう仕事が――」

  　言いかけると、サンディは突然均整の取れた顎あごを突き出した。

  「なーによっ、理屈ばっかり！　だいじょうぶだって言ってんの。だいたいアンタの筆ふで下おろししてやったのアタシでしょ。なのにぜんぜん老けてないじゃない、このガキ！」

  　こめかみに当てた親指を軸じくに手をひらひらさせ、びーっ、と子供っぽい仕草で舌を出すと、店内にふたたび笑いが巻き起こった。

  　首筋から耳の先まで真っ赤に染め、アランは顔を隠す。帽子の中に顔を突っ込むと形容していいくらいの勢いだ。

  　大きなため息をつき、どうにも厄やく日びだ、と肩を落とす。

  　追跡には失敗し、クレイトンには腰抜けのガキ呼ばわりされ、想い人とはダンスもそこそこに引き離され、おまけにこの醜しゆう態たいときては無理からぬ感想ではあった。

  　ずい、と進み出たサンディが、彼の帽子を無理矢理奪って鼻先に突きつけた。そのままさらに前進し、アランはよろめくように後退する。

  「あのね、悔しかったらアタシをちょっとでも本気にさせてみなさいよ。十ドル持って店に来れば相手してやるんだから。と、いっても」ふふん、と彼女はせせら笑った。「三十秒も保もたないんじゃ絶対無理だけどね！　まったくたいした早撃ちだったわよ！」

  　周囲は爆笑の渦うず。

  「うぅ」

  　壁に背中が当たってこれ以上の退たい却きやくが不可能になったアランは、両手を挙げて降こう参さんのポーズを取るが、サンディは容よう赦しやしてくれない。

  「それにね、最初の相手にゃアタシ選んでおきながら、用が済んだらエリーズの尻しりばっか追っかけるっていったいどーなのよ？　アタシの身体に不満でもあったわけ？」

  「だからさ……」

  「だからもヘチマも……って、ジョゼ。どしたの？」

  　サンディの長いスカートの腰のあたりを、一人の少女が引っ張っていた。

  「ダメだよ、サンディ。アランお兄ちゃんいじめたら」

  　年の頃は十か十一、利発そうな顔立ちが、アランにはすこしだけエミリーを思い起こさせて、哀しい。

  　名はジョゼフィン・ターナー。

  「ちぇっ、助かったわねアラン」

  　皮肉と茶目っ気たっぷりにサンディが言い、男たちに見せるのとはまったく別の微笑ほほえみを少女へ向けた。そのまま腕の中に抱き上げる仕草に、アランはわずかな違和感を覚える。

  　小柄とはいえ十を越えた子供だ。大の男でも抱き上げるには予備動作がいるはずだが、彼女は小枝一本持ち上げるほどの重さも感じていない様子だ。見た目はほぼ人間と区別のつかない彼女が、ごくまれに表に出す、人外の気配であった。

  「はいはい、ジョゼが言うならしょうがないね。まったく、こんな情けない男のなにが気に入ったんだが」

  　わざとらしいため息。

  「助かったよ、ジョゼ。ありがとな」

  　アランが礼を言うと、彼女は真ま面じ目めくさって答えた。

  「どういたしまして。レディとして当然ですわ」

  　笑み崩れる人ひと垣がき。

  「じゃ、わたしエリザベス手伝いに行かないと」

  　ぴょん、とサンディの腕から飛び降り、少女は駆け出す。

  　と、戸口で振り返ってアランに向かい、ぷくっと頬を膨ふくらませた。

  「でもね、お兄ちゃんもなさけないよ。もっとサンディがめろめろになって足腰立たなくなるくらいのいー男にならなきゃダメ。そしたらわたしがお嫁さんになったげるからね」

  　売春婦たちの会話を聞きかじって意味もろくにわからず言っている、というのが誰の耳にも明らかな口調でジョゼ。

  「……努力します」

  　アランがふたたび赤面しながら答えた。

  　ちいさな手を振る彼女へ、軽く応じて後ろ姿を見送る。

  　そしてアランが厄やく日びと信じたこの日、一連の小事件が平和な幕まく間あい劇げきの範囲に留とどまっていたのは、この瞬間までであった。

  

  　突然の銃声。

  　そして悲鳴。

  　硝子ガラスの割れる音。

  　街路をよろめき走り、悲鳴を上げつつ逃げまどう人々の気配。

  　アランはスウィングドアに体当たりするようにして飛び出した。

  　一人の酔すい漢かんが千ち鳥どり足あしのまま彼にぶつかり、転げた。

  「なんだ！　なにが起こった！」

  　助け起こしながら訊たずねる。

  「しゅ、襲撃だ！　人じん狼ろう、ダークウルブスの生き残りが……！」

  　その先を聞く必要はなかった。恐怖に泡を吹きそうな男を解放し、人の流れとは逆方向に走る。腰のホルスターに収まるドラグーンの、重みだけが今は頼りだ。

  　通りをひとつ曲がったところで急停止する。

  　街の目抜き通り、横一列に並んだ人ならざる人影。

  　上半身は筋肉に膨ふくれあがり、灰色の剛毛がびっしりと埋うめ尽くしている。耳まで裂けたような巨大な口、尖とがった耳、赤く輝く魔性の瞳。

  　鉤かぎ爪つめに引っかけたライフルを振り回し、空に向かって撃ち上げる。

  「ウォォォォォオオオン!!」

  　真ん中、ひときわ大柄な人じん狼ろうが雄お叫たけびを上げた。圧力すら感じるほどの恐怖がアランを打ちつけ、逃げ出しそうになるのを理性で抑えつけるのが精一杯だ。人狼の吠え声には魔力がある、とは知っていても、実際に耳にしてみると腹にこたえる。

  　逃げまどう人々は文字通り腰を抜かし、這いずって路地へ転げ込む有様だ。

  　四人の人狼中彼だけが素手であったが、その威圧感は他の連中と比べものにならず、むき出しの力が肌に突き刺さるかに思える。

  　心臓を握り潰つぶされるような恐怖の感覚、思わず腰が引ける。

  「くそ！」

  　自分を叱しつ咤たし、意志の力を振り絞って銃を引き抜く。

  　彼らの前に飛び出ようとしたそのとき、

  「逸はやるな！」
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  　ぐい、と後ろから肩を掴つかまれ、抵抗しようのない力で路地に引きずり込まれた。反射的に銃口を向ける。

  「……叔お父じさん」

  「落ち着くんだ、アラン」

  　ウインチェスターを担かついだ叔父が、人じん狼ろうに匹ひつ敵てきするほどに鋭い眼光で彼を射すくめた。低い声で叱咤されてようやく落ち着きを取り戻し、銃口を下げた。

  「ごめん、つい」

  「謝るのはあとだ。銀の弾シルバー・ブレツトは詰めてあるか？」

  　人狼を斃たおしうるのは聖別された銀の銃弾のみとされる。非常時のために保安官事務所には多少の備び蓄ちくがあるのだが、

  「ごめん、やってない」

  「迂う闊かつだな。生き残りがいると聞いた時点で備えるべきだろう」

  「あ……」

  　自分の浅はかさを呪うアランだ。

  「まあいい、そら」

  　左手に下げていたもう一丁のライフル、アランの愛銃であるバッファローガンを投げてよこす。続けて数発の弾も。

  「一発は込めてある」

  　つまり叔父はこれあるを予測して、すでに準備を整えていたのだ。到底及ばない、という気にさせられる。

  「助かるよ」

  「正面から行っても返り討ちに遭うだけだ。チャンスを待て」

  　建物の陰から抜け目なく通りへ視線を走らせる。アランは膝ひざ立ちでそれに倣ならった。

  　人狼たちの振る舞いは傍ぼう若じやく無ぶ人じんを極めた。

  　道の脇に備えつけられた水みず樽たるを蹴り倒し、灯あかりのついた窓と見れば銃弾を撃ち込む。そのたびに聞こえる悲鳴。砕けた硝子ガラスが散らばって、軒のき先さきに吊り下げられたランプの光を映し星のようにきらめくが、そのランプもまた、あっという間に吹き飛んだ。

  　吠えるような笑いが夜を裂いて響き渡る。

  　目の前を通り過ぎていった人狼たちは、一いつ間けん先のサルーン『シルバーダラー』へ、扉を蹴り飛ばしてなだれ込んだ。

  　アランと叔父はライフルを捧げて走り寄る。

  　店内で数発の銃声が響き、硝子の割れる音と悲鳴。数人の客が転げ出て、蜘く蛛もの子を散らすように街路へ消えて行く。

  　二人はサルーンの斜はす向むかいにある薬屋ドラツグストアの脇に飛び込み、様子をうかがった。

  　店からは獣けものじみた笑いが漏れ聞こえ、バーテンに酒を強要する様子。また銃声が起きて、鏡が砕け散ったようだ。店内に何人かの客が留とめ置かれている様子が、スウィングドアの下から見えた。

  　しばらくして、一人の人じん狼ろうがサルーンの屋根へ姿を現し、フォールズフロントからなにかを吊り下げた。ロープの先には、

  「ジョゼ！」

  　思わず立ち上がりかけ、叔お父じに首根っこを掴つかまれる。

  　ジョゼは荒縄でぐるぐる巻きにされ、吊り下げられて宙に揺れていた。歯を食いしばって十数フィート下の地面を見つめてはいるが、必死に恐怖に耐えていることは道を挟んでいてもわかった。例くだんのカウボーイを医者に連れて行く最中に争乱に巻き込まれ、店に避難していたのだろう。

  　スウィングドアをゆらして、リーダーらしき人狼が通りに出た。遠巻きに様子をうかがっていた住人たちを見渡すと、牙きばをむき出しにして笑う。長い鉤かぎ爪つめをもてあましながら不器用に拳銃を抜き、空に向けて数発。それから腹に響く太い声で、吠えた。

  「俺の手下共を殺やった奴を連れて来い！」

  　アランと保安官は鋭い視線を交わした。

  「出てこねぇなら三十分ごとに一人撃ち殺す。最初は――」上を見上げる。「そのガキだ。それから客を一人ずつ。わかったら呼んで来い！」

  　言うだけ言ってから店の中へ怒鳴った。

  「バーテンダー、酒！」

  　届けられた酒さか瓶びんを呷あおりながら人狼は、少女を見上げ、舌を出して笑った。

  「可愛げのねぇガキだ。泣きもしやがらねぇ」

  　ジョゼはきっ、と人狼をにらみつけた。

  「……お兄ちゃんが助けてくれるもん」

  「お兄ちゃんだぁ？　今頃ベッドの中でションベンちびってるだろうよ」

  「そんなことないもん！　あんたたちなんかみんな縛り首よ！」

  　吠えるように人狼は笑い、銃を構えた。狙いを定める。

  「くそっ！」

  「アラン！」

  　制止を聞く間もあらばこそ、アランは後先考えずに飛び出した。

  「お兄ちゃん！」

  「やめろ、貴様っ！」

  　電光石火、銃を引き抜き、引き金を――

  　次の瞬間、目の前には人狼の顔があり、アランはといえばようやく撃げき鉄てつに親指をかけたところだった。

  　人じん狼ろうの超絶的な反射速度と運動能力。

  　一瞬前まで、三十フィート近く先で背を向けていたはずなのに、次の瞬間には鼻の先が接しそうな距離にいて、薄笑いを浮かべている。

  「ふふん、またガキか」

  　狼の顔で嘲あざ笑わらうように舌なめずりした。

  　恐怖に膝ひざが萎なえる。絶対に勝てない――

  「遅ぇ、な」

  「ひ……」

  「撃ってみるか？」

  　凶悪な瞳の輝きに、反射的に引き金を引いた。

  　銃声。

  「く……くくく……」

  　喉の奥で相手は笑う。

  　アランは目を疑った。弾は胸の真ん中に命中したはずだ。なのに――

  「ふん」

  　軽く胸を膨ふくらますと、ひしゃげた鉛なまりの弾が路上に落ちる。

  「そんな……」

  　小さな銃じゆう創そうはみるみるうちに口を閉じ、毛筋ほどの傷きず痕あとも残らない。

  「百年早かったな、小こ僧ぞう」

  　あっさり銃をもぎ取られる。

  　生臭い息が吹きかけられ、アランは身近に死を感じた。凶悪に尖とがった牙きば、あるいは鋸のこぎりのような乱らん杭ぐい歯ばが次の瞬間自分の喉へ突き立つだろう。噴水のように血をまき散らしながら絶命する己おのれの姿。情景がありありと脳裏に浮かんだ。

  　が。

  「てめェか、俺の手下共を殺やったのは？」

  　喉の奥が恐怖に張りついて、声が出ない。ただ必死で首を振る。

  　人狼は臭いを確かめるように数度鼻を鳴らすと、失望したように言った。

  「……どうやら違うな。さっさとそいつを呼んで来い。必ずこの街にいるはずだ。ダークウルブスのベルントが仲間の仇かたきを討ちに来た、と伝えろ」

  　ベルントは取り上げたドラグーンの銃口をアランの眉み間けんへ据すえた。

  「聞こえねェのか？」

  　また首を振る。足がすくんで動けない。

  「ち、ビビリが」

  　いいざま、銃口は下を向き、四発の銃声。

  　そのたびアランは望まざるダンスを踊った。

  「はっはっはぁ、これで足も動くだろう。とっとと呼んで来い、小こ僧ぞう！」

  　カラになった銃を放ってよこす。

  　アランは受け取って背を向け、走った。

  　いや、逃げた。

  　ジョゼがなにか叫んでいたが、言葉は頭に入ってこない。

  　ベルントの勝ち誇った哄こう笑しようがアランの耳じ朶だを打った。

  

  　パニックに陥おちいって走る彼を、路地の裏、叔お父じが抱きかかえるようにして止めた。

  「アラン、いったんホテルへ行け」

  　ようやく我われに返り、驚いて顔を上げる。

  「え、……ステラを呼ぶの？」

  「逆だ、絶対に出てこないように言え。新聞社の連中が夕方に号外まで出したんだ、彼女の到着は知れ渡ってる。誰かが呼びに行く前に抑えろ」

  　経済活動の上昇によってブームタウンとなったキングスウェイとはいえ、未いまだ人口は数千の小さな街である。ステラの到着と人じん狼ろう相手の武勇伝、クレイトンとの緊きん迫ぱくしたやりとり、果ては投とう宿しゆくするホテルの部屋番号に至るまで、今や住民すべての知るところだ。

  「よそ者を巻き込むわけにはいかん。ケリは我々でつける」

  「我々……けど、僕じゃあいつらには……」

  　自分は戦力どころか足手まといでしかない、と打ちひしがれてアラン。

  　叔父は鋼はがねのような声で言った。

  「後先考えず飛び出すからだ。必ず手はある、感情に動かされるな」

  　怒いかりも、責めもせず、あくまで冷静な叔父の口調に、アランは自みずからを恥じた。

  　屈くつ辱じよくが胸を濡らす。なんという醜しゆう態たいを晒さらしたことか。

  　が、叔父はそんな彼をひと言も責めなかった。

  「さっき追跡に連れて行った連中を集めろ。時間がない」

  「わかった！」

  　答えて走り出す。空には冴えた満月が皓こう々こうと輝いていた。

  　数人の素しろ人うとを集めたところでダークウルブスの四人に対抗できるのか。不安に思う。

  　屍し人びと殺しのステラ、その腕を借りた方がいいのではないか、とも一瞬考えた。

  　首を振る。たとえ無法者と流れ者のいがみ合いが原因でも、この街の治安に責任を持つのは自分たちだ。ここで無力をさらけ出しては、叔父の腕と威い厳げんによってかろうじてバランスを保っている街の勢力状況が瓦が解かいしかねない。なんとしても自分たちで決着をつける必要があるのだ。たとえ犠ぎ牲せいを払ってでも。

  　そして、さっきの汚名をそそがなければ、男としての自分も――

  　通りを二つ横切って、彼女の滞在するホテルに駆け込む。不安げな表情でたむろする人々が一いつ斉せいに立ち上がってアランを見た。

  　構わずフロントに訊たずねる。

  「ステラ・ガーランドの部屋は？」

  「に、二階の突き当たりです」

  　フロント係の声を背中で聞いて、階段を駆け上がる。背中に質問が投げかけられた。

  「アラン、どうなってんです!?」

  「説明はあとだ！　誰かジョーンズとマクドナルドを呼んでくれ！」

  「わかりました！」

  　階下で誰かが走り出す気配。

  「あ、それとミス・ガーランドは今……」

  「あとだ！」

  　言いかけたフロント係を制して階段を昇りきり、廊下を走り抜けて突き当たりのドアへ飛び込む。

  「ガーランド！　いる……」

  　のか？　という言葉が喉の奥で急停止し、アラン自身もまた、その場で石像と化した。

  　ステラは静かに言った。

  「ご覧の通りだ」

  　一いつ糸しまとわぬ姿のまま、部屋へ運び込まれた湯船の中で立ち上がり、構えたコルトの銃口はまっすぐアランの眉み間けんに向けられている。

  　身体を覆おおい隠かくす素そ振ぶりすら見せず、彼女は訊ねた。

  「なんの用だ？」

  　濡れ髪に透明な水滴がまとわりつき、流れ落ちる。

  　抜けるような白さの肌はみずみずしく、控えめな胸の膨ふくらみは彼女が間違いなくうら若き女性であることを示していた。雫しずくを垂たらすわずかな翳かげり、すんなり伸びた二本の脚、だらりと身体の脇に垂らした左腕。

  　体中に残る無数の傷きず痕あとが彼女の凄せい惨さんな過去を問わずして語り、アランは、

  「ゴ、ゴメンっ!!」

  　踵かかとで火が熾おこせそうな勢いで回れ右した。

  　背後で水音。

  　湿った足音がして、空気の揺れる気配。身体を拭ふいているらしい。

  　脳裏に美しい――彼女は美しかった――肢し体たいがよみがえってアランは一人、頬を熟した果実の色に染めた。

  「用件を言え」

  　無感動な声。

  「あ、ああ。そうだった、つまりその、ジョゼが人ひと質じちになって、助けないと……いや、そうじゃなくて。人じん狼ろうが仲間の仇かたきを取ろうとして君を呼んで、けど君に来てもらうわけにはいかないからおとなしく、ああ、そのまま風呂入ってていいから、邪じや魔ましてゴメン、下でなんか言ってたの聞いてなくて、まさか風呂に入ってるとは思わなくて、ノックもしなかったのは謝るけど、とにかく君にはじっとしててもらうから、ええと……」

  「もういい、だいたいわかった」

  　背後で衣きぬ擦ずれの気配がして、一度だけちいさな呟つぶやき。

  「連中につけられるような下へ手たは打たなかったはずだが……」

  　ブーツが床を踏む音に振り返ると、彼女はすでに着衣を整え、帽子までかぶっていた。

  「人質は何人やられた？」

  「まだだ。三十分後にジョゼを殺すって……って、待てよ。君は動くな。これ以上ややこしくされちゃ困るんだ」

  「お前の説明の方がよほどややこしい。どけ」

  　肩をぶつけるようにしてアランを押しのけ、部屋を出てゆく。
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  　そのときになって初めて彼は、ステラがホルスターを吊っていないことに気づいた。ズボンのウェストへ無む造ぞう作さにＳＡＡシングル・アクシヨン・アーミーを突っ込んで、ガンベルトも巻いていない。

  「待てよ！」

  　さっさと階段を降りる彼女を追って一階のロビーに出ると、そこには呼んだはずの二人の代わりに、市長がいた。内心で舌打ちする。

  「アラン！　保安官はなにをやっているのかね。はやく犯罪者を排除するよう伝えたまえ！」

  　まるで選挙演説のように芝居がかった口調。そっくり返ってひげをひねるジョナサン・カニンガムは、自分に与えられた権力を最大限、市民という名の観衆へ印象づけることをいつでも忘れない男だった。

  「そう簡単にいけば……」

  　思わず口を尖とがらせるアラン。前を行くステラが立ち止まったため、背中にぶつかりそうになった。

  　カニンガムが両手を広げた。

  「これはこれは、高名な賞金稼かせぎのお嬢さん。ダークウルブスは君を呼んでるそうだね」

  「……」

  　帽子を引き下げて答えないステラ。表情にどこか不分明なものがあって、アランは一瞬、彼女の横顔を注視した。

  「私はキングスウェイ市長のカニンガムだ。市民の生命と財産を守る義務がある」

  　いわずもがなの前置きを殉じゆん教きよう者しやの表情で。

  「よって不本意ながら、彼らの要求に応じるよう君に要請する。これは私の責務だ。むろんのこと、年若い女性をこのような危険に晒さらすのが私の本意でないということは、汲んでいただけると思うが……」

  　彼は言いながら数歩歩み寄って、他の人間に聞こえないよう声を低めた。ステラがわずかに身を固くする。

  「この騒ぎの原因は君だ。君がケリをつけるのが筋だろう？」

  　ホテルの階段に絨じゆう毯たんが敷かれていなければ、アランはその場で唾つばを吐いていたはずだ。

  「市長！　グリーンウッド保安官は彼女に出て来ないよう要請してます」

  「だが市保安官と市長どちらの命令が優先されるべきか、議論するまでもない。ちがうかな、グリーンウッド保安官補？　現に君は彼らに歯が立たなかったようだしな」

  　市長の言葉がざっくりと自尊心を抉えぐり取る。息が詰まった。

  　アランは理由こそ異なっていたが、ステラと同じように帽子を引き下げ、答えた。

  「……わかりました」

  「さて、ミス・ガーランド。私は全力を尽くしてこのキングスウェイの安あん寧ねいを守らなければなならない。そのために一身をなげうつこともやぶさかではない。だが、今回彼らの要求は君であって私ではない。ゆえに我々に残された解決法はひとつだけだ」

  　もったいつけてロビーにたむろする人々を振り返る。

  「君はキングスウェイ市民ではないから、当然私には君に強制する権利はない。よって市民は君に、犯罪者の前に出て行って決着をつけるよう『強く』要よう請せいする。わかるかね？」

  　無茶苦茶だ、とアランは思った。

  　つまり市長は彼女を犠いけ牲にえの羊として捧げ、犯罪者を満足させようと言うのだ。それも巧こう妙みように責任を回避しながら。

  　が、引き合いに出された『市民』たちは固かた唾ずをのんで行方を見守ってはいても、誰も要求の不当さについて指摘はしなかった。つまりは誰しも自分の命が惜しいのだ。

  　アランは不利を自覚しつつせめても抗議する。

  「市長、それは……正義に反します」

  「ダークウルブスの要求だ。緊急に際しては緊急の手段も止やむをえん」

  　やるせない気持ちになった。これは、卑ひ怯きような振る舞いだ。

  　だが決定を覆くつがえす力は、アランにはない。それはすでに証明済みなのだ。

  「どうだね、ミス・ガーランド？」

  　気の毒そうな表情を取り繕つくろいながら市長。

  　彼女は視線すら合わせず、簡単に答えた。

  「稼かせぎのチャンスだ、言われなくても行くさ」

  「ガーランド!?」

  　ほう、と人々の間からため息が漏れる。

  　八割方は安心、そして残りは驚き、といった比率だった。

  「おい！」

  　アランの抗議に振り返った彼女は、

  「さっきも言ったはずだ。いつどこへ行くかは自分で決める」

  　言い捨てて、さっさと歩き出す。アランは仕方なくあとを追った。

  

  　連れ立って歩くアランとステラに気づいて、叔お父じが振り返った。

  「来させるなと言ったろう」

  　底光りする瞳を向けられて、アランは首をすくめた。

  「市長の指示さ。自分の方が保安官より偉い、って言われちゃお手上げだよ」

  　小さな舌打ちが闇に響いた。どんな荒くれでもたじろがせずにおかない厳しい視線が、今度はステラを射いる。

  　彼女は臆おくするでもなくそれを受け止め、言い放った。

  「大の男が二人揃って子供一人助けられないのか」

  　屋根から吊り下げられたまま疲労の色を滲にじませ始めたジョゼを見上げつつ、気のない口調ではあったが、さしもの叔お父じが押し黙った。

  「時間の余裕は？」

  「ええと……」懐中時計を取り出し、アランが答える。「あと十分もない。急がないと」

  　ひとつ鼻を鳴らすと、ステラは散歩にでも出かけるような歩調で明るい街路へ出た。

  「待てよ！　なんの策もなしに、無茶だ」

  「無策なのはあんたらだ。せめて子供くらい助けてみせろ」

  　振り返りもせず道を横切って、彼女はシルバーダラーの扉をくぐった。

  「アラン、お前は今のうちにジョゼフィンを救え。私はここで連中を抑える。まず人ひと質じちを引き離さないと時間稼かせぎもできん」

  　ライフルのレバーを引く金属音と共に叔父が言った。

  「わ、わかった！」

  　二十ヤードほど走り、灯あかりがついた家へ飛び込む。

  「きゃぁっ！」

  　四十がらみの婦人が叫び声を上げ、かばうように夫であろう男が前に立つ。

  　彼は不ぶ躾しつけな侵入者の顔を見て、ほっとため息をついた。

  「なんだ、アランか……どうしたんだ、ノックもせず」

  「二階を貸してくれ。屋根伝いにジョゼを助ける」

  　夫妻は顔を見合わせた。

  　夫の方が言いにくそうに答える。

  「それは……だが、我々が人じん狼ろうたちに目をつけられることになったら……」

  　一方、夫人の言葉はすこしばかり直ちよく截せつ的てきな色合いが濃かった。

  「私たちにだって子供がいるんですよ。売春宿で淫いん魔まなんかに育てられてる子のためにウチが恨うらみを買うようなことがあったら、あなたどう責任をとってくれるの？」

  「おまえ、そこまではっきり言うことは……」

  　夫妻の勝手なやりとりに、怒いかりが込み上げた。

  　思わず怒鳴りつけそうになったが、事態を考えどうにか自制する。

  「迷惑はかけません。窓からとなりの屋根に降りるだけです」

  「それだけなら……」

  　まだ非難がましい目でアランをねめつける夫人を背に、しぶしぶ、といった感じで夫のほうが同意する。

  「感謝します」

  　それ以上話す気にもなれず、アランは階段を上がった。

  　シルバーダラー寄りの部屋に入って窓を開けると、間の家はすべて平屋でサルーンまで見渡せる。目的の屋根に、幸い見張りらしき姿はなかった。

  「くっ！」

  　窓まど枠わくを乗り越えて隣家の屋根に降り、腰をかがめて屋根を伝う。

  　三度、軒のきを飛び越えてサルーンの屋上へ。フォールズフロントの陰から身を乗り出すと、声を殺して呼びかける。

  「ジョゼ！」

  　見上げる幼い顔に、ぱっと喜き色しよくが散った。

  「お兄ちゃん？」

  「今引き上げる。もうすこし頑がん張ばれ」

  「うん！」

  　ロープを引き、少女の身体を持ち上げる。思ったよりずっと軽かった。

  「お兄ちゃん、来てくれると思ってた！」

  　屋根の上に抱き上げ、腰のナイフで縛いましめを断ち切ると、ちいさな身体が飛びついて来た。

  「だいじょうぶか？　怪け我がは？」

  「うん……ありが、と……」

  　緊張の糸が切れたのか、彼女は突然泣きじゃくり始めた。そっと頭を抱き寄せる。

  「遅くなってゴメンな」

  「いいの……だって、きっと……」

  　涙で声にならないらしい。柔らかい髪の毛をなでてやると一瞬、妹の面おも影かげがよぎって胸を鋭く刺した。

  「さあ、ゆっくりしてられない。行くぞ」

  「うん」

  　立ち上がる。

  　そのとき、階下で銃声が響いた。

  

  　サルーン、シルバーダラー。

  　キングスウェイの中でも高級な部類に入るこの酒場へステラが足を踏み入れたとき、店内は異様な静せい寂じやくのうちに沈んでいた。

  　四人の人じん狼ろうはカウンターに集まって瓶びんから直接強い酒を呷あおっており、いっぽう客たちは店の隅に集められ、床に座り込んで震えていた。

  　カウンターの向こうではバーテンダーだけが、割れた鏡の前で青い顔をしながら、人狼たちの要求する酒を忙しく運んでいる。

  　スウィングドアが軋きしんだ音を立てた瞬間、店内の視線は一いつ斉せいにステラへと注がれた。

  「ほう、本当に来たか。いい度胸だな」

  　ベルントがカウンターを背負って両りよう肘ひじをつき、あざけるように言った。

  「こんな細っこい野郎が……」そこで鼻をひくつかせ、驚いた表情になる。「……女か？」

  　人じん狼ろうたちが、信じられない、といった様子で顔を見合わせたが、すぐに表情は変化した。

  「ふほっ、ふぉふふぉ……」

  　獣けものの口から、文字通り獣じみて脂あぶらぎった笑い。

  「なんだぁ？　こいつぁ別のお楽しみができそうだ」

  「どうかな」ステラは答え、拍はく車しやの音を響かせながらカウンターの隅に陣取った。「バーテンダー、ウィスキーだ」

  　震えながら差し出されたグラスを受け取ると、彼女は一気に呷あおった。

  「いい飲みっぷりじゃねぇか、姉ちゃん。楽しい夜になるぜ」

  「俺ぁ女が怖がってガタガタ震えるときの臭いが大好きなんだ」

  「小便漏らすともっといい」

  　すっかり相手を舐なめきって笑う男たちに向け、今度は自分でグラスを満たしながら無表情に彼女は答えた。

  「獣ケダモノ共には似合いの趣味だ」

  　弛し緩かんしていた空気が一瞬にして張りつめた。

  　ステラは気にした風もなくもう一度グラスを干し、ふたたび酒さか瓶びんを傾かたむけつつつけ加える。

  「期待に添えないのは残念だがな」

  　剣けん呑のんな光を目に宿し、人狼の一人がカウンターを離れる。

  「……ぐぉふふぅ……なあ、ベルント。こいつ、俺がいただいちまっていいか？」

  　喉のどを鳴らし、舌なめずりしながら身をかがめる。引き絞られた弓ゆみのように、体内に力のみなぎる様子がわかった。

  「好きにしろ」

  　瓶を呷ってベルントが答える。ひときわ強く、凶暴さを内に抑え込んだ凄すごみが皮ひ膚ふ感覚として、酒場にいる誰もに伝わった。

  「ぐへへへぇ、お許しが出たな。さあお嬢ちゃん、楽しませてくれよ？」

  「お前は指一本私に触れられんよ」

  「たかだか鉛なまり弾だまごときで俺様が止められるとでも思ってんのか？　そいつはとんだ見当違いってもんだ、ぜっ!!」

  　最後の一声と同時に、十五フィート近くを一気に跳躍する。

  　ステラは抜く手も見せなかった。

  「げはッ！」

  　人狼の心臓は真ん中を正確に撃ち抜かれて飛散し、身体は床に叩きつけられた。

  　彼女の手にあったはずのグラスはカウンターの上にきちんと置かれ、琥こ珀はく色の液体はわずかに揺れているだけ。

  　店内の誰もが驚きよう愕がくに目を見張った。むろん、残された人じん狼ろうたちも。

  「ぐ、ふぅ……」

  　這はいつくばって身を起こそうとする人狼が、信じられないという面おも持もちで胸に大きく空あいた穴を見た。

  「治らねぇ……まさか……」

  「鉛なまりじゃなくて悪かったな」

  「銀の……弾……貴様……」

  　突然数度痙けい攣れんし、そのまま床に伏して動かなくなる。

  　隅に固まった人ひと質じちたちの間から、無言の称しよう揚ようと救出への期待が向けられた。が、ステラは集中する視線を意に介かいさず銃を戻し、ふたたびグラスを空からにした。

  「……なるほど、手下共が殺やられるわけだ」

  　しゅう、と空気の漏れる音と共に、奇妙に感心した様子でベルント。おそらく口くち笛ぶえを吹いたつもりなのだろう。

  　ステラは小さく咳せきをして、銃じゆう煙えんを手で払いながら答えた。

  「逃げるなら追わないが」

  「くく、舐なめられたもんだ」

  　のそり、と身体を起こしたベルントの目に、凶暴な光が宿る。

  「やめてくれ！　撃ち合いなら外で……」

  　震えながら言うバーテンダーの抗議は、ステラを含めた四対ついの視線を浴びて喉の奥に消えた。

  　ベルントが笑う。

  「ま、いいさ。ケリは表でつけようじゃねェか」

  「承知した」

  　ポケットから取り出した弾を二発、排はい莢きようしたシリンダーへ込めながらステラ。四人は連れだって通りへ出た。

  

  　フォールズフロントの陰に身を隠したアランとジョゼの眼下、ステラが立ち止まり、足を軽く開いて向き直った。

  　対する人狼は扇おうぎ状じようにステラを取り囲み、空から手てのまま背を丸めて身構える。

  　訪れる静せい寂じやく。

  「お兄ちゃん、三対一だよ？　あのお姉ちゃんだいじょうぶ？」

  　小声で訊たずねるジョゼに、アランは答えられない。

  　いかに屍し人びと殺しのステラとて対抗できるものだろうか？

  　彼らの人間離れした――当たり前だが――スピードはさっきいやというほど味わった。そのうえ三方向に広がられてしまっては、たとえ一人を押し止とどめても、その間に残りの二人の牙きばが、あるいは爪が間違いなく彼女を捉えるだろう。

  　吹き渡る夜風のせいでなく、身内に冷気が感じられた。

  　この銃にせめて弾が残っていれば。あるいはライフルをきちんと持って来ていれば。

  　後先を考えない自みずからの行動ひとつひとつが、未熟を露ろ呈ていしながらツケを溜ためてゆく。

  「くそ……」

  　もっと上う手まくやれたはずなのに――

  　思っても、今さら遅い。見ているしかできない自分に歯は噛がみする。

  　路上の四人は動かない。月は中天にかかって、素そ知しらぬげに地上を青い光で濡らす。

  　先ほどまで遠巻きに様子をうかがっていた人々も、今は見当たらない。家の中で身を潜ひそめ、息を殺しているのだろう。まるで死の街だ。

  　アランの手はじっとりと濡れていた。すがるように力がこもるジョゼの手もまた、そうであることに気づき、安心させようと握り返したその瞬間。

  　土つち煙けむりが、舞った。

  「ガアアアァァァ!!」

  　耳を引き裂かんばかりの咆ほう哮こうと共に、三十フィート近い距離を一気に跳躍する人じん狼ろうたち。

  　だがステラの手に突然――としかアランには感じられなかった――現れた拳銃が赤い炎を吹いて、

  「ギャウン！」

  　一人が後ろに吹き飛んだ。

  「危ないっ！」

  　思わず身を乗り出すアラン。残り二人の人狼が無防備に立つステラへ飛びかかり、地面に引き倒す――

  　と見えたその瞬間、ステラは信じられない身のこなしで横ざまに身を投げ出した。

  　目標を失った人狼が交こう錯さくする。

  　肩口から地面を転がりつつステラがさらに一発。

  「ギャッ！」

  　さすがに側そく転てんしながらの射撃では急所に命中させることは不可能だったのか、相手は腹を撃ち抜かれてうずくまる。

  「ハッ……ガ……」

  　そのまま起き上がったステラはもう一撃――

  　が、最後に残ったベルントがわずかに速かった。

  「くっ！」

  　体勢を崩しながら、彼女はかろうじて後ろへ飛び退った。だがそこはもう板張りの渡り廊下で、足を取られた彼女は背中から大きく倒れ込んだ。

  　やられる！

  　そう、アランが思った瞬間、あらぬ方から発射音が上がった。

  「グワッ！」

  　ベルントが衝撃によろける。

  　わずかな遅ち滞たい、ステラにはそれで充分だった。

  　座った姿勢のまま、左掌てのひらを撃げき鉄てつに叩きつける。

  　二発。

  　一瞬――世界が静止した。

  　立ち尽くすベルント。硝しよう煙えんの移ろいだけが、見る者に時の流れを思い出させる。

  「きさ、ま……仲間が……ガハッ！」

  　獣けものの口から鮮血をまき散らし、崩れ落ちる。

  「仲間なんかいない」

  　どこか虚うつろな響きの呟つぶやきが、可聴音量ぎりぎりでアランの耳に届いた。

  　地べたに這はいつくばるベルントが立ち上がろうとしてもがくが、鉤かぎ爪つめは地面を引っ掻かくだけで身を起こすことができない。

  「ケッ……だがな、これでお前も……俺たちの……」

  　瞳の輝きが消え、わずかに身体を痙けい攣れんさせて絶命する人じん狼ろうをステラは冷たく見下ろし、やおら立ち上がる。

  　視線を追うと人影があった。銀月にきらめく、胸の保安官章。

  　ディヴィッド・グリーンウッド保安官がウィンチェスターをぐるりと回せば、薬やつ莢きようは地面に落ちて小さな音を立てた。

  「我ながら卑ひ怯きようなマネをしたものだ。決闘に割って入るどころか、横から不意討ちとはな」

  　なぜか悲しそうに言う。

  　ステラは硝煙にむせながら吐き捨てた。

  「馬鹿馬鹿しい。撃ち合いに卑怯もクソもあるか」

  「……それが君の生き残る秘ひ訣けつか？」

  　はん、と彼女は喉のどを鳴らした。

  　埃ほこりを払い、銃を収める。

  「誰だって死ぬさ」

  　まるで諦てい念ねんさえも乾ききってしまったかのように。

  　言葉はひどく他ひ人と事ごとで、一切の感情が欠落していた。

  「ひはぁァァァァ!!」

  　突然、奇妙な咆ほう哮こうと共に腹を撃たれた人狼が跳ね起きた。はみ出したはらわたを引きずり、血ち涎よだれを流しながら逃げ出す。

  「ちっ」

  　舌打ちするステラ。だが一発撃った瞬間に人じん狼ろうはサイドステップし、銃弾は体毛を数本散らすに留とどまった。素早く撃げき鉄てつを起こすが、その間に拳銃の有効射程はとうに稼かせがれてしまい、彼女は諦あきらめて撃鉄を下ろした。

  「たぁすけて、くれええぇぇ!!」

  　異様な跳躍力で街路を飛び越えて、みるみる間に数十ヤードは遠く、人狼は豆粒ほどの影になってしまった。

  「くそ！」

  　反射的にアランが立ち上がりかけた瞬間、叔お父じがゆっくりとウィンチェスターを持ち上げ、銃じゆう床しようを肩に当てた。

  　静かに狙いをつける間にも的まとは遠ざかり、相手が逃げ出してから七、八秒も経たったろうか。完全に敵を逃がした、とアランが諦めつつも確信した瞬間。

  　銃口が火を吹いた。

  「ギャァァァァァァン!!」

  　宙を舞い、倒れる人狼。すぐに動かなくなる。

  「……嘘うそだろ」

  　我知らずアランの呟つぶやき。

  　ほとんど五百ヤードはあった。それも静止した標的ではない。猛烈なスピードで遠ざかり、飛び跳ね、ジグザグに走る相手を、叔父はたった一撃で射抜いて見せたのだ。

  「いい腕だ」

  　口くち笛ぶえを吹くステラより、叔父の腕こそ信じがたい。

  「なに、銃のおかげさ」

  　機械音と共にレバーを引き戻し、保安官は肩をすくめた。

  　次の瞬間、店の中に留とめ置かれていた人ひと質じちが、固かた唾ずをのんで行方ゆくえをうかがっていた住人が、一いつ斉せいに街路に飛び出して歓声を上げた。口を極めた賞賛、成り行きへの驚き、犯罪者たちへの罵ののしり。

  　怒号が飛び交い、拍手と口笛があふれる。

  「すげぇ……」

  　アランはため息混じりに唸うなった。

  　自分も銃を方便たつきの道に選んだ今だからこそ、わかる。

  　ステラの早撃ち。そして叔父の狙そ撃げき。

  　どちらもあまりに人間離れしている。

  　天てん稟ぴんに恵まれた人間が、自みずからを血ち反へ吐どで塗り固めるほど刻こつ苦くと錬れん磨まを重ねたとしても、果たして達しうるかどうか。

  　――自分は到底及ばない。少なくとも、今は。

  「お兄ちゃん、どうしたの？」

  　見上げるジョゼの心配げな視線に、あわてて笑顔を取り繕つくろう。

  「なんでもないよ。さあ、下に降りよう。いつまでもこんな所にいると風か邪ぜひくぞ」

  「うん。助けてくれてありがとうね」

  　向けられる邪気のない笑顔、そしてあふれんばかりの感謝。

  　彼女を助け出すにあたって自分の果たした役割がいかに小さいか痛感し、アランは内心己おのれを恥じた。

  

  　サルーンの天窓から店内に降りると、ちょうどステラがドアから入って来るところだった。続いて保安官が姿を見せ、すぐアランに気づいた。

  「無事だったか」

  「なんとかね。ジョゼも」

  「そいつはよかった。よくやったな」

  「……なにもしてないよ。ぜんぶステラと叔お父じさんが……」

  　隅に身を寄せていた人ひと質じちたちが歓声を上げながら駆け寄って、アランの言葉は途中でかき消された。

  「さすが俺たちの保安官だ！」

  「そこのあんたも！　すごい早撃ちだな！」

  　興奮した彼らに目もくれず、ステラは言った。

  「バーテンダー、酒をくれ。二本、一番強いやつだ」

  「好きなだけ飲んでくれ、今日はぜんぶ私の奢おごりだ」

  　どん、とカウンターに突き立つボトルを前に、ステラは微笑ほほえみすら見せない。

  「飲むわけじゃない」

  　腰のナイフを引き抜くと、いきなり服の左袖そでを裂く。

  　皆が息をのんだ。

  　白く細い腕の肘ひじの上あたり、傷がある。それ自体は小さく、かすり傷程度のものでほとんど出血もなかったのだが……

  「！　それ、まさか……」

  　傷口の周囲がどす黒く変色し、腫はれ上がっている。通常の負傷ではないことがひと目でわかるほど、異常な様相を呈していた。

  　酒場の中が一いつ斉せいに静まった。

  「人じん狼ろうの爪にやられた。放っておくと私も連中の仲間入りだな」

  　淡々とステラは言い、酒さか瓶びんの中身を傷口と、そしてナイフに流した。

  「……お、俺、早く家に帰らねぇと……女房が心配してる」

  「俺もだ、子供が……」

  　人々が恐れもあらわに後じさる。たった今まで取り囲んでもてはやしていた当の相手から、逃げるように遠ざかる。

  　ほどなく酒場に残っているのはアランとステラ、保安官、そしてふたたび恐怖を目の前にしながら逃げる理由を思いつかず、顔を青くしたバーテンダーだけになっていた。

  「医者を……！」

  　言いかけたアランに視線もくれず、ステラは言った。

  「この手の傷に人間の医者なぞ役に立たん」

  　いきなり、ナイフを自分の腕へ突き立てる。

  　そのまま抉えぐった。

  「！」

  　さしも剛ごう胆たんな保安官すら、目にわずかな驚きをよぎらせる。ましてやアランなぞ驚きよう愕がくのあまり思わずスツールへ崩れ落ちたほどだ。

  　ステラは眉ひとつ動かさずに淡々と作業を続ける。流れ落ちる真っ赤な血が、肌の白と鮮やかな対比を見せ、まるきり現実離れしてアランには感じられた。

  「おい」

  　呼びかけられているのが自分だと気づくまで、数秒かかった。

  「……あ、え？　なに？」

  「ドラグーン使いなら火薬入れパウダーケース持ってるだろう。貸せ」

  「あ……ああ」

  　言われるままに取り出して、フラスコを渡す。

  　ステラはスパウトの口くち金がねを咥くわえて引き抜くと、そのまま火薬を傷口へ振りまいた。

  「おい、まさか……」

  　答えず彼女はマッチを取り出し、器用に右手だけを使って爪つめ先さきで火を点ともすと、傷口へ近づけた。

  　引き裂くような甲かん高だかい音と共に、火薬は一瞬にして炎を上げ、煙を立ち昇らせた。肉の焼けるいやな臭いが立ちこめる。

  「乱暴すぎるだろう！」

  「狼おおかみ女おんなにはなりたくないんでな」

  　無感動に答えを返しつつ、彼女はさらにウイスキーを傷口へ流す。

  　姿を消していたジョゼが店に飛び込んで来た。

  「お姉ちゃん、これ使って！」

  　白いリンネルの束たばと、幾巻きかの包帯を手にしている。

  「お医者さんにもらって来たの。しょーどくずみだ、って言ってた」

  「助かる」

  　わずかに表情を和やわらげながらステラは受け取り、片手で器用に包帯を巻いていく。やがて彼女は、治療――と呼んでいいものであれば――を終えて立ち上がった。

  　だが。

  「動くな」

  　ディヴィッド・グリーンウッド保安官が厳しい表情でライフルを構え、彼女の胸に狙いを定めていた。

  「お、叔お父じさん!?」

  「ミス・ガーランド。今晩は留りゆう置ち場じようで過ごしてもらう」

  「なんの罪だ？」

  　唇の端はしに乾いた笑みを浮かべながらステラ。

  　応じる保安官の声は巌いわおのように揺るがしがたかった。

  「罪はない。だが人じん狼ろうになるかもしれん人間を野放しにはできん。保安官として街を危険に晒さらすことはできない」

  「……その長なが物もので私を止められると？」

  「どうしてもというのであれば、試ためしてみるほかはあるまいな」

  　すっ、とステラの目が細くなり、腰が落ちる。

  　緊張が高まり、今しも銃弾が飛び交うかと思われた瞬間、アランは思わず二人の間に割って入った。

  「やめてくれ！　一晩だけだ、ガーランド。頼む」

  「どこへ行くかは自分で決めると言ったはずだ」

  「聞き分けのないこと言うのはやめてくれ。なにもなければすぐに出してやるから」

  　ステラは動かない。底光りする瞳をアランに据すえたまま、低く言った。

  「いやだと言ったら？」

  「力ずくでも――」

  　言いかけて、自分と彼女の圧倒的な力の差に思い至るアラン。

  　だが手は自然と腰の銃へ伸びた。シリンダーが空からだということも忘れて。

  「……お前には抜けないよ」

  　淡々とした口調でステラが言った。

  「なん……だって？」

  「お前には抜けない、と言ったんだ」

  「馬鹿にするな！」

  　かっと頬に血が上る。腕の差を思い知っていても、いや、思い知ったからこそ余計に、彼女の言葉は感情を逆さか撫なでにする。

  「ならやってみればいい」

  「言ったな！」

  　アランは上着を跳ね上げて銃じゆう把はを――

  　魔法のようにステラの右手に現れたＳＡＡシングル・アクシヨン・アーミー。アランの指は銃把に届く遥か手前で停止した。

  　抜く気配すら知覚できなかった。黒光りする銃口を目前に、喘あえぎながら肩を上下させるだけ。

  「大口を叩く前に腕を磨け」

  「……」

  　白茶けて重苦しい空気が漂う。

  　出し抜けに、スウィングドアが吹き飛んだ。

  「ジョゼっ！　無事なの!?」

  　鏡に続く大損害にうめくバーテンダーを尻目に、黒い影が疾しつ風ぷうのごとく、ほとんど宙を飛ぶようにしてジョゼに駆け寄る。

  「サンディ!?」

  「怪け我がはしてない？　変なことされなかった!?」

  「だいじょうぶだよ。お兄ちゃんが助けてくれたもん」

  　それでもジョゼの身体を一通り確かめ、ようやく安心したのかサンディはぺたんと尻もちをついた。

  「わーん、よかったー！　アンタ人ひと質じちになったってさっき聞いて……アンタになんかあったら、アタシどうしようかと……」

  　恥も外聞もなく大泣きし、ちいさな身体をぎゅっと抱きしめる。

  「心臓止まるかと思ったよぉ……アタシ心臓ないけど」

  　ジョゼの顔がみるみる青くなる。

  「サン……ちょっ、苦し……」

  「ぎゃー！　ゴメンゴメン！」

  　思わず力を入れすぎたのだろう、手を離す。

  「もう、骨が折れるかと思った」

  「ゴメンてば」

  「サンディの馬鹿力の方が狼男より危なかった気がするなぁ」

  　顔中涙だらけにしながらもようやくサンディは笑い、右手一本でジョゼを抱き上げた。

  「危ないことしちゃダメだって、いつも言ってるでしょう？」

  「わたしはなんにもしてないもん。それにサンディやお兄ちゃんが助けてくれるからだいじょうぶだよ」

  　突然の闖ちん入にゆう者しやによって家族愛の物語へ入れ替わってしまった空気に、ステラは毒気を抜かれたのか、拳銃を戻した。

  「保安官事務所か？」

  「え？」

  　一瞬なにを言われているのかわからない。

  「牢ろう屋やだ。巡じゆん回かい裁さい判ばんまで悪党をぶち込んでおくのがあるんだろう」

  「あ、うん。事務所の奥に……」

  「案内しろ」

  　帽ぼう子しをかぶり直しながらステラがいい、叔お父じは銃を構えたまま顎あごをしゃくった。

  「行け、アラン。今晩はお前が監視しろ」

  「わ、わかった」

  　事の成り行きに取り残されたまま、アランはあわてて扉の前に立った。

  「こっちだ」

  「酒場から出るくらい案内されなくてもできる」

  　ほとんど忍び笑いのような表情が一瞬だけ彼女の顔に浮かんだ気がした。

  　だが、次の瞬間にはまったく表情を消したいつものステラがそこにいる。見間違いだったのだろうか。

  　なんとなく頬を赤らめながら渡り廊下に出るアラン。だから、次のやりとりは彼の耳には届かなかった。

  　出しな、彼女はサンディの腕の中心配そうに成り行きを見守るジョゼの、頭に軽く右手を置いて、こう言ったのだ。

  「包帯、ありがとう」

  「うん。お姉ちゃんも助けてくれてありがとう」

  　背中越しに手を挙げて、闇へと姿を消した。

  

  　二つある牢の前、アランは堅い木の椅い子すに尻しりを痛められつけつつ、多た忙ぼうな一日の終わりを迎えようとしていた。机の上にランプが灯ともり、獄ごくに鉄てつ格ごう子しの細長い影が落ちる。

  　その向こう側、同じように硬い寝台の上でステラもまた腰掛けたまま、こちらは忙しく手を動かしていた。

  「牢に拳銃持ち込むなんて、普通認めないんだからな」

  　アランが不ふ機き嫌げんに言う。

  「弾はぜんぶ渡したろう」

  「だからってさ」

  「空からの銃が怖いのか？」

  　彼女の横には完全に分解されたＳＡＡシングル・アクシヨン・アーミーがあり、彼女自身は揺らめく炎の灯あかりを頼りに銃の手入れを行おこなっていた。分解した銃のバレルにブラシを通し終え、今度は油布を手に撃針を丁てい寧ねいに拭ふき始める。

  「……照しよう星せい、削り落としてあるんだな」

  　先ほどから感じていた微び妙みような違和感の正体を突き止め、アランが訊たずねた。

  「決闘のときに、ベルトに引っかかって抜けないからちょっと待ってくれ、なんて失礼なお願いをするほど図々しくはない。内気シヤイな性格でな」

  「お育ちのいい話だ」

  「お褒ほめにあずかり光栄だよ」

  　顔も上げずに交わされる会話もすぐに途切れ、アランは彼女の動作を見守った。

  　切り落とされた袖そでから伸びた左腕の、包帯には血が滲にじんでいたが、彼女は気にかける様子もなく作業を続ける。腕は不安を覚えるほど細く、そして鮮やかなまでに白かった。

  　横顔に影が落ちて、彫りの深い造ぞう作さくに陰影を与える。頑かたくなで厳しい表情さえなければ、見み惚ほれるほど整った顔立ちと言えたろう。オレンジ色の光に透すける睫まつ毛げは長く、印象的なグリーンの瞳と鮮やかな対比を成なしていた。

  　だがその瞳は目前の鉄てつ塊くれに集中したまま、宿る光は真剣で、一切の妥だ協きようを排している。

  　石せつ膏こうの塑そ像ぞうか、あるいは大理石の彫像のように。

  　美しく、それでいて人間らしい暖かみには奇妙に欠けた横顔を見つめるうち、アランの鼓こ動どうは、知らず拍はく動どうを速めていった。

  　鉄てつ格ごう子しの狭い窓からは月光が降り注ぐばかりで、表からは物音ひとつ聞こえてこない。ランプの芯しんが時折立てる燃焼音と、彼女の操る細い指が無ぶ骨こつな銃を整備していくその音だけが低く、ちいさく、耳へ届く。

  　アランは奇妙な感覚に襲われた。足元の床すら不確かに、まるで世界が渦うずを巻くような。

  　ゆら、ゆら、と。焔ほむら揺れれば影は踊り、今、刻ときはこのちいさな部屋に凝ぎよう縮しゆくされ、他の一切は消え失せて、ただこの美しい少女を見つめるうちに永遠は過ぎ去ってしまうのではないか――そんな幻想に捉われる。

  　経へてきた流る浪ろうも、労ろう苦くも、そしてたぎる復ふく讐しゆうの念すらも。揺らめく暖かな灯ひに浄化され、このまま時間が静かに歩み去ってゆくならば――

  　首を振った。

  　与えられた仕事へ無理矢理意識を戻し、訊ねる。そうしなければ空想の森に迷い込んで出て来られなくなりそうな気がした。

  「……よく落ち着いていられるな」

  「なにがだ」

  「人じん狼ろうに変わっちまうかもしれないってのに、さ」

  　ステラは鼻で笑った。いつしかコルトは完全に組み上げられていた。

  「そのときはお前がケリをつけてくれるだろうよ。ちゃんと銀の弾シルバー・ブレツトは込めてあるか？」

  「え……ああ。ライフルに一発と拳銃に五発」

  「できれば一発で仕し留とめてくれ。苦しまずに済む」

  　口調は平静に過ぎ、アランには冗じよう談だんなのか本気なのかさえ捉えがたい。返事できずにいると、彼女はうんざりしたように呟つぶやいた。

  「ま、お前の腕じゃ望み薄か」

  「……努力はするよ」

  「そう願いたい」ステラは綺き麗れいに拭ふき上げた愛銃を枕元へ置き、ひとつ伸びをした。「人狼たちの死し骸がいはとなりの獄ごくに放り込んであったな」

  「ああ。埋うめるのは明日の予定だからね」

  　彼女は小さく頷うなずくと、ごろりと仰向けに横たわった。組んだ手を枕にしようとして、傷が痛むのか軽く舌打ちする。

  　アランはさすがに呆あきれた。

  「寝られるのか、こんなときに？　どういう神経してるんだ」

  「お前が起きていれば問題なかろう」

  　もっともな理屈で応じてから、彼女は目を閉じた。すぐに規則正しい寝息が聞こえ出す。

  　ほとんど投げやりとも思える態度に、驚くべきか呆れるべきか迷ってからアランは、結局ため息をひとつついて判断を放ほう棄きした。

  　彼女という存在がよくわからない。

  　恐ろしげな通り名が単なる法ほ螺ら話ばなしでないことは、先ほどの一件でいやというほど理解できた。あの叔お父じですら、もし銃を持って対たい峙じすれば勝負の行方ゆくえはどうなることか……

  　だが、彼女には人間としてのなにかが完全に欠け落ちている、という印象がなぜかアランには拭ぬぐえない。欠けているのがなんであるのか、上う手まく言葉にすることは難しかった。

  　強しいて言えば、自みずからの存在に無関心だ、と表現できるだろうか。

  　今、見守るステラは身じろぎすらしない。静かな寝顔に怪け我がの影響だろうか、薄い疲労の色があって、それが不自然なまでに艶なまめかしい。

  　いったい彼女は――

  　ごとり、と。なにか重いものが転がるような音がして、アランは顔を上げた。

  　音はステラの牢ろう獄ごくからではない。そのとなり、人狼たちの死し骸がいが積み上げられた方の部屋から――だが、まさか。

  「ウ……グ、ガ……」

  　用心しながら立ち上がり、うめき声の方へランプを掲かかげる。

  「……うっ」

  　骸むくろの山を掻かき分けながら、一人の人じん狼ろうが身を起こしつつあった。

  「オレ、死ンダ……ノカ？」

  　ベルントだ。焦しよう点てんを結ばぬ瞳に虹こう彩さいはなく、その代わり空くう洞どうから漏れ出るような黄色の光。全身からも同じ光が陽かげ炎ろうのように揺らめく。

  　一瞬にして過去の忌いまわしい記憶がよみがえった。

  「エミリー……」

  　光の色こそ違えど、あのときと同じだ。

  「ナラ……あいつモ、殺ス……」

  「ぼやっとするな！　殺やれ！」

  　いつの間にか起き上がっていたステラが、鉄てつ格ごう子しの向こうで叫んだ。

  　我に返り、ライフルを構える。

  　撃った。

  「グゥ……」

  　轟ごう音おんが狭い石造りの牢ろうを揺るがし、ベルントが二、三歩よろけた。

  「……銀ノ弾……小コザ賢カシイ」

  　にやり、と獣けものの口が嗤わらう。

  「き、効かない!?」

  　聖別された銀の弾は人狼のみならず幽鬼アンデツドをも倒す。それが効果を及ぼさないとは……

  「なんだよコイツ！」

  「ちっ、思ったより大物だったな。おい、ここを開けろ！」

  「今取り込み中だ！」

  「見ればわかる！」

  「明日の朝まで入ってる約束だろう！」

  「そんなこと言ってる場合か！　死ぬぞ！」

  「自分でケリをつける！　向こうは牢屋から出られないんだから……」

  　ベルントが鉄格子に両手をかけ、アランは言葉を飲み込んだ。

  「無駄ダ。コンナモノ」

  　引き離すように腕を広げると、さして力を入れた様子もなかったのに、鉄てつ柵さくはぐにゃりと曲がって大きな口を開けた。錆さびの粉こなが床へ降り注ぐ。

  「嘘うそだろ!?」

  「ヤカマシイ、人間ゴトキガ……」

  　ベルントの瞳がひときわ異様な輝きを発し、アランを見据すえた。

  　その輝きを目にした瞬間、アランは自分の肉体が精神の制御を離れていくのを感じた。

  「あ……？」

  「邪じや魔まダ。寝テロ、雑ザ魚コメ」

  　輝きが増す。思考の縄がほどけていく。

  　撃たなければ――だが、誰を？　自分はここでなにをしているんだろう。

  　早く家に帰って、あの谷間の我が家……そうだ、柵さくの修理をしなきゃ。壊れたままになってる。牛が逃げたら、父さんが帰って来てがっかりするだろう。エミリーだって……あれ、エミリーは今幾つだっけ。叔お父じさんに聞いて……ライフル、今度貸してくれないかな……

  　ずるずると概がい念ねんが霧む散さんし、物事の関連性を認識できなくなる。

  　アランの口は締まりなく開いて、身体は椅い子すにへたり込んだ。

  　ステラが舌打ちした。

  「馬鹿が、簡単に魅み入いられやがって」

  　ベルントがぎこちない動作で、鉄柵越しに彼女の前へ立った。死後硬直した筋肉を無理矢理動かしているせいか、先ほどまでの敏びん捷しようさはない。言葉さえもたどたどしい。

  　それでも憎しみをたぎらせつつ、ステラを見て舌なめずりする。

  「オマエダ、女。オレヲ殺シタ」

  「不死者秘儀団Ｇ∴Ｎ∴……やはりか」

  「ソウダ。オレ、死ナナイ。アノオ方ガ、ソウ言ッタ」

  「あのお方？」

  「知ル必要、ナイ。オマエハ喰ッテヤル」

  「簡単に喰われてたまるか」

  　ベルントが奇妙な笑い声を上げる。

  「無駄ダ、人間。オレノ目ニハ抵抗デキマイ」

  　ぎらり、とふたたび瞳が異様な光を放つ。その瞬間、ステラは包帯の上から、自分の傷を殴りつけた。

  「……っ！」

  「ホウ。痛ミデ正気を保タモツカ。ダガ、イツマデ続ク？」

  　嘲あざ笑わらうように瞳の輝きが強まる。

  「く……」

  　ステラはがくりと膝ひざをついた。

  「往オウ生ジヨウ際ギワ、悪イ」

  「……」

  　ベルントはゆっくりと鉄てつ格ごう子しを引き曲げてくぐり、うずくまるステラを見下ろした。

  「ククク……ナブリ殺シニシテヤル」

  「…………」

  「声モ出セナイカ？　無ぶ様ざまナ」

  　鉤かぎ爪づめが伸びて、うずくまるステラの肩を掴つかんだ。そのまま引き上げる。無理矢理立ち上がらされた彼女は、ぼんやりした表情のまま視線すら定まらない様子だ。

  「オレガ生キテイレバ、喰ウマエニ楽シマセテヤッタモノヲ」

  　あんぐり口を開け、肩口から細い頸くびを食いちぎろうとしたその瞬間。

  「獣ケダモノと寝る趣味はない」

  　ステラの声は明めい晰せきで、表情にはすでに一点の混こん濁だくもなかった。

  「キ、キサマ！」

  「永とこ久しえの闇と虚きよ無むの狭間はざまに――還れ！」

  　二連発のデリンジャーが火を吹いた。

  　ベルントの胸板に、子供が通れるほどの大穴が空あき、肉片が石壁に飛び散っていやな音を立てた。

  「グ……ハッ……」

  　人じん狼ろう――あるいはかつて人狼だったもの――は、しばらくそのまま立ち尽くしていた。

  「この街の保安官補はブーツの中を調べる程度の知恵も回らないようでな。恨うらむならそこで寝てる奴を恨め」

  　ベルントは答えなかった。ぐらりと身体は傾かしぎ、音を立てて倒れる。

  　ステラは曲がった鉄てつ柵さくを見あげて舌打ちした。

  「ったく。これじゃ牢ろう屋やの役には立たんな。おい、起きろ」

  　ブーツのつま先がアランの頭を軽く突つついた。

  「え……？」

  　夢から覚めたような顔でアラン。

  　一瞬目前の光景にあっけにとられる。今まで目にしてはいても因いん果が関係を理解できなかった幾つかの光景が脳内で結び合わさり、ようやく事態を把は握あくした。

  「……お前、最初からこうなるってわかってたのか？」

  「さて、どうだかな」

  　肩をすくめるわざとらしい仕草が、言葉よりも雄ゆう弁べんに真実を語った。

  「この……」

  　抗議すべきか礼を言うべきか、あるいは法に従って拳銃を渡すよう通告すべきか、さんざ迷ってから結局、アランが口にしたのは質問だった。

  「銀の弾も効かない相手なのに、どうやって？」

  「連中用の特別製だ」

  　デリンジャーに残った一発を取り出してアランに放る。武装を解除した、という意思表示のつもりなのだろう。

  　彼は手の中に銃弾を見つめた。尖せん端たんに十字の切り込み、あるいは刻印が刻まれた弾頭の、色は銀よりもなお明るく、燃え上がるがごとく輝いて、ランプの炎を反射していた。

  「まさか……妖精銀フエアリー・シルバー？」

  「そういうことだ」

  　妖精銀フエアリー・シルバー。

  　アメリカ大陸の先住民たる妖精たちによってのみ鍛きたえられるという、伝説の金属である。人間の言うところの『悪なる存在』、つまり幽鬼や魔族に対して絶大な威力を持つとが伝承の主なところ。

  　価値は純金の百倍とも千倍とも噂うわさされるが、現物を見た者は少なくとも人間にはほとんどいない。それどころか実在すら疑わしい、というのが大方の見解である。黄金熱ゴールド・フイーバーに浮かされたフォーティー・ナイナーたちの、貴金属への渇かつ望ぼうが生んだ幻である、と。

  　アランはようやく得とく心しんした。

  「『屍し人びと殺しのステラ』。なるほどね」

  「手品なんてのは種明かしすれば味気ないもんさ」

  「そうじゃなくて……」

  　ほとんど胸から身体を二分されたベルントの死体を見下ろす。

  「不死者秘儀団Ｇ∴Ｎ∴……けどこいつらがクレイトンの牛を狙ねらったってことは、フィーズル鉱山とも繋つながりがあったのかな」

  「そうは限らないだろう。たまたま通りかかっただけかもしれんさ」

  　彼女はクレイトンやフィーズル鉱山について説明を求めなかった。彼女が、ただの通りすがり以上にキングスウェイの事情に通じていることを言外に感じ、アランは顔を上げた。

  「……君はこの街になにしに来たんだ？」

  「賞金を受け取りに」

  　間かん髪はつをいれずに返ってきた答えは、説明するつもりのないことを明白に示していた。彼女は伸びをして――ふたたび顔をしかめる。

  「傷口が開いたか。やれやれ」

  　赤い染しみの広がる包帯を煩わずらわしげに見やり、そのままベッドに身を投げた。

  「今度こそ寝るぞ。厄やつ介かい事ごとは片付けた。死し骸がいの片付けくらいはあんたがやれ」

  　言って目を閉じる。

  　結局翌朝になっても獣人化の兆ちよう候こうは現れず、ステラは賞金の三百ドルを担かついで出しゆつ獄ごくし、ホテルへと戻った。

  　あとに寝不足で目を赤くしたアランを残して。



  


  第二章

  

  　以後の数日、街は表面上平静に日々の営みを続けていた。が、たとえば雑貨屋で買い物ついでの無駄話をする主婦たち、あるいは酒場で騒ぎに興じる男たちの。

  　ふと表情が曇くもり、黙り込む。

  　誰もがこの平和が永続すると心からは信じられずにいた。

  　街中をこれ見よがしに銃をちらつかせながら行き交うクレイトンの牧童カウボーイたちに眉をひそめ、風向きが変わるたび煤ばい煙えんをもたらす精せい錬れん所の煙突を見上げては首を振る。剣けん呑のんな女賞金稼かせぎはあい変わらず街に居座って不気味な沈黙を続け、鉱山で働く亜あ人じんたちはむっつりと場ば末すえの酒場で酒杯を傾かたむけて、人々の不安をいやが上にも増大させた。

  　暗い水面みなもに小石を投げ入れたかのごとく、不安の水すい紋もんが静かに広がっては不気味なうねりと化し、いっかな消える気配もない。彼らの心を反映するかのように、この地方この季節にはめずらしい厚い雲が空を覆おおい、陰いん鬱うつさをいや増していた。

  「バザーの日に呼こ集しゆうする臨時保安官補は決めたか？」

  　昼下がりの保安官事務所、肘ひじをついたまま窓外をぼんやり眺めていたアランは、叔お父じの質問に顔を上げると、物もの憂うげな表情を見せた。

  「ジョーンズとフロスト、それからオハラが期日までに戻れれば。酒の買いつけで一週間ほど留守にするって」

  「それだけか？　せめていつものマクドナルドやソンダーバーグは呼べるだろう」

  「仕事が忙しいってさ。口実だと思うけど。バザー自体がクレイトンの主催だからね」

  「ふむ……」

  　今までの経けい緯いを考えると保安官に協力することは、クレイトンから見れば敵対とまではいかずとも、決して好ましい行為ではない。彼の持つ影響力を考えるなら、できる限り身を遠ざけておきたいのが人情だろう。

  　叔父は口ひげをひねり、難しい顔をした。

  「五人か……ポートサンド劇場は入り口だけで四か所ある。巡じゆん回かいの人員を含めて最低八人は必要だろう」

  「いっそクレイトンの牧童カウボーイたちに頭下げた方がいいんじゃないかと思い始めたところさ」

  「こっちの手が足りないなら、大手を振って介かい入にゆうする理由として充分だからな。できれば避けたいところだが……」

  　机の上に足を投げ出したアランが、椅い子すを傾かたむけて身体を伸ばした。頭の後ろで手を組み、天井を見上げる。

  「ごり押しはクレイトンの得意技だからね。黙っててくれるといいんだけど」

  　だがその望みも夕刻には、例のごとく保安官事務所へ押しかけて来た当の本人によって、儚はかなくも打ち砕かれたのであった。

  「こいつを見ろ、牛うし泥どろ棒ぼうはやっぱり連中の仕し業わざだ！」

  　茶色の便びん箋せんを掲かかげ持ち、これ以上血圧を上げたら膨ふくれた身体が弾はじけ飛ぶのではないかという勢いで詰め寄る。

  「拝見しましょう」

  　叔父は有う無むを言わせずに手紙を取り上げ、目を走らせた。

  「……ロナルド・クレイトン殿どの。貴き下か益ます々ますご健勝のこととお喜び申し上げ、同時に、先日来貴き殿でんに於いて見事なるダラム種ショートホーンが屡しば々しば生命の危機に脅おびやかされ姿を消しつつあることに心よりお見舞い申し上げる。私善ぜん意いの第三者の確実なる推測によれば、貴殿の所持する広大な牧場のうち実り貧しきつまらぬ土地をわずかばかり手放す決断のあらば、爾じ後ごかような事態は発生せざりしは真しん正せい間違いのないところであり、鋭えい敏びんなる貴君の知性が賢けん明めいなる判断を下されるよう切に願うものである。なお、貴君がこの忠告を受け入れぬとあらば爾後貴君の財産および貴君の名声、あるいは友人縁えん者じやらに於かれても不幸な結果を招くであろうことを、当方カサンドラの轍てつを踏む悲劇を顧かえりみず予言するものである。我らが故郷たるキングスウェイの無む辜こなる住民たちも我が望みを共有すること確信する次第なれば、当方僭せん越えつながら一いつ筆ぴつ啓けい上じようし、貴君のもとへ衷ちゆう心しんより忠告差し上げる次第なり。敬けい具ぐ。……なかなか見事な悪文ですな」

  「文芸批ひ評ひようなぞどうでもいい！　フィーズルの連中がワシの牧場を狙ってるのは前々からわかってたんだ！　精せい錬れん所の拡張がどうとか交こう渉しように来たことがある」

  「どのように対処されましたか」

  「散弾をぶち込んだに決まってるだろう！　奴らほうほうの体ていで逃げていきおったわ。最近あれほどすっとしたことはない！」

  　得意げに腹を揺らして笑うクレイトンに、軽い眩暈めまいを感じるアラン。

  　叔お父じは便びん箋せんをひっくり返し、確認してから訊たずねた。

  「封筒に署名はありましたか？」

  「連中にそんな肝きもなぞないわ！」

  「つまり書状がフィーズルの連中のものだという証拠はない？」

  「中身が証拠だ！」拳こぶしで殴りつけられたデスクが抗議の悲鳴を上げて軋きしんだ。「あんたはさっさと連中をとっ捕まえて縛り首にすればいい！」

  「無茶を言われては困ります、ミスタ・クレイトン」

  「明白な脅おどしだぞ！　牛うし泥どろ棒ぼうも連中の差し金だとはっきりした！　これ以上いったいなにが必要なんだ」

  「法的に証拠能力を持つ物証、というやつですよ」

  「この街ではワシが法だ！」

  「五年前まではそうだったかもしれません」

  「この……！」赤ら顔をどす黒く染めてクレイトンが喚わめいた。「よかろう、今までワシはアンタの顔を立てて辛しん抱ぼうしてきた。だがアンタがそういう態度なら、これからはワシの信念に従って行動する！」

  「具体的には？」

  　どれほどむき出しの感情をぶつけられても、叔父は眉ひとつ動かさず受け流して動じない。その胆たん力りよくには感嘆しつつ、アランは違和感を覚えた。この錯さく綜そうした状況でクレイトンを完全に敵側に回すことは、叔父にとっても得策ではないのではなかろうか。せめて形だけでも協力の姿勢を示せば、しばらくは宥なだめておけるのではないか。

  「このケリはワシ自身でつける。だがその結果街がどうなったところでワシの責任じゃない。それはアンタの問題だ。今自分でそう言ったんだからな！」

  「結構です。街のトラブルに介かい入にゆうなさるということは、しばらく滞在なさる予定ですか？」

  「女神ヴイーナスの泉に部屋を取る。気が変わったら頭を下げに来るがいいさ！」

  　どかん、と蹴り上げた机にふたたび悲鳴を上げさせてから、クレイトンは足音荒く姿を消した。

  「……よかったの？」

  　おそるおそるアランは聞いてみた。叔お父じはゆっくりと葉巻を取り出し、火をつけた。

  「さすがに限界だろう、家族を盾たてに取られてはな。自分の農場にこもられてはこっちも動きが掴つかめん。奴やつこさんにはこの際キングスウェイに張りついていてもらった方がいい」

  「でもクレイトン肝きも煎いりのバザーが近いよ。脅きよう迫はく状じようがはったりじゃないなら『不幸な結果』を起こす絶好の機会じゃない？」

  「クレイトンは意地でも成功させる肚はらさ。なにより面子メンツが大事な男だ。勝手に警備を請うけ負おって人手不足を解消してくれる、といい方に考えるしかないな」

  　今さらながら叔父の読みに舌を巻くアランだ。感情的なやりとりの背後で、ここまで冷徹な計算を巡めぐらせていたとは。

  　だが、一方でそれでいいのかという思いもある。

  「あとが面倒になるんじゃないのかな。これで上う手まくいったら、二度とこっちの言うことは聞かなくなりそうだ」

  「なかなか切れるようになったな、アラン。いい読みだ」

  　めずらしく感心したように言われれば、かえってこそばゆい。

  「バザーの警備は我々が主体で行う。それは譲ゆずれない。連中が武器を持って劇場から半径五十ヤードに近づいたら公こう務む執しつ行こう妨ぼう害がいでしょっ引く、と市長の名前で告示させよう。その外側はご随ずい意いに、というわけだ。彼らにはせいぜい露つゆ払はらいを担当してもらうさ」

  　いかにも荒っぽい理屈ではあった。が、主導権をはっきりさせることで微び妙みような力のバランスを保たもつ、という意図は彼にも理解できる。

  「カニンガムが納得するかな」

  「させるさ。我々がヘソを曲げて困るのは奴だ。フィーズルもクレイトンも自分の手勢を持ってるが、彼は我々がいなくなったら丸裸だからな」

  「力こそが西部の掟おきて、か……」

  　アランはため息をついた。

  「そのうち時代は変わるかもしれんが、今はまだ、な。とはいえ――」叔父は葉巻をもみ消して立ち上がった。「どちらにしろ手は足りん」

  「ごめん、頼りにならなくて」

  「お前はよくやってくれてる。兄あに貴きも喜ぶだろう。さて、カニンガムがクレイトンに抱き込まれる前に話をつけないと」

  　洒落しやれたプレインズマンを頭にのせ外出の準備を整える叔父に向け、アランは嘆たん息そくした。

  「……街のみんなだって、自分たちのことなんだからもっと協力してくれればいいのに」

  「彼らはそのために税金を払って我々を雇やとっているんだ。危険を冒すのは我々の仕事さ」

  「けど今は緊急のときだよ」

  「この世はいつだって、平へい穏おん無事とは言えんよ。そのたび仕事も家庭も投げ出していたら彼らの生活どころか、街の活動自体に影響が出る。彼らは善ぜん良りような市民であって戦う人ではないし、またそうあるべきなんだ。それは理解しろ、アラン」

  　頷うなずいた。

  　それでもどこかに不分明な気持ちは残り、叔お父じが出て行ったドアを見つめて彼は、長いこと考え込んだままだった。本当にこれが最善なのか、と。

  　街を守るのは市民一人一人の力であるべきではないだろうか。それが西部の、ひいてはこの国のあるべき姿ではなかったのか。いくら鉱山と牧場の人間を合わせたところで、街の住人が団結すれば数は圧倒的に勝るはずだ。彼らさえその気になれば――

  　無意味だ。彼らにその気がないから自分たちは困っているのだ。

  　思考の不毛さに気づき、アランはため息をついた。今はせめてこの平和が、すこしでも長続きすることを祈るしかできない。

  　だが、街にふたたび銃声が鳴り響いたのは、わずか二日後のことだった。

  

  　そのときアランは、例によって街を巡じゆん回かいしていた。

  　銃を腰に下げてうろつく牧童カウボーイと、そして胡乱うろんな目つきで手持ちぶさたにたむろする鉱山労働者――亜あ人じんを含む――の姿は日増しに多くなり、住人たちは明らかに怯おびえていた。

  　牛うし泥どろ棒ぼうは頻ひん発ぱつし、クレイトンとその手下の不満は早そう晩ばん爆発せずにはいられないだろう。酒場では毎夜のように怒号が飛び交い、殴り合いが発生している。当然、アランたちの仕事も増大の一いつ途とを辿たどっていた。

  　街角からは女子供の姿が消え、男たちですら用がなければなるべく外を出歩こうとはしない。殺さつ伐ばつとした空気が蔓まん延えんしつつあった。

  　だから彼は、折りたたんだブロケードの垂たれ幕まくを抱え込んでほとんど視界をふさがれつつ、小走りに道を行くジョゼを見つけたとき、緊張の必要のない相手に行き合ってほっとした気持ちと同時に、身を案じて声をかけずにはいられなかった。

  「あ、お兄ちゃん」

  「どうしたんだ？　大荷物抱えて」

  「慈じ善ぜんバザーの準備。お手伝いなの。お店の女の子たちも手伝ってるよ」

  「一人でだいじょうぶか？　この前もあんなことあったばっかりで」

  「まだ昼間だよ？」

  「それでもなぁ……」

  「お兄ちゃんてば心配性なんだから」

  　大人びて笑うジョゼに、アランも苦笑した。

  「劇場の様子も見に行かなきゃならないし、ちょうどいい。一緒に行こうか」

  「そうね、淑女レデイにはエスコートがあってもいいかな」

  　おどける彼女から荷物を半分引き受け、連れ立ってバザーの会場となるポートサンド劇場へ向かう。

  　街に見合ったささやかな規模の劇場ではあるが、土ど間ま席せきを取り払うことで広い空間が現れており、飾りつけ作業はたけなわであった。多くの市民たちが駆けつけて忙しく立ち働き、女神ヴイーナスの泉亭の女性たちもそこに加わっている。

  　美と愛の女神ヴイーナスたちも昼間とあっては脂し粉ふんを塗りたくることもなく、彼女たちの意外とあどけない素顔はなぜとなし、アランの胸に痛んだ。多くが自分とさして変わらぬ年だという事実を、花か街がいの灯ひはなぜ覆おおい隠してしまうのだろうか、と。

  　くつろいだ様子の彼女たちは表情も店とは違って明るく、座り込んで刺し繍しゆう針ばりを動かしたり、リボンを引いて壁を彩いろどったりという作業に心から満足しているように見えた。

  「アラン。来てくれたの？」

  　顔を合わせるのは数日前のトラブル以来となるリーズが、運んでいた重そうな椅い子すを放り出して小走りにやってこようとした。

  　そこへ無遠慮に割り込んで来た男がいる。

  「おお、見回りご苦労だ。街の様子はどうだね」

  「市長」自分の街だろうにどうだねもないもんだ、と思いながらアランは帽子を取って会え釈しやくした。「あい変わらずです。あまり平へい穏おんとは言えません」

  「そのための君たちだろう。職務には責任を持ってもらわないと困るな」

  　大おお仰ぎように手を広げて首を振ってみせる仕草へ、本能的な嫌けん悪おを感じる。

  「人手が足りません」

  「それは言いわけにならない」

  「事実です」いい機会だと思い、先日来の思いつきを訊たずねてみた。「できればバザーが終わるまででも、自警団を組織できませんか？　市長から呼びかけていただければ集まりも違うと思うんですが」

  「いかん、それはいかんよ、アラン」

  　市長の立てた人差し指が鼻先で左右し、アランは思わず一歩下がった。

  「先走ってもらっては困る。こういうことは慎重の上にも慎重に当たらねばいかん。この街のことは私が誰よりもよくわかっている。その私が言うのだ、聞き分けたまえ」

  「悠ゆう長ちようなことを言ってる場合じゃ……」

  「市民は君たちの働きに期待しているんだ。なあ？」

  　振り返って作業を手伝う市民たちに呼びかけると、幾人かが頷うなずいた。

  「そういうことだ。君も保安官と相談して職務に専心してくれたまえ」

  　馴れ馴れしく肩を叩いてから立ち去るカニンガムの、後ろ姿を見送って、アランはつま先で小さく床を蹴った。事こと勿なかれ主義にもほどがあるだろう、と。

  「あの……アラン？」

  　控えめな呼びかけに自分を取り戻し、笑顔を作る。

  　心配そうにこちらを見つめていたリーズが、応えて微笑ほほえんだ。

  「この前はごめんなさい、あんなことになってしまって。本当はもっとゆっくりしてほしかったんだけど」

  「しょうがないよ。それに僕も仕事があったから」

  「ジョゼを助け出したんでしょう？　立派だわ」

  「ああ、たいしたことじゃ……うん、仕事だから」

  　事実たいしたことはしていないのだが、むきになって反論するのも彼女に失礼な気がして、アランは素っ気なく言った。

  「控えめなのね、私の英雄さんは」

  　すっと腕を取って微笑む今日の彼女は、化粧っ気がないせいかいつにもまして清せい楚そな印象。

  「ひゅーひゅー。見せつけてくれんじゃないのよお二人さん」

  　果てしなく投げやりな冷やかしが浴びせられた。

  「サンディ」

  　あい変わらず露出度の高い服を着、行ぎよう儀ぎ悪く絨じゆう毯たんにあぐらをかいた彼女は、やさぐれた表情で二人を見上げると、手にしていた刺し繍しゆう枠わくを放り投げた。

  「あーもうやってらんない！　なんで第二階層魔族のこのアタシがお針はり子この真ま似ね事ごとしてまでちまちま慈じ善ぜん事業にいそしまなきゃなんないのっ！　淫魔サキユバス舐なめんじゃないわよっ！」

  　アランが拾い上げた作成途中の刺繍はミミズののたくったような図柄で、いったいなにを描いたものなのかさっぱり理解できず、リーズと二人して首をかしげる。

  「ガラガラヘビの巣かな？」

  「私は有ゆう刺し鉄てつ線せんだと思うわ」

  「アザミの花束よっ！」

  　サンディが木枠をひったくって叫んだ。

  「……どっちにしろ売り物にはならなさそうだ」

  「ほんとにもー、どいつもこいつも！」

  　口から火でも吹きそうな勢いで当たり散らすと、例のごとく、とすべきか、ジョゼが服の裾すそを引っ張った。

  「刺繍がいやなら力仕事手伝ってよサンディ。はい、これ平ひら土ど間まの仕切りにかけて回って」

  　どさっ、と垂たれ幕まくを渡された彼女が、今度は情けない顔になった。

  「こんな下働きアタシの役じゃない～。アタシはもっとこう、闇の世界の女として男手玉に取ったりしてるべきなのよ～」

  「ガタガタ言わないの。ほら、サンディは右ね。私は左の方やるから」

  　ジョゼはちいさい身体で仕事にかかり、甲か斐い甲が斐いしく動き回る。手伝いの男たちに声をかけられるたび、嬉しくてしょうがない、というような笑顔で応えながら。

  「まったく」ため息のサンディ。「……はしゃいじゃってさ。同じ年頃の友達、いないからかねぇ。あんまいいことじゃないと思うんだけど」

  　リーズが慰なぐさめるようにその肩を抱いた。

  「しょうがないわ、私たちと一緒に生活してるんだから……どうしてもそういう目で見られちゃうもの」

  「やっぱ出しゃばって引き取るなんて言わない方がよかったかな」

  「そんな。ジョゼがああやっていい子に育ってるのはあなたのおかげよ？」

  「でも……」

  　浮かぬ顔のサンディを見て、アランは意外の念に打たれた。普段は行き当たりばったりで能天気な快楽主義者としか見えない彼女の、今まで知らなかった一面だ。

  「リーズの言う通りだろ。サンディが引き取らなかったら、ジョゼは路ろ頭とうに迷ってたんだから」

  　もう一度、サンディはため息をついた。

  「それはそうなんだけどさ。ほら、アタシ人間じゃないし」

  「関係ないよ。ジョゼは幸せそうじゃないか」
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  　つま先立ちで垂れ幕をかけて回るジョゼをひとしなみに見つめる。

  　唐突に彼女は振り向いて、ぷくっと頬を膨ふくらませた。

  「あー、またサボってる！　真ま面じ目めにやらなきゃダメでしょ、サンディ！」

  「はいはい、わかりましてございますわよ」返事して彼女はブロケードの束たばを抱き直した。「まったく、どっちが保護者だかわかりゃしない」

  　くすっ、とリーズが笑い、釣られるようにアランも微笑ほほえんだ。

  　とげとげしさを増す街の空気に胃の痛むような思いをしていた彼の胸へ、ひさしぶりに暖かいなにかが満ちてくるような気がした。出て行ったはずの市長が、よろめくように駆け込んで来てアランを呼ぶまでは。

  「出番だアラン！　鉱山の亜あ人じん共が――」

  　アランはそれ以上聞かずに走り出した。

  

  　飛び出してまず目にしたのは、道の真ん中でにらみ合う牧童カウボーイと小人鬼ゴブリンの集団だった。

  　小人鬼ゴブリンは体格的には人間に劣おとり、知能も子供なみの性しよう根ね卑いやしい小悪党ではあるが、地下の活動に通じていることから鉱山では使い捨ての労働力としてめずらしくない存在だ。普通であれば牧童たちを正面から相手にするほど大胆ではないのだが、今日はどうも様子が違う。

  　牧童のリーダー格が叫んだ。見覚えのある顔、たしかブラウンとかいう牧童カウボーイ頭がしらだ。

  「穴居人トロールの立ち入りは御ご法はつ度とのはずだ！　今すぐ出て行け！」

  　小人鬼ゴブリンたちの後ろ、のっそりと立つ身の丈たけ十フィートほどのいやらしい生き物。まるで戯ぎ画が化した人間のようにがに股またで、長い手は地面すれすれまでだらりと伸び、片手で樽たるから直接酒を流し込んでいる。身につけているのは服とも呼べないようなボロ切れでひどい臭いを漂わせ、端はし々ばしからのぞく緑がかった皮ひ膚ふは一面薄汚いあばたやねぶとに覆おおわれ、ひとことで言えば醜しゆう悪あくそのものであった。

  　ぼんやり濁った目に知性はほとんど感じられないが、その強きよう靱じんな筋肉と異様な回復力がひとたび暴力に変換されれば、結果はあまり想像したくない類たぐいのものになる。その膂りよ力りよくと地下での活動における適応からやはり鉱山における労働力として利用されることはあったが、扱いはといえば奴ど隷れいのそれであり、管理者の監視下に置くことが義務づけられていて、自由に街を歩き回るなど本来ありえない。

  　とはいえ彼ら自身も日光に対する耐性を欠いており、活動が制限されることから、昼間進んで外をうろつくこともないのだが。

  「げっげっげ、お偉い人間様たちが汗かいてるよぅ」

  　小人鬼ゴブリンたちは下品に笑い、挑発するように足を踏み鳴らし、転げ回った。

  「巣に帰れ！　クレイトンさんが黙っちゃいないぞ」

  「クレイトン、デブでヒゲのクレイトンかぁ。このレノットとどっちが強いかなぁ」

  　またいやらしい哄こう笑しようが巻き起こる。

  「腕うで相撲ずもうでもさせたらどうだろうなぁ」

  「デブの腕が抜けちまうよぉ、げっげっげ」

  「そしたらレノットが喰っちまう」

  「脂あぶらだらけでうまくないぞぉ」

  　口々にはやし立てる。

  　牧童カウボーイ頭がしらがぎり、と歯を鳴らした。

  「この、矮わい人じん共が！」

  　と、後ろに控えている穴居人トロールが間の抜けた声でぼやいた。

  「どうせ喰うなら、オレ、牛がいい。きのう喰ったの、うまかった」

  「ケケケッ、口が肥こえやがったなレノット」

  「牛、うまいよ。このごろいっぱい喰えて、オレ、うれしい」

  　牧童たちが気け色しきばんだ。

  「……手前らか、ここ何日か続けて牛を盗みやがったのは」

  「盗んでないよぅ。ひろっただけさあ」

  「肥えててうまかったぞぉ。大きい人間様たちが豆喰ってる間に、俺たちゃ生肉のごちそうってわけだぁ。牛飼いはたいへんだなぁ」

  　一いつ斉せいに、牧童たちは銃を抜いた。このままでは大だい惨さん事じに発展するのは間違いない、そう思ったアランはライフルを天に向けて一発、放った

  　轟ごう音おんが鳴り響き、一同の視線は一瞬にしてアランに集中する。むろん牧童たちの銃口も。

  「やめるんだ！　今すぐ、どっちもだ！」

  　怒鳴りつつ、彼らの殺気立った表情を見てアランは、暴発は抑えられないであろうことを直感した。だがここで引き下がるわけにもいかない。

  「銃を収めてここから離れろ。できないなら全員牢ろうにぶち込む」

  　緊張に早はや鐘がねを打つ心臓。せめて叔お父じが一緒であればと思うが、今この状況に対処できるのは自分だけだ。恐れを表情に出さないよう精一杯胸を張る。

  　ブラウンが唾つばを吐き捨てた。

  「小僧。法に違反してこのデカブツを街に連れ込んだのは連中だ。お前の仕事はこいつらを吊つるし首にすることだろうが」

  「僕の仕事はこの街を平和に保たもつことだ。私闘は許さない」

  　膝ひざが震えそうだ。あの銃口が火を吹けば、確実に自分の命はない。

  　明白な死を眼前にして平然としていられるだけの胆たん力りよく、あるいは経験は、アランにはまだ備わっていなかった。

  「お前たちが腰抜けだから俺たちがこうやって出で張ばってるんだろうが。お前がやらないなら俺たちで片付ける」

  「クケケケッ、そんな細っこい腕でレノットに勝てるのかなぁ」

  「鉛なまり弾だまを喰らえば考えも変わるぜ」

  「レノットが鉛弾で殺やれると思ってるみたいだよ、人間様たちはぁ」

  「……今すぐ試してやってもいいんだぜ」

  　アランを無視して、ふたたび険悪の度合いが増していく。

  「やめろと言ってるだろう！　武器を収めて退ひけ。小人鬼ゴブリンたちはその穴居人トロールを連れていますぐ鉱山に帰れ。今回は見逃してやる」

  　返答は、小人鬼ゴブリンたちの下品な笑い声だった。

  　一触即発、銃撃と暴風のような肉弾戦の開始というところまで緊張の水位は高まり、まさに決壊しようとしたその瞬間。アランの後ろで、場違いなほどのんびりした声がした。

  「あーたく、なに野や暮ぼなことやってんのさあんたらは」

  「サンディ！　いつの間に……って下がってろよ、危ないだろ」

  「あーら心配してくれるんだ。ま、アンタのそういうとこ、嫌いじゃないわよ」

  　キスをひとつ投げてよこしてから、彼女は気だるげに髪を掻かき上げつつ、二つの集団の間へ出た。歩き方はたとえようもなく女性的で、穏やかではあったけれど、足取りには恐怖どころかためらいの片へん鱗りんすら感じられない。

  　ちょうど真ん中で立ち止まり、双方を制するような格好で両手を挙げる。

  「あーもう、こっちゃ針仕事で忙しいんだから、まわりでガタガタ騒がないでほしいわね。ガキみたいにいつまでもケンカしてないで、すこしは他人の迷惑考えなさいよ」

  　どの口で、と思わなくもないアランだが、牧童カウボーイたちは明らかに気勢を削そがれた様子でとまどいの表情を浮かべていた。まさか女を間に挟んで撃ち合いをするわけにもいかないのだろう。

  　しかし小人鬼ゴブリンたちにそんな理屈は通じまい。

  　と、サンディは彼らへ向けて艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

  「あんたらもね。あんまりおいたが過ぎると痛い目見るわよ。……アタシの言ってること、わかるわよね？」

  　彼女の目が、一瞬だけ赤い輝きを放った。死体になった後のベルントと同じ種類の光だ。

  　口ぶりこそ普段通りのはすっぱな調子で、ほとんど愉しげとも聞こえる声音であったが、小人鬼ゴブリンたちは明らかな動揺をきたし始めた。

  　穴居人トロールすらが畏おそれにも似た表情を浮かべて後じさる。

  「ご理解いただいてありがとさん。さ、帰った帰った」

  　軽く彼女が手を振ると、小人鬼ゴブリンたちはきいきいと悲鳴を上げながら蜘く蛛もの子を散らすように駆け出し、穴居人トロールもあとを追う。見送ってから今度は牧童たちに向き直って、今度はくだけた笑顔を見せる。

  「あんたらも。そんなオモチャ振り回してるヒマがあったら金持って店に来なさいよ。天国に連れてってあげるからさ」

  　牧童カウボーイたちはしばらくぶつぶつと不満げな様子だったが、怒いかりをぶつける相手がいなくなってはどうしようもない。牧童頭の合図で引き上げていった。

  　彼らの姿が街路から消えると、サンディはぼりぼりと今度はぞんざいな仕草で頭を掻かいた。

  「さっさと戻らないと。仕事サボったってジョゼが怒り出す前に」

  　すたすた戻りかける。あっけにとられていたアランはようやく我に返った。

  「ちょ、ちょっと、まてよサンディ」

  「なによ、アタシは忙しいの」

  「いや、その……ありがとう、とりあえず。収めてくれて」

  「またぞろ変なのが暴れてジョゼが危ない目に遭うのはゴメンよ」

  「とにかく、助かった」

  「そのうち返してもらうから気にしない。もう、おかしなとこ義理堅いんだからン」

  　面白そうにすっ、と頬をなでられて首筋のあたりの肌が粟あわ立つ。

  　間近で見る彼女の、形よい唇は紅べにを差したとも見えないのに鮮やかで、含み笑いの流し目は震えがくるほど艶なまめかしい。

  　淫いん魔まの放つ妖しい魅力が、アランをからめとるかのごとく身にまとわりつく。

  「やめろって」

  　思わず身を引くと、サンディはからりと表情を入れ替えて笑った。

  「あははは。もっと肩の力抜きなさいよアンタも。むずかしい顔して深刻ぶってたってなんにもいいことないよ？　もっと気楽に生きなきゃ」

  「君みたいにはいかないよ。けど……」

  「ん、なに？」

  　小首をかしげる仕草すら色めいて。

  「あの小人鬼ゴブリンたち、なんであんなにあっさり引き下がったんだろう」

  「アタシが怖かったんでしょ」

  　簡単に言ってのける彼女だが、その見かけはどこからどう見ても妖よう艶えんな――多少崩れた雰囲気を漂わせてはいるが――女性のものでしかない。あのいやらしい生き物たちが畏おそれるほどの要素は、どこを探しても見いだせなかった。

  「これでも魔族だからね。下位の階層の連中は絶対に上の連中に逆らえないの。そういう社会だし、生き物なのよ」

  「でも奴らは魔族じゃないだろ。ただの亜あ人じんだ」

  　この世界において魔族に分類されるのは、ただ一種を除いて、由ゆ来らいを魔界――人間にはほとんど知られておらず、ただ恐怖の対象として囁ささやかれる異世界――に持つ者だけだ。元来がこの世界、もしくは妖精界等の生物である亜あ人じんたちとは明確に区別されている。

  「いくら亜人たって魔族のヒエラルキーくらい身に染しみてるわよ。連中、人間ほど恐れ知らずじゃ……ていうかあんたらが変なの。無知の蛮ばん勇ゆうってーかね。すこしはアタシのこと敬うやまったってバチ当たんないのよ？」

  「敬う？」

  「畏おそれてもいいわよン。ほれほれ」

  　なぜかしなを作り、真っ白な太ふと股ももをあらわにしてみせるサンディ。

  「アホか」

  「あのね」かくん、と張り合いなさげに頭を落とす。「ま、いーわ。アタシはこの街気に入ってるし、人間たちも嫌いじゃない。街に血が流れるのは見たくないわよ。とはいっても……」

  　振り返る。

  　劇場の入り口からは、手伝いの男たちがおそるおそるといった感じで顔を出し、様子をうかがっていた。一番後ろ、すぐに逃げ出せる体勢で控えているのが市長のカニンガムだ。

  「ときたま考えを変えたくなることはあるけどね」

  　小声で言って肩をすくめた。

  　アランはといえば歯がゆくて仕方ない。今の一幕も、結果としてサンディに助けられたとはいえ、もし彼らが一致協力してくれていたならば、相手を調子づかせることもなく退散させられたはずなのに、と。

  　ようやく安全を確信したのか、市長が上着を整えながら歩み出て来た。

  「よくやった、アラン、お手柄だ。いや、君を任命したグリーンウッド保安官もなかなかの慧けい眼がんだったな。最初はただの縁えん故こかと思ったが……」

  　むかっ腹が立った。市長にも、市民にも、そして自分の無力にも。それでも叔お父じであれば如じよ才さいなく受け流したであろう場面だったが、アランはそこまで人格的に成熟してはいなかった。なんといってもまだ十六歳の少年なのだから。

  　公然と市長を無視し、ぱらぱら通りへ出て来た街の住人に向かって声を張り上げた。

  「あなたたちは恥ずかしくないんですか？」

  　幾人かが、いったいなにを言い出すのかと怪け訝げんな顔でアランを見る。だが中には気まずそうに下を向く者もいた。

  「そりゃ、僕だって偉そうに言える立場じゃないかもしれない。でもみんなが力を合わせれば、フィーズルやクレイトンの連中だってあんな好き放題はできないはずでしょう？　ここはあなたたちの街だ。彼らのじゃない！」

  「おい、アラン！」

  　市長の制止は聞こえないふりをして人々をにらみつける。

  　聴衆にはなにごとかと中から出て来た人も加わり、劇場の前にはときならぬ人ひと垣がきができる。アランはわずかにひるんだが、もう引っ込みもつかない。

  「いくら彼らが金を落とすからって、あんなに傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振る舞う権利なんかないんだ！　それをあなたたちが態度で示さなきゃ、いつまでもこんなことが続きますよ。みんなそれでいいんですか!?　自警団を組織するなり、彼らに立ち向かう姿勢さえ見せれば、彼らだってすこしは大人しくなるはずだ！」

  　気まずそうに帽子をかぶり直す男もいれば、視線をそらす男もいた。良心に呵か責しやくを感じる人間が絶ぜつ無むというわけではないらしい。

  　だが――

  「それはあんたたちの仕事じゃないか」

  　一人が反抗的な声を上げると、数人が進み出て主張し始めた。

  「我々には仕事があるんだ。金にもならない自警団に使う時間はないぞ」

  「それともキミが俺たちの生活を保証してくれるのか？」

  「命を危険に晒さらすのは君たちの仕事だろう。もし撃ち合いになって私が死んだら、残された妻子はどうなる」

  　そうだそうだ、と口々に同調する男たち。

  　アランは握りしめた拳こぶしを震わせながらうつむいた。それらの声に打ち勝てるほど確信のある答えは、自分の内にも見いだせない。

  　ただ――間違っている、と。

  　自然に、脅きよう威いに雄お々おしく立ち向かい、自分の命、自分の家族は自分で守る。それが開拓者魂だましいではなかったのか、と。

  　悔くやしさに歯は噛がみしながら、立ち尽くす。

  「……アラン、君の考えはたしかに立派だ。だがここで我々が彼らを刺激してはもっと悪い結果を招くことも考えられる。ここは保安官の考えに従いたまえ」

  　大物ぶった態度でカニンガムが肩に手を置いた。怒いかりで身体が震えそうだ。市長を殴り飛ばしたいという衝動を必死で抑える。

  　だから、鋭い叫びは別の口から発せられたものだった。

  「臆おく病びよう者ものっ！」

  　アランの内心をこれ以上なく代弁して敢かん然ぜんと男たちに立ち向かったのは、

  「ジョゼ……」

  「みんな臆病者よっ！　ほんとは怖がってるだけじゃない！　自分の命が惜しいから、ぜんぶアランに押しつけてるだけじゃないっ！　それでもあなたたち男なのっ!?」

  　年とし端はもいかぬ少女から発せられた激烈な非難へ、反論するのはさすがに大人げないと思ったのか住人たちはおしなべて口をつぐんだ。

  「アランがこんなにがんばってるのに、恥ずかしくないの!?　あなたたちも大人なら、自分の面倒くらい自分で見たらどうなのよっ！　わたしは……みんながなにもしないなら、わたしだけでも……アランに……ひっく……」

  　激発した感情が制御できなくなったのか、ジョゼはポロポロと涙を零こぼした。

  「……ひどいよ、みんな……ぜんぶアランに、おしつけて……」

  　手の甲で涙を拭ぬぐっても、あとからあとからあふれ出て止まらない。

  　サンディがそっと彼女を後ろから抱いた。

  「わあぁん……！」

  　細い腰にすがりついて大泣きする姿はあまりにも頼りなくて、誰もが気まずそうにうつむくばかり。そして――

  「あの……よければ俺、協力するよ。銃は得意じゃないけど」

  　ニキビ面づらの若者が――とはいってもアランより二つ三つ上だったが――一人、歩み出る。

  「フィル……」

  　先の追跡行にも同道し、アランとは旧知の仲である彼が、はにかんだように白い歯を見せた。

  「ジョゼをこんな泣かしちゃダメだよな」

  　それを合図に、何人かが前に進み出る。

  「俺も手伝わせてくれ」

  「ああ、奴らにでかい面させるわけにいかんだろ。ここは俺たちの街なんだからな」

  　たちまち十人近い男、十代の少年から五十代の壮年の男たちまでが、アランを取り囲む。

  「お、お前ら、勝手なことを……」

  　カニンガムが青くなったり赤くなったりしながら喘あえぐが、もはや誰も相手にしなかった。先ほどアランに反論した男たちはいつの間にか姿を消していた。

  「みんな……ありがとう。なんて言っていいか……」

  「礼ならジョゼに言えよ。お前だけじゃこんなに集まらなかったろ」

  　フィルの言葉に皆が笑った。ジョゼも泣き笑いの表情でサンディを見上げる。

  「ほんと、ジョゼったら……ヒヤヒヤさせてくれるんだから」

  　軽く頭を叩くように手をのせて、サンディがにっこり笑った。仕事で見せる妖よう艶えんな笑みではなく、まるで春風の吹くような微笑ほほえみだった。

  　アランは鼻の奥に軽い痛みを感じ、あわてて咳せき払ばらいした。まさかこんなところで涙を見せるわけにはいかない、と。

  「よし、みんな保安官事務所に来てくれ。臨時保安官補のバッジとライフルを支給するから」

  　冷静に、そう心がけたつもりだったが、心の波立ちを反映して声はうわずった。

  　男たちの一団が揚よう々ようと歩き出した後ろで、市長が頭を抱えている。

  「知らんぞ……私は知らん、知らんからな……」

  　ぶつぶつ呟つぶやく彼の言葉を、顧かえりみる者は一人もいなかった。

  

  　ありったけのバッジとライフルを支給し、宣せん誓せいとともに自警団の結団を終えたアランは、その足で外へ出た。

  　アランの独断に関して、叔お父じは無言を保たもった。ただし自警団については、団員を臨時保安官補に任命することは承諾したが、クレイトンとの全面対立を避けるため名目上は保安官の下に置かず、市民の自発的集団がリーダーとしてアランを選んだ形にするよう取り計らった。

  　ともかくアランは足取り軽く、鼻歌など歌いながら通りをゆく。暮れなずむ街角が切り取る空は、ようように紫から藍あい色へと濃のう淡たんを描き、長い影は道に、渡り廊下に落ちて夜の気配を漂わせる。人々は家路を急ぎ、あるいは酒場へ繰り出すためか足早に、行き過ぎようとする。

  　自警団結成の噂うわさはとうに流れているらしく、何人かが励はげましの声をかけて来た。帽子を取って会え釈しやくしながら歩く彼の前方、まだ明るさを残した西空を背景に、目指す部屋の窓からなにかが飛び立つのに気づく。

  　立ち止まって指を咥くわえ、大きく鳴らした。長音と短音を二度繰り返し、最後長く伸ばす。それが決まりだ。空を飛ぶちいさな影は空中で消え失せた、と思った次の瞬間、それまでなにもなかったアランの目の前の空間に、出し抜けに姿を現した。

  「は～い、まいどありがとーございまーす。迅じん速そく正確安心便利のゴールドマン＆トーマス電信会社なら五マイル以内は合図ひとつ！　可愛い小妖精スプライトが瞬間移動でうかがいまぁーす！　本日のご用は……なんだアランじゃん」

  「なんだ、って……ご挨あい拶さつだなあ、フィーフィー」

  　身長は一フィートほどか、背中の四し翅しを羽ばたかせながら空中に静止する。見た目は美しい人形のようだ。アメリカ中西部から南部、西部にかけて広く先住の民族、いわゆる亜あ人じんたちの一種族であり、なかでもごく友好的な存在として知られている。その気まぐれと悪いた戯ずら好きはともかくとして、だが。

  　メッセンジャーとして通信会社に雇やとわれる彼女はなかなかに優秀で、姿の愛らしさともあいまって、一種マスコットのように街では親しまれていた。

  「だーって、あんたの仕事潤うるおいないんだもん。犯罪者がどーした裁判がどーした巡じゆん回かい判事はいつ来るとかそんなんばっかで」

  「しょうがないだろ、そういう商売なんだから」

  「まーね。んで、今日はなんの用？　そろそろ営業時間終わりだから手早くね」

  「メッセージじゃないよ。今、ステラの部屋から出て来たろう？」

  「うん。最近お得意さまなんだ」

  「どこと連絡してるんだ？」

  　なんの気なしに訊たずねると、フィーフィーは胸を張った。

  「へーんだ、教えないもん」

  「おい」

  「我が社は顧こ客きやくの通信の秘密を大切にしておりますのよ。いくら市保安官補でも令状がなきゃ内容まではお教えできませーん」

  　ふんぞり返って腕を組む。

  「あーわかったわかった、ご立派なこった。もういいよ」

  「じゃあ用はないの？」

  「ああ」

  　フィーフィーがむくれた。

  「あのね、こっちだって忙しいんだから用もないのに呼び止めないでよね。瞬間移動ってけっこう疲れんだからっ！」

  　えい、とばかりにアランの鼻先を蹴飛ばす。

  「いてっ！」

  「いくらお婆ばばさまのお気に入りでも、今度やったらあんたの飲むミルク腐くさらせちゃうからねっ！　まったくもう！」

  　言うだけ言ってさっさと飛び去ってしまう。

  「お婆さま……なんのことだ？」

  　彼は首を振り、ひとつ苦笑してホテルに向かう。フロントに彼女の在室を確認してから――この前みたいなトラブルは避けたい――部屋の扉をノックした。

  　すぐにくぐもった声で返事があった。

  「誰だ」

  「保安官補のグリーンウッドだ。開けていいか？」

  「……入れ」

  　ステラはちょうど包帯を巻き直しているところだった。めくり上げた袖そでから伸びる腕の白さが眩まぶしい。

  「腕はどう？」

  「見ての通り二本ある」

  　木で鼻をくくったような答えに思わず気勢を削そがれる。

  「……傷の具合の話だよ。壊え疽そでも起こしてないかと思って」

  「期待に添えず残念だ」

  「心配してるんだけど」

  「悪化する様子はない」ステラは袖を下ろした。「勇ゆう敢かんな女の子が消毒薬と包帯の替えを持って来てくれる」

  「ジョゼが？」

  「ああ。毎日な」

  　こちらへ向けた椅い子すに座り、彼女は足を組んだ。ベルトに挟んだコルトの位置を抜きやすいように直す仕草は自然で、たとえ部屋の中でも拳銃を身体から離さない習慣が身についていると容易に推すい察さつできる。

  　机には電信文の書きつけらしい紙片が散らばっていたが、アランの視線に気づいてか、すぐに引き出しへしまい込まれた。

  「なんの用だ。見舞いに来たわけじゃあるまい」

  「協力してもらいたい」脱いだ帽子を机に伏せ、向かい側に座る。「自警団を結成したんだ、街の治安を守るために。もうこの前みたいなことは起こしたくないから」

  「……で、邪じや魔まな私に出て行けとでも？」

  「いいや、君に指図するのは諦あきらめた」

  「賢明だ」

  「協力してほしいっていうのはつまり、自警団にってこと。普段は靴職人や粉こな挽ひきみたいな連中ばっかりで、みんな荒事の経験はほとんどないんだ。ライフル撃ったって当たるかどうか」

  「……」

  「君、しばらくこの街に滞在するつもりなんだろ？　臨時保安官補になってもらえないかと思って。できれば団員の指導とか」

  　ステラは一瞬だけ、驚いたような顔をした。すぐに表情は消え、顎あごをしゃくって先を促す。

  「たいした額じゃないけどもちろん日当は出るし、しばらくでいいんだ。バザーが終わるまででもいい。鉱山とクレイトンの連中がいがみ合ってて……」

  「金にならない仕事は受けないことにしてる」

  　簡単に、彼女は切り捨てた。二の句が継げない。

  「用はそれだけか？　なら帰れ。こっちもヒマじゃない」

  　痛むはずの左手で帽子を押してよこす。

  「あ、ああ……」

  　ある程度予想していた返答とはいえ、残念な気持ちにはなった。

  　立ち上がり、部屋を出ようとドアを開け、もうすこしだけ食い下がろうと思い直す。

  　それが彼女への興味――あるいは三年前の出来事に起因するある種の感情に由ゆ来らいしていることは、アラン自身にもよくわかっていなかった。

  　だが、彼女についてもっと知りたいという思いは、胸の内たしかにあった。だからこそ断られる可能性が高いとわかっても、ここへ足を運んだのだ。

  　簡単に引き下がるのはいかにも惜しい。

  「じゃあ、こういうのはどうだろう。僕に銃ガンを教えてもらえないか？　もちろん授業料なら払うよ。そのくらいの貯たくわえはあるから――」

  「……」

  　目を見開いて、穴の空あくほど彼の顔を見つめるステラ。なぜとなしどぎまぎして、つっかえそうになりながらも言葉を続ける。

  「ラ、ライフルなら父さんからずいぶん仕込まれたんだけど、拳銃はあんまり得意じゃなくて……君の腕はたいしたもんだと思う。この前の件で見せてもらったけど、本当に驚いた。僕もあの半分でもちゃんと――いや、そんなの大それた望みかもしれないけど、でもやっぱりこの仕事続けるなら銃の腕はいいに越したことないし、それに――」

  　いつか家族の仇かたきを取るときのために。

  　言葉は飲み込んだ。ステラが憶えていないと言ったあの一件について、今さら蒸むし返すことに心理的な抵抗があったから。

  「つまり、そのなんて言うか、もっと強くなりたいっていうか、ほら、僕だって男だからさ、たとえば頼ってくれる女の子くらい自分の手で守りたいとか、思うし……」

  　内容が支し離り滅めつ裂れつになって来たところでステラがうんざりしたとばかりにため息をついた。

  「……もういい」

  「ゴメン、喋しやべりすぎた。えと、ダメならしょうがないけど……」

  「明日の正午、街の東の谷だ」

  　一瞬、彼女がなにを言っているのか理解できなかった。

  「え……？」

  「銃と弾。シリンダーの予備があるなら装弾して持って来い」

  「えっ……つまり……」

  「私は、高いぞ」

  　それが承しよう諾だくの返事だとようやくに理解し、アランは――

  「驚いたな」

  「なにがだ」

  「まさかＯＫしてくれると思わなかった」

  「……期待通り断ってもいい」

  　呆あきれ顔のステラだ。

  「待って待って！　頼むよ、ありがとう。明日の昼に東の谷だな。じゃ、待ってるから！」

  　気が変わる前に退散しようとばかり、アランは帽子をひっかぶって駆け出した。

  　だから彼は、立ち去る背中に向けてステラが小さく肩をすくめたのを見ていなかった。

  

  　午前中の警けい邏らをあわただしく終えてアランが馬上の人となったとき、すでに太陽はぎらつく光を降り注いで中天にあった。

  「やば、遅れちゃうよ……」

  　懐中時計を確認し、隠しへ収める。馬を急がせて辿たどり着いた谷には、灌かん木ぼくに繋つながれたステラの鹿か毛げだけが、暑さに抗議するかのごとく前脚で土を掻かいていた。

  　馬を降り、同じように繋つないでステラの姿を探す。

  　頭上には巨大な鉄橋。数年前に開通した鉄道の線路がその上を通っている。週に数本という頻ひん度どではあったが、大量輸送を可能とする蒸気の恐竜は、西部のちいさな街キングスウェイの様相を一変させた、と叔お父じからよく聞いている。

  「……ガーランド？」

  　鉄橋の支柱、基礎部分の陰から返事があった。

  「ステラでいい」

  　日陰から立ち上がる彼女は街に現れたときと同じ格好で、風になびく純白のスカーフがひどく印象的だった。

  「待ってる、と昨日のお前は言っていたはずだが」

  「ごめん、自警団の連中がクレイトンの牧童カウボーイとトラブル起こして」

  「言いわけはいい。始めよう」

  　彼女はアランの横に立ち、前置きもなく銃を抜いた。

  　銃声が響くと、十五ヤードほど先に並んでいた空き缶が一つ、跳ねる。

  　放物線の頂点でもう一発、缶は鋭い金属音を立ててさらに宙高く舞い上がり、もう一発。五発の弾が続けざまに缶を弾はじき飛ばし、ようやく地面に落ちる。

  　かろん、かろん、といささか間の抜けた音と共に数度跳ねて、動きを止めた。

  「……すごいな」

  「感心してるんじゃない。お前もやるんだ」

  「え？」

  「今私がやった通りにやってみろ、と言っている」

  　噛かんで含めるようにステラ。

  　ようやく学校に通い始めた子供が、板ばん書しよされた二次方程式の解を教師に求められれば、きっとアランと同じ顔をしたに違いない。

  「僕が……？」

  「ほかには馬しかいないからな。蹄ひづめで銃が撃てるとは聞いたことがない」

  「……わかった」

  　地面にはステラがはじき飛ばしたもの以外にも、幾つかの空き缶が整然と並べられていた。その中から、過去には豆の缶詰であったとおぼしきものに目標を定める。

  「もっと近くからでいい。最初は」

  　子供に対するような口調にわずかな反感を覚えるが、なんといっても教えてもらう立場だ。素直に数歩前へ出た。

  　軽く足を開いて正対し、右手をホルスターの横まで引き上げる。息を吐き、舌で唇を湿す。

  「ハッ！」

  　かけ声と共に抜いた。

  　尾を曳ひく甲かん高だかい音と共に缶が跳ね飛ぶ。なんとか初弾は当てた。

  　が――

  「……外したな」

  　ステラの言葉通り、二発目の銃弾は標的を捉えることなく虚こ空くうに消え、缶は地に落ちた。

  「無理だよ。あんな動いてる標ま的と、落ちる前に当てるなんて」

  「さっきやって見せたはずだが」

  「それは……君の腕がいいから」

  「お前がヘタなんだ」

  　とりつく島もない口調で真実を――もちろんアランの主張も同程度に真実ではあったが――指摘され、黙るしかない。

  「……力が入りすぎだ。もう一度抜くところからやってみろ。撃たなくていいから」

  　頷うなずいて銃をホルスターに戻す。

  「行くぞ。抜け！」

  　ステラのかけ声と同時に銃を引き抜き、撃げき鉄てつを起こす。

  「遅い」

  　彼女の評価はこの上もなく簡潔で、残ざん酷こくだった。

  　さすがにむっとして言い返す。

  「精一杯だよ。これでも街じゃ速い方だ」

  「若死にするだろうな、お前は」

  　鼻はな白じろむアラン。彼女は肩をすくめた。

  「仕方ない、やり方を変えよう。そうだな……」

  　自分の銃をベルトに戻すと、アランの目の前に立ち、胸の前で肩幅くらいに手を広げた。並んでみて初めて、彼女の背丈が自分よりかなり低いことに気づく。

  「こう……やって」

  　アランは素直に同じ姿勢を取る。

  「手を叩く」

  　ぱん、と乾いた音がして彼女の掌てのひらが打ち合わされた。

  　同じことをする。

  「よし。合図しなくていい、今と同じことをやってみろ。好きなタイミングで」

  　なにをするつもりなのか訝いぶかしみながら、アランは手を広げた。

  「いつでもいいぞ」

  「ああ」

  　二呼吸ほど待ってから、出し抜けに手を叩――けなかった。

  「えっ……」

  　掌てのひらの間からステラのコルトが銃身を突き出し、アランの胸を指している。むろん撃げき鉄てつはすでに起こされて。

  「今度は私がやる」

  　ふたたび彼女は銃を収め、手を広げた。

  「いくぞ」

  「ちょ、ちょっと……」

  「御ご託たくはいい、やれ」

  「はい……」

  　すこし腰を落とし、肘ひじを張る。手は銃じゆう把はのすぐ横。

  　ぱん。

  　乾いた音。

  「……反応くらいできないのか」

  　舌打ちする彼女へ、耐えられず反論する。

  「無茶だよ！　どう考えたって拍手の方が早いだろ！」

  「何度も言わせるな。やって見せた」

  「見れば真ま似ねできるってもんじゃないよ！」

  　ふぅ、とステラが息を吐いた。

  「まあ、今のお前じゃ無理だな」

  「ご理解いただいてありがとう」

  　声にとげとげしさが混じるのを抑えきれない。が、ステラは気にした様子もなかった。

  「さっきも言ったが、力が入りすぎてる。肩にも、肘にも、手首にも」

  「……」

  「それじゃぎくしゃくして動作が遅れるのも当たり前だ。身体には余分な力を入れるな」

  「……わかった」

  「早く抜こうと思うんじゃない。なめらかに抜くことを意識しろ」

  「わかったよ」

  「結構。よし、やってみろ」

  　ふたたび手を広げるステラ。アランは首を二、三度振ってリラックスさせると、できる限り上体から力を抜いた。

  　深呼吸して、ステラの指先を見つめる。

  「いくぞ」

  　彼女の手が動いた瞬間、抜いた。

  　が、銃身はとうに合わさった手を下から突き上げただけだった。

  「多少はマシになったか」

  「どーも」

  「私が動き始めてから抜いたって間に合わない。手だけを見るな、視野を広く取れ」

  「あ、ああ……」

  　言われてみればその通りだと納得できる。

  「人間が動くときは必ず予備動作がある。肩、膝ひざ、腰――できれば相手の視線と、呼吸まで気を配れ。タイミングをはかるんだ」

  「やってみる」

  「よし」

  　彼女は本気で教えている。それが理解できて、アランの表情が真剣なものへ変わった。教え方は多少乱暴ではあったが。

  　構えるステラの身体全体を視界に入れようと意識する。

  「いつでもいいよ」

  　息を殺し、意識を彼女に集中する。そのまま数秒、わずかに彼女の肩が動いた。

  　が、

  「……まだ遅い」

  　あらん限りの速さで持ち上げた銃口を、あっさり払い落としてステラ。

  「どうすりゃいいんだ。これ以上は無理だよ、ちゃんと全身見てた」

  「だからだ。見ようとするな、意識するだけでいい」

  「……抽象的だな」

  「気の持ちようの話だ。もう一度」

  　手を開くステラに向き合って、銃をホルスターへ。

  　視線を一点に集中させず、なるべく彼女の全身を認識しようと努める。彼女が息を吸って、吐く。その呼吸を感じようと心を落ち着ける。

  「！」

  　一瞬、なにかがアランの身体を突き動かした。次の瞬間ステラの手が打ち合わされる。

  　ほとんど無意識に抜いた銃はなお、手よりは遅かったが、

  「……悪くない」

  　意外そうな表情で言う彼女に、思わず頬が弛ゆるんだ。

  　とたんに冷たい声。

  「銃持ったまま気を抜くな、馬鹿」

  「厳しいなぁ」

  「鉛なまり弾だまが身体に食い込むより厳しいことはこの世にそうないはずだが？」

  「わかったわかった」手を挙げて降参の意を表わす。「よし、もう一度頼む」

  「よかろう。いくぞ」

  　その日アランの銃がステラの掌てのひらの間に収まることは、ついになかった。

  　それでも、昨日より速くなった――そう自覚できるほどになら、アランが身につけたものはたしかに存在した。

  

  「焦あせって撃つなと何度も言ってるだろう。多少遅れてもいいからきちんと狙え。当たらない弾なぞ脅おどしにもならん」

  「わかってる。もう一回だ」

  　毎日、仕事の合間を縫って昼下がりの訓練は続いた。照りつける夏の太陽の下で汗を流しながら――といってもシャツの色が変わるほど汗をかいたのはアランだけで、ステラは涼しい顔をしていたが――飽あきず銃を抜き続けた。砂さ塵じんに視界が覆おおわれるような日でも、二人は顔の下半分にスカーフを巻きつけ、銃声で風を切り裂いた。

  　ローディングレバーを折り、シリンダーを交換してから、再度ホルスターにドラグーンを収める。

  　空き缶の距離は十五ヤード。ステラの模範演技と同じだ。

  「いくぞ」

  「合図はいらん。やれ」

  　抜いて、撃つ。

  　空き缶は五度たび空中で方向を急転換し、それからゆっくりと落ちた。

  「……やった……」

  　巨大なリボルバーの重みを手に感じながら、アランは呟つぶやいた。白煙の塊かたまりが吹き流され、ステラが顔の前で手を振って咳せき込んでいる。

  「やったぞ、ステラ。ぜんぶ当てた！」

  「見ればわかる。はしゃぐな、みっともない」

  　彼女の態度はあい変わらずつっけんどんで、言葉は厳しかったが、そんなことはどうでもいい。初日に見せつけられたあの技術を、自分もまた手にした。それが素直に嬉しく、また態度に表わさずにいられない。思わず帽子を空中に放り投げる。

  　風に流されたステットソンはステラの腕の中へ飛び込み、憮ぶ然ぜんとして差し出されるのを受け取って頭にのせた。

  「できるもんだなぁ」

  　思わずそんな呟きを漏らすと、彼女はめずらしく頷うなずいた。

  「世の中時折奇跡ってのが起きるらしい」

  「ひどい言いぐさだ。自分で教えておいて」

  　軽口を叩く。

  　だが、ステラはふと表情を沈ませた。細く整った眉根にわだかまるわずかな影。

  　アランはその意味を誤解した。

  「どうしたんだ？　君のおかげだ、って言いたかったんだが」

  　ステラはひさしを引き下げ、表情を隠すように横を向いた。

  「お前の銃を撃つのはお前自身だ。誰のおかげでも……誰のせいでもないんだよ」

  　場違いに真剣な声こわ音ね。

  「え……あ、ああ」

  　真意を測りかねてあいまいに答える。

  　それをアランが理解するには長い――本当に長い時間が必要だった。

  

  　そしてはや、明日は慈じ善ぜんバザーの当日。

  　仕事の合間を縫って続けられた訓練は、空き缶を撃ち上げるような曲芸じみたものではすでになくなっていた。

  「できれば左手でも右と同じ程度に銃を扱えるようになれ。場所や体勢によっては片方が使えないこともあるし、それ以前にいつも腕が利きくとは限らん。とくに鉛なまり弾だまがふらふら空を飛んでるような場所では」

  「……その腕みたいにか？　怪け我がはどうだ」

  　二人して座り込み、シリンダーに火薬を流し込みながらアランが訊たずねる。弾切れによる中断は頻ひん繁ぱんで、彼は銃を替えることも考えていたが、それは同時に父の形見のドラグーンを手放すことを意味していた。

  「もともとたいした傷じゃない」

  「そうは思えなかったけど……まあいいや。ステラはＳＡＡ使ってるよな」

  「見ればわかるだろう」

  「いちいちバラさなくても弾込めできるんだから便利だろ」

  「人を殺すのにはな」

  「なんでそうひねくれてるかな。僕もそれ使ってみようかと思ってるんだけど」

  「ふん」馬鹿にしたように、ステラが鼻を鳴らした。「その前にちゃんと当てることを考えろ。的確に撃てれば弾数はいらないんだ」

  「でもなぁ……」

  「銃を替えれば腕が上がるわけでもないだろう。先にやることはいくらでもある」

  　彼女は手を伸ばし、アランの腰、空からのホルスターを引っ張った。

  「……ロクに手入れしてないな。中の革がささくれてる。油くらい塗れ」

  「汚れたって別に困るところじゃないし」

  「いつか大事なときに照しよう星せい引っかけるぞ」

  「そんな、ほとんどありえないだろ。だいたい撃ち合いなんて滅多にしないよ」

  「すこしでも可能性があるなら消せ。生き延びたければ手間を惜しむな。でないと遠くない未来に、無縁墓地ブーツ・ヒルへ横たわることになる」

  　声は静かだったが、その中に妥だ協きようの成分は一切なかった。

  「……わかった」

  　神妙に答える。

  　遠くで汽き笛てきの音がした。列車の通過時刻らしい。

  　沈黙が降り、先に耐えられなくなったのはアランだった。雷らい管かんをはめ込みながら聞いた。

  「前から不思議に思ってたんだ。なんでホルスター使わないんだ？」

  「邪じや魔まだから」

  　拍子抜けの答えが返ってきて、一瞬手を滑らせそうになった。

  「あのね」

  「歩きづらいし座りづらい。お前みたいにすこしでも早く抜こうと下の方にぶらぶらさせてたらなおさらな」

  「そりゃ、そうだけど……ガンベルトに弾入れておかないと不安じゃないか？」

  「撃ち尽くすほど敵が多いことなんざ滅多にない。きちんと当てればいいだけの話だ。無駄弾ばかりの早撃ちなんぞものの役に立たん」

  「でも敵が多いことだって考えられるだろ。可能性がすこしでもあるなら、って今言ったじゃないか」

  「だったら身軽に動けた方がマシだ。どちらにしろ敵に身を晒さらして弾込めするわけにはいかないんだ。それに、相手が多いときはあれがある」

  　視線の先に繋つながれた鹿か毛げ。サドルホルスターにはレミントンの二連装十二ゲージが突き刺さっていた。

  「散弾銃か……ライフルは？」

  「向いてない。お前のバッファロー撃ちみたいに長いのはとくに。カービン持つくらいなら散弾銃の方が私の場合は有利だ」

  「どっちも持てばいいのに」

  「サドルに長なが物もの何本も差したって邪魔なだけだろう」

  　淀よどみのない答え。自分に与えられた条件を踏まえつつ、なにもかも考え抜いての結論なのだろう。詰まるところ、彼女は素しろ人うとではないということだ。

  　自分はまだ及ばない。そんな思いを新たにする。

  「さて、弾込めも終わったし、もう一回……」

  「もういい」

  「え？」

  　立ち上がりかけた動作が途中で止まる。列車の轟ごう音おんがどんどん近づいて来た。

  「あとは一人で訓練しろ。左手のことは忘れるな、すぐには無理だろうが」

  「ちょ、ちょっと。ようやく空き缶相手になんとかやれるようになっただけじゃないか」

  「技術は技術でしかない。それ以上のことは他人から教われるものじゃない」

  「意味がわからないよ」

  　ステラは立ち上がり、ズボンの砂を払うと、厳しい表情でアランに対した。

  「お前が腰に下げているのは空き缶を飛ばすオモチャじゃない。人を殺すための道具だ」

  「そんなのわかって……」

  「お前、丸腰の人間が撃てるか？　無防備な相手を背中から撃ち殺せるか？」

  　言葉に詰まった。

  　銃が力、抜き撃つ速さこそ正義の西部にも、やはり不ふ文ぶん律りつはある。たとえ酒場の喧けん嘩かであろうと、相手が先に銃を抜き正面から撃ち合ったのであれば、罪には問われない。逆に丸腰の相手や、背を向けた相手を撃ち殺せば、それは卑ひ怯きような行為と見なされる。

  　ステラはその不文律を無視しろと言う。汽車の騒音は大きくなり、ステラは帽子の鐔つばが触れるほど顔を近づけた。表情には一切の妥だ協きようを許さぬ、揺るがしがたいなにかがあった。

  「引き金を引くのなら相手は必ず倒せ。不意を突け、後ろから撃て、相手を油断させろ。敵には抜かせるな。弾に余裕があるなら二発撃ち込め。確実に止とどめを刺せ。敵に情けをかけようなどと考えるな」

  　そこでいったん言葉を切り、声を低め、続ける。

  「必ず、殺すんだ」

  　呆ぼう然ぜんと立つアランに向けられた翠すい玉ぎよく色の瞳がひときわ深さと、そして暗さを増していた。

  　銃口を突きつけられる以上の迫力に思わず一歩下がる。ちょうどそのとき、列車は鉄橋に差しかかり、頭上で鉄の軋きしむ音を響かせた。世界のすべてが轟音に包まれ、二人はしばし無言のまま向き合う。

  　やがて。列車の最後尾が鉄橋の向こうへ消え、ステラがふと息をついた。

  「ま、今はわからんだろう。だから仕方ないと言った」

  「そんなことない、言ってることはわかる」

  「頭ではな」

  「……」

  　言い返せないアランに背を向け、彼女はさっさと鐙あぶみに足をかけた。

  「せっかく込めた弾だ、もうすこし練習していけばいい。私は先に戻る」

  　蹄ひづめが軽い音を立て、速そく歩ほで遠ざかる後ろ姿。蒸気機関車の振りまいた煙が薄く、谷を満たす。霞かすむ空気越しにアランは叫んだ。

  「待てよ！　礼くらい言わせろ！」

  「今聞いた」

  「高いって言ってたろ、金はどうするんだ！」

  「貸しにしておく。そのうち返せ」

  　背を向けたまま軽く手を挙げると、

  「ハッ！」

  　一声かけて人馬は走り去る。汽車の煤ばい煙えんと蹄ひづめの掻かき立てる土煙が晴れたとき、すでに彼女の姿はなかった。

  

  　谷から抜け出たステラは注意深くあたりを見回すと、街への道をそれて茂みの間に馬を進めた。熟練した手た綱づな捌さばきで灌かん木ぼくの間を縫い、しばらく行ったところで馬を降りる。

  「お待ちしてましたよ、ミス・ガーランド」

  　茂みの影から一人の男が姿を現した。

  　大たい儀ぎそうに身体をゆする太った中年男。浮かべられた笑みは、わずかに作り物めいた印象を見る者へ与えた。

  「今日は遅かったですね」

  「野や暮ぼ用ようでな。結果は」

  「あなたの予想した通りですよ。フィーズルの本社はたしかにシカゴですが、完全に名目だけで実体はありません」

  「大おお本もとの資本は？」

  「それが……巧こう妙みように隠いん蔽ぺいされていて。調査中ですが、まだしばらくかかるでしょう」

  「だいたい予想はつくがな」

  　男はハンカチで額ひたいの汗を拭ぬぐった。上着にまで汗あせ染じみが浮き出て、野外活動にはあまり向いていないようだ。

  「しかし……本当でしょうか。あれが出て来る、と？」

  「可能性はある、というだけの話だ」

  「もし予想が正しければ、むろん謝礼は弾はずみますが……」

  「今はとりあえずこちらが払う立場だな。ほら」

  　ステラが封ふう筒とうを取り出して手渡し、男は中身を素早く確認した。

  「そんな紙切れを信用したがる奴の気が知れん」

  　男は非難がましい視線にまったく動ぜず、封筒を胸の隠しへ収めた。

  「なにごとも効率重視の世の中ですよ。たしかに受け取りました、今後の連絡は電信のみということでよろしいので？　通信内容が漏れる可能性はありませんか？」

  「ゴールドマン＆トーマスは州外資本だろう」

  「ええ、ウラは綺き麗れいなもんですよ。我々の知る限り従業員の扱いも悪くはないし、従業員の質しつの方も、ね」

  「あんたらはそれが専門だからな」

  　皮肉に口を歪ゆがめてステラ。男が今度は首筋を拭ぬぐった。

  「公正な企業活動のお手伝いをしているだけです」

  「犬を殴る棒を見つけるのは簡単さ」

  「公共に奉仕する喜びについてはいずれ話し合えるときもくるでしょう」

  　ステラはひとつ鼻を鳴らし、話を元に戻した。

  「今後は頻ひん繁ぱんに接触しない方がいい。よそ者が頻繁に街を出入りしてると余計な注目を浴びる。さっき街を出入りする口実がなくなったところだ」

  「なかなか厳しい指導でしたね」

  　男がしれっと言ってのけ、ステラは小さく舌打ちした。

  「……あんたが有能なのはよくわかったよ」

  「あの少年、幸運でしょう。『屍し人びと殺しのステラ』のレッスンが受けられるとは。あやかりたいものです」

  「いい隠かくれ蓑みのにはなってくれた」

  　男が帽子を取って一礼する。

  「かしこまりました、フィーズルの資本についてはわかり次第お知らせします。そちらもできれば情報を送っていただければと思いますが……」

  「金になる話なら」

  　話は終わった、とばかり立ち去りかける彼女へ、男は事務的な口調で言った。

  「そういえば、あれの賞金が十万ドルになりましたよ」

  　ひゅう、とステラは気のない口くち笛ぶえを鳴らした。

  「連中とうとう本腰を入れる気になったのか」

  「まさか。だったら私たちを使ったりしないでしょう。単なるポーズですよ、なにもしてないわけじゃない、という」

  　ステラはふたたび鞍くらにまたがり、手た綱づなを取る。

  「まあ、連中の事情はこの際どうでもいい。金さえ払えば」

  「それほど金に執着しているようには見えませんがね」

  　ステラはすこしむっとしたような顔をした。

  「流れの賞金稼かせぎがか？　あんたの眼力も意外とあてにならんな」

  　言い捨て、拍はく車しやを入れて走り去る。

  　残された男は後ろ姿を見送りながら、蝋ろう燭そくを吹き消すように笑顔を消した。

  　茶色の瞳にわずか、哀あわれむような色が表われる。

  「……不幸な少女だ」

  　口の中で呟つぶやいた。

  

  　ポートサンド劇場は今日、華やかな宴うたげのうちにその身を装っていた。門柱からホールまで続く燭しよく台だいの橙だいだい色の灯あかりが劇場と、そして着飾った紳しん士し淑しゆく女じよの姿を夜に浮かび上がらせる。

  　むろん淑女といったところで、ようやく数年前に鉄道が通ったような西部の町のこと、普段は学校の教師や雑貨屋のおかみ、近隣の農家の妻などが精一杯着飾って集まっているに過ぎない。急速に発展した街ブームタウン特有の男女比率の不ふ均きん衡こうを、見かけだけでも是ぜ正せいするため、女神ヴイーナスの泉亭の淑女たちも動員されていた。

  　善ぜん男なん善ぜん女によは慈善のため――本日の名目は教会改装の資金集め、ということらしかったが――気前よく財布をはたき、パーティーの目的は大成功というところだ。むろんもうひとつの目的である日々の辛つらい生活におけるささやかな慰なぐさめについても、女たちが腕をこらした料理に加え、臨時の素しろ人うと楽隊が陽気な音楽を奏かなで、ステップは旧大陸ばりのワルツ、とまではいかなかったが素そ朴ぼくなカドリーユを踊る。

  「ねえ、サンディは踊らないの？」

  　会場の外周にしつらえられたテーブルの側そば、ジョゼが訊たずねた。

  「あん？　仕事で毎日踊ってるってのに、こんなとこでまでなんてやーよ、めんどくさい。それよりほら、アンタも食った食った。すごいご馳ち走そうだよ。こんなのヤクザなあいまい宿じゃ滅多に食べらんないんだから」

  　答えるサンディは、服装こそ大胆に襟えりまわりの開いた天鵞絨びろうどの夜会服、それが床に座り込んで大皿を抱え込み、料理を口の中へ運ぶのに忙しい。そのテーブル――についてすらいないがともかく、マナーは人類から原始人へ退化する瀬せ戸と際ぎわにかろうじて留とどまる、といった領域で、口のまわりはソースでべったり汚れ、美しく結い上げた髪も赤と黒を基調にした見事な意い匠しようのドレスも、もはや台無しに近い。

  「サンディったらぁ……もう」

  　とはいえジョゼもまた、紳士たちとの胸躍るダンスや音楽よりは、もっと素朴なよろこびの方にまだまだ惹ひかれる年頃ではあった。

  　背伸びして見上げるテーブルには、プレーリー・チキンの丸焼きや鹿肉のパイ、こればかりはふんだんにある牛の肉、バッファロー・ベリーのタルト、ボウルには冷えたパンチ。いつもはクエン酸で作られる代用レモネードも、今日は南から運ばれた本物のレモンに東部の蜂はち蜜みつ、という贅ぜい沢たくさ。

  　くぅ、と可愛らしくおなかが鳴り、一人赤面する。

  　見つからないよう手を伸ばし、テーブルの上のパイを一切れ――と思ったところで、新たな参加者があった。案内役を任されているジョゼの、責任感の強さが食欲に勝り、軽い足音と共に駆け出す。

  「いらっしゃいませ、招待状は……あれ、こんばんは。グリーンウッド保安官」

  「こんばんは、ミス・ターナー。市長はどちらに？」

  「ミスタ・カニンガムならさっきなんだか綺き麗れいな女の人と話があるって、奥の応接部屋に……あ、お兄ちゃん！　お役目ごくろうさま」

  　後ろから続いて姿を現したアランを見て、彼女の表情が輝いた。

  「やあ、こんばんは。そっちも大変そうだね」

  「お仕事だもん、たいへんなのはアランも一緒でしょ」

  　大人びた口ぶりがかえって、彼女の愛くるしさを引き立てる。

  「私は市長と話してくる。お前はここで待ってろ」

  「わかりました、保安官」

  　かしこまって答える。

  　叔お父じが姿を消すと、アランは表情を弛ゆるめた。

  「ドレス似合ってるよ。すごく可愛い」

  「そう？　ありがと」くるり、と一回転してみせるジョゼ。「サンディが仕立ててくれたんだ。というか仕立屋さんに頼んでくれたんだけど」

  「そりゃそうだ。刺し繍しゆうであれじゃドレスなんて……そういや本人は？」

  「ここよ～ん。聞こえてるんだからね」

  　足元から声がしたことに驚いて視線を落とす。繰り広げられる惨さん状じように思わず目を覆おおった。

  「……先住民エルフだってもっと文明的だろうに」

  「なに文明人ぶってんだか、アメリカみたいな田舎国のさらに西部の田舎もんが。ほら、アンタも食いなって。軍隊は胃袋で行進すんのよ」

  「今晩は行進の必要はないんだ。待ってるだけさ。敵が来ないに越したことはないけどね」

  「なーによ、一人前の口きいて。エリーズなら向こうで踊ってるわよ」

  　握った牛の肋ろつ骨こつでサンディが指した先、鮮やかな青いドレスをまとった彼女が、見知らぬ男と踊っていた。

  「ああ……」

  「声かけなくていーの？」

  「あれも仕事の内だろうし。邪じや魔まするつもりはないよ」

  「ふ～ん」

  　にやにやと――ソースまみれの口では冷やかしの効果も半減ではあったが、彼女は笑い、立ち上がった。

  「さってと。腹も膨ふくれたことだし、アタシも仕事するかね」

  　テーブルクロスの端はしで行儀悪く口を拭ぬぐうと、ふとアランの耳元へ寄せる。艶なまめかしい唇が微かすかに動き、ようやく聞こえるほどに低い声。

  「今日は日が悪いよ。できたら家に帰って布ふ団とんかぶって寝てた方がいいわ」

  　声こわ音ねの深刻さに思わず彼女を見る。漆しつ黒こくの瞳に、冗談の成分は含まれていない。

  「そんなわけにいかないよ」

  「だわねぇ……」

  　彼女はため息をつき、アランの肩を軽く叩くと、それ以上はなにも言わなかった。

  　すぐに表情を入れ替え、女王然とした微び笑しようを周囲へ振りまきながら人の輪の中へ歩み出る。たちまちのうちに男たちが群がってその姿を隠した。

  「なんなんだ、いったい」

  　呟つぶやく。その袖そでをジョゼが引っ張った。

  「アランは踊らないの？　相手がいないならわたしが踊ってあげるよ？」

  「ありがとう、ミス・ターナー。気持ちは嬉しいけど、さすがに仕事中はね」

  　無邪気なジョゼの問いに苦笑する。

  「ジョゼ、手が足りないんだ。給仕手伝ってくれ」

  　普段はカウンターの後ろにいるバーテンダーが、グラスをのせた盆を手に歩き回りながら言った。ジョゼは頷うなずいて、アランへちいさく手を振る。

  「気が変わったら呼んでね」

  　足音軽く駆け去る彼女を見送ってしばらく、さんざめく人々をぼんやりと眺めつつ待った。ちいさなブラスバンドが奏かなでる陽気な音楽とは裏腹に、アランの心は先ほどから緊張にふさがれて落ち着かない。

  　起こりうる襲撃に対して、ある種の感情が湧き起こって心の大部分を占め、ジョゼとの会話も実のところ上うわの空そらといった状態だった。感情は、戦いを前にした昂こう揚よう――アランがかくありたいと願う自分なら当然感じたはずの――とは無縁のもの。

  　つまりは、恐怖。

  　もし胸に保安官補のバッジがなく、そして自分の呼びかけた自警団の存在がなかったなら、とっくに叫び声を上げて逃げ出していたかもしれない。自分の命が今夜、失われるかもしれないという蓋がい然ぜん性せいの高い予測に行き当たって、震えを押し殺すのが精一杯なのだ。

  　一度考え出すと止まらない。鉛なまり弾だまを撃ち込まれ、あるいは牙きばに引き裂かれて息絶える自分の姿がまるで現実のごとくに脳裏へ浮かび上がって、いたたまれない気持ちになる。

  　だからパーティーの主催者に名を連ねるクレイトンが、不機嫌な顔で近づいて来たときにも、かえって救われたような思いがしたくらいだ。

  「ふん、招かれざる客が来ているじゃないか。ご立派な自警団の警備とやらはいったいどうしたんだ？」

  「実施中です。僕は保安官のお供で」

  「その保安官はどこだ。姿が見えん」

  　わざとらしく手びさしを作って見渡す巨体を、なにごとかと夜会の参加者たちが注目する。

  「市長と打ち合わせ中ですよ」

  「はん、あのコウモリとか。なにを打ち合わせているのやら」

  　ちょうどそのとき、叔お父じと市長が連れ立って奥から出て来た。それから後ろにもう一人、若い女性――いや、少女と言っていいほどの年に見える。

  　クレイトンは矛ほこ先さきを転じる気になったらしい。

  「やあやあ保安官。美女を交えて密談とはずいぶんと余裕のあることだ。今夜のバザーは平和に終わると期待していいらしいな」

  　さすがにクレイトンも場をわきまえてか、いつもの粗そ野やはなりを潜ひそめ、わざとらしく両手を広げ歓迎のポーズを取りながら皮肉を言う程度には、礼儀正しい。

  「こんばんは、ミスタ・クレイトン」

  　いつも通り感情を見せない声で叔父は応じ、すぐにアランの肩を叩いた。

  「行くぞ。すこしばかり話が長引いた。自警団の連中が不安に思うだろう」

  　小声で囁ささやき、連れ立って出て行こうとする。

  　先ほどから黙って様子を見ていた女性が――闇に沈むがごとき黒に真珠をちりばめたドレスを豪ごう奢しやに着こなし、絹けん布ぷのような白い肌と、紅あかく濡れたような唇が印象的だ――やはり黙ったまま道を開けた。黒い瞳は吸い込まれそうなほどに大きく、底には見通すことのできない深しん淵えんがあって、アランの注意を惹いた。名状しがたい感覚に、心の表面が波立つ。

  　一瞬だけ、アランの視線が彼女と絡む。彼女は興味なさげに会え釈しやくするだけで、興味を持った様子はない。

  　背中からクレイトンが怒鳴る。

  「ワシの面子メンツを潰つぶすような通達を出してまでウチの連中を遠ざけたんだ。なにかあったら責任は取ってもらうぞ」

  「最善は尽くしますよ」

  　半身だけ振り返り、帽子を頭の上にのせながら叔父は答えた。

  「そう願いたいもんだ。もちろん市長、あんたもな」

  「あれはその、グリーンウッド保安官からの要よう請せいでして、名義こそ私の通達ですが実際は方便とも言うべき処置で、つまり……」

  　なにごとか言い争う様子の二人を残して劇場を出る。

  　宴えんもたけなわに差しかかりつつあるこの時間、さすがに出入りの影はほとんどなく、劇場の正面にはライフルを儀ぎ仗じよう兵へいのように捧げて真ま面じ目めくさったフィルが立っているだけだ。

  「どうだ、様子は」

  「今のとこ変わりないですね。警けい邏ら中の連中からもとくになにも」

  　のんびりと保安官の問いに答えるフィルは、アランのように切実な危機感は持っていないようだった。

  　無理もない。普段は馬に蹄てい鉄てつを打ったり囲いの修理をしたりの善ぜん良りような一市民でしかない彼に、実戦経験こそほとんどないとはいえ腰に銃を吊る生なり業わいのアランと、意識を共有できるはずもなかった。

  「私はその辺を回って来る。牧童カウボーイたちの動きも気になるからな。フィルはバークレイについてやれ。いい年だ、若いのがいないと辛つらいだろう。ここはアランと代わっていい」

  「はい」

  「頼んだぞ、アラン」

  「わかった」

  　二人は並んで闇の中に姿を消し、ランプの下にはアラン一人が残された。

  　劇場から漏れ聞こえる陽気な音楽は、扉とそして夜を隔へだてるうちにわずかな哀あい愁しゆうを帯び、降るような星空を見上げれば不思議な寂しさが押し寄せる。それが、胸の内消えない恐怖をほんのすこしだけ和やわらげてくれた。

  　東の空、輝く月が青い光で街路を濡らす。青紫の濃のう淡たんだけに染まる世界、人々のざわめきは楽がくの音ねよりもなお遠く、別世界の出来事とさえ感じられる。まるで水みな面もに映る景色のように――

  「はぁ……」

  　知らず、ため息。

  　夜は嫌いだ。とくに月夜は。

  　いつだってあの晩を思い出す。なにもできず、なにひとつ救えず、妹をこの手で撃ち殺した、あの日。

  　復ふく讐しゆうを誓った。

  　それは未いまだ果たされず、その力すら備わっていない。この三年、いったいなにをしていたのだろうか。そう、思う。

  　叔お父じの庇ひ護ご下かに漫まん然ぜんと日々を過ごし、繰り返される日常に自みずからを埋まい没ぼつさせて。なにも成し遂げていない。なにも解決していない。父が生きていたらなんと言うだろう。

  　板張りの渡り廊下へ座り込む。

  　頬ほお杖づえをついてただ、月光に浮かぶ街を見るともなし眺める。月はわずかに昇り、その分だけ建物の影は短くなる。

  　夜会のさんざめきは遠く、夜風も立ち止まってそよとも動かず、静かな夏の夜。胸の内の幾つかの感情は誰とも共有できず、気を紛まぎらす話し相手すらもなく、独り。

  　ああ、とアランは胸の内嘆たん息そくする。

  　失って還らない家族。荒野の彼方かなた、置いてきた故郷。暖かな炉ろ辺べは記憶の中に霞かすみ、優しく美しい母の、節ふしくれ立って逞たくましい父の、柔らかくちいさい妹の、手の感触さえもが、硝子ガラス窓を隔へだてたようにしか思い出せない。

  　寄よる辺べないこの身を。天てん涯がいにあってただ孤独を噛かみしめ、恐怖と焦しよう燥そうに震える己おのが心を。

  　――もてあます。

  　誰でもいい。誰か、せめて誰かに、今、側そばにいてほしい、と。心の底から思った。

  　手を携たずさえずともいい。言葉を交えずともいい。視線を合わせずとも、いい。誰かの存在を、せめて、せめて近く感じていられたら。

  　孤独に押し潰つぶされそうになって、背を丸める。

  　と。

  　不意に紫の世界、煙の立ち昇るように、現れる人影。

  　実際は角を曲がってやって来たのだが、アランには突然天から降り立ったようにさえ感じられた。胸が高鳴る。

  　背は高からず、所作の卑いやしからず、伸びる影は幻のごとく、ゆっくり歩く現うつし身はいっそ優ゆう雅がとさえ言えた。

  　拍はく車しやの立てるわずかな音がしだいに近づき、アランの目前に立ち止まったときでさえ、彼は影絵のようなその姿をただ見上げるばかりだった。

  　月影に沈む彫刻のごとき顔かんばせ、二つの瞳はこの世に存在しないはずの翠みどり色の星と輝き、短い金髪はまるで月を梳すいたよう。不思議なほど静かなその表情に、アランの視線は吸い込まれて逸そらすこともできない。

  　夢か、あるいは幻か。

  　ステラの――むろん彼女だ――姿はあまりにも現実離れして感じられ、アランは自分が幽かく世りよの小こ径みちへ迷い込んでしまったような感覚に捉われた。

  　完かん璧ぺきな曲線を描く唇が、今まさに啓けい示じを告げるかのようにわずか、開いて――

  「暇ひまそうだな」

  　散文的な言葉。一瞬にして幻想の刻ときは霧む散さんした。

  　心を無理矢理現実に引き戻し、せいぜい平静を装って答える。

  「……今のところはね」

  「重ちよう畳じようだ」

  　そのまま、彼女は渡り廊下の屋根柱にもたれるように腰を下ろし、片かた膝ひざを立てた。手にした散弾銃を立てかけて、しばらく黙って空を見上げる。

  　落ち着かない沈黙に、アランが問うた。

  「なにしに来たんだ？」

  「見物さ」

  　視線すら合わせずにステラの答いらえ。

  「武器を持って劇場に近づくなって、警告出てたはずだけど」

  「いつどこへ行くかは自分で決めると言ったぞ。私を逮たい捕ほしてみるか？」

  「……やめとこう。僕には無理そうだ」

  「すこしは学んだらしい」

  　言ってまた、黙り込む。

  　月光に浮かぶ横顔は青白く、彼女の繊細な造ぞう作さくがいっそう際立った。長い睫まつ毛げが銀糸のように輝いて、伏し目がちにうつむく頬にはなぜか、疲れたような色が淡く落ちる。帽子からはみ出た金色の髪はわずか、風にそよいで毛先をひるがえした。

  　会場の中、人々の笑いがひときわ高く響いて、彼女が顔を上げた。

  「盛せい況きようだな」

  「近隣の街からも集まってるからね。知らない顔が幾つもあった」

  「……女も？」

  「ああ」

  「そうか」

  　あいまいな表情で劇場の扉を見やるステラは、なにやら自分の考えに沈む気配。

  　やがてふと、彼女は顔を上げた。漏れ聞こえる曲が変わり、ゆっくりした三拍子のワルツがややぎこちなく流れ出る。フィドルとコルネットの嫋じよう々じようとした音色が、優ゆう雅がで明るく、そしてどこかもの悲しい旋せん律りつを奏かなでた。

  「……踊るか？」

  　ステラが立ち上がり、手を伸べた。

  　アランへ。

  「えっ？」

  「せっかくのパーティーだ、一曲くらい構わないだろう」

  　申し出があまりにも予想外で、ぽかんと口を開けたまま言葉もない。

  　ステラはいやな顔をした。

  「聞こえないのか？」

  「……聞こえてる。信じられないだけだ」

  「なら立て」

  　言われるまま立ち上がる。

  「ワルツは踊ったことないよ」

  「作法通りのステップなんか期待してないさ」

  　すい、と彼女はアランの懐ふところにすべり込んで、その右手を取った。もう一方の手は軽く肩へ。

  　耳だけでなく目も疑いつつ、アランはただ硬直してなすがままだ。

  「ホールドくらいしないか？」

  「あ、ごめん……」

  　おそるおそる、手を腰に回す。

  　腕の中に抱き留とめたステラは想像よりもずっと華きや奢しやで、頼りなくすら感じられた。ふれ合う身体から伝わる体温は、彼女が自分と同じに血肉を持った人間――普段受ける印象とは違って――であることを示していたし、わずかに漂う甘ったるい匂いが同時に、女性であることを今さらながら思い出させる。

  　思わずホテルの部屋でのアクシデントを思い出し、必死で頭から追い払った。

  　ステラが不思議そうに視線を上げる。

  「……なにやってるんだ？」

  「いや、な、なにも！」

  　呆あきれたようなため息。

  「なにもせず突っ立ってるだけじゃダンスにならん。足くらい動かせ」

  「あ、うん」

  　微かすかに届く音楽の、タイミングをはかって一歩踏み出す。が、緊張のあまり動きが急すぎたのか、呼吸が合わない。

  「いたっ」

  「うわ、ごめん！」

  　おもいきりブーツを踏んづけてしまった。


  [image: ]


  「不器用なのは銃だけじゃないのか」

  「ごめんって」

  「まあ、いい」

  　すっ、とステラが足を引いた。釣られるように進み出ると、次の瞬間二人は音の流れに乗っていた。

  　ゆっくりと、さざ波の打つように身体を上下させ、踊り廊下を行き来する。

  　ブーツの踵かかとが床を踏む硬い音、拍はく車しやのちいさな金属音。いかにも場違いではあったが、緊張したアランの耳には届きもしない。

  　ダンスが初めてなわけではない。女性と踊るのも。店を訪おとなえばリーズと必ずといっていいほど何曲か踊る。むろん女を知らないわけでもない。

  　だがステラは――彼女が踊れるなんて、想像もつかなかった。いや、彼女が女性であることすら、さっきまでまったく意識していなかった。

  　突然違った貌かおを見せられて、とまどいはそのせいだ、と。アランは思い込もうとした。

  「あのさ……手が逆じゃないか？　普通こっちの左手で女性の右手を握るもんだろ」

  「細かいことを気にするな」

  　すこしだけ安心する。彼女もそれなりに動揺しているのだろうかと、勝手に想像したのだ。

  　ステラが上うわ目め遣づかいになると、その瞳の近さにアランはたやすく動揺した。唇が開く。夜目にも鮮やかな薄桃色。

  「背が伸びたな」

  「え……どういう……」

  　くくっ、と彼女は喉で笑った。その思わぬ艶つややかな響きにアランの心臓は跳ね飛んで、危あやうく身体から出しゆつ奔ぽんしてしまいそうになった。

  「声も変わった。女の子みたいだったのに」

  「！　お前、憶えて……」

  　三年前のあの夜を。

  　ステラの眉根、暗い色がわだかまる。それは、後悔、だったろうか。

  「お前の家族には気の毒なことをした」

  　どう答えていいか、混乱したアランにはわからない。なぜこの前は知らないと言ったのか。そしてなぜ、今になってこんなことを言い出したのか。なにもかもがわからない。

  　だからただ、黙り込む。二人は抱き合った彫像のように動きを止め、ただ視線だけが幾つもの謎と、言葉にならない問いかけを孕はらんで絡み合った。

  「……私は奴らを追っていた」

  「奴ら、って？」

  「不死者秘儀団Ｇ∴Ｎ∴の襲撃部隊だ。もうすこし、追いつくのが早ければあるいは、お前の家族は助かったかもしれない」

  　淡々とした口調にわずか、無念の入り混じる気配。

  　アランの胸に、あの日の感情が――凍りついた哀しみ、そして冷たい刃やいばのような怒いかりと、復ふく讐しゆうへの渇望が。よみがえって胸をふさいだ。

  　なぜ？

  　なぜ彼らを追っていたのか。なぜ……なぜ、君はここへやって来たのか。

  　なぜ今、ここへ。

  　あらゆる「なぜ」が頭の中で衝突し、火花を散らす。だが目の前、抱き留とめた少女の表情に浮かぶなにかが、口にすることをためらわせた。

  「……君のせいじゃない」

  「かもな」

  「あのとき君は僕を助けてくれたし、母さんと妹を埋うめるのも手伝ってくれた。それだけでいいよ。もう――」

  　もう、母と妹はいないのだから。その言葉を簡単に音声化できるほど、アランの傷は癒いえていなかった。思い出すと未いまだ、鮮血の吹き出るような痛みに捉われる。

  　けれど、それは決して目の前の少女のせいではないのだ。それ以上言葉を続けられず、話題を変えた。

  「君は？」

  「え？」

  　問うような視線を投げた彼女の、表情が一瞬、あまりに頼りなくて。

  　と胸を突かれる。

  「君の家族はどうしたんだ？　流れの賞金稼ぎだって、木や石じゃなく両親から生まれたはずだろ。お父さんやお母さんは……？」

  「死んだよ」

  　急に空気が冷たくなる。

  　わずかに触れた、と感じた彼女の心が、ふたたび鋼はがねの扉で閉ざされるのが見えた。

  「そう……か」

  　気まずい沈黙。

  　ワルツの優ゆう雅がな三拍子は続き、アランは今度はすこしばかり余裕を持って、無言のまま彼女を踊りに誘った。彼女はあらがわなかった。

  　月下に、踊る。

  　静かに、ゆるやかに――あるいはなにかを癒やすように。

  「……お前……血縁はいるのか？　あの保安官のほかに」

  　肩のあたり、囁ささやくようにステラが問う。

  「叔お母ばさんが一人……けど、どこにいるのか知らないんだ」

  「親しん戚せきの居場所をか」

  「母さんが生きてた頃はときどき、思い出したみたいに訪ねて来てたけど。どこに住んでるか聞いたことはなかったな。とても綺き麗れいな人だったよ」

  「……そうか」

  「今頃なにしてるんだろう」

  　もし訪ねて来ていたら――彼女は悲しむだろうか。あの夜、自みずからの手で火を放った我が家と、そして二つの墓を見たならば。

  　ステラのぬくもりを手に、あるいは身体に感じて。冷えて凍りついた記憶が、ゆるやかに融とけて流れ出す。

  　踊る二人。板張りの廊下に重なって伸びる黒い影もまた、ひとつになって踊り続ける。銀と紫の世界は優しく二人を包み、慈じ悲ひを与えるかに思えた。

  「そういえば……」

  　よみがえる記憶の中にひとつの違和感を見つけ、訊ねる。

  「君、最初に会ったとき僕の名前知ってたよな。……父さんに聞いたの？」

  　銃と、時計。父の愛用していたあの二つを、彼女はいったいどこで託されたのだろう。

  「それは――」

  　ステラが口を開きかけた、次の瞬間。

  　鋭い破裂音が夜気を、火薬の匂いと共に引き裂いた。

  「！」

  　ステラの右手には煙を吐くＳＡＡシングル・アクシヨン・アーミー。アランの脇の下から放たれた銃弾が、

  「グギャアっ!!」

  　魂たま消げる悲鳴を引き起こし、遠くの屋根から人影が転がり落ちる。

  　いや、人ではない。ライフルを構えた小人鬼ゴブリンだ。

  「ち、思ったより多いな」

  　舌打ちしつつ、続けざまステラは、アランの身体越しに四発撃った。

  　さらに三人の小人鬼ゴブリンが悲鳴を上げて地に転がり、そして最後の一発は空へ。

  「ギイイイィィっ！」

  　有翼魔像ガーゴイルが真っ逆さまに道路へ落ちて、石片が飛び散る。

  「襲撃かっ！」

  　今さらながらに事態に気づいたアランが、ドラグーンを抜き放って振り返る。

  「馬鹿！　狙われる！」

  　ステラの叱しつ責せき。彼女はとっくに劇場の門柱の陰に身を隠し、膝ひざ立だちで散弾銃を構えていた。

  　正面まっすぐ伸びる街路の向こうから、まがまがしく赤い瞳を光らせて、一団の亜あ人じんが行進して来た。手には古びたライフルや拳銃、斧おのなどの武器が握られている。

  「畜生！」

  　ステラと逆の門柱に身を隠し、アランはライフルを構えた。

  　気づけば劇場の周囲あちこちから銃声が響いている。自警団の面々が各おの々おの敵と対している様子がうかがわれた。むろん音楽はとうに止やみ、代わりに中から届くのは怒号と悲鳴ばかり。

  　狙って、撃つ。

  　亜あ人じんの一人が悲鳴を上げて倒れた。が、他の連中は仲間の死など気にした様子もなく、ばらばらと散開して家々の陰に陣取った。

  「まずい！」

  　どうやら敵は明確な目的を持って、統一した行動を取っている。誰か指揮官がいるのかもしれない。亜人の常である、てんでばらばらの無計画な略りやく奪だつなら対処のしようもあるのだが――

  　となりでステラが散弾銃の引き金を引いた。

  　爆発音に近い大音響と共に、建物の屋根から三匹の小人鬼ゴブリンが転げ落ちる。その隙すきとばかりアランは単発のシャープスに装弾し、構えた。

  　撃つ。

  「拳銃ほど無ぶ様ざまじゃないな」

  　感心したようにステラ。アランの射撃によって敵の火線が衰おとろえた間に、こちらもコルトへ弾を込めている。

  「ライフルは父さんに仕込まれたんだ！」

  　ふたたびトリガーガードを押し込み、開いた装そう填てん口こうに弾を入れ、狙い、撃ち続ける。

  　アランとステラで十数人の敵を撃ち倒したが、いっこうに退たい却きやくする様子はない。

  　それどころか、

  「シャアァァァッ!!」

  　二人の人じん狼ろうが行き交う火線をものともせず立ち上がった。味方の弾が背後から数発命中しているというのに、蚊に刺されたほども感じないのか、とてつもないスピードで一直線に飛び込んで来た。

  「銀の弾！」

  　あわててポケットをまさぐる。

  「先に入れとけ！」

  　あっという間まに門柱に到達し、それぞれ襲いかかろうとして――止まった。

  「おい、二人いるじゃねぇか！」

  　一人が驚いたように言う。

  「かまうか、どっちも喰っちまえばいいんだよ！」

  　もう一人が答え、腹に響く声で吠えた。

  「ガアアアアァァァッ！」

  　鋸のこぎり様ようの牙きばに縁ふち取どられた真っ赤な口が、血肉を食いちぎろうと開かれる。

  「うわっ！」

  　湧き上がる恐怖心の中、アランは思わず両手を突き出した。握ったライフルが、がっきと牙を受け止める。

  「うわ、うわわぁっ！」

  　とてつもない膂りよ力りよくを支えきれず、押し込まれてアランは尻もちをついた。

  「ぐふぉ、おォ……」

  　ライフルを咥くわえたまま、人じん狼ろうがにやりと笑った。勝利と殺さつ戮りくの悦よろこびが目に輝く。

  「うっ……ぐ……」

  　そのまま仰向けに押し倒された。

  「ウガアアァァッ！」

  　のしかかられて身動きが取れない。

  　とっさにアランは右手をライフルから離し、

  「うあああぁぁっ！」

  　左手を思い切り前へ突っ張った。わずかに押し戻されて、人狼が体勢を立て直す一瞬。

  　素早くベルトから抜いたナイフをその胸に突き立てる。

  「ぐぉ、お……？」

  　きょとん、とナイフの柄つかを眺めた人狼が、ふたたび嗤わらった。

  「効かねぇなあ」

  「だろうな」背後で静かに言ったのは、ステラだった。「ならこいつはどうだ」

  　心臓の背中側へ銃口を押し当てるように、デリンジャーの引き金を引く。

  　小さい銃声。

  「グハァッ！」

  　人狼の胸に大穴が空あき、飛び散った肉片と血がアランの服を鮮せん紅こう色しよくに染めた。

  「話が……げはっ、違うぞ……弱っちいガキ、一人だ、って……」

  　裂けた口から血を吐きながら人狼は倒れ伏し、動かなくなる。押しのけてアランは立ち上がった。

  「助かったよ……ありがとう」

  「のんびり礼を言ってる場合か」

  　ステラの背後にはもう一人の人狼が、仰向けに転がっている。胸は鋭利な刃物で引き裂かれ、自分の血に溺おぼれていた。

  「格闘は得意じゃないんだがな」

  　血に濡れたボウイナイフを拭いながらステラ。その刀身は鍛きたえぬかれて明るい輝きを放っている。

  「銀のナイフか」

  「お前は戦う前に考えなきゃならないことがあるのに気づくべきだ」

  　言いつつ彼女はナイフを収め、散弾銃を拾い上げる。

  　情勢が変化していた。

  「なんだ？」

  　対たい峙じする敵のさらに向こう、新たな銃撃戦が始まっている。敵は後ろ向きになって応戦していた。

  「多いな。お前の自警団じゃないだろう」

  「……クレイトンの牧童カウボーイたちだ」

  　ある種の敗北感に打ちひしがれながらアランは答えた。騒ぎを聞きつけて飛んで来たのだろう。銃声の数からして数十人単位だ。

  「けど、これでなんとかなるだろ。前後から挟まれたら亜あ人じんたちも逃げるしかない」

  　手早くシリンダーを交換しながら言った。会場だけは守り通せる見通しがついた、と思ったのだ。

  「そう簡単にいくかな」

  　しゃがみ込み、門柱の陰から用心深く様子をうかがっていたステラが呟つぶやいた。

  「え？　だって連中は……」

  　前後から挟まれたら集団戦では圧倒的に不利だ、というのは子供でもわかる理屈だ。双方から撃ちかかられては対処のしようがないし、逃げ場もない。

  「連中だって命は惜しいだろう。亜人といってもそこまで知能は低くない。さすがに逃げると思うけど……」

  「逃げれば死より恐ろしい運命が待っている、としたら？」

  　ステラがなにを言っているのかよくわからなかった。ただ、こういった事態にどちらが精通しているかを見誤るほどにはアランもまた、愚かではなかった。

  「まさか……」

  　呟きはステラの叫びに遮さえぎられた。

  「来るぞ！」

  　あわててドラグーンを握りしめる。

  　言葉通り、亜人たちは遮しや蔽へい物ぶつの陰から一いつ斉せいに飛び出し、狂ったようにこちら目指して走り始めた。明らかに異常だ。普段の彼らにはありえない無む謀ぼうな動き。

  「くそっ！」

  　アランは続けざまに引き金を引いた。

  　五発の弾で二人を倒し、ステラの散弾はそれ以上の敵を撃ち倒した。背後からの牧童たちの射撃も数人を殺したが――

  「ダメだ、止められない！」

  「退ひけ！　劇場の中で応戦するしかない！」

  　ステラが言って立ち上がる。アランはあとに続いて、銃弾のかすめ飛ぶ中を全速力で走った。前を行く華きや奢しやな背中へ向けて叫ぶ。

  「ひとつ聞きたいんだけどさ！」

  「なんだ、この非常時に」

  「さっき踊ろうとか言ったのは……」

  「盾たてになるかと思ってな」

  「敵が来てるの知ってたんだな!?」

  「音楽が変わったときに。気づくのが遅いよ、お前は」

  　二人は劇場へ飛び込んだ。

  

  　宴うたげの参加者たちは着飾った姿のまま、片隅に固まって身を縮めていた。

  「女は伏せてろ！　男はバリケード作るの手伝ってくれ！」

  　飛び込んで来たアランの、血にまみれたすさまじい姿に、女たちが悲鳴を上げる。

  　ホールを見渡せば、ちょうど反対側から叔お父じを先頭にフィルたち自警団の面々も駆け込んで来るところだった。

  「叔父さん！」

  「無事だったか」

  「そっちは!?」

  「バークレイがやられたそうだ。連中、まともじゃないぞ」

  「わかってる。数は？」

  「五十は超えているな」

  　クレイトンが立ち上がった。拳銃を振り回し、のしのしと近づく。

  「ワシの牧童カウボーイたちはなにをしている！」

  「彼らが敵を圧迫してるせいでこっちに向かってるんです！」

  「それで逃げて来たのか、尻尾を巻いて！　この腰抜けが！」

  「なんとでも言ってくれ」さすがに冷静ではいられず、アランが吐き捨てた。「その銃が飾りじゃないなら手伝ってくださいよ」

  「言われんでもわかっとる！」

  　吠えるように答えるクレイトン。叔父が口を挟んだ。

  「ミスタ・クレイトンは南の出口を頼みます。アランは正面、私は裏口だ。他の団員は二人ずつ援護に」

  　顔を蒼そう白はくにした自警団の面々が、それでも頷うなずいて入り口を守備すべく散った。

  「お兄ちゃん、怪け我がは!?」

  　ジョゼが立ち上がって、扉へ向かうアランへ悲鳴のような声で訊きいた。

  「無事だ、今のところ。姿勢を低くしてじっとしてるんだ！」

  　ほっとしたような表情のジョゼがサンディに抱きすくめられるのを横目で確認し、アランは正面玄関へ戻った。

  　ステラが半身を乗り出して応戦している。

  「どうだ？」

  「きりがない。そのうち破られる」

  「こうなるとクレイトンの手下が頼りか」

  　男たちがテーブルや椅い子すを積み上げてバリケードを作る間、時間を稼ぐ必要がある。アランは狙いも定めずドラグーンを一発、放った。

  　すぐに叱しつ責せき。

  「無駄弾を撃つな。敵は脅おどしの効く状態じゃない」

  　言いつつ、確実に敵の眉み間けんを撃ち抜くステラ。巨体が音を立てて崩れる。

  「穴居人トロールまで、か……」

  　これではバリケードも役立つか怪しい。が、他に方法もない。

  「扉を閉めろ！」

  　アランの指示で数人が扉を押す。閉じた扉へ取りついたアランが閂かんぬきをかける間も、分厚い木の扉に幾つか穴が空あき、脇腹を弾がかすめた。

  　重いソファを立てかけてとりあえず障害を構築し、一息つく。

  「……いつまでも保もたないぞ」

  　ステラが弾を込めながら言った。

  「わかってる。一匹ずつ倒していくしかない」振り向いて自警団の面々に声をかける「弾は銀の弾シルバー・ブレツトに込め直せ。焦あせらず、確実に狙うんだ」

  　だが彼らは一いち様ように怯おびえ、手元どころか膝ひざを震わせていた。絶望的な気分になる。自分の判断の甘さを呪のろって。

  　これではさしたる戦力にならない。どころか、足手まといにならなければ御おんの字じだ。

  「フィル、そんな心配するなよ。こっちが撃ち漏らした奴だけ狙ってくれればいい。味方を撃たないようにな」

  　精一杯落ち着いた声を装い、友人に向けて笑顔を作ってみせる。

  　彼らは紙のような顔色のままだったが、とりあえずは頷いて弾込めに取りかかった。

  　どぉん、と大きな音がして、厚い樫かしの扉が悲鳴を上げた。

  「来るか……」

  　誰にともなく、アランの呟つぶやき。

  　もう一撃。蝶ちよう番つがいが軋きしんで、歪ゆがむ。

  「焦って撃つなよ！　姿が見えてからでいい、よく狙え！」

  　仲間にもう一度指示してから、ステラの横へ並んで膝ひざをついた。

  「なあ」銃を構えつつ訊たずねる。「金にならない仕事はしないんじゃなかったのか？」

  「街に立ち入り禁止の亜あ人じんを現行犯で捕まえれば賞金が出る決まりだろう」

  「……ぜんぶ計算ずくかよ」

  「思いつきで動く奴は長生きしない」

  「それほど変わらない歳だろうに」

  　さらに打撃が加わり、鍵かぎが弾はじけ飛んだ。鉄で補強した閂かんぬきがめりめりと音を立ててひび割れる。

  「次で終わりだ」

  　あくまで冷静なステラの声。

  　扉の外では、牧童カウボーイたちの銃声が近づきつつあった。

  　そして、最後の一撃と共に扉は吹き飛び、緑がかって巨大な肉にく塊かいが姿を表わした。

  「ゴオオォォォン――！」

  　野太い咆ほう哮こう。醜しゆう悪あくな穴居人トロールの姿も、この際人々の恐怖という炎を煽あおる燃料でしかなかった。

  　女性たちがまた悲鳴を上げる。

  「撃て！」

  　アランは叫び、同時に引き金を引いた。

  「ゴガァァァッ!!」

  　火線が集中し、穴居人トロールが倒れ伏す。

  　だが、一体を斃たおしたところで、後ろから次々に敵は押し寄せる。

  「食人鬼オーガに醜鬼オークに小人鬼ゴブリンか。よりどりみどりだな」

  　他ひ人と事ごとのようにステラが言った。だが彼女の弾は確実に敵を屠ほふり、たちまち扉の前には肉と血の山河が現出する。

  　さすがにひるんだのか敵の勢いが止まったそのとき、

  「ギイイィィッ！」

  　軋きしるような鳴き声と共に、広間の天窓が一いつ斉せいに破れた。

  　硝子ガラス片がまるで水晶の散らばるように降り注ぎ、市民たちは恐怖に絶叫した。

  「有翼魔像ガーゴイルだぁっ！」

  　悪魔をかたどった四体の石像――それも自在に動いて羽ばたき、空を飛ぶ――が、耳みみ障ざわりな哄こう笑しようをまき散らしながら飛び交う。

  「ギェッギェッギェッ！」

  　一体が巨大なシャンデリアに止まり、前後に揺らし始めた。

  「うわ、うわああああぁぁっ！」

  　隅に座り込んでいた老紳士が別の一体に腕を取られ、空中に連れ去られそうになる。

  「ちいっ！」

  　アランはライフルを撃った。

  「ギイッ！」

  　頭を吹き飛ばされた有翼魔像ガーゴイルは男を取り落とす。が、そのまま視界が消えたことを不思議がるようにフラフラ飛んでは、女たちに悲鳴を上げさせた。

  「アラン！　シャンデリアが！」

  　フィルが叫ぶと同時に、硝子ガラスと金属の精細な工芸品を吊り下げる太い鎖くさりが、音を立てて引きちぎれた。

  「逃げろっ！」

  　伏せる人々の真上に、ゆっくり落ちて行く。

  　時の流れが粘ねばりけを増した。

  「ああっ……」

  　絶望のため息が漏れる。

  　逃げ遅れた二、三人を巻き添えに、旧大陸からはるばるやって来たシャンデリアは地面に衝突し、硝子の砕ける悲鳴をまき散らしながら崩壊した。

  　破片のつぶてが人々を傷つけ、劇場内は阿鼻叫喚の渦うずに巻き込まれる。主照明が失われて薄暗くなった室内が恐きよう慌こうに拍はく車しやをかけた。

  「ぼうっとしてる場合か！」

  　ステラの声で我に返る。

  　彼女が一体、そして叔お父じが一体。飛び回る有翼魔像ガーゴイルを撃ち落とし、今度は石片があたりに飛散した。

  　残りは一体。

  　アランがドラグーンを放ったが、敵は機敏にそれを避よけると、身体のあちこちから血を流して逃げまどう無む辜この人々へ襲いかかろうとした。

  「くそ……」

  　構え直した瞬間、背後で銃声。

  　石像は無人の観客席に飛び込み、一声断末魔の叫びを上げてから真っ二つに割れた。

  「フィル……」

  　幼おさな馴な染じみのニキビ面づら。彼は引きつりつつも笑顔を浮かべ、片目を閉じた。

  「ど、どうだ、アラン。俺だって捨てたもんじゃ……」

  　だが。

  　飛翔する敵に、このとき誰もが気を取られすぎていた。それが、死体の山を乗り越えてフィルの背後に飛び降りた食人鬼オーガに気づくタイミングを、一瞬遅らせる。

  「あ……」

  　食人鬼オーガがフィルの片腕を掴つかんで持ち上げた。

  　骨の折れるいやな音。

  「ぎゃああああぁぁぁっ!!」

  「フィルっ!!」

  　撃とうとしたが、友人に当たりそうで引き金が引けない。

  　食人鬼オーガは、ぶん、とフィルの身体を振り回す。

  「ひ、ぎっ……があああぁぁぁ!!」

  　絶叫、そして噴水のように吹き出す血しぶき。

  　フィルの身体は三十フィートも先に落下し、鈍にぶい音を立てる。そして、彼の右腕は――

  「……男、マズイ」

  　骨片を吐き出しながら食人鬼オーガが言った。

  　その手には人間の、腕。

  　アランの脳裏に赤黒い霧が渦巻く。怒いかりの爆発。

  「う、うおぉぉぉぉッ!!」

  　獣けもののような叫びが自分の喉から発せられていると、頭の一部が認識している。だがそれは、ひどく現実味に乏とぼしい。

  「おおおおおおぉぉぉぉぉッ!!」

  　撃げき鉄てつを起こし、引き金を引く。食人鬼オーガの額ひたい、胸、肩に穴が空あいた。

  「あああぁぁぁッ！」

  　三発で弾切れになったが、アランは引き金を引き続けた。

  　かち、かち、と撃鉄の下りる音。

  　突然、頬に熱い感触。アランは首から一回転して、床に手をついた。

  　ステラが自分を張り飛ばしたのだと一瞬遅れて理解する。

  「恐慌パニツク起こしてる場合か！」

  　鋼はがねのようなその声に、ようやく自分を取り戻す。

  「……ごめん」

  「あとだ！　敵が――」

  　遅かった。

  　バリケードと死体の山を押しのけて、亜あ人じんたちがどっとホールに侵入して来る。叔お父じの守る裏口も、クレイトンの南もほとんど時を同じくして破られた。

  　さらに続けてクレイトンの牧童たちが突入し、広間は一気に混乱を極める。

  「旦だん那な！　無事ですか！」

  「当たり前だ！　お前ら、さっさと片付けろ！」

  　さすがに自警団よりは荒事に慣れた様子で、牧童カウボーイたちはめいめい遮しや蔽へい物ぶつを求めて散った。

  　だが、取り残された女たちは悲惨だった。

  　シャンデリアが失われて薄暗い劇場は、もはや混こん沌とんと恐怖と絶叫とに支配され、武器を持たない市民たちはただ逃げまどうばかり。

  　なんとか誘導しようとするアランも周囲を敵と味方に囲まれて、その間を銃弾が行き来するような有あり様さまでは手の施ほどこしようがない。ステラでさえが目前の敵を倒すことに集中するしかできない状態だ。シリンダーを交換しつつ呟つぶやく。

  「畜生っ、なんでこんなことに……」

  　嘆いている暇いとますら与えられなかった。ぶん、と重い風切り音がして、穴居人トロールの丸太のような腕が飛んで来る。とっさに身を沈めていなければ、ステットソンの代わりにアランの頭が劇場の壁まで吹き飛んでいたことだろう。

  「さっき撃ち殺したのに！」

  「穴居人トロールが鉛なまり弾だまで死ぬか！　火だ、焼き殺せ！」

  　押し寄せる醜鬼オークの群れ、二体続けざまに撃ち殺しながらステラが叫ぶ。

  　アランは足元から、ブロケードの垂れ幕を拾い上げた。先に落下したシャンデリアの火が移ったのか、端はしの方がめらめらと燃えている。

  「グルルルルルゥ……」

  　警戒するような低い唸うなりを発し、穴居人トロールが身構える。指一本ですら、自分の骨を折り肉を抉えぐるには充分な力を秘めていると覚さとり、アランの背筋は氷柱と化す。

  　失敗すれば、死ぬ。

  　だがやらなければやはり死ぬ。

  　そう考えた瞬間、なぜか突然に、アランの心を覆おおっていた恐怖と混乱が晴れ渡った。命の瀬戸際まで追い詰められて初めて、不思議なまで平静な心境に達する。

  　視点を広げ、穴居人トロールの呼吸をはかった。

  「グゥゥゥ…………ガアッ！」

  　およそこの世のものとも思えない筋力が爆発し、殺到する。

  　アランは完全にタイミングを読んでいた。

  「はっ！」

  　まるで闘牛士のように、寸前で穴居人トロールの突進をかわす。彼を捉えようと繰り出された醜みにくい腕は、虚むなしく宙を切った。そこへ頭から、燃えさかる幕をかぶせる。いや、勝手に突入して来た、と言った方が適切だったかもしれない。

  「グェッ？　グギャアアアアァァァっ!!」

  　必死に炎の舌を振り払おうとする敵。

  　アランはひどく冷静に拳銃を抜き、狙いをつけ、そして撃った。

  　二発。

  「ガグッ！　グ、ガァ……！」

  　地響きを立てて穴居人トロールが崩れ落ちる。

  　なおもあがき、立ち上がろうとするのは恐るべき生命力の賜たまものではあったが、いっそう激しさを増した炎は身体にも移り、柱のように燃え上がった。

  「グ……ゲァ…………」

  　最後の痙けい攣れんと共に動きを止め、横たわる巨体。肉の焼ける臭い。

  　はっ、と気づいて顔を上げる。

  　銃声が、悲鳴が、止やんでいた。

  　見渡す劇場にもう生きた亜あ人じんたちはおらず、屍しかばねだけが累るい々るいと横たわっている。あちこちで血を流し、うめいているのは人間ばかりだ。

  「連中は？」

  　いつの間にかかたわらに立ち、燃える巨体を見下ろしていたステラに訊たずねる。

  「退ひいた。一いつ斉せいに」

  「本当か？」

  　自分が肩で息をしていることにようやく気づく。滝のように流れ落ちる汗にも。

  　様子を見に出ていたらしい叔お父じが、正面入り口から戻って来て言った。手には『Oneワン ofオブ Oneワン Thousandサウザンド』を持ったまま。

  「間違いなく撤退したようだ。全員精せい錬れん所じよの方へ逃げて行く」

  「なぜ。完全に押してたのに」

  「わからんよ。どちらにしろ亜人共にしてはあまりに統制が取れすぎているな。きな臭い」

  　不意に気づいて振り返る。

  「……そうだ！」

  　最後に友人が落下した場所を目で探した。

  　転がったまま動かない友人の姿を見つけ、駆け寄る。

  「フィル！」

  　膝ひざをついて抱き起こした。だらりと落ちるフィルの左腕。

  　後ろに立つ叔父が言った。

  「もう死んでる」

  　残ざん酷こくなまでに簡潔な事実。膝から力が抜けた。

  「……嘘うそだろ……フィル……」

  　震える声で呼びかける。だが、仰向けになり、驚きと苦痛の表情を貼りつけたまま動かぬ友人の姿は、言葉の正しさを完全に証明していた。

  　見渡せば、あちこちに転がる亜あ人じんの死体の間に、見知った顔の数々。

  　みんな昨日――いや、ついさっきまでは陽気に笑い、人生を楽しんでいた、なんの罪もない人々が、今はただの死体だ。

  　叔お父じが感情のこもらない声で告げた。

  「七人だ。クレイトンの牧童カウボーイが三人。自警団が二人。あとは……」

  　そう。あとはアランが守らなければならなかった人々。罪もない、ごく普通の市民たちだ。

  「重傷者が十数人、何人かは朝まで保もつまい。我々はしくじった」

  　しくじった。その、事実が――

  　アランの肩へ一気にのしかかって、重い。

  　頭に巻いた包帯に血を滲にじませたクレイトンが、怒いかりに顔を紅こう潮ちようさせつつ近づいて来た。跪ひざまずくアランを見下ろし、血ち糊のり混じりの唾つばと同時に吐き捨てる。

  「……無能が」

  　常の彼からは想像もできない、低く抑えられた声が、怒りの深さを物語る。

  「最初からワシらに任せておけばこんなことにはならなかった。そうだろう？」

  　いつの間にか周囲を取り囲んでいた市民たちが、無言のままアランを見つめている。彼らの表情には、クレイトンと同じ怒りがあった。

  「……」

  「自警団なんぞと、素人しろうとを駆り集めてワシらを追い出した結果がこれだ。貴様、この有あり様さまが自分の大演説の引き起こした結果だくらいわかってるんだろうな!?」

  　答えられない。ただクレイトンを、そして冷たい視線の市民たちを、見上げるだけ。

  「やめて！」

  　ジョゼが走り出て、かばうように両手を広げてアランの前に立った。

  「アランだけが悪いんじゃない！　みんな一度は納得してアランに任せたんじゃない！　こんなになってからアランだけ責めるなんて……」

  　だが、少女の必死の訴えも、今度は人々の心を揺さぶるに至らなかった。

  「……私にも責任がある」

  　叔父が言って頭こうべを垂れた。帽子を胸に当て、フィルに向かって黙もく祷とうした。その額ひたいから血が流れていることに、アランは今さらながら気づく。市民たちも彼の姿には共感を覚えたらしかった。傷つきながらも自分たちを守った保安官――だが、アランは無傷だ。

  　むろん戦いに背を向けたわけではない。むしろ常に敵と対し、命の危険に自分を晒さらした。だが、人々の見方はそうではなかった。

  「私は最初から反対したんだ！　保安官が無理矢理……責任は自分が取ると！」

  　いつの間にか姿を現していた市長が叫ぶが、誰も聞いてはいない。

  　自警団の生き残りがライフルを持って進み出る。ある者は腕を吊り、ある者はまだ止まらない血に頬を汚しながら――アランの足元へ、ライフルを投げ捨てた。臨時保安官代理のバッジを引きちぎるように外し、背を向けて去って行く。

  「とりあえず負傷者の救きゆう護ごを優先してください。皆さん、お願いします」

  　叔お父じが頭を下げた。

  　人々はようやくに非難の目をアランから外し、三々五々散っていった。

  　担たん架かに乗せられ、あるいは肩を借りながら劇場から運び出されてゆく人々。怪け我がの軽い者には女たちが包帯を用意し、傷口を消毒して手当てする。

  「お兄ちゃん……」

  　涙に膨ふくらんだ幼い瞳が自分を見つめていることに気づき、アランは力ない笑顔を作った。肩に手をかけ、言う。

  「僕はだいじょうぶだ。ジョゼも負傷者を看みてやってくれ」

  「うん……でも……」

  「……たのむよ」

  　無理矢理笑顔を作る。泣き顔に見えないよう祈りながら。

  「わかった」

  　言ってなお、心配そうに何度も振り返りながら、ジョゼも立ち去って。ようやくアランが立ち上がったとき、周囲にはもう、誰もいなかった。

  　ステラの姿もすでになく、叔父は上着を脱ぎ捨てて怪我人の介かい抱ほうに当たっている。

  　自分も、と思って近づいたが、女たちは一瞬敵対的な視線を彼に向け、次にはまるで彼がそこに存在しないように振る舞うのだ。

  　叔父の目配せでこれ以上なにをしても無駄だと悟さとり、背を向ける。

  　劇場を出て行くその足取りは鉛なまりよりも重く、月光に伸びる影さえもうなだれる。まるで――まるで影もまた、泣いているかのように。

  

  　ホテルの一室、ランプを卓上に置いてステラは、そのままベッドに倒れ込んだ。軽い身体に、組み木がわずかな軋きしみを立てる。

  　唇から深いため息が漏れ出た。

  　疲れたような、そしてなにかを後悔するような。

  　細い炎が揺れて、壁に映った彼女の影もまた、揺れる。

  　ブーツを履いたまま行ぎよう儀ぎ悪く寝そべって、彼女は帽子を顔の上に引き下げ――

  　突然、跳ね起きた。部屋の隅へ向けて銃を構える。

  「誰だ」

  　低く、しかし鋭い声。

  　銃口の向けられた窓まど際ぎわの一角は、ただランプの落とす影が黒くわだかまるばかりで、誰もいないかに見える。

  　しかし声に応じるように、ざわざわと影は――いや影ではない。

  　それは、闇、であった。

  　滴したたるばかりの暗闇が、まるで粘ねん性せいを持つがごとく次第に変形し凝ぎよう固こして、姿を変えていく。人の形へと。

  　そして、一人の女性が闇を断ち割るようにして姿を現した。漆しつ黒こくのドレスに真珠をちりばめ、襟えり元もとからのぞく肌は異様に白い。闇と同じほどにも深い黒髪はまっすぐに流れ落ち、わずかにさらさらと音を立てた。

  　血のように鮮やかな紅あかい唇、その両端が吊り上がる。開かれたそれから流れ出す声は低く甘やかでしかし、深しん淵えんの縁ふちから吹き上がる風のように、年経へた虚きよ無むをたたえていた。

  「人の身で気づくとは見上げたものね、屍し人びと殺し。二つ名に偽りなし、というところかしら」

  「招待した憶えはないぞ」

  「ええ、でも私はお前と話がしたいのよ」

  「こちらの都つ合ごうはお構いなしか？」

  「なんなら力ずくでも。けど、今こ宵よいはもう暴力は充分ではないかしら？」

  　女は優ゆう雅がな所しよ作さで椅い子すを引き、座った。その瞳は薄暗い部屋の中でランプの光を反射せずとも爛らん々らんと輝き、すんなりとした肢し体たいの落とす影は――影は、なかった。

  「……吸血鬼ノスフエラトウ……」

  「その通りよ」女は妖よう艶えんな笑みを見せた。わずか、唇の間から長い犬けん歯しをのぞかせて。「恐れてはいないようね？」

  「吸血鬼ヴアンパイアになら何度か会った」

  　手の甲を口元に当て、彼女は鈴を転がすように笑った。

  「最高位階層魔族にして幽鬼の祖そたる私たちを、あんな下等な眷けん属ぞくと一緒にするとは、礼儀知らずなこと」

  「礼儀を語るならまず自分から名乗れ」

  「その物ぶつ騒そうなものを仕し舞まってからにしてほしいわ。安心しなさい、今のところあなたをどうこうする気はないから」

  「いつ気が変わるかわからん」

  　女は表情を改めた。

  「いいでしょう。我らが母なる魔界と父なるこの世、我らが主あるじの名とそして、我が誇りにかけて。少なくともこの夜が明けるまではそなたに一切危害を加えぬと誓う。……これでどう？」

  　ステラは一瞬だけ考える素そ振ぶりを見せたが、やがてゆっくりと撃げき鉄てつを下ろし、銃をかたわらに置いた。

  「結構、これで人心地がつくというもの」

  「人の心などなかろう」

  「つけつけと言うものね。気に入ったわ」

  「で、名前は」

  「ソフィア――むろん通り名よ。真の名は、お前たちには発音できないでしょう」

  「用件を言え、ソフィア」

  　一瞬、彼女は驚いたような表情を見せた。次いで忍び笑い。

  「ずいぶんと長く生きてきたけど、正体を知りながら私を呼び捨てた人間は初めてよ」

  「生きてきた？　吸血鬼ノスフエラトウがなんの笑い話だ」

  「お前たちとは生の形が違うだけ。けど、今日はそんな話をしに来たんじゃないの」

  「なら小こ話ばなしは打ち切ってくれ。用件は」

  　ソフィアがいささかわざとらしいため息をついた。

  「人間とは気の短いもの。生命の短さからすれば仕方ないのでしょうけど」

  　彼女は重そうな革袋を取り出すと、その中身をテーブルに開けた。ざらざらと金貨が零こぼれ出し、澄んだ音を立てた。ランプの炎を照り返して輝く。

  「『屍し人びと殺しのステラ』は金で動くと聞いたわ」

  「その点に関してなら噂うわさは正しいようだ」

  「間近で見てあなたの腕はよくわかった。その腕を、私たちに売ってほしいの」

  「……具体的には？」

  「この街を、私たちのものにする」

  　彼女は簡潔に、言い切る。それは目的ですらなく、すでに決まり切った事柄の、予定を読み上げるように響いた。

  「目的は」

  「吸血鬼ノスフエラトウが人を狩るのに、理由が必要？」

  　ステラが押し黙る。

  「足りないのならもっと上積みしてもいいわよ？」

  　ソフィアが軽く指を鳴らすと卓上の金貨は突然倍ほどに増え、あふれて床へ流れ落ちた。

  「ふぅ、持ち歩くには重いわね、金は。なんなら本物かどうか確かめてみる？」

  「結構だ。吸血鬼ノスフエラトウがせせこましい贋にせ金がね作りをするとも思えん」

  「それはどうもありがとう」

  　どこかあざけるような響きを言葉に滲にじませながら、女は笑みを崩さない。

  「私の用件は以上よ。返事を聞かせて」

  「私は金につく」

  　間かん髪はつをいれずに戻ってきた答えに、さすがのソフィアも驚きを隠さなかった。

  「あら、ずいぶんあっさり決めるのね」

  「あれこれ悩む趣味はない。人の一生は短いからな」

  「なら決まり。よろしくね、ステラ」

  　ソフィアが立ち上がり、右手を伸べた。

  　だが、その手が握り返されることはなかった。首をかしげる。

  「どうしたの？　契約成立の握手は人間の一般的な習慣と聞いたわ」

  「どこかの間ま抜ぬけじゃあるまいし。拳銃使いガンスリンガーが簡単に他人へ利きき腕をあずけるものか」

  「結構。ますます気に入ったわ」

  　気を悪くした様子もなくソフィアは右手を引っ込めた。

  「帰りはドアからにしてくれ。いきなり黒い霧きりになられちゃ人間としては居心地が悪い」

  「承知したわよ」しゃらり、と金貨をなでて言う。「これは前払い。街が私たちのものになったら、この五倍払いましょう」

  「わかった」

  　ステラは立ち上がってドアを開けた。

  「礼儀正しいのね」

  「あんたが確実に帰るのを確認したいんでな」

  「用心深いこと」

  　ステラが軽く咳せき払ばらいした。

  「……できることならまだしばらくは死にたくないと思ってる」

  「そう」

  　と、ソフィアは凄せい絶ぜつな笑みを見せた。同時にまとう雰囲気が突然変わった。

  　艶なまめかしく、どこか気だるげな少女はもうおらず、いるのは悽せい愴そうな気配を放つ、人ならざる、なにか。気弱な人間ならそれだけで心臓が停止しかねない。

  　真しん正せい、彼女は魔界の住人であった。

  「そなたには永遠の命こそが望みかえ？」

  　暗い、光を放たぬ瞳の輝きに言い知れぬ闇が現れて、さしものステラが背中にわずかな寒気を感じた。

  「働きによっては、かなえて取らさぬでもないぞ？」

  　声は滴したたるように甘く、蠱こ惑わく的てき。だが、それは破滅と滅びを内包して、どこまでも闇の色をしていた。

  「……やめろ」

  　ステラはうめくようにして声を絞り出した。あるいは、なにかに耐えるように。

  　ふい、と魔の――あるいは、死の――気配が消える。

  　ソフィアは先までの、妖しい美しさをたたえた少女へ戻っていた。それすらも人間離れしたものではあったが。

  「気が変わったらいつでも言ってちょうだい。あなたなら優秀な吸血鬼ヴアンパイアになると思うわ。いえ、然しかるべき手順さえ踏めば吸血鬼ノスフエラトウにだって……」

  「考えておこう」

  「あら、気乗り薄ね。まあいいわ、今日のところはあなたを味方にできただけで充分」

  　ソフィアは軽く手を振ってから、階段を降りる。足音ひとつしなかった。

  　部屋に戻り、窓の外、街路を歩み去るソフィアを確認してから、ステラはようやく詰めていた息を吐いた。

  　手を顔の前にかざし、わずかな震えを認めて一瞬、苦笑する。

  　表情はすぐに消え、彼女はベッドに座り直すと機械的な動作で、習慣と成り果てた銃の手入れを始めた。



  


  第三章

  

  　翌朝。

  　憔しよう悴すいした顔で保安官事務所へ出勤したアランは、叔お父じとなにごとか話し込むリーズの姿を認めて、軽い驚きを感じた。

  　叔父が立ち上がる。表情が真剣だ。

  「ちょうどいい。フェリシア、もう一度話してやってくれ」

  　フェリシア、というのがエリザベスの本名だとはアランも知っていたが、そう呼びかけた叔父にはわずかな違和感を覚えた。だが、ひとつ頷うなずいてから彼女が語った深刻な事態は、些さ細さいな引っかかりなど消し飛ばしてなお余った。

  「クレイトンさんが今、女神ヴイーナスの泉亭に滞在してるのはアランも知ってるでしょう？」

  「ああ」

  「昨日あのあと、牧童カウボーイ頭がしらのブラウンと話してるのを立ち聞きしてしまったの。フィーズル鉱山の連中に一泡吹かせてやる、って。近いうちに精せい錬れんした銀を積み出しにやって来る列車を襲撃してやろう、って」

  「無茶苦茶だ！　いくら意い趣しゆ返がえしでもそこまでやったら郡保安官カウンテイ・シエリフだって黙っちゃいない！」

  　思わず叫ぶ。

  　無法者の列車強ごう盗とうじゃあるまいし、地元の名士でもあるクレイトンがそんなことをしたら、街が大混乱に陥おちいるのは目に見えている。本当に襲撃が行われれば、市保安官としても叔お父じは責務を果たさなければならない。しかしクレイトンの一味が黙ってそれを受け入れるとも到底、思えない。予想される結果はひとつだ。

  「僕らとクレイトンの連中が殺し合うことになるぞ!?　いや、郡保安官が乗り出して来たら……もう戦争みたいなもんだ」

  「私もそう思ったの。だから隙を見て、グリーンウッド保安官に知らせようって……もちろんアランにも」

  「……ありがとう、リーズ」

  　救われる思いがした。

  　今朝、事務所に来るまでの短い道のりでさえ、街の人々が自分へ向ける冷たい視線は痛いほど突き刺さった。昨夜ゆうべの失態を責める無言の圧力に晒さらされて、いっそう落ち込んでいた。

  　だが、彼女はまだ、自分を信じてくれている。それが嬉しかった。

  「叔父さん、とにかくクレイトンを止めないと」

  「当たり前だ。だが……」

  　だが、どうやって彼を思い留とどまらせるのか。

  　すぐに思考は巨大な障しよう壁へきへと行き当たって、アランは椅い子すに座り込んだ。

  「今さら僕らの言うことを聞かせようとしたって、無理だ」

  　顔を手で覆おおう。

  「昨日のことがあるからな」

  　叔父の声も沈んでいた。

  　あまりに大きな後悔が残る一夜がアランを苛さいなむ。そのことばかり考えて、結局一睡もできなかった。

  「アラン……」

  　リーズの手が肩に置かれた。そのぬくもりがわずかに彼を救う。

  　だが、叔父は厳しい声で彼を叱しつ責せきした。

  「今さら済んだことを悔やんでも仕方ない。男なら汚名をそそぐことを考えろ」

  「保安官、ひどいわ。アランは責任感が強いから……」

  　抗議するようにリーズが言いかけるのを、アランは手で制した。

  「いいんだ。叔父さんの言う通りだよ」

  　立ち上がる。

  「そうさ、落ち込んでたって仕方ない。とりあえずクレイトンには過激な行動を慎つつしんでくれと……叔お父じさんが？」

  「いや、お前が行け。昨日の今日だ、そうそう保安官事務所を空あけるわけにもいかんし、なにより……」

  　めずらしく、彼は微笑ほほえみを見せた。

  「じっとしていては気分も腐くさるだけだろう。叔父として、お前のそんな姿は見てられんよ」

  　笑顔がややぎこちなくはあったが、それが自分に向けられた思いやりなのだと理解して、アランは胸を熱くした。

  「わかった」

  　立ち上がり、上着を整える。

  「気をつけてね、アラン」

  　帽子を差し出しながら心配そうなリーズに、せいぜい笑顔を見せる。

  「ケンカしに行くわけじゃない、だいじょうぶさ」

  　安心させるように軽く彼女の腕を叩いてから、アランは事務所を出た。

  　待ち受ける運命の変へん転てんを、予想だにできぬまま。

  

  　営業前の女神ヴイーナスの泉、開店の準備をするバーテンダーたちのいささか非友好的な視線を努めて無視し、アランは階段を上った。

  　二階奥の突き当たり最上等の部屋がクレイトンの定じよう宿やどなのは誰でも知っている事柄だったので、迷わずドアをノックした。

  　返事がない。

  「ミスタ・クレイトン？」

  　もう一度、今度はやや強く、ノッカーを鳴らす。

  　部屋は静まり返ったままだった。

  「留守か？　まずいな」

  　なるべく早く捕まえて話をつけなければ取り返しのつかないことになる。内心焦しよう燥そうを覚えつつ、ノブに手をかけた。

  　真しん鍮ちゆうの丸ノブはなんの抵抗も見せず、かちゃりと回った。

  「……開いてる？」

  　不審に思いながら、無礼を承知でドアを開く。

  「入りますよ、ミスタ・クレイト……！」

  　喉の奥、声が急停止したのは、クレイトンがこちら向きにテーブルについていたから、ではなかった。

  　小山のようなクレイトンの上体はテーブルに突つっ伏ぷし、その背中やや左側に突き出しているのは――ナイフの柄つか、だった。見覚えのある胡桃くるみ材の柄に、頭かしら文も字じが刻み込んである。

  　文字はＡとＧ。アラン・グリーンウッド。

  「なっ……！」

  　目前の事態が意味することを、飲み下しかねて絶句した。

  　必死で思い出そうとする。昨夜ゆうべ、あの混乱の中で……そう、人じん狼ろうだ。あいつの胸に突き立てたあと、引き抜く暇いとまもなく劇場の中へ駆け込んだ。

  　そのまますっかり忘れていたナイフが今、クレイトンの背中に突き立っている。

  「誰が……」

  　誰がこんなことを、と考えかけ、気づく。誰がやったにせよ、この状況を見た人間なら誰もが同じことを考えるだろう。

  　アランがロナルド・クレイトンを刺し殺した、と。

  　呆ぼう然ぜんとする。なにが起こっているのか、なぜこんなことが――

  「ひいいぃぃぃぃっ!!」

  　背後で悲鳴。

  　はっとして振り向くと、顔の半分ほどを口にした賄まかないの老ろう婆ばが、手にした掃除道具を取り落とした。バケツが転がって絨じゆう毯たんに水たまりを作る。

  「ち、違う！　これは僕じゃ……」

  　あわてて言い繕つくろおうと一歩踏み出す。

  　老婆は腰を抜かして後ろに倒れ、なおもすさまじい悲鳴を上げ続けた。なにごとかと、他の部屋の客、あるいは三階に自室を持つ娼しよう婦ふたちが駆け降りて来る。

  「キャアアアァァァ!!」

  「クレイトンさん!!」

  　悲鳴の合唱が巻き起こった。

  　通路はふさがれて、アランが逃げる隙すきすらない。やがて投とう宿しゆくしていたクレイトンの牧童カウボーイたちが、怒いかりに底光りする目を向けながら近づいて来るのを、アランは呆ぼう然ぜんと見つめていた。

  

  　街はずれ、キングスウェイの境界を示す木造の門アーチがある。丸太組みで、高さはせいぜい四フィート。幅はようやく二輪馬車が通れる程度なので実際下をくぐる者はあまりなく、多くは道の真ん中に立つ門を敬意と共に迂う回かいして行く。屋根型に組まれた太い横木には『ようこそキングスウェイへ』のペンキ文字。

  　それが今日、アランの絞こう首しゆ台だいだった。

  　むろん正式の絞首刑ではない。西部の街ではよく見られる、私刑リンチ、だ。

  　ありあわせの木箱の上に立たされ、アランは首にかけられる太いロープを、ぼんやり眺めていた。まるで他ひ人と事ごとのように。

  　身体に力が入らず、膝ひざが崩れそうになる。

  「この高さじゃ首の骨は折れん。苦しんで死ねるぞ、坊主」

  　怒ど気きもあらわに、牧童カウボーイ頭がしらのブラウンが耳元で言った。

  　周囲には血走った目の市民たちが、残ざん虐ぎやくな復ふく讐しゆう劇への期待に熱狂しながら、口々にアランを罵ののしっていた。

  　口の中には血の味。

  　角材、銃じゆう床しよう、ブーツの踵かかと、飛来する石つぶて、吐きかけられる唾つば。ここに至るまで、ありとあらゆる場所を殴られ、蹴りつけられた身体は、痛みを通り越して鈍にぶい熱に包まれ、傷のない場所などどこにもない。骨が折れていないのが不思議なくらいだ。

  　額ひたいから流れ落ちる血が目に入り、視界はどす赤く染まっているが、拭ぬぐう体力すらない。頭の芯しんに靄もやがかかったようになって思考がまとまらない。なぜ自分はこんな所に立たされているのか。なぜ、殺されなければならないのか。

  　叔お父じが遠くから見つめている。法に基づかぬ私刑リンチを看かん過かするわけにはいかない立場だが、周囲を殺気立った牧童たちに囲まれては、手出しができないのだろう。その横に、簡素な服をまとったエリーズの姿。白い木も綿めんのスカートを風になびかせたまま、悲しげな瞳をアランへ向けていた。手にはきつく握られたハンカチ。

  「もう一度聞くぞ。なぜ旦だん那なをやった？」

  　ブラウンが胸ぐらを掴つかんで身体を揺さぶる。首がぐらぐらして吐きそうになった。

  「……僕じゃ、ない……」

  　かすれた声で答える。返答は鳩みぞ尾おちへ叩き込まれる拳こぶしだ。

  「ぐぅっ！」

  「あの世でクレイトンさんに詫わびろ」

  　首にかかったロープが身体を引き上げ、アランはつま先立ちになった。逆の端はしが門柱へ打ちつけられた太ふと釘くぎに結びつけられて、用意は整ったらしい。

  　さすがに牧童だけあってロープの扱いには慣れてるな、とアランは遠くに思う。

  「お兄ちゃんっ！」

  　人ひと垣がきから離れ、ちいさな小屋の陰でジョゼが叫んでいる。手足をばたつかせ必死に駆け寄ろうとするが、抱きしめるサンディの腕がそれを許さなかった。

  「このガキは！」ブラウンが声を張り上げる。「クレイトンさんを刺し殺した。これがそのナイフだ！　頭かしら文も字じまで彫り込んでやがる！」

  　人々の向ける憎しみが、ほとんど物理的な圧力の域まで高まった。

  「こいつにふさわしい報むくいはなんだ!?」

  　大向こうに問うブラウン。

  「吊つるせ！」

  「吊つるせっ!!」

  　一人が叫び、群衆が唱和する。だが、さんざ痛めつけられ、発熱と痛みで正気の縁ふちから転げ落ちる寸前のアランに、その光景はさしたる意味を持たなかった。もう指の一本さえ動かす力は残っていない。

  　死ぬのか。

  　頭に浮かんだ言葉は、疑問ではなく諦あきらめのそれだった。

  　父さんと母さんのところへ行くのか。なにも果たせず、妹とふたたびまみえるのか、と。

  　悔くいはある。だが、もはやどうしようもない。手は縛られ、首には太い縄が巻きついて、人々はアランの息の根が止まる瞬間を待っている。

  　ごめん、母さん、エミリー。ごめん、父さん。ごめん、リーズ、ジョゼ、叔お父じさん、サンディ……

  　ふと、ただ一人この場に姿の見えない少女の顔が、浮かんだ。

  　自分でもおかしくなる。ステラがこんな場所に来るわけがない。彼女と自分の間には、共有する何物もないのだから。

  　けど、もう一度会いたかった。あの冷たい表情の奥に、なにか別のものが隠されているのではないかと、いつも思っていた。

  「地獄に堕ちるがいい、アラン」

  　人々の期待が高まる。もはや群衆は正気を失っていた。

  「殺せ！　殺せ!!」

  　口々に叫んで拳こぶしを突き上げる。

  　単純で情熱的な死刑宣せん告こく。

  「言い残すことは？」

  「……」

  　なにを残すというのか。このまま冷たく無縁墓地ブーツ・ヒルへ横たわろうという、今になって。

  「強情な」

  　怒いかりに取り憑かれたブラウンの声。

  　そのときは来た。

  「死にやがれ、クソガキが」

  　ブラウンがアランの立つ木箱を蹴り飛ばそうとした瞬間。

  「な、なんだ！」

  　地響きと土つち埃ぼこり、そして悲鳴のようないななきが視界の端はしに立ち上った。群衆めがけてまっすぐ突っ込んで来る。

  「馬が！　暴走だぁっ！」

  　街はずれの馬囲いに入れられていた牧童カウボーイや住人たちの乗馬が、群衆に負けないほど狂乱の態ていを示しながら疾走して来たのだ。

  　人々の熱狂には一気に冷水がかけられ、悲鳴を上げながら散り散りに逃げ始める。

  「誰が……うわっ！」

  　人の波に押されたブラウンがバランスを崩す。

  「くそっ！」

  　それでも復ふく讐しゆうの念は強いか、彼は転びながら木箱を蹴り飛ばした。

  「！」

  　ぐん、と首に力がかかる。太い縄が首筋に食い込んで、息も血も止まった。

  　ああ、ここで死ぬのか――そう思った瞬間。

  　蹄ひづめの轟とどろきさえも圧して、銃声が響く。

  　頭上、音を立ててロープが弾はじけ飛び、次の瞬間足は地についてもつれた。ようやく体勢を立て直したときには、目前に馬群が迫る。

  　周囲には誰もいない。皆背中を向けて、この混乱から逃げ出そうと倒こけつ転まろびつ走り回っている。

  　馬たちは本能に従ってアランの両脇を通り抜けて走り去り、もうもうたる土煙に身体は包まれた。それがやや晴れたとき、彼は我が目を疑った。馬群の後ろから今度は自分の馬が走って来たのだ。鞍くらまで置かれている。

  　突然目の前に現れた生への光明に、全身が一瞬で賦ふ活かつした。

  「こっちだ！」

  　主あるじのないまま走ることに戸と惑まどっていた愛馬は、声に応えて嬉しそうに駆け寄って来た。結ばれた手首に不自由な思いをしながら手た綱づなを取り、鞍へ飛び乗る。

  　サドルホルスターには父の形見のシャープスライフル。鞍くら袋ぶくろからはドラグーンの銃じゆう把はがのぞき、私刑リンチの最さ中なかにどこかへ吹き飛ばされていたステットソンまでが、ご丁てい寧ねいにも鞍くら頭がしらに引っかかっていた。叔お父じの仕し業わざだろうか。

  　考えている時間などなかった。

  「ハッ！」

  　アランは馬腹に拍はく車しやを入れ、後ろも振り返らず荒野へと走った。

  

  　山やま陰かげに適当な窪くぼみを見つけ、泥のように眠ったアランが目を覚ましたときには、すでに真夜中を過ぎていた。わずかに湿った夜気が腫はれ上がった頬をなでて心地よい。

  　鞍袋の中にあった折りたたみナイフで四し苦く八はつ苦くしながら切った手首のロープ、その痕あとがすり切れてひどく痛んだが、まだ生きているという事実の前では些さ細さいなことだ。

  　腹が鳴った。

  　さっきまで死の縁ふちに佇たたずんでいた身体の、貪どん欲よくな生への欲求が、アランにわずかな笑顔を作らせた。鞍くら袋ぶくろから干し肉を取り出してかじりつく。

  　追跡行へ出たときのまま荷物すら整理していなかった自分のずぼらさに、このときばかりは感謝した。水袋の口を開けて呷あおり、ようやく人心地ついて座り込む。

  　愛馬はのんびりと草を食はみ、涼やかな虫の音に遠く、夜よ鳴なき鳥どりの低い声が混じる。

  　空には降るような星。月はまだ明るく、周囲を確認するのにそれほど苦労はなかった。

  　――追っ手もそうだろう。

  　いきり立ったクレイトンの牧童カウボーイたちが、このまま自分を逃がしてくれるとは思えない。当然ながら街の住人もだ。追跡隊は出されるだろう。

  　一方の自分は食事を取ってわずかに回復したといっても、全身を覆おおう痛みがあらゆる行動を制限し、熱もある。今動いてもどうせろくなことにならないと判断し、アランは身体を休める選択をした。

  　背の低い草の上に毛布を敷き、横たわる。それから今日の出来事を――いや、ここしばらくの間、彼の周囲で起こった様々な事柄を思い浮かべた。

  　馬を解き放って自分を逃がしてくれたのは、状況からおそらく叔お父じだろうと思う。あのとき事態を見守っていた人々の中で、馬を暴走させてアランを助ける理由があり、かつロープを撃ち抜く技術を持っているのは彼以外いない。

  　しかし、身内だからといって彼が犯罪者を見逃すようなことをするのだろうか。三年も身を寄せながら、叔父の内面についてほとんど知らない自分に驚く。

  　そしてさらにわからないのは――

  　虫の音が一瞬、消えた。さく、と草を踏む音。用心深く上体を起こし、ドラグーンを抜く。

  　舌打ちが聞こえた。

  「遅い。二十ヤード手前で気づけるはずだ」

  「ステラ!?」思わず立ち上がると、全身に激痛。「痛ててて……」

  　急な動作に、痛めつけられた肉体が悲鳴を上げた。あるいは孤こ立りつ無む援えんのこの状況で、知った声を耳にした安あん堵どのせいだったかもしれない。

  　藪やぶの陰から現れた姿はいつもの通り近づきがたく冷れい淡たんな雰囲気を漂わせており、そのことにアランは安心した。

  「阿あ呆ほう。お前を捕まえに来たかもしれないのに、簡単に気を弛ゆるめるな」

  「銃を抜いてないじゃないか」

  「たとえ抜いていなくとも、お前がそいつを撃つより速い」

  　呆あきれ顔で近づいた彼女は、断りもせず敷かれた毛布の端はしに座った。アランはあわてて銃をホルスターに戻す。

  「ど、どうやってここを……」

  「蹄ひづめの跡を追って」

  「岩場も水場も通ったはずだ」

  「ああ。でなければ夕暮れには追いついていたろうな」

  「じゃあ……」

  　クレイトンの牧童カウボーイたちに突き止められるのも時間の問題だ。急に焦りが心へ湧き上がる。

  　しかし彼女はこう続けた。

  「お前、斥候スカウトとしては悪くない。最初逃げた方向から回り込んで街の逆側へ来たのは常じよう套とう手段としても、わざわざ足場の悪い経路を選んで逃げたろう。ロングドライブに慣れてないクレイトンの牧童連中じゃ、追跡は相当難しいだろうよ」

  「あ……ああ。父さんがね、教えてくれたんだ。獲え物ものの追跡の仕方と一緒に。狩りに出たときはよく二人でゲームをしたよ。かくれんぼみたいなもんさ、どうやって自分の痕こん跡せきを消すか、どうやって相手の目をくらませるか。僕がどんなに頑張っても、父さんにはすぐ見つけられちゃったけど……」

  　言いながら、アランは彼女の言葉の意味に気づいた。

  　彼女もアランと同じく、いや、おそらくはそれ以上に熟練した斥候スカウトであること。やはり自分には追っ手がかかっていること。

  　そして、彼女がその仲間ではないこと。

  　素直に疑問を口にした。

  「……わからないんだ。なぜクレイトンは殺されたんだろう。それも僕のナイフで」

  「簡単だろう。お前は嵌はめられたんだよ。都合のいい犠いけ牲にえの羊さ」

  「誰がなんの目的で、ってのがわからない。それに、もっと不思議なことがあるんだ」

  　先ほどから考え続けていた疑問を、自分へ問い直すように。アランは喋しやべり続けた。

  「バザーの襲撃はなぜ止やんだんだろう。もしクレイトンを殺したのがフィーズル鉱山の人間なら――だって、クレイトンと利害が対立してるのはあの連中だ。精せい錬れん所じよの敷地の件とかね。けど、もしそうなら、昨夜ゆうべ襲撃のときそのまま押し切ればクレイトンどころかあの場にいた全員を殺さつ戮りくできたはずだ。けど、そうはならなかった。だったら襲撃を指揮した奴とクレイトンを殺した奴は別だ、違うか？」

  「……続けろ」

  　意外なものを見る目で、ステラが先を促した。

  「君、昨夜ゆうべ言ったよな。亜あ人じんたちに死より恐ろしい運命が待ってるとしたら、って。奴らをそれほど恐れさせるほどの存在が本当にいるなら、クレイトン一人に面倒な手間をかけるはずがない。けど、襲撃が鉱山側の勢力なのは間違いないと思う。あれだけの亜人や怪物共を集められる勢力は近くに他にないもの。とにかく、連中の行動は一貫してない」

  　アランは膝ひざをつき、ステラと向き合った。無意識に彼女の肩を掴つかんで瞳をのぞき込む。

  　その声が、なにかを恐れるように低まった。

  「君はなにか知ってるはずだ。少なくとも亜あ人じんの動きについては。あの電信のやりとりは、そういうことじゃないのか？　もし僕の推測が正しいなら、鉱山の背後にいるのは――」

  「その通り、不死者秘儀団Ｇ∴Ｎ∴さ。私も確信を持ったのは昨夜ゆうべだが」

  「……やっぱり」

  　ぎり、と彼の指がステラの肩へ食い込んだ。

  「母さんと妹を殺した奴らが……鉱山の背後に？」

  「痛いぞ」

  「ご、ゴメン！」

  　顔をしかめるステラにようやく気づき、あわてて手を離した。

  　彼女は確かめるように肩をなでながら立ち上がる。

  「思ったより頭が働くな。ただの阿あ呆ほうかと思ってたが。まあしかし、そこまで考えが至ったのなら、わざわざ来た甲か斐いもあった」

  　アランは聞いていなかった。

  　母と妹の仇かたきがこんな身近にいたことへの驚きと、そしてとたんに現実味を帯びた復ふく讐しゆうに精神が昂こう揚ようする。

  「そうか……鉱山が連中の隠かくれ蓑みのなのか。なら――」

  　目に異様な輝きを浮かべ、熱っぽく叫ぶアラン。

  「ようやく仇が討てる！　母さんと、エミリーの苦しみを、奴らに……」

  　だがステラは冷ややかな視線を彼に据すえたまま、吐と息いきをついた。

  「訂正する。やっぱりお前は考えの足りない子供だ」

  「……なんだよ、僕の腕じゃ無理だってのか？」

  「そうだ」きっぱりと彼女は言い切った。「おかしな気は起こすな、街の動きは連中に筒つつ抜ぬけだ。そんなことのためにわざわざお前を追って来たんじゃない」

  　完かん膚ぷ無きまでに自分の望みを否定され、急速にアランの心は沈んだ。

  「じゃあいったい……なにしに来たんだ？」

  　簡潔に、彼女は答えた。

  「警告さ。お前、このままどこか遠くへ逃げろ」

  「なぜ。そりゃ犯罪者として追われてるけど、あれは僕がやったんじゃない。あのナイフは昨夜人じん狼ろうに……」

  「憶えてる、お前がほったらかしにして逃げたことはな。だが私が戻るときにはもうなかった。お前はまだ劇場の中にいた」

  「それを証言してくれれば……」

  　ふん、とステラは鼻を鳴らした。

  「なんの証拠にもならん。だいたい街の住人でもない、ただの流れ者が証言したところで牧童カウボーイたちが納得すると思うか？　おまけに私は札付きの無法者アウトローだ」

  　わずかに自じ嘲ちようめいた陰が白はく皙せきの頬を流れ落ちた。

  「そうかもしれないけど……」

  「なんにせよ証言する気はない。面倒事に巻き込まれるのはゴメンだ」

  　冷れい酷こくな言葉が肺はい腑ふを抉えぐる。

  「じゃ、……じゃあ、なんで。わざわざ警告に来てくれたってことは、すこしは心配してくれたんだろう？」

  　ステラは笑った。

  　いや、笑いは唇の形だけだ。彼女の目にも、あるいは心にも。笑いの成分など欠片かけらもないとわかる、それは不思議な表情だった。

  「勘違いするな、お前を思いやっての警告じゃない。私はこれから仕事がある。もし邪魔するようなら、遠慮なく撃ち殺す」

  　冷たいなにかが胃いのあたりに凝こり固まって、アランは物理的な重さすら感じた。

  「……なにをする気だ？」

  「お前が邪魔しそうなことをさ」謎めいた表情に謎めいた言葉。「だからこれは警告だ。街を離れて、どこかに消えろ」

  　街に現れたときの彼女、だった。

  　鋼はがねのように冷たく、硬く、何者をも近づけようとしない。なにかが変わったのではないか、というアランの密ひそかな期待は、音もなく打ち砕かれた。

  　同時に、単純な反発心が立ち現れる。

  「意味がわかんないよ。街でいったいなにが起こってるんだ？　君はなにをしようとしてる」

  「あの街は――死の街になる。積み出し列車は空から荷にで来るわけじゃない、幽鬼共を満載して到着するのさ」

  「まさか……」

  「ああ、お前の故郷の町と同じだ。私は連中につくことにした」

  「馬鹿な！　なんでそんな！」

  　アランは叫んだ。だが、ステラはまったく動じた様子もなく、またあの笑いを見せた。

  「金にならない仕事はしないと言ったはずだがな。なんなら気を変えてもいいぞ？　お前に一万ドルの金が払えるなら」

  　言葉にならない。

  　驚きのあとに、襲ってきた感情は怒いかりと――絶望だった。

  「君はそんなことをする人間じゃないと思ってた……」

  「見込み違いだな。用は済んだ、私は帰る」

  　くるり、と踵きびすを返し、歩き出す。

  　アランは腰を落とした。怒いかりに煮えたぎった胸が、理性を吹き飛ばす。

  「……させない」

  　低く、熱ねつ雷らいを秘めた声に、ステラが足を止める。背は向けたまま。

  「どうやって？」

  「力ずくでもだ」

  　許せない。人間の身でありながら、幽鬼などという存在に味方するステラを。

  　――それは口実だったかもしれない。心の片隅、どこかに裏切られたという思いがあった。だが、今のアランに怒りの本当の原因を自覚する冷静さはもう、ない。

  　右手をホルスターの高さまで持ち上げる。

  　ステラは緊張した素そ振ぶりもなく言った。

  「……お前には抜けないよ」

  「やってみるさ」

  「無駄だ」

  　前よりは速くなったはずだ。それはステラのおかげでもあったが。

  　上回るのは無理でも、せめて相討ちになら持ち込めるのではないか。ましては彼女は背を向けたままだ。多少の腕の差は覆くつがえせる。後ろから撃てと言ったのは彼女ではないか。

  　しかしさすがに、無抵抗の人間を撃つのはためらわれた。押し殺した声で囁ささやく。

  「……抜け」

  　ステラがため息をついた。

  「あまり手間をかけさせるな」

  　ほとんど悲しそうな口調。それがアランの敏感な部分を刺激する。

  「馬鹿にしやがって！」

  　激げつ昂こうは頂点に達し、アランはあらん限りの速さでドラグーンを――

  　抜けなかった。

  「！」

  　振り向くことすらせず、わずかにひねった上体。左脇わきの下したから放たれたステラの銃弾は、アランが銃じゆう把はを握る前にガンベルトを断ち切り、ホルスターごとドラグーンを吹き飛ばしていた。

  　重い音と共に、銃は背後で地に落ちる。

  「警告はした。もう一度私の言ったことをよく考えろ」

  　彼女はコルトをベルトへ戻しながらそういい残し、姿を消した。

  　アランにはもはやなにもできなかった。呆ぼう然ぜんと自分の右手を見つめ、立ち尽くす以外には。

  

  　数分後、茂みに隠した馬の手た綱づなを取りながら、ステラは背後の闇へ話しかけた。

  「あまり近くに寄るな、馬が怯おびえる」

  　なにもないように見えた闇がみるみる蠢うごめき始め、すぐに人の形を取った。

  　とたんにあたりの空気が一変し、死のような静せい寂じやくが満ちる。虫の音、遠くの鳥の声は一瞬にして途絶え、風さえもが息を潜ひそめるように凪ないだ。

  　不安そうにいななく鹿か毛げを宥なだめ、ステラが振り返る。

  「いるのはわかっていた」

  「お前は本当に人間なの？　あの子は全然気づいてなかったのに」

  　ソフィアの口調にわずかな笑みが含まれている。荒野に不釣り合いなドレス姿のまま、ぞっとするような瞳の暗さ。

  「立ち聞きはあまりいい趣味とはされてない。人間社会ではな」

  「私たちもそうよ。でも、あなたの口もすこし軽いんじゃないかしら？」

  　ステラは表情を改めた。

  「面倒を減らしておきたかったのさ。あいつは幽鬼と戦った経験があるからな」

  「なら殺しておくべきじゃない？」

  「無駄な殺しはしない。負け犬を蹴り飛ばす趣味はないさ」

  「優しいのね」

  　彼女は微量の嘲あざけりを含ませて微笑ほほえみ、すぐに表情を改めた。

  「まあいいか、どうせなにができるわけでもない子供だし。今日はあなたに合流地点を知らせに来たの」

  「どこだ」

  「せっかちね」

  　肩をすくめる仕草は人間となにも違わない。だが、彼女の存在自体が醸かもし出す雰囲気は絶対に、人間のそれではなかった。

  「ここから東に八十マイルほど行ったところに、蒸気機関車のための給水塔があるわ。そこで列車はいったん止まる。あとはキングスウェイまで直行よ」

  「いつ」

  「明後日あさつての日没。キングスウェイに到着するのは真夜中になるわね」

  「やれやれ、街に戻ってる暇ひまはなさそうだ」

  　ステラは天を仰いでから、目ま深ぶかに帽子をかぶり直した。

  「期待してるわよ、ステラ」

  「期待以上に働くつもりさ」

  　言って鞍くらに飛び乗ると、あとはソフィアへ目もくれず、彼女は東目指して走り去った。

  

  　陽光の下もと、鼻歌混じりにシーツを干すリーズはその日、上じよう機き嫌げんだった。

  　経営者であるクレイトンの死によって、店は休業中。決して自分の仕事に対する愛着が強いわけではない彼女にとって、それは単なる休きゆう暇かである以上に、暗い日々から抜け出せるつかの間の幸せであった。

  　街は騒然としていた。本業である牧畜の他に多くの事業と資産を抱えていたクレイトンの、遺産を巡めぐってすでに混乱が起きつつあるとも聞いた。

  　だが、そんなことはどうでもいい話だ。

  　貧しい家庭に生まれ、生きることに必死で過ごし、気づけばこの街まで流れて来た。身体を売ることは決して本意ではなかったが、そうしなければ野の垂たれ死ぬだけという厳しい現実はいかんともしがたい。今回の件は、そんな生活から抜け出すチャンスだ。

  　ぱん、と皺しわを伸ばしてシーツをロープにかける。酒場兼売春宿兼娼しよう婦ふたちの生活の場である女神ヴイーナスの泉亭の裏庭、太陽の光を浴びてはためく綿めんの生地。目に眩まぶしくて、厭いとわしさすら覚える。

  　その白さが、自分からはとうに失われてしまったものを思い起こさせるからだろうか。

  　ひとつため息をついて、ふたたび洗濯物の籠かごに手を伸ばす。

  「リーズ」

  「きゃっ！」

  　呼びかけられて飛び上がる。

  「……誰？」

  　おそるおそる、声のした植え込みの方へ訊たずねると、陰から見知った姿が現れた。ボロボロになったステットソンを頭にのせ、薄茶の上着と濃紺のズボンは汚れ果て、落ちくぼんだ目だけが異様にぎらついて。

  「アラン！」駆け寄る。「だいじょうぶなの、街に戻って来たりして。クレイトンの牧童カウボーイたちが血ち眼まなこで探してるのに」

  「知ってる。でもあれは僕じゃない。リーズはわかってくれるはずだ」

  「え、ええ、もちろんアランを信じてる。けど……」

  「叔お父じさんを呼んできてくれ。街はずれの馬囲いの干し草置き場にいるからって」

  　必死な色を目に滲にじませるアランへ、彼女は大きく頷うなずいた。

  「……あそこなら滅多に人も来ないし、隠れる場所もいっぱいあるわね」

  「頼む。面倒かけるけど」

  「気にしないで。あなたの役に立てるなら嬉しいわ」

  　つと、つま先立ちになって、アランの頬へ口づけた。

  「無事でよかった。心配したのよ」

  　赤面するかと思ったアランは、意外に冷静なままだった。すこし暗い顔をしていたが、状況が状況だ、仕方ないと思うと同時に、その横顔がなぜかいつもより大人びて見え、リーズの心は騒いだ。

  「さ、急いでくれ。あまりゆっくりしてたら見つかってしまう」

  　優しく、しかし断固として背中を押され、彼女は洗濯物を放り出したまま保安官事務所へ急いだ。

  

  　干し草が天井近くまで積まれ、中は薄暗い。街にやって来る人々の重要な交通手段を一時的にあずかる馬囲い、その納屋には馬の世話に必要な水や干し草、蹄てい鉄てつを打ち直す設備や鞍くら置きに至るまでが所狭しと置かれているが、普段は人ひと気けの少ない場所だ。

  　アランは爪を噛かみながら待った。じりじりと過ぎてゆく十分ほどの間、懐中時計の蓋ふたを何度も開け閉めしながら待つ時間はひどくゆっくりと感じられた。

  　やがて派手な軋きしみを立てながら納屋の扉が開く。用心して干し草の陰に身を隠した。

  「アラン、私だ」

  　叔お父じの声。一瞬だけ逡しゆん巡じゆんしてから立ち上がる。

  「ここだよ」

  　扉の形に切り取られた景色の中から、叔父は薄暗い納屋へ歩み入って来た。手にはウィンチェスター。彼の背後でリーズが、閂かんぬきをしっかりかけた。

  「無事だったか、心配したぞ」

  「ごらんの通りボロボロだけどね。なんとか生きてる」

  　アランの声には感情というものが見当たらなかった。そうしていると彼の喋しやべり方は、不思議に叔父とよく似ていた。

  「どうした、あまり嬉しそうじゃないな」

  「鉱山の積み出し列車に乗って襲撃部隊が来るよ。街を占拠するつもりだ」

  　叔父がめずらしく驚きを表わした。

  「……本当か？」

  「おそらくね。嘘うそなら彼女はあんな手間をかけないだろう」

  「情報提供者は女か」

  「それはこの際関係ないと思うけど」

  　ふむ、と彼は顎あごに手を当ててしばらく考え込み、それから顔を上げた。

  「……疑うわけではないが、確実な情報なんだな？」

  「ああ。連中に来られたら市民と牧童カウボーイたちが束たばになったって敵かなわない。街はおしまいだ」

  「そうなるだろうな」

  「市民を避難させるべきだと思う」

  「……列車は明日の夜にはもう到着する予定だ。間に合わん」

  「そうなの？　いつ来るかまでは知らなかった」

  「私にも情報源はあるさ。だが……鉱山の連中が襲ってきただけであの体ていたらくだ。住民を一時避難させるにしても移動手段が足りないし、なにより情報源がお前だけでは説得力が――クレイトン殺しの嫌けん疑ぎは晴れていないからな」

  「あれは僕じゃない」

  　簡単に事実だけを告げた。

  「疑ってなどおらん。だが街の連中はそう考えまい」

  「それは僕にもわかってるよ。わからなかったのは別のことさ」

  「なに？」

  　叔お父じは眉を跳ね上げ、鋭い眼光でアランを射た。

  「ステラが来た夜さ。ダークウルブスの連中はなぜ、ステラがこの街にいるってわかったんだろう？　仲間が殺されたその日の夜に」

  「関係ないことを話してる場合じゃないぞ、アラン」

  　わずかに不快げな顔。

  「彼女はつけられるようなヘマはしなかったって言ってた。多分その通りだと思う」

  「……人じん狼ろうは人間の何百倍も鼻が利きく。臭いでわかったんだ」

  　いらついた口調で叔父が言った。

  「かもしれない。けどほかにも不思議なことがあるんだ。クレイトンがなぜバザーの晩に死ななかったのか、さ」

  　プレインズマンの狭い鐔つばの下、叔父の目が細まった。目線で先を促され、続ける。

  「彼を殺す理由があったのは、第一にフィーズルの連中だ。けど、だったらあのときにやれたんだ。あのまま戦闘を続けていれば、劇場にいた人間を皆殺しにだってできたはずだ。なぜそうしなかったんだろう？」

  「だから今はそんなことを……」

  　言いかける叔父を無視して、アランは言葉を続ける。

  「だから考えた。昨日ステラにそう言われてから、ずっと。……彼女の言う通りだったよ。僕は阿あ呆ほうだ、すぐには気づかなかったんだから」

  　作られた二つめの驚き。叔父がふたたび目を光らせる。

  「情報源は彼女か？」

  「ああ、フィーズルにつくと言ってた」

  「ステラが……」叔父は不思議そうな顔をした。「彼女がそう言ったんだな？　だがフィーズルにつくならなぜ情報を漏らす」

  「僕が尻尾巻いて逃げると思ったらしい。情報は本物だよ」

  「ふむ……まずいな。幽鬼たちに加えてあれほどの腕利きまで敵に回っては、本当に手の施ほどこしようがない」

  　アランは肚はらを決めた。

  「とも思えないけどね。先を続けていい？」

  　奥歯になにか挟まったような物言いに叔お父じは意外そうな顔をしたが、黙ったまま身振りで肯こう定ていした。続ける。

  「彼女は言ったよ。街の動きは連中に筒つつ抜ぬけだ、ってね。言われてみれば思い当たる節ふしはあるんだ」

  　驚きは三つ目。

  「内通者がいるのか!?」

  「たぶん」

  「誰だ！」

  　叔父が色めき立った。

  「襲撃の日、僕の持ち場に突っ込んで来た人じん狼ろうは、死に際ぎわこう言ってた。話が違う、ガキが一人だけのはずだ、って。つまりあの場にステラがいたことは予想外だったんだ。実際僕だけだったら簡単に突破されてた」

  「…………」

  　納屋にいる三人共の表情が、消えた。沈黙が重い。

  「あの時点で正面に僕しかいないはずと知ってたのは三人だ。直前に持ち場を交替してるんだから。ステラは僕とずっと一緒だった。そしてフィルは死んだよ、叔父さん」

  　どすの利きいた声が、食いしばった歯の間から漏れ出る。

  「……なにが言いたい、アラン」

  「簡単さ」軽く足を開く。「もしバザーでクレイトンが殺されてたら、いくら自警団を組織したのが僕でも、牧童カウボーイたちは責任者である叔父さんも許さないだろう。市民たちにはない集団の暴力が彼らにはある。まだ叔父さんに向けて暴発されたら困ると、そう考えたんだろうね、襲撃を指揮した奴は」

  　ガンベルトはない。だからドラグーンはベルトの前に挟んである。ステラがいつもそうしているように。

  「……続けろ」

  「街の住人に自分たちの恐ろしさを思い知らせて、目的は果たしたんだろう。だからあの晩クレイトンが死ななかったのは――ディヴィッド・グリーンウッド、あんたのためさ」

  　口調が変わった。硬く、厳しく。

  「ステラの到着を鉱山側に知らせたのもあんただ。そこからダークウルブスに漏れたのさ。連中を使って牛を盗ませていたのは、鉱山の連中なんだから」

  「妄もう想そうにもほどがある！　よりによって私が裏切り者だと!?」

  　荒らげられる声にしかし、アランはひるんだりしなかった。

  　地獄の業ごう火かを燃やす保安官の瞳を真正面から受け止め、やがて悲しそうに言う。

  「叔お父じさん。僕は幽鬼が列車に乗って来るとは、言わなかったはずだよ」

  　空気は凍りついた。

  　よどみ、重くわだかまり、そよとも動かない。リーズの顔は青ざめ、喉がひゅうと笛のような音を立てた。

  　やがて、場違いな忍び笑いが低く、沈黙へと割り込んだ。笑いはしだいに大きくなり、やがてそれは哄こう笑しようへと変化する。

  　ひとしきり笑ったあとで、叔父は深く息をついた。

  「……驚いたよ、アラン」

  　危険な香りを漂わせる声こわ音ねで、表明される四つ目の驚き。

  　今度こそ、本物だ。

  「お前は思ってたよりずっと頭が切れる。本当に驚いた」

  「頭の作りを褒ほめられるのは二度目だ。ちょっと照れるな」

  　アランは左手で頭を掻かいた。むろん、視線は緊張したまま叔父を外さない。

  「だが愚おろか者でもある。わかっていたなら私の不意を突いてでも先に殺すべきだった」

  「卑ひ怯きよう者にはなりたくない。……向いてないって、昨日わかった」

  「黙って逃げればいいものを」

  「それも無理だ。だから来てもらったのさ。ケリをつけよう」

  　保安官は笑った。

  　今までアランに一度も見せたことのない表情。殺さつ戮りくの予感に震える、悦よろこびの笑いだった。わずかに前屈みになり、ゆっくりと上着の前まえ身み頃ごろをはだけて、手は銃じゆう把はの横へ。

  　一方のアランは自然な姿勢で上体を起こし、手は腰の前へ。

  　そのまま動かない。

  　焼けつくような殺気が充満し、二人の精神を焦こがしていく。

  　次第にそれは二人の心をむしばみ、緊張は耐えがたいところまで高まる。

  　頭が痺しびれたようになり、心臓の鼓こ動どうだけがやけに大きく耳の中響く。

  　限界だ、とアランが感じたその瞬間。

  　先に動いたのは保安官だった。

  「シッ！」

  　鋭い吐と息いきと共にコルトが引き抜かれ、瞬まばたきの数分の一の時間で撃げき鉄てつが起きる。

  　銃声が――

  　二発。

  「……っ……」

  　アランの帽子が吹き飛び、髪の毛が数本、散った。

  　そして、

  「…………馬鹿、な……」

  　自分の上着の左胸、焦こげた小さな穴を見つめながら、信じられないといった顔で保安官がうめいた。みるみる広がる鮮血の大輪。

  「アラ……ン……」

  「さよなら、叔お父じさん」

  　アランはもう一度、引き金を引いた。

  　銃弾は正確に眉み間けんを撃ち抜き、息絶えたディヴィッド・グリーンウッド保安官はまるで重力に逆らうようにゆっくりと、背中から地面に倒れた。

  　一瞬の静せい寂じやく。

  「キャアアアアァァァァッ!!」

  　それまで彫像のように立ちすくんでいたリーズが、叫んだ。保安官の横に跪ひざまずき、その肩を揺らす。

  「いやぁぁ！　ディヴィッド、ディヴィッドぉぉ!!」

  　泣き叫びながら何度も、何度も。その姿を、アランは無表情に見下ろしていた。

  「あんたが死んだらどうすればいいのよ！　誰があたしを守ってくれるのよぉ！」

  　心は乾き、なんの感情も生み出さない。

  　そうやって泣き続け、ややあってリーズが立ち上がった。青い目には滴したたるような憎しみの色が渦巻いて、ほとんど狂気じみて歪ゆがんだ表情は、まるで悪鬼のようだった。

  「……あんたが殺した」

  　常の彼女からは想像できない、低くかすれた声。

  「ああ……そうだ」

  「あんたがヤケになってディヴィッドを殺した。クレイトンも！　私はそう証言するわ」

  「好きにするさ」

  　投げやりに答え、銃をホルスターへ戻した。

  「あんたは牧童カウボーイたちに殺される！　いい気味だ、私からディヴィッドを奪った報むくいよ！　保安官殺しの汚名も着て、惨みじめに吊つるされるがいい！」

  　頬を流れ落ちる大粒の涙を見て、アランの心に初めて表われた感情は、怒いかりでも憎しみでも、あるいは嫌悪ですらなかった。

  　哀れみ――

  「ごめん、リーズ」

  「あたしはリーズじゃない、エリザベスでもない！　あたしはフェリシアよ！　フェリシア・マクドナルド！　ディヴィッドだけがそう呼んでくれたのに！　あんたなんか、ハゲタカのエサになっちまえばいい！」

  「……そうはならないと思うわよ」

  　いつの間にかアランの背後に人影があった。リーズの目が見開かれる。

  「サンディ……」

  「アタシだけじゃないの」

  　手を振ってサンディが合図すると、数人の娼しよう婦ふたち――彼女の指示で集められた――と、それから小こ間ま使づかいやバーテンダーたちが姿を現す。

  「あ、あ……あんたたち……ぜんぶ、聞いて……」

  　絶句するリーズ。

  「証人としてなら充分な人数でしょ、アラン？」

  　疲れたような声。彼女もこの一幕に後味の悪さを感じていることが、アランにはわかった。

  　あえて答えず、吹き飛んだステットソンを拾い上げ、埃ほこりを払う。クラウンに空あいた弾だん痕こんを見つめ、苦にがさを噛かみしめた。

  　一瞬だけ早かった自分の弾の衝撃で、もし叔お父じの狙いが狂わなければ……死んでいた。わずか数分の一秒が生き死にを分かつ、峻しゆん厳げんたる世界。

  　それが自分の生きる世界なのだ、と。

  「どーぉ？　お役に立てましたかー？」

  　頭上を飛び回るちいさな人影にようやく、アランは笑みを浮かべた。

  「ああ、ゴールドマン＆トーマスの優秀なメッセンジャーに心から感謝するよ」

  「えっへーん！」腕を組んで胸を張るフィーフィー。「あっ、忘れるとこだった。お代はちゃんと払ってね」

  「あとで保安官事務所に来てくれ」

  「はーい。んじゃあたし仕事だからー！」

  　屋根の隙すき間まから飛び去る姿を見送って、サンディも笑った。

  「驚いたわよ、急にあんたから伝言届いて。何人か連れてここに来いってさ」

  「フィーフィーのおかげさ。街からたっぷり三マイルは離れてたけど、合図したらすぐに来てくれた。看板に偽いつわりなしってとこだな。それよりサンディが来てくれるかの方が心配だった」

  　アランが白い歯を見せると、彼女は険悪な表情になった。

  「なーによ、アタシは最初っからアンタのこと信じてたわよ！」

  「どーだかね」

  「きー！　ちょっとアラン、恩人に対してどういう態度それ!?」

  「はははは、ゴメンゴメン」

  「誠意がこもってなーい!!」

  「本当に感謝してる。ありがとう、サンディ」

  　サンディは腕組みして、ふん、と大きく鼻を鳴らしてから、アランの口調を真ま似ねた。

  「どーだかね」そしてふと、表情を和やわらげる。「でもね、こっちは信じてやってよ。アンタが人殺しなんかするはずないって、一晩中大騒ぎだったんだから」

  　彼女の振り返る先には、一人の少女が。

  「お兄ちゃん……」

  　涙を溜めながら、それを堪こらえる姿がいじらしくて。

  「ジョゼ……」

  　手を広げた。

  　飛び込んで来るちいさな身体を抱き留とめる。

  「……ありがとな。心配してくれたんだ」

  「うん……うん……お兄ちゃん……」

  　ただ、頷うなずく。

  　顔を埋うずめるアランのシャツに、ちいさな染しみが二つ、できた。

  　そのとき。

  「ちくしょうッ！　殺してやるっ!!」

  　心温まる一幕からそれまで完全に疎そ外がいされていたリーズが、どこに隠していたのか突然ナイフを抜き放ち、抱き合うアランとジョゼへ飛びかかった。

  　刃は捌さばきは絶対に素しろ人うとのものではない。経験を持つ殺人者の、それだ。

  　が、

  「はい、そこまで」

  　いつの間にか背後に回っていたサンディが彼女の右手首を掴つかみ、軽々とねじり上げた。

  　闇色の瞳にわずか、危険な気配が現れる。

  　囁ささやくように耳元へ言った。いつもとはまったく違う口調で。

  「おとなしくなさい、エリザベス。私がその気になれば手首握り潰つぶすくらいわけないのよ。知っているでしょう？」

  「痛つっ……！」

  　からり、とナイフが地に落ちて、サンディが手を離した。

  　リーズはあっという間にあざになった手首をさすりながら膝ひざをつき、憎々しげにアランを見上げる。すぐに見物人たちが、その身体に縄をかけた。

  　アランは疲れたような顔で言った。

  「……信じたくなかった。クレイトンを殺やったのが、リーズ、君だなんて。人を殺したすぐあとで、あんなに落ち着いていられるなんてさ……」

  　返答は、顔へ貼りついた唾つばだった。

  　暴れもがく彼女はしかしすぐに押さえ込まれて、荒々しく引っ立てられて行く。

  　悲しげに頬を拭ぬぐうアランの、その肩へ、なぜか優しくサンディの手が置かれた。

  「とりあえず……解決？」

  　首をかしげ、おどけて。そんなときの彼女は、意外に子供っぽい表情になる。

  　アランは表情を引き締めた。

  「いや、まだだ。積み出し列車の件がある。市長に――」

  　ちょうどそのとき、リーズを連行するために閂かんぬきを外された扉が開き、外に人々が集まっているのが見えた。

  「あらら、盛況だわね。あれだけバンバンやったら当然だけど」

  　サンディが肩をすくめてため息をついた。進み出て、簡単に事情を説明する。驚く街の住人たちが、すぐに市長を呼びに人をやった。

  　汗を流しながら駆けつけたカニンガムに、サンディはふたたび事情を説明する。

  「……なんということだ……で、保安官は死んだのか？」

  　おろおろしながらハンカチで汗を拭ふく中年男の姿は、滑こつ稽けいにすらアランには思えた。市長のくせにまるで当事者意識がない。

  「確認していただいて結構ですよ」

  　身体を寄せて道を開けると、カニンガムはおそるおそる納屋の中を見て、すぐに目をそらした。さすがに吐きはしなかったが、口にハンカチを当ててうつむく。えずきを堪こらえているのだろうか。

  　落ち着いた頃合を見計らって、アランが静かに訊たずねた。

  「納得してもらえましたか？」

  「信じられんが……するしかあるまい。まさか……」

  「驚くのはあとにしてください。市長には仕事をお願いしたい」

  「仕事？　なんだね、市長の義務はちゃんと果たしておるはずだ」

  「一番近い騎兵隊の砦とりでに電信を打って出動を要請してください。積み出し列車を止められるのは軍隊だけだ。あなたでなければできないし、今ならまだ間に合う」

  「しかし……軍隊が簡単に動くとは……」

  　アランは市長の腕を取り、無理矢理引っ張った。人波を離れ、聞かれていないことを確かめてから、それでも声を潜ひそめる。

  「襲って来るのは不死者秘儀団Ｇ∴Ｎ∴の幽鬼たちなんだ。腐ふ乱らん死体や骸がい骨こつが歩き出したような可愛い連中じゃない。この街を地獄にしたくなかったらさっさと行ってくれ。たかが市保安官補じゃ相手にされない、あんたの肩書きが必要なんだ！」

  　市長の顔色が変わり、驚きよう愕がくの目でアランを見た。すぐに頷うなずく。

  「わかった」

  「このことは街の人間には知らせないようお願いします。間違いなく恐慌パニツクが起きる」

  「それもわかっている」

  　市長はあわてて走り出しかけ、なぜか急停止した。

  　いつもの彼に戻り、市民という観衆を得て声を張り上げる。

  「だがその前に、市長の権限でひとつ仕事をして行くぞ。アラン、君は今日から市保安官だ。君の職務に神の祝福がありますように」

  　芝居がかった仕草で十字を切り、それから急ぎ足で去って行く。

  「……なんだかなー。ほーんとコウモリみたいな奴。ちょっと相手に力があれば、誰にでもいい顔してさ」

  　予想外の成り行きにあっけにとられて口を開けるアランの横、いつの間に近づいていたものか、同じく呆あきれたようにサンディが言う。

  　ようやく気を取り直してアラン。

  「市長がそういう人間だってのはわかってたことだよ」

  「だってねぇ……知ってる？　あいつクレイトンの事業に投資してたでしょ」

  「ああ、叔お父じさ……保安官から前に聞いた」

  「それを盾たてに街の店ほとんどの経営権を未亡人に要求してるらしいわよ。牧童カウボーイたちが怒ってたけど、市長は裁判起こして争うつもりみた……わっ、ちょっと、なにすんの！」

  　サンディはあとを続けられなかった。アランのまわりに押し寄せた人の波に押しのけられ、悲鳴を上げながら流されて行く。

  　やがて人々の間から、歓声と拍手が巻き起こった。新保安官アランを称たたえて。

  

  　保安官事務所に戻ったアランは、ひっきりなしに訪れる祝福と謝罪の人波を押し返し、ようやくのことで一息つくことができた。

  　リーズはひと言も喋しやべらずおとなしく獄ごくに繋つながれている。事務所と牢ろうを仕切るドア越しには気配すら感じられない。

  　深い深いため息をついて椅い子すに身体を沈める。帽子を顔まで引き下げて、足を伸ばした。

  　とりあえずできることは終わりだ。積み出し列車を止めるのは市保安官補――いや、アランの胸にはすでに、市民たちによって無理矢理留とめられた正保安官のバッジが輝いていたが――の手に余る。

  　鉱こう山ざんにも郡保安官か、もしかしたら軍が介かい入にゆうするかもしれない。そこから先、不死者秘儀団Ｇ∴Ｎ∴への対応もやはり、すでに自分の仕事ではないだろう。

  　家族の仇かたきを他人に任せることにすこしだけ悔しい思いはあったが、今のアランには義務がある。この街を守るという、義務が。

  　自みずからにそう言い聞かせて、やがて大きなため息。

  　どうしてもしっくりこない。

  　今まで自分のことで精一杯だった自分が、突然市民たちの安全を守るという重責を一手に担になう立場に押し上げられてしまったことへの、実感が湧いてこない。

  「まあいいか。明日考えよう……」

  　呟つぶやくと、急に眠気が襲って来た。疲労の極地にあった身体が、いかに若いとはいえ酷こく使しに悲鳴を上げつつ、休息を要求している。

  　あくびをして目を閉じた。

  　まぶたの裏にステラの顔が浮かぶ。彼女はこれからどうするのだろう。

  　もし軍に列車が押さえられたら、そして彼女が捕まるようなことがあれば、そのまま犯罪者として裁さばかれるかもしれない。そのとき、自分はどうすれば――

  　だが、思考が結論に辿たどり着く遥か手前で、アランは暖かな眠りのさざ波に身を浸ひたし、やがて深く沈み込んでいった。

  

  　月明かりに浮かぶキリスト像の下で、カニンガムが跪ひざまずいている。安置された保安官の棺ひつぎに肘ひじをつき、組んだ手に額ひたいを押し当てながら。

  　街にひとつしかない教会、祭壇の手前で祈りを捧げるかに見える背中。

  　だが、その口が呟いているのは主への敬けい虔けんな祈りではなかった。

  「……なんてこった、デイヴ、勝手に死んじまいやがって。お前なしでどうやって俺はこの街を抑えりゃいい。お前なら牧童カウボーイたちや亜あ人じん共に言うことを聞かせられると思ったからこそ、俺はクレイトンを敵に回そうと決めたのに……」

  　足元には空からになった数本の酒さか瓶びん、吐く息は酒しゆ精せいそのものだ。

  　言葉は神の御み前まえにふさわしくない、罵ののしりの言葉へ変わっていく。

  「この役立たずめ、お前は昔からそうだったな。闇の風旅団ダークウインド・ブリゲイドであちこち盗んで、殺して、犯して。北部の金持ちクソ野郎共の家を荒らし回ってた頃からだ。腕はいいくせに肝心のときに消えやがる。その前の内戦シビル・ウォーの頃だってそうだ。一番大変な戦闘のときにはいないんだ。ようやく俺もシケたチンピラから抜け出して、これからでっかいことをやろうってときに、さっさといなくなっちまいやがって……この、クソッタレが！」

  　最後に思い切り不信心な罵りの言葉をつけ加え、崩れ落ちる。

  「どうすりゃいいんだよ、俺一人で……どうやって不死者秘儀団Ｇ∴Ｎ∴と渡り合えば……」

  　ステンドグラス越しの月光は青を基調に様々な色のモザイクを床に描いた。常ならば幻想的な雰囲気ではあったろうが、この夜は違う。俗物のカニンガムがいるだけで、周囲の空気までがとたんに貶おとしめられ、白茶けたものになるかのように。

  　と。彼の首筋、冷たい風が吹きつけた。

  　いや、それは錯さつ覚かくだったが、全身が総毛立つような悪お寒かんが彼を襲ったのだ。

  　あわてて振り返る。

  「……情けない男。人間もピンからキリまでいろんなのがいるものね」

  「そ、ソフィア様！」

  　あわて跳ね起き、平へい伏ふくする。

  　たとえ保身のためでなくとも、彼はそうしただろう。女が発するこの世ならざる気配は、小心なカニンガムにとって耐えがたいまでの圧力であった。

  　ソフィアの目が赤い輝きを増す。

  「一度は我が秘ひ儀ぎ団だんの印しるしを授けたものを。やはりそなたには不釣り合いであったか」

  「おっ、お許しください！　私のような下げ賤せんの者にはあの価値が理解できず、つい軽く扱って……もうし、申しわけ……」

  「黙れ、下げ郎ろう」

  　鋭い声と、それ以上のなにか。

  　がくん、と身体の力が抜け、まったく動かない。

  　――恐怖で。

  「ふん、言う通りまったく理解しておらぬ、未いまだにな」

  「ひぃ……」

  　あまりにも情けない悲鳴に、ソフィアは顔をしかめた。が、それ以上屑くずのような男の相手をする気にならなかったのか、視線を転じる。

  　保安官の棺ひつぎへと。わずかに腹立たしそうな声で呼んだ。

  「……いつまで寝ておるかや。もう目覚めてもよい頃であろうに」

  　応えるように、がたん、と棺が動いた。

  　振動は次第に大きくなり、棺の端はしが交互に飛び跳ねる不気味な動きが始まる。まるで中でなにかが暴れているかのように。

  　やがて厳重に打ちつけられた釘くぎが一いつ斉せいに吹き飛び、棺の蓋ふたもばっくりと割れた。

  　中から現れたのは、

  「……あのガキ、殺して、やる……」

  　まだ筋肉の硬直が取れないのか、ぎこちない動作で身体を起こすグリーンウッド保安官――ではすでになかった。

  　瞳は虹こう彩さいを失って暗い赤に輝き、肌の色は紫がかって血の気というものがまったくない。シャツを通して胸のあたり、異様な輝きが透すけている。闇そのものが輝きを放つかのように。

  　浮かび上がる文もん様ようは五ご芒ぼう星せいに絡みつくような飾り文字。人外の言語が意味しているものは、永遠を越えてなお不死なる存在の知ろしめす世の到来を待ち望む者にとって絶対の価値を持つ――魔界の言葉だ。

  　人語に置き換えて曰いわく、不死者秘儀団Ｇ∴Ｎ∴、と。

  「吸血鬼ヴアンパイアがせいぜいだったか。お前なら吸血鬼ノスフエラトウにもあるいは成りうるかと思っていたのだけれど……」

  「だが、俺は生まれ変わった。力ある存在に！　おお、なんと……素晴らしい！　感謝しますぞ、ソフィア殿！」

  　ソフィアが柳りゆう眉びを逆立てた。怒いかりが結晶化してあたりへ飛び散る。

  　だが、声はあくまで静かに。

  「其その方ほう、誰に向かって口をきいておるつもりか？　跪ひざまずき、ソフィア様と呼べ」

  　保安官だったものは膝ひざで飛び跳ね――すでに人間の動きではない――そのままソフィアの足元へ侍はべった。

  「申しわけございませんソフィア様。賜たまわった素晴らしき力に、つい我を忘れてしまいました」

  「わかればよい」

  　ソフィアはそこで小さくため息をついた。

  「……その姿では街に留とどまるわけにもゆかぬな。妾わらわと来るがよい。予定は狂うが大事あるまい、明日にはこの街も我が眷けん属ぞくのものとなる。存分に働いて手柄を立てる機会だ」

  「仰おおせの通りに」

  　立ち上がり、棺ひつぎの中に入れられていたライフルを恭うやうやしく捧げる。先に進んで扉を開き、二人して出て行こうとしたそのとき。

  「お、お待ちくださいぃ……」

  　弱々しい声が呼び止める。手を伸ばし、股こ間かんのあたりに温かい水たまりを作ったままはいつくばるカニンガムだった。

  「なんじゃ、まだおったのか」

  「約束が……約束が違う。市民にあなた方の恐ろしさを思い知らせてくれとは申しましたが、全員幽鬼にしてくれとは……。この街を私が支配し、鉱山に便べん宜ぎをはかり、いずれは郡の、やがては連邦議会に推おすと……内側からこの国を不死者秘儀団Ｇ∴Ｎ∴に従属させる、その尖せん兵ぺいとして私を取り立てると……お約束いただいたはずでは……」

  「事情が変わった」

  「事情、とは？」

  　元ディヴィッド・グリーンウッド保安官が眉をそびやかした。

  「……最も早はや明かしても差し障りなかろう。フィーズルから暗黒銀が産したのでな」

  「なんと!?」

  　人間の習慣は根強いのか、はっと保安官が息をのんだ。自みずからの胸に下がった紋もん章しようを見つめる。

  「あれが大量に精せい錬れんしうるならもはや迂う遠えんな手段など必要ない」と、ソフィアは可愛らしい仕草で肩をすくめた。「お前は用無しというわけよ、カニンガム」

  「ひど……」

  　抗議はすぐに止やんだ。ソフィアならば指一本で自分の命など奪いうると、理性に因よらず悟さとったのだ。

  「なら、せめて……せめて私わたくしめにも永遠の、命を……」

  　ソフィアが再度肩をすくめると、魔の気配が不意に弱まった。

  「まったく、図々しいこと。あなたみたいな雑ざ魚こ、取り立ててもしょうがないんだけど」

  「なにとぞ、なにとぞ！　一度は団員の印しるしを授けていただいた私に、もう一度機会を！」

  　膝ひざでにじり寄るカニンガムへ嫌悪の表情もあらわに、しかしソフィアは言った。

  「それを言われると弱いのよね、契約は契約ですもの。もちろん、あなたがあれをなくした時点で切れてはいるのだけど、魔界にも信義はあるの。それが人間とは違う形でも、ね」

  「なら……」

  　カニンガムの顔が歓喜と恐怖を同時に具現化するのは、一種見み物ものではあった。

  　ため息をつくソフィア。

  「仕方ないわ、首を出しなさい。下げ劣れつな中年男の血なんてぞっとしないけど……」

  　と、ソフィアが顔をしかめる。繊細な二本の指で鼻をつまみ、うんざりしたように言った。

  「それにしてもいい年して小しよう水すいくらい我慢できなかったの？　あなた、臭うわ」



  


  第四章

  

  　目覚めは小妖精スプライト-の甲かん高だかい声だった。

  「アラーン、おっきろ―――!!」

  「うわあっ！」

  　反射的に身体を起こした瞬間、椅い子すから転げ落ちてしたたか腰を打つ。事務所にはすでに朝陽が差し込んで調度を灼やいていた。

  「やあ、おはようフィーフィー。今日も暑くなりそうだね」

  　頭を掻かきながら立ち上がる。

  「おっはよー。配達料もらいに来たよー」

  　配達鞄かばん――人形サイズの――を肩にかけたフィーフィーが、机の端はしに止まって座り、足をぶらぶらさせた。

  「ああ、約束だったな。ちょっと待てよ……」

  　ゴソゴソと机の中を捜し、小さな手提げ金庫を引っ張り出す。鍵かぎを開けて中から一ドル銀貨を取り出し、渡した。

  「お釣りはいいよ、感謝の気持ちだ」

  「へっへー、まいどありがとーございまーす」

  　嬉しげに受け取ると、大切そうに鞄かばんの中へしまい込む。

  「昨日のうちに来るかと思ったんだけど」

  「だーって、アラン忙しそうだったしさ。アタシも今日はこのあと出張だから、配達前に寄ってあげたってわけ。アタシだって忙しーのに気をつかってんだから感謝しなさいよ？」

  「はいはい。配達ってどこへ？」

  　なんの気なしの質問だった。会話の合いの手みたいなもので、深い意図があったわけではない。

  「んーとね、夜のうちに届いてたやつが幾つか……キャプラー商会とロングさんちと……あとはフィーズル鉱山だね。ちょっと遠いけど、ま、飛べばすぐ……」

  「フィーズル鉱山!?」

  　嫌いやな予感がした。

  　それに、昨日市長に打たせた電報の返事が読み上げられたリストにない。

  「見せてくれ！」

  　鞄をひったくった。

  「きゃっ！　なにすんの、ツーシンの秘密はって……あーもう勝手に開けて！　このやろー！」

  　頭に取りついて髪を引っ張り、散さん々ざんに蹴飛ばす彼女を無視して、アランは電報の束たばをめくった。あることに気づいて動作を止める。

  「もー怒った、アンタのミルクは今後半年ぜんぶ腐くさらせるっ！　アタシがやるって言ったらやるんだからね！」

  「フィーフィー、これ読んでくれ！　大事なことなんだ、街全体に関わる！」

  「そんなのが言いわけになると思ってんの!?」

  「遊んでる場合じゃない、頼む！」

  　さすがにアランの様子がただごとではないのに気づいたか、フィーフィーは髪の毛との格闘をやめて電文をのぞき込んだ。

  「もー、しょーがないなー。どれどれ……ええと、オレゴンに於おける仕入れ価格、上等のワイン一クォートあたり十ドル、小麦粉が……ってひっどいボッタクリねこれ」

  「それじゃない、鉱山宛あてのだ」

  「なによ、文句言うんなら自分で読めば？」

  　ぷい、と頬を膨ふくらませるフィーフィー。

  「……できないんだよ」

  「へ？　なによアラン、あんた字が読めないの？」

  「憶える暇ひまがなくてね。いいから頼む！」

  「わかったわよもう。ええと、フィーズル宛あてのはこれね。発信者Ｇ．Ｎ．。……誰だろ？」

  「先を！」

  「うるっさいなー、わかってるわよ！　ええと、どれどれ。『ふぃーずる鉱山きんぐすうぇい精せい錬れん所じよ担当者宛　明日〇マル三サン三サン〇マル　列車ハ予定通リ到着ノ見込ミ　積ミ出シ準備ニ於おイテハ万事遺い漏ろうナク準備アラレタシ　発信　りーずばーぐ電信局　〇マル二フタ〇マル〇マル』……なにこれ？」

  　アランは質問には答えず、机を殴りつけた。拳こぶしがすりむけて血が滲にじむ。

  「畜生っ、市長はなにやってんだ！　軍に電信打てって昨日あれほど言ったのに。今からじゃもう間に合わないぞ！」

  「市長が？　ウソでしょ。昨日あのあとずっと局に詰めてたけど、市長なんか来なかったよ。昨日は暇ひまで暇で……」

  「……なんだって？」

  　アランの顔色は蒼そう白はくを通り越して土つち気け色いろだった。

  「いやホント暇でさー、電信士もずーっと居眠りしてて。緊急電入ったらどうするつもりだったんだろーね？」

  「そうじゃない、市長だ！　来なかったのか!?」

  　フィーフィーはきょとん、とした表情で頷うなずいた。

  「うん、一回も。昨日の午後はウチの局、発信ゼロだもん」

  　わずかに考え込んだアランの瞳に、次の瞬間理解の色がひらめいた。

  「クソっ、ステラの言う通りだ！　なんて考えが足りないんだ、クレイトンが死んで得をするのは……サンディが昨日資産の話をしてたのに！」

  　叫んでアランはバネ仕掛けのように回れ右し、帽子をかぶりもせず飛び出した。

  「ちょっとちょっと、いったいどーした……って、あらら、行っちゃった。なーによ、他人に代読させといてお礼も言わないってさいてー。ホントにミルク腐くさらせてやろうかしら」

  　ぶつぶつ言いながら散らばった電信の紙片を鞄かばんに戻し、責任感の強くて優秀なメッセンジャーであるフィーフィーは、自分の仕事へと飛び立った。

  

  　延々鳴り続ける教会の鐘かねに変事を察し、街の人々が集まって来た。

  　頃合を見て尖せん塔とうを駆け降りたアランは、なにごとかと集中する視線を受けながら、ポーチに立って訊たずねた。

  「誰か、今日になってから市長を見た人はいないか!?」

  　前置きもなく問われた人々は意味不明ながら互いに顔を見合わせて囁ささやき合う。やがて皆が一いち様ように首を横へ振った。

  「やっぱり。……皆さん、落ち着いて聞いてください」

  　なるべく動揺を表に出さないよう、精一杯冷静を装よそおう。

  　市民たちは不思議そうにアランを見上げた。街のトラブルはケリがつき、新保安官も就任して、これからは心安らかに暮らせるはずだと誰もが思っていた。

  　その期待を、これから自分が打ち砕くのだと悟さとり、暗い気持ちになる。

  「今夜、鉱山の積み出し列車が到着する。それに――幽鬼たちが乗って来る」

  　ざわっ、と一瞬空気が揺れ、次いで人々の間には静せい寂じやくが落ちた。

  「ただの幽鬼じゃない。みんなも知ってるだろう、ここ二年ほど、西部の街を幾つも壊かい滅めつさせた奴らだ。不死者秘儀団Ｇ∴Ｎ∴の幽鬼だ。フィーズル鉱山の黒幕は連中だ！」

  　誰もが衝撃を受け、身体を硬直させた。

  　今のうちに事情を叩き込んで――そう思い、続ける。

  「掻かき集められるだけの馬車と馬を集めて、それから女子供と年寄りを優先――」

  　が、間に合わなかった。

  　人々の間に落ちた衝撃は恐怖となって爆発し、教会前広場はあっという間に大混乱に陥おちいった。我先にと人々は駆け出し、力の弱い女性たちは押しのけられてあちこちで転んだ。その背を踏みつけて逃げて行く者すらいる。理性らしきものはもう、どこにもなかった。

  「落ち着いてくれ！　女と子供は逃がして、男は銃を――」

  　叫びは人々の上げる悲鳴に虚むなしくかき消された。人々は逃げ出して、あっという間に広場は閑かん散さんとする。

  　自分の話を触れ回る声が響き、街中に騒然とした空気が広がるのを、アランは敗北感に打ちひしがれながら遠く聞いていた。

  　やがて取るものもとりあえず、身ひとつで逃げ出す荷馬車や馬の列が街路を埋め尽くした。こうなることは予測できたのだ。誰もが自分と、あるいはせいぜいその家族だけを連れて逃げようとする。だが、馬も馬車も、街の全員に充分な数などありはしない。

  　移動手段を持たない貧しい者は徒歩で街から出て行こうとするが、身体の弱い年寄りや女たち、あるいは身寄りのない子供などは、それすらできずに呆ぼう然ぜんと立ち尽くすだけだ。

  「終わりだ……全員死んじまう」

  　アランは呟つぶやいた。

  　街に残される人々は当然のことながら、徒歩の人々は確実に、あるいは馬で逃げた連中もおそらくは、幽鬼たちの手から逃のがれることはできないだろう。

  　噂うわさされる彼らの力は現実離れしており、そして恐怖の具ぐ現げんであった。生きながら肉体を、魂たましいを貪むさぼり喰われ、その犠ぎ牲せい者もまた、永えい劫ごうの闇の世界の住人と同化してさまよい歩く未来が待っている。救いは訪れず、死の恵みすら与えられない、恐ろしい運命さだめ。

  　アランは噂が真実であることを知っていた。叔お父じの棺ひつぎが内側から破壊されているのも見た。

  　神の教えを信じる善良な人たちに耐えられるはずもない。恐きよう慌こうに陥るのも当然だ。

  　だがせめて、弱者を優先する気持ちくらい持つことはできないのか――せめて、せめて人間らしく。

  　諦あきらめと憤いきどおりがない交ぜになったアランの胸。しかし頭は、理性は、それが無理だろうこともまた、理解していた。誰だって命は惜しいのだ。

  　自分だって、そうではない、と言えば嘘うそになる。

  「……お兄ちゃん……」

  　いつものように袖そでを引っ張られ、アランはようやく絶望の淵ふちをのぞき込むことをやめた。

  「ジョゼ……」

  「わたしたち、死んじゃうの？」

  　真しん摯しな問いに、しかしアランは答えられない。この少女にもまた、死よりも酷むごくおぞましい運命が待ち受けている、という真実を。

  　ジョゼの顔が妹と重なる。

  「お兄ちゃんも、死んじゃうの？」

  　大きな目から涙が一筋、零こぼれた。

  　いつだって大人びて、どんな辛つらいときでもあれほど気丈に振る舞って来た彼女が。両親がいない、そのことをまわりに意識させないくらいのしっかり者、という仮面も今、忘れて。

  　ただアランの死を思い幼おさな子ごのように流した心細いその、涙――

  　ひとつの決意が胸に。

  「そんなことはさせない」

  　口にした瞬間、追い詰められ痛めつけられていた心が、不意に軽くなる。

  　すべてのくびきから解き放たれ、白い羽根の風に舞い上がるように、心は自由だった。

  　無理なのはわかっている。現実は彼女の言葉通りになるだろう。しかし、自分のやるべきこと、やらねばならぬことをアランは今、初めて見いだした。

  　迷いも、憂うれいも、もう必要ない。たとえこの命を捨てても、取るべき道はひとつだけ。

  　戦え、と。

  　身体からすべての熱が消え失せて冷たく横たわるその瞬間まで、生ある限り避さけえぬ運命に逆らってでも。最後のその瞬間まで絶望するには早いのだ、と。

  　心の底から湧き上がるなにかが告げていた。

  「そんなことはさせない。必ず守ってやる。ジョゼも、街もだ」

  「……ほんとうに？」

  「僕が今まで君に嘘をついたことがあったか？」

  　彼女はすこしだけ記憶を辿たどる素そ振ぶりを見せて、それから首を振った。

  　横へ。

  　アランは膝ひざをつき、ちいさな両肩に手を置いて、顔をのぞき込む。まっすぐな瞳が正面から向き合って、互いを映した。

  「信じろ、必ず守ってやる。だからジョゼは安心して待っててくれ」

  　涙に濡れた瞳のまま彼女は微笑ほほえみ、そして力強く頷うなずいた。

  「いい子だ。今は部屋へお帰り、混乱に巻き込まれないようにね」

  「わかった！」

  　スカートの裾すそをひるがえし、彼女は走った。広場の出口で一度だけ振り返り、手をひらひら振って、家の陰に消える。

  　軽く手を振り返してその背を見送るアランの、背後で柔らかい声。

  「子供の扱いばっか上う手まくてさ。女の扱いもそのくらいならもっといい思いできんでしょーに。不器用なんだから」

  「サンディ……」

  　振り返った先に、いつもの笑みを浮かべて彼女が立っていた。

  　風が渡り、豊かな黒髪を宙に舞わせる。そうしている彼女は不思議と冒しがたく、高貴さとそして、畏い敬けいの念すら覚えるような威い厳げんをたたえていた。

  「無鉄砲っていうか馬鹿っていうか……逃げた方が利口だと思うけどね、アタシは」

  　言葉と裏腹に目は優しい。

  「もう決めた。そっちこそ逃げたらどうだ、できればジョゼを連れて」
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  「どこにいたっておんなじさね。不死者秘儀団Ｇ∴Ｎ∴の連中が来るなら逆らえないもの。魔族の掟おきては前に言ったわよね？」

  「ああ。連中、それほど？」

  「吸血鬼ノスフエラトウよ、頭は。最高階層の魔族にして幽鬼の祖。アタシはジョゼとも一緒にいない方がいいわ」

  　闇を磨き上げたその瞳へ、わずかな哀しみがよぎった。

  　すぐに表情を改める。

  　今まで一度も目にしたことのない、真剣な顔が目の前にあった。艶つややかな唇はそのとき、告こく死し天てん使しのそれだった。

  「……死ぬわよ」

  「たぶんね」

  　なんでもないことのように答える。

  　演技ではなかった。強がりでも。本当に、そんなことは瑣さ末まつ事じに思えたのだ。

  　ふと、サンディが微笑ほほえんだ。

  　邪気もなく、皮肉もなく、聖母像のように。

  「……人間なんてさ……」

  　空を見上げる闇色の瞳。届かぬなにかを求めて遠い。

  　夜がこれほどまで空の青に焦がれることはあるのだ、と。アランは初めて知った。

  「弱っちくてうるさくて身勝手で臆おく病びようで思いやりがなくてずる賢がしこくて、我が身可愛さに他人を蹴け飛とばすなんて平気でやって、偏へん狭きようで、移り気で、こすっからくて、思い上がって、見栄っ張りで、プライドばっか高くて、他ひ人と馬鹿にして、そのくせ強い奴には阿おもねって……ろくなもんじゃないと魔族のアタシだって思うくらいだけどさ……それでも」

  　ぽん、と軽くアランの肘ひじを叩く。

  「やっぱ嫌いじゃないわよ」

  「……ありがとう」

  　アランは言った。心の、底から。

  　無人の明るい広場。陽光だけが二人の姿を浮き上がらせ、絵本の中の世界のように静かで、美しい。

  　音はない。ただ、風が吹くだけ。

  　サンディがひとつ伸びをした。

  「あーあ、ガキなんてすぐ男になっちまうんだから。……まーだちょっと頼りないけどさ」

  　そのまま去って行こうとするのを呼び止めた。

  「サンディ？」

  「ん？」

  　多少唐とう突とつかとためらったが、最後なのだからと思い切って訊たずねた。

  　いや、それは質問ではなく、願いだったかもしれない。

  「憶えててくれるか、僕のこと？」

  　死んだあとでも。

  　二人共、口から出なかったその言葉を、しかし等しく理解した。だから説明はいらない。

  　サンディは静かに答えた。

  「アタシね。一度寝た男のこと、一人だって忘れたこたないわよ。どんな薄汚い奴でもね。それでこの世に生かしてもらってんだから」

  「そうか……なら、いいんだ」

  　ならば自分の人生も無駄ではなかったということだ。

  　短いやりとりですべてにケリをつけ、アランは心を切り替えた。

  　戦いへ。あるいは、目前に迫った死へと。

  

  　保安官事務所中ひっくり返しありったけの銀の弾を掻かき集めてから、アランは馬に乗った。

  　サドルホルスターには父の形見のシャープスライフル、腰にはドラグーン。予備のガンベルトを引っ張り出した。証拠品として保管されていた自分のナイフを見つけたときはすこし迷ったが、それも腰に留とめてある。

  　穴の空あいたステットソンは、サイズが合わずにしまっておいた新品と取り替え、鏡の前で具合を確かめた。薄汚れた自分の格好とはどうにもちぐはぐだったが、今さら仕方ない。

  　昼には街を出、太陽を背にして線路沿いを東へ。鉄橋を越えてさらに進むと、周囲は岩場へと変化する。

  　心当たりはあった。山やま間あいの切り通し、その上から飛び降りれば列車の屋根に乗り移れるだろう場所。

  　夕暮れには目的地へと到着し、愛馬は繋つながずに線路を見渡す位置で待った。どうせ戻って来ることもない、飢が死しさせるのは忍びない、と。

  　馬は主人の気も知らぬげに暢のん気きに草を食はみ、離れて行く気配もない。

  　峰みねの向こうへ夕陽は落ち、やがてあたりに夜の影。欠けた月が高く昇り、紫色の大地へぽつんと彼の影を落とす。気温が下がって来た。

  　一人だ。

  　ライフルと膝ひざを抱えるようにして座り込み、空を見上げた。

  　雲ひとつない星空。これから起こることなど感知せぬとばかりに澄み渡って、美しい。だがこの空も、明ける頃にはひとつの街の死を知るだろう。

  　果てしなく広がる荒野と、それを覆おおってなお広い夜空。自分の存在などちっぽけなものだ。

  　けれど、これが――アランは手を開き、見つめた。これが自分のすべてならば、成すべきことから逃げ出すのは、世界すべてを失うことと同じだ。

  　父ならなんと言うだろう。

  　優しく笑って背中を叩いてくれるだろうか。きっとそうに違いない。

  　迷いのない、星空と同じくらい澄み切った心で、彼は待ち続けた。

  「……来たか」

  　立ち上がる。山肌に沿ったカーブのせいでまだ姿は見えないが、たしかに鉄路を踏みしだいて近づく音がした。が、なにかがおかしい。

  　ややあってからようやく違和感の正体に気づき、呟つぶやく。

  「音が違う……」

  　蒸気機関車特有の、あの規則正しくて力強い音がしない。轟ごう音おんはただレールの継ぎ目を踏みしだく音と共に近づいて来た。低く唸うなるような、地響きにも似て。

  　やがて、それは姿を現した。

  「げ……」

  　うめいたきり絶句する。

  　山の陰から――いや、山そのものが動くように――石造りの城じよう塞さいが姿を現したのだ。

  　差し渡し三百ヤードはあるだろうか。そびえる城じよう壁へきは分厚く、見張りの塔に銃じゆう眼がんまでが備えつけられてぐるりを囲っている。

  　そして壁の内側には巨大な建造物がそびえ立っていた。

  　高さは空に届くほど――百ヤード近いだろう。騎兵隊の砦とりでなどこれに比べたらあばら家と表現するにも及ばない。ひとつの城じよう郭かくが丸ごと線路の上を移動して来る。

  　馬が異変に気づいて鼻はな嵐あらしを吹いた。

  「なんだよ、これ……」

  　下はと見れば、扁へん平ぺいな円えん錐すいを逆さにしたように切り立って、支えるのはわずかに一点。貨車の上でバランスを取っている。城壁の下か端たんまででさえ三十フィートはあるだろう。

  　むろん山やま間あいの路線とて、軌き条じようから岩場までの空間的余裕はそれほどないのだが……

  「ぶつかる！」

  　切り立った山肌に、城壁が食い込まんとしたその瞬間。

  　轟ごう然ぜんと大地が轟とどろき、山そのものが吹き飛んだ。大量の岩がん塊かいと土砂が崩れ落ちるが、それらが線路をふさぐ前に列車は通り過ぎている。城壁には傷ひとつなかった。

  　壁の外側にさらに目に見えない壁があり、それが山を抉えぐったように見える。一瞬遅れてアランの足元が大きく揺れ、思わずバランスを崩した。

  　城塞列車を牽けん引いんするのは、不思議な機関車だ。流線型――と五十年後の人間なら評したであろうが、どこにも突起がなくて、全体としては黒くなめらかな棒のような形をしている。大きさは一般的な機関車の五倍はあったろうか。炭たん水すい車しやは繋つながれておらず、それどころか煙を吐き出してすらいない。なにか未知の力で動いているらしい。

  「……どーすんだこれ」

  　誰にともなく呟つぶやく。あまりに常識はずれの光景に驚くより先、ほとんどおかしみすら感じられた。列車はどんどん近づいて来る。

  　――あまりに巨大で、痛くなるほど首をそらしても、もう頂上が確認できない。

  　切り通しに差しかかった城じよう塞さいは、下部円えん錐すいの形に地面を抉えぐり始めた。

  「まずい！」

  　あわてて馬に飛び乗り、遠ざかる。

  　背後で轟ごう音おんが近づき、地面が崩ほう壊かいしてゆく。すんでのところで大量の瓦が礫れきに押し潰つぶされる運命から逃のがれた。

  　が、今度は列車が徐々に遠ざかって行く。このままでは置き去りにされてしまう。

  「ハイッ！　ハァッ！」

  　機き敏びんに馬首を廻めぐらせ、列車を追った。しかし、

  「どうやって乗り込めばいいんだよ、クソっ！」

  　丘を下くだりながら悪態をついた。

  　下部円錐には手がかりらしい手がかりは認められず、このままでは追いついても乗り込む見通しが立たない。ましてあの、不可視の障しよう壁へきがあっては。

  「ったく、やっぱまだ頼りないね」

  　耳元で声がして、アランは思わず馬から転げ落ちそうになった。

  「サンディ!?」

  「あのまま格好よく別れてりゃサマになったのにさ。まったくもう」

  　呆あきれ顔の彼女は、空中にいた。背中からは大きな黒い羽が突き出して、ゆっくり羽ばたいている。

  「と、飛べるの？」

  「魔族だもん」

  　けろりとして舌を出すサンディ。

  「……もしかして尻尾しつぽもあるとか」

  「ないわよっ！　失礼ねっ！」

  　かんしゃくを爆発させてから、すぐに表情を入れ替える。

  「ライフル忘れんじゃないよ！　そらっ！」

  　後ろに回りアランの脇わきの下に手を差し入れると、軽々とその身体を持ち上げた。

  　指先でようやくシャープスを引っかけたアランは、足元の地面がみるみる遠ざかる様さまを驚異の目で見つめた。

  「と、飛んでるぞ!?」

  「さっき自分で言ってたじゃん。なにを今さら」

  「人間が空飛ぶなんて……」

  「だからアタシは淫魔サキユバスだってば」

  　うんざりしたように答えてそのまま急上昇し、あっという間に城じよう塞さい列車の遥か上方へ出た。

  「城じよう壁へきより上は障しよう壁へきないのよね、あれ。あの辺がよさそうかしらん」

  　内部の城塞は幾いく棟むねかに別れており、それを繋つなぐ渡り廊下の真ん中、小さな庭があった。すうっ、と降下して降り立つ。

  　別世界のように静かな庭園は、清水を吹き上げる噴水と緑の芝生に覆おおわれ、東あずま屋やすら調えられて優ゆう雅がな佇たたずまいを見せている。

  　サンディは大きく息をついた。

  「さて、アタシにできるのはここまで。これだって結構危ない橋なんだから。感謝しなよ？」

  「ああ……ありがとう。本当に」

  「よろしい。どした？」

  　考え込む素そ振ぶりのアランを見て、サンディが不ふ審しんげに眉をひそめた。

  「いや、あのときは背中に羽なんかなかったよな、と思って」

  「馬鹿やろー、こんなときなに言い出すかと思えば！　普段は隠してんのよ！」

  　噛かみつくように、鼻先がくっつくほど顔を近づけ、叫ぶサンディ。ふと、その瞳にいとおしげななにかが現れた。黙ってアランを見つめる。

  「サンディ？」

  　彼女は答えず、そのまま顔を交差させて――口づけた。

  　頬を押さえるアラン。彼女はすっと身を離し、悪いた戯ずらっぽく笑った。

  「へへ。戻れたらまた、する？」

  「ええと……」

  　顔に血が上った。サンディの次の言葉を聞くまでの間、だったが。

  「十ドル忘れないでね」

  　一気に膝ひざから力が抜ける。

  「金取るのかよ！」

  「あったりまえでしょ。商売でやってんだから」

  「ちぇっ……これにも値段ついてるんじゃないだろうな」

  　また頬をなでる。感触が残っていた。

  「……今唇にしたら、アンタのこと涸からしちゃいそうだからね」

  　ゆるやかな風音と共に薄皮の巨大な翼を広げ、サンディの身体は浮き上がった。

  「さ、もう行くわ。頑がん張ばんな！」

  「助かったよ！　じゃあな」

  　アランもまた、一番大きな建物の入り口目指して走り出す。

  　宙に漂ったままサンディはその後ろ姿を視線で追い、やがてため息をついた。

  「戻っといでよ、アラン。ジョゼを泣かせないでさ……」

  　暗い表情。

  　ひとつ首を振り、彼女は飛び去った。

  

  　暗く人ひと気けのない廊下を、アランは進んだ。高い天井、明かり採りの窓から月光が差し込んで、足音だけが硬く、大きく響く。濃のう紺こんに染め上げられて黙もく然ねんと沈む世界に生ある者の気配は感じられず、城はしんと静まり返っていた。両側に幾つも規則正しく並ぶ扉が、闇の向こうの消失点へ向けて際限なく続いている。

  　すべて無視して先へ進んだ。

  　予想していた幽鬼たちの攻撃はなかった。奥へ向かって歩ほを進める彼の、周囲の空気は屋外と段違いに冷たい。

  　物理的な温度だけではない。大聖堂を思わせるゴシック調の壮そう麗れいな装飾にもかかわらず、醸かもされる雰囲気が。人ならざる者共の、冷えた血と飽あくなき生への渇かつ望ぼうを孕はらんで背筋を冷たくさせるのだ。微かに漂う死の匂い。

  　圧迫感すら覚える悽せい愴そうな気配こそ死者の眷けん属ぞくたちの存在を明らかに示し、アランは身の内から湧き上がる震えを抑えることができない。気配は奥に進むほど強く、耐えがたいまでに高まった。少なくとも方向を違たがえる心配はなさそうだ。

  　広い通路の行き止まり、ひときわ大きな扉に行き着く。見るからに分厚く重く、そこかしこに鉄で補強が成なされてはいるが、全体の印象は非常に洗練されていた。施ほどこされた幻げん獣じゆうたちの浮き彫りは精せい緻ちにして繊せん細さい、無ぶ粋すいなはずの鉄てつ枠わくすらうねるような曲線の細工に隠されて、一見したところ補強より装飾を目的としているかに思えた。

  　この城の主あるじはいったいどんな性格の持ち主なのだろう、とアランは不思議に思う。通り過ぎて来た通路も、床は落ち着いた色づかいで幾き何か学がく模様に並べられたタイルに覆おおわれ、掲かかげられた燭しよく台だい――灯ひこそ消えてはいるが――や花か瓶びんもまた、旧大陸における王侯貴族たちの過ぎ去りし栄光の日々を追想させるような見事な品々であった。

  　なにより、建物は隅々まで磨き上げられて埃ほこりひとつ存在しない。

  　これほどまで死の気配と、そして経へて来た永えい劫ごうの年月の充満させながら荒こう廃はいは欠片かけらも感じさせず、優雅と洗練を極めようとしつつも、どこか気だるげな意思が感じられる。

  　頽たい廃はい――あるいは倦けん怠たい。

  　荒々しい活気に満ちた若い国の、洗練とはさらに無縁の西部で育ったアランには、そういった適当な言葉が見つからなかった。むろん彼自身もまた、その言葉とは無縁なほどに、若い。

  　扉に耳を当てて物音のないことを確認し、優雅に波を打つ把手レバーへ手をかけた。微み塵じんの軋きしみもなく、そして手応えの伝える重量からは想像もつかないほどなめらかに、扉はゆっくりと開いた。

  　部屋は大広間になっていた。横に長い部屋の壁、両側には巨大な窓があり、月明かりを透すかしている。前後の壁には幾つもの大鏡が嵌はめ込まれてアランの姿を無限に映し出す。ゆったりとしたドレープを描いてまとめられた緞どん帳ちようがそれぞれ鏡の脇を彩いろどって。

  　天井までは四十フィート近く、おそらくは意い匠しようを凝こらした装飾が隙すき間まなく埋うめ尽くしているようだが、他ひ人とよりは夜目の利きくアランにしても細部は確認できない。豪ごう奢しやなシャンデリアはどれひとつ灯ともされておらず、明かりといえばやはり月光だけ。物音はない。

  　慎しん重ちように一歩を踏み出した。踵かかとの鳴る乾いた音が、がらんどうの室内に響いて長く尾を曳ひく。

  「シャアアァァァッ!!」

  　突然上方から降って来た叫びに反応し、ドラグーンを引き抜いて、撃った。

  　銃声がこの世の終わりを告げる鐘のごとく静寂しじまを破り、弾は外れた。

  「食屍鬼グール！」

  「ガアッ！」

  　鏡のひとつが割れ、きらきらと銀月を映しながら飛散する硝子ガラスの中を、どこか犬じみた動きで跳躍し、飛びかかって来る。

  「くっ！」

  　速い。

  　鈍にぶい刃物のような鉤かぎ爪づめを寸前でかわす。上着の袖そでが裂けた。

  「ぐるル、ル、ル……」

  　喉を鳴らしながら振り返った食屍鬼グールの、上半身を狙ってアランは撃った。

  「ギャアァッ!!」

  　胸の真ん中に十インチほどの大穴が空あき、もんどり打って後ろへ吹き飛ぶ。

  「グゲッ、ゲ……」

  　身体を震わせて動かなくなる食屍鬼グールを見下ろし、ほっと息をついた。額ひたいに吹き出た冷や汗を拭ぬぐい、銃をホルスターに収めようとしたそのとき。

  　背後で閉めたはずの扉が、勢いよく開いた。

  「……げっ！」

  　歩いて来たときは無人だった通路を、埋め尽くす幽鬼たちの群れ。

  　闇に浮かぶ無数の赤い瞳は、生せい者じやの魂たましいを啜すすり貪むさぼり喰らうという唯一の欲求とそして、邪悪な期待に爛らん々らんと輝いていた。

  「クソっ!!」

  　撃つ。

  　銀の弾が前列の屍人形ゾンビを、続けざまに吹き飛ばす。

  　だが、

  「ウ、ウゥ、ヴ……」

  　仲間の身体が腐くさった肉片となって飛び散っても、彼らはなにも感じていない。恐怖どころか、起こった事態すら認識していないようだ。

  「ヴァ、アァ……に、く……」

  　使いつけない声帯の機能をようやく取り戻したか、屍人形ゾンビが言葉らしきものを口にした。

  　ひた、ひた、と。腐った素足が床を踏むたび、濡れたような音がして肉片が剥はがれ落ちる。

  　強烈な腐ふ臭しゆうに吐き気がした。

  「血……人間の……肉…………」

  　ぼんやりと焦点の定まらない数十組の視線はしかしアラン一人に向けられて、絶えることのない生への渇かつ望ぼう――それは貪むさぼり喰らうことへの期待と同義ではあったが――もあらわに、ゆっくりと進んで来る。

  「うわ、無理だろこれ！」

  　あまりにも数が違いすぎる。二、三体ならともかくこれではお話にならない。ドラグーンのシリンダーには最大でも六発の弾しか装そう填てんできないのだから。

  　アランはくるりと背を向けた。この際最も合理的な行動を取るべきだと判断し、速すみやかに実行することに決めたのだ。

  　つまり、逃げ出した。全速力で。

  

  　悲鳴を上げる足の筋肉を無理矢理に叱しつ咤たしながら幾つもの扉をくぐり抜け、息を切らせつつなお、アランは走った。

  　途中何体かの幽鬼を撃ち倒したものの、敵の数は減るどころか増える一方で、さながら高たか潮しおが押し寄せるよう。耐え難がたい腐ふ敗はい臭しゆうと、心が萎なえしぼむような死者の怨おん念ねんが手足にまとわりついて、流れる汗の半分は冷や汗だ。

  　どのくらい走ったろうか。そろそろ心肺機能にも限界が近づいている。

  　このままなにも成すところなく、幽鬼共に捕まって貪り喰われるしかないのか、と観念しかけたそのとき。もうとっくに数えることも放棄していた何十番目かの扉をくぐり抜けた瞬間。

  　幽鬼たちの動揺が――もしそんなものが本当にあればだが、伝わってきた。

  　振り向く。

  　屍体の群れは今通った扉の手前で立ち止まり、物欲しげにアランを見つめながら、低く唸うなっている。一体として先に進もうとはせず、諦めきれない様子でこちらをうかがうばかり。

  　そのうち幽鬼たちはなにかに怯おびえるように後じさりを始め、やがて一いつ斉せいに逃げ散った。

  「……あんま助かった感じじゃないな」

  　彼らの反応の意味するところは容易に推察できる。つまりこの先には、幽鬼たちをすら怯えさせるなにかがある――もしくは、いる。

  　大きく息をつき、呼吸を整えてから、決然と歩き出す。強大な敵へ向けて。

  　もとより勝てるなどとは思っていない。それどころか、列車を止め街を救うための具体的な策すらありはしないのだ。敵の力を考えれば、どうやってもそんなことは不可能事でしかない。最初から風車の向こうに帽子を投げるようなものだ。

  　それでも、戦わねばならない、と。

  　思いだけは明確に胸の中、あった。

  　誰に強制されたわけでもない。請こわれたわけでも。

  　あくまで自分の意志でここまでやって来た。そうするのが正しいと、信じた。

  　だから諦あきらめたくない。これが自分の成すべきことならば、せめて最後まで立ち向かいたい。たとえ先に待つのが絶望でしかなくとも。

  　心静かに、アランは進んだ。今までよりずっと広く天井の高い廊下を、ゆっくりと。いつの間にか床は踝くるぶしまで埋うまるほど深く柔らかな絨じゆう毯たんが敷き詰められていた。色は血のような赤。歩きながらシリンダーを交換し、ライフルに弾を込めて、後ろの引き金は引いておいた。

  　やがて闇の向こう、巨大な扉が見えて来た。高さは五十フィート以上もあるだろうか。両側の板に扉いっぱいの幅で、紋もん章しようが浮き彫りにされている。

  　見覚えが、あった。

  　三年前のあの夜、ステラが拾い上げて見せた首飾り。

  　不死者秘儀団Ｇ∴Ｎ∴の紋章だ。

  「いよいよ、か」

  　呟つぶやいて、帽子を粋いきに傾かたむける。死地に赴おもむくのであればせめて、みっともない姿を晒さらしたくないな、などと考える自分に向けて一人微笑ほほえんだ。

  　無意味なことだ。けれど、同時に自然なことにも思えた。

  　こうやって人間は、自分でも理解できない矛む盾じゆんした心を抱えながら、様々な事柄に向き合って悩み、考え、与えられた状況を嘆なげき、それでも最善と信じる行動を選択しながら生きていくしかないのだろう。

  　あるいは、死んで。

  　扉には敲たたき金がついていた。金細工で、蝙こう蝠もりをかたどった意い匠しようが施ほどこされている。この際自みずからの訪問を知らせてやろうかと一瞬考えたが、向こうだってそんなことは期待していないはずだと思い直す。

  　身体全体を圧迫するような感覚は極限に達し、この先にサンディの言う頭がいることを、アランは確信していた。人間には理解しがたいなにかへの生理的嫌悪は胃いの中身をぶちまけたくなるほど強まって、ただ意志の力だけが震える身体と、そして逃げ出そうとする心を繋つなぎ止めて律し、立ち向かわせた。あらゆる抗しがたい力、彼を打ち砕こうとする暗黒――恐怖そのものへと。

  　扉を押す。巨大なそれは、音もなく開いた。

  　謁えつ見けん室しつ、であろう。

  　太い円柱がまっすぐに並び、深しん紅くの絨じゆう毯たんが奥へ伸びている。辿たどる視線の向こう側、長い階段のさらに上、不死者秘儀団Ｇ∴Ｎ∴の紋もん章しようが縫い取られた大きな緞どん帳ちようの手前に、彼女はいた。

  「この城に生ある者の足そく跡せきが印しるされたのいつ以来かしら。ああ、もちろんステラ、あなたは別としてね」

  　慈じ善ぜんパーティーで見かけた少女が、玉ぎよく座ざと見み紛まごうばかりの豪華な椅い子すに座り、片かた肘ひじをついてアランにそう、声をかけた。

  　彼女が見下ろす階段の一番下の段、立てた散弾銃に寄りかかるようにしてステラは座っている。その両側にはさながら衛え士じのごとく、二つの人影が直立不動で佇たたずんでいた。

  　一人は叔お父じ。そしてもう一人はカニンガム。

  「やっぱりそうか……」

  　アランの呟つぶやきは無視された。女が言う。

  「あっぱれ人の身で、と言いたいところだけど……お前、馬鹿なの？　生きて帰れないことくらい三つの子供でもわかりそうなものだわ」

  「だから？」

  　アランは歩ほを進めつつ答えた。

  「逃げ出す方が利口だとは思わなかった？」

  「あいにく頭はあんまりよくなくてさ」

  　女は肩をすくめた。仕草は優ゆう雅がで、声は薄硝子ガラスの鈴を振るように美しい。

  　しかし、そんなことでは覆おおい隠かくしようもないなにか――邪悪、と呼ぶにはあまりに悽せい愴そうで、冷酷で、途方もなく年とし経ふりて、人間離れした――が滲にじみ出て、それだけでアランは総毛立つ。

  「カニンガム。あなたすこしこの子供を見習ったら？　堂々としたものじゃない」

  　馬鹿にしたように笑いかけられて、カニンガムの頬が引きつる。それは皮肉への反応ではなく、紛まぎれもない恐怖の表われだった。

  　アランはさらに近づく。

  「子供、名前は？」

  「アラン」

  「私はソフィア。用件くらい言ったらどう？」

  「頼めば聞いてくれるのか？　街を襲うのをやめて引き返せ、って」

  　紅あかい唇が動いて声が発せられるたびに、アランはほとんど物理的な圧力を覚え、思わず後じさりそうになった。軽い口調は見せかけではないようだが、ひとつひとつの言葉がその意味するものとは無関係に矢のような恐怖を心へ突き刺して、耐えるだけでも自制心のありったけを必要とした。

  「できない相談ね。こっちにも事情はあるの」

  「なら、こっちもやることはひとつだ」

  　ライフルを持ち上げた。

  「無駄なことはおやめなさい、坊や」

  　表情ひとつ変えず言い放った彼女の額ひたいを狙い、アランは引き金を引いた。

  　銃声が広間にこだまする。

  　が――

  「……まったく。年長者の忠告くらい聞いたって罰ばちは当たらないわよ」

  　顔の前へかざされた彼女の手、大理石を彫刻したように美しい人差し指と中指の間に。

  　銀の弾丸は虚むなしく受け止められ、静止していた。

  　アランは惚ほうけたようにその様を見つめるだけ。

  「……冗談だろ」

  　飛んで来る弾を受け止めるなんて。それも指先ひとつで。

  　身体中の力が抜けていく。すべては無駄な努力でしかなかったと、思い知らされて。

  　ソフィアが手を軽く振った。

  　弾はライフルから発射された以上の速度で――おそらく――アランの顔をかすめ、背後のドアをぶち抜いた。
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  「可愛らしいこと」艶えん然ぜんと微笑ほほえむ。「勇気に免じて直じき々じきに相手してあげたいところだけど、私も忙しいの。そろそろあの気難しい子を宥なだめてあげないと」

  　言葉に応じるようにして、城中が震えた。

  　あらゆる音域のあらゆる響きを混ぜ合わせたようなそれが、汽き笛てきの音だと気づくまで、数瞬の間が必要だった。

  「吸血鬼ヴアンパイアたち、あとは任せるわ。とくにディヴィッド、あなたこの可愛い坊やに返したい借りがあるんでしょう？」

  　それまで動かずにいた叔お父じが、にやりと唇を歪ゆがめた。異様に長い犬けん歯しがあらわになり、アランは彼の人生におけるある種の変転について一定の理解を得る。

  「では、坊や」

  　ソフィアが立ち上がった。

  「お別れね、永遠に。寂しいわ」

  　揺るがしがたい真実を突きつけられ、アランの心に絶望の潮しおが満ちる。彼女はそれきりアランに対する興味を失った様子で、横手にあるドアをくぐって姿を消した。

  「よく来たな、アラン」

  　ついぞ聞いたことのない、毒液の滴したたるような笑いを含んだ声で叔父は言った。

  「度胸は褒ほめてやる。ガキだガキだと思っていたが、見直したよ。兄貴も喜ぶことだろう」

  　衝撃から立ち直れずにいたアランの、胸にちいさな怒いかりの火が点った。

  「……お前が父さんのことを口にするな、汚けがらわしい」

  　叔父は鼻で笑った。

  「その汚らわしい男にこれから引き裂かれる気分はどうだ？」

  「……」

  　反論できない。ソフィアとは段違いといっても、彼の背後に立ち昇る気配は、妖気、とさえ表現しうる。ただの人間であるアランでは対抗できそうもないことを本能が警告していた。あるいは太古から連れん綿めんと続く人間としての種族的記憶、なのかもしれない。

  　手に道具を携たずさえ、火を使うようになった彼らもまた、闇に怯おびえ、自みずからを糧かてとする存在に震えてきたのだろう。今のアランのように。

  「兄貴は立派な奴だった。強く、優しく、揺るぎない信念を持っていた。ご立派すぎて俺には眩まぶしいくらいにな。だが、それも昨日までだ。たとえ兄貴が生きていたとしても、今の俺のほうが上だ。闇の力の前には人間など虫けらに過ぎん」

  　その通りだ。今のアランはピンで留とめられた昆虫標本よりも無力だ。

  　叔父の口が耳元まで裂けた。

  「死ね、アラン。そのあとで引き裂いて、ズタズタにして、流れる血を啜すすってやろう」

  「デイヴ、独り占めはずるいぜ。俺にもよこせよ」

  　カニンガム――腹の出かけた中年男だったはずだが、今の彼は細身で、四し肢しは引き締まった筋肉に覆おおわれ、二十は若返ったように見えた。これもまた闇の眷けん属ぞくの力か。

  　叔お父じの爪がいきなり指と同じ長さほどに伸び、鋭く研といだ刃物のように光った。

  「お前は街にお目当てがいるんだろう？」

  「ああ、あの娼しよう館かんのガキな。あいつは可愛くてうまそうだ。前から目をつけてたんだ」

  「変態め。その趣味はやめろと昔から言ってるだろうに」

  「いいじゃねぇか。俺たちゃもう人間の常識なんざ気にすることはないんだからよ」

  　いやらしい薄笑いを浮かべながら、カニンガムは異常に長い舌で唇をなめる。

  　ガキというのがジョゼのことだと悟さとり、アランの目の前が怒いかりで赤く染まる。

  「そんなことはさせない！」

  　二人は一瞬きょとんとした顔になり、次いで大笑いした。

  「このガキ、俺たちを止められるつもりでいやがるよ」

  「すこしは賢かしこくなったと思ったんだが。見込み違いか」

  　腹を抱えて笑い続ける二人。アランは動けなかった。そうした瞬間に彼らの牙きば、あるいは爪が、自分の喉のど笛ぶえを切り裂くとわかっていた。

  　笑い止やんだ二人は舌なめずりしてアランに対する。

  「……さて、お話の時間は終わりだ。俺を撃ち殺してくれた礼をしないとな」

  　異様な輝きを放つ叔父の瞳に、精神が吸い込まれそうな気がする。人じん狼ろうのベルントが使った能力と同じものだ、と気づいたときにはすでに身体が動かない。

  　必死で抵抗するが、思考の糸はどんどんほぐれて、自分がここにいる理由すらあやふやになってくる。

  「くくく……事が終わるまでおとなしくしていれば、我らの眷属に迎えてやろうかと思っていたものを。馬鹿なガキだ」

  　叔父が笑っている。なぜ？

  「お前も人のこと言えないぜ、デイヴ。いくらあの女の息子だからってそこまで情けをかける必要もないだろうに」

  「ふん、女に生まれていれば別の使い道もあったが」

  　女に――どういう――

  　意味を考えようとしたが駄目だった。どうしても思考は拡散し、どんどん的まとをそれて薄闇に消えてしまう。

  　叔父の瞳がさらに赤く輝いた。

  「殺してやる。無ぶ様ざまに、無惨に。挽肉ミンチにしてやるぞ、アラン！」

  　唇がめくれ上がり、長く伸びた犬けん歯しの先から涎よだれが滴したたる。

  　そのとき、別の声が聞こえた。

  「待て」

  　ふと、アランの精神を呪じゆ縛ばくしていた力が薄れた。必死で自じ我がを掻かき集め、再構成する。

  　声はステラのものだった。それまで階段に腰掛けたまま黙って成り行きを見ていた彼女が、おもむろに立ち上がった。

  「どうした。ガキに情けをかける気になったか？」

  「まあな」

  　恐れ気もなく歩ほを進めるステラに、叔お父じとカニンガムは身体を緊張させる。少なくとも彼女の戦闘力は、二人にとっても未いまだ脅きよう威いではあるのだろう。

  　ステラはアランの前で立ち止まると、胸の前で掌てのひらをこちらに向け、首を振った。

  「早とちりするな。別に助けてやろうとは思ってない」

  「……どういうことだ？」

  　カニンガムが訝いぶかしげに問うた。

  「こいつに銃を仕込んだのは私でな。保安官、……元をつけるべきか。あんたを死なせたのは私にも責任があるってことさ。不ふ肖しようの弟子の始末をつけるのは師し匠しようの役割だ」

  「生ぬるいことを」

  　嘲ちよう笑しようする叔父を、彼女は無視した。アランにひたと視線を据すえる。

  「吸血鬼ヴアンパイアの手にかかるのではなく、せめて同じ人間の手であの世に送ってやるさ。それが慈じ悲ひってものだろう」

  　静かにコルトを抜き、アランの心臓へ狙いをつけた。撃げき鉄てつはすでに起きている。

  　アランは訊たずねた。

  「抜いてもいいかい？」

  「あまり手間をかけさせるな。よく考えろ、と警告したはずだぞ」

  「わかったよ」

  　アランは軽く両手を挙げ、降こう参さんの意志を示した。

  「聞きわけがよくて結構だ」ステラは彼の瞳を見み据すえたまま、言った。「永とこ久しえの闇と虚きよ無むの狭はざ間まに――還れ、グリーンウッド」

  　人差し指に力がかかる。

  　瞬間、その銃口がぶれた。二発の銃声。

  「ぐェッ！」

  　アランの弾はカニンガムの腹にぶち込まれ、そしてステラは、

  「避よけたか！」

  　毒づいた。

  　彼女が狙ったグリーンウッド元保安官は、一瞬にして五ヤードほども横っ飛びし、肩口から回転して立ち上がった。

  　コルトが標的を追いかけながら三度火を吹いたが、彼はことごとく身をかわし、弾丸は石の床に跳ねて甲かん高だかい音を立てた。

  「逃げるぞ！」

  　ステラの叫びに否いなのあるわけもなく、アランは脱だつ兎とのごとく走った。

  　逃げ出す直前、カニンガムが怒いかりに燃えて立ち上がるのが見えた。

  

  　踵かかとの音を響かせながら廊下を走る二人、アランとステラ。

  　飛ぶように追いかけて来る二体の吸血鬼ヴアンパイアに、牽けん制せいの弾を撃ち込みながら全速力で。

  「お前にしちゃ上出来だったよ！」

  　ステラがめずらしく息を弾はずませながら言った。

  「あまり状態が好転したとは思えないんだけどな！」

  　帽子を押さえながらアラン。どうにもぶかぶかで、走ると落ちそうになるのだ。

  「もうすこし時間を稼ぎたかったが――今何時だ!?」

  　狙いも定めず背後に向けて二発叩き込み、叫び返す。

  「時間気にしてる場合かよ！」

  「いいから教えろ！」

  　廊下の角、ステラは下りの階段に飛び込んで、同じく二発撃った。

  「ぎゃッ！」

  　カニンガムだろう、どさりとなにかが落ちる音がした。

  「やったのか？」

  「ただの銀じゃすぐ回復される！　時間は！」

  　階段を三段飛ばしで駆け降りながら、アランはようやくのことで胸の懐中時計を取り出した。父の形見。

  「……午前三時十二分だ！」

  「よし、八分だけ持ちこたえろ！」

  「八分!?」

  「説明はあとだ」

  　ステラがひとつの石扉に飛び込んで、閂かんぬきをかける。アランは乱れた息を整えるために膝ひざへ手をついた。

  「ふぅ……」

  「安心してる場合か阿あ呆ほう！　走れ、こんなの吸血鬼ヴアンパイア相手じゃ五秒も保もたん！」

  　ふたたび走り出す。

  　ステラはずいぶんと慣れた様子で薄暗い通路を駆け抜けてゆく。

  　後方で扉の砕ける音が鳴り響いた。

  「道、わかってるのか!?」

  「逃げ出すのに下調べしないでどうする！　手間を惜しむなと教えたはずだろう」

  「最初っからこうするつもりだったんだな!?」

  「お前まで乗り込んで来るとは思わなかったがな。街の掃除はともかく」

  「……僕は振付通りに踊っただけか」

  「いいや、本当は逃げ出すだろうと思ってた」

  　いつの間にか二人は螺ら旋せん階段を駆け降りていた。手て摺すりに掴つかまり、ほとんど滑り降りるような勢いで。足は時折階段を蹴り飛ばし、勢いをつけるだけ。掌てのひらがやけどしそうに熱いが、命には代えられない。

  「僕が逃げたらどうするつもりだったんだよ！」

  「父親にふさわしくない息子と軽けい蔑べつしたさ」

  「そうじゃなく……まてよ、叔お父じ貴きや市長をこっちに引きつけて、君にはかえって邪魔だったんじゃないのか？」

  「放っておけば街の連中が不幸になったろうよ。最初はあの二人が鉱山に残ってる亜あ人じん連中を手引きして、列車と同時に街を襲わせる計画だったんだ。頭あたまがいなくなれば、組織立った行動ができない亜人の脅きよう威いは減る。すこしは自分の行動に満足したか？」

  　上の方で叔父の叫びが聞こえる。ちょこまか逃げ回るネズミに業を煮やしているらしい。

  「おかげでこっちは鬼ごっこだ！」

  「その分手間が省はぶけるのさ。こっちだ！」

  　螺旋階段の突き当たり、小さい扉をくぐり抜けると、そこは不思議な部屋になっていた。とりどりの光が明滅し、見たこともない材質でできた板の上に刻々と移り変わる模様を浮かび上がらせる。

  　壁の一面は切換器らしきものがびっしりと覆おおい尽くし、アランには意味の理解できない文字――英語ですらなかった――が、そこかしこに刻み込まれている。

  「なんだ、ここ」

  「城の最下層さ。制御室だ」

  「せい、ぎょ……？　なにを」

  「私にもよくわからん。吸血鬼ノスフエラトウの技術は人間より進んでるらしい」

  　言いながら彼女は、入って来た扉の横にある把手レバー――丸い形の窪くぼみの中にある鉄の横棒――を回した。かちりと音がして、鍵かぎがかかったことはアランにも理解できた。

  「……だいじょうぶなのか、これで？」

  「鋼鉄製だ、多少は保もつだろう」

  　続けて彼女は部屋の奥に進んだ。床にかがみ込み、すこし探してから別の把手レバーを回す。

  「今度はなんだ？」

  「いいから見てろ」

  　床が丸く抜け、一方の端はしが蝶ちよう番つがいでぶら下がるような形になる。突然風が吹き上げ、外の空気と共に騒音が部屋に入り込んで来た。

  　穴の下には列車の台車が見えた。

  「ここから……？」

  　逃げるのか、と訊たずねようとした瞬間、入り口の扉が重い音を響かせた。外から何物かがぶつかっているらしい。鋼鉄製の扉がたわむ。

  「もう来たか。何時だ？」

  　シリンダーに弾を込めながらステラ。意味を問う気すら失って、アランは時計を見た。

  「……三時十八分」

  　信じられない思いがした。あれだけ走り回って、もう数十分は経過したと思っていたのだ。

  「あと一分稼かせげればいうことはなかったが……」

  　ふたたび扉になにか重いものがぶち当たる。扉は悲鳴のような軋きしみと共に大きくひしゃげ、無数の亀き裂れつが走る。

  「……構えろ」

  　アランは頷うなずき、無言のままドラグーンを抜いた。

  　鉄てつ輪りんがレールを踏む規則正しい音。

  　それを三つ数えたところで、扉は大音響と共に弾はじけ飛んだ。

  　二人の銃が火を吹く。

  　だが、二体の吸血鬼ヴアンパイアはことごとくその弾をかいくぐり、襲いかかって来た。

  「ちょこまか逃げやがってこのアマ！　心臓抉えぐり取ってやる！」

  　カニンガムが叫び、ステラへ飛びかかった。

  「シッ！」

  　彼女は左手でボウイナイフを引き抜き、カニンガムの右手へ斬りつけた。指が数本飛び散ったが、血すら出ない。

  「痛いてェぞ畜生！」

  「ほう、屍し人びとでも痛みは感じるか」

  　口調にはまだ余裕がある。

  「テメェ……はらわた引きずり出して首吊つるしてやるからそう思え」

  　醜しゆう悪あくな表情のまま腰を落とし、今度は用心深く様子をうかがうカニンガム。ステラもまた、ナイフを顔の前に突き出して身をかがめ、防御と攻撃の体勢を取った。

  

  　アランの放った四発の銃弾はことごとく外れた。

  　さすがに受け止めこそしなかったが、叔お父じは彼の引き金を引くタイミングを正確に把握して、直前で身をかわすのだ。最初は上へ。次の弾は天井を蹴飛ばして方向転換し、次は壁。重力など彼にはなにほどの影響も与えないようだ。

  「……悪あがきはよせ」

  　次の瞬間、冷笑すら浮かべて叔父は床に立っていた。髪型ひとつ乱れていない。

  「人間ごときが、この俺から逃げられるとでも思ったか！」

  　足払いが飛んで来た。反応する間もなく床に転げる。側頭部をしたたか打ちつけ、目の前に光の粒が散った。それでも身をよじって逃げようとする。

  　今まで横たわっていた床に、叔父の抜き手が突き刺さっていた。手首まで。

  「よく避よけた」

  　立ち上がった彼が、今度はライフルを棍棒のように逆手に持ち、アランへにじり寄る。

  「ふん！」

  　気合いと共に頭を狙って横殴りにされる台だい尻じり、避けようとして果たせず、かばった左腕をかすめた。

  「ぐあっ！」

  　思わず漏れる苦痛の叫び。いやな音がして、骨が折れたことがはっきりわかった。腕の一本程度で衝撃は止まらず、アランはまた床へと吹き飛ばされる。

  　激痛に目がくらんだ。

  「……ってぇ……」

  「心臓に弾を撃ち込まれるのとどちらがマシだと思うかね？」

  　薄笑いを浮かべる叔父。圧倒的な力の差を背景に嬲なぶり殺しにするつもりらしい。

  　アランは銃を逆手に持ち替えてからベルトに突っ込むと、ステラと同じようにナイフを引き抜いた。どうせかわされるのなら、接近戦に活路を見い出すしかない。

  　叔父の顔に、今度はあからさまな嘲ちよう笑しようが浮かんだ。

  「そんなオモチャでなにができる」

  　鼠ねずみをいたぶる猫のように、愉たのしげにすら見える。

  「畜生っ！」

  　無茶は承しよう知ちで刃やいばを振りかざし、間を詰める。

  　振り下ろしたとき、叔父はもういなかった。

  「え……」

  「こっちだ、アラン」

  　首筋のあたりで声。あわてて振り返る。

  「後先考えないのはお前の悪い癖くせだな」

  　目の前の叔父にナイフを突き出す。その手首は軽々と受け止められた。

  「右手も砕いてやろう」

  「そう来ると思ったよ」

  　アランは折れた方の左手でドラグーンを引き抜き、相手の胸に押しつけ――そのまま撃った。

  　激痛、というも生なま易やさしい衝撃が左腕に爆発する。

  「いっ！……て」

  「ガ……はッ……」

  　なんとか意志通りに左手は動いてくれた。しかし反動までは支えきれず、疼とう痛つうは脳天へ突き抜けて拳銃を取り落とす。

  「……お前に驚かされるのは何度目か……」

  　ひゅぅ、と胸から空気の抜ける音。しかし――叔お父じは立っていた。

  「銀では無理だ。吸血鬼ヴアンパイアには」

  　言うと彼は上着を引き裂いた。胸に空あいた銃じゆう創そうはみるみるうちにふさがって、小さな傷きず痕あとになってしまう。

  　その様を見てアランは舌打ちした。

  「ちぇ、ここまでか……」

  　万ばん策さくは尽きた。

  　痛む左腕を右手で支えながらそのときを待つ。

  　叔父の爪が倍ほどにも伸び、金属のこすれるようなを立てた。あれが喉のど笛ぶえを引き裂くとき、自分の命は鮮血と共にこの身体から飛び散って、消える。

  　けど、あとはステラがなんとか――

  　そこまで考えた瞬間、轟ごう音おんと共に部屋全体が震えた。

  「なにッ!?」

  　叔父がよろめいてバランスを崩し、天井を見上げる。

  　城の遥か上、なにかが崩れ落ちる音がアランにも聞こえた。

  　この機を逃のがすほど愚おろかではない。彼は弾はじけ飛ぶように後退して父の形見の拳銃とライフルを拾い上げ、床にぽっかりと開いた穴から飛び降りた。

  

  　じり、じりと。ステラとカニンガムは狭い部屋の中、円を描くように対たい峙じしていた。

  　背後ではアランと保安官の戦いが繰り広げられていたが、さしものステラとて一瞬でも相手から目を離せばその瞬間に敗北が決定する。気にしている余裕はない。あとはアランの才覚に期待するだけだ。

  「……女のくせにたいしたもんだぜ」カニンガムが舌なめずりした。「どこで腕を磨いたんだ？　並の訓練じゃとても身につかんだろう」

  「目的があったからな」

  　脇の下を冷たい汗が流れていく。

  　どうやらカニンガムの能力は保安官に劣おとる、と見当はついていたが、それでもなお気を弛ゆるめればあっという間に殺やられるのは間違いない。

  　とはいえ、極度の緊張に身体を支配されても動作は遅れるだけ。意識して身体の力を抜き、精神だけは相手の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに集中する。彼女ほどに修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けて初めて、到達できる境地ではあった。

  「賞金稼かせぎになるのがそこまで大事だったのか」

  「まさか。復ふく讐しゆうさ」

  「へぇ、手込めにされた男でも追っかけてんのかよ」

  　下げ卑びた笑い。心の表面に現れた感情の波を、ステラはどうにか抑えつける。

  「……ああ、そんなところだ」

  　一歩、また一歩。摺すり足で横に移動しながら、機会をうかがう。

  「お前さんをモノにできたたぁ、幸せな男だな。どんな奴だ？」

  　これは心理戦だ。あいつは自分を動揺させることで優位に立とうとしている。

  　ステラは己おのれにそう言い聞かせながら、規則正しい呼吸を続け、湧き起こる感情を厳しく律した。頭の芯しんは冷たく冴えて、あらゆる知覚情報を分析し続ける。

  「幸せだったか？　ジョナサン・カニンガム。闇の風旅団ダークウインド・ブリゲイドじゃ下したっ端ぱもいいとこだったな」

  「……なに？」

  　一瞬の動揺を、見逃すステラではなかった。ブーツの先が床を蹴り、喉元へナイフの切っ先を叩き込む。

  「うわ、危ね……エっ!?」

  　ひょいと上体をそらしてかわすカニンガム。だがこれはフェイントだ。

  　右手に持ったままのＳＡＡシングル・アクシヨン・アーミー、その銃口から、相手の視線を切るための。

  　銃口は下を向き、二発。意図した通り正確に両足の親指を吹き飛ばした。

  「なにしやがるっ！」

  　人間離れした速度と威力を孕はらみ、風を切って振り回される腕。だが――

  「……っ!?」

  　カニンガムがバランスを崩した。いかに吸血鬼ヴアンパイアとはいえ、身体構造からは逃のがれられない。重心を支える支点を失い、無ぶ様ざまに膝ひざを折る。

  　直立歩行の限界だ。

  「……テメェ、この……とことん馬鹿にしやがってえッ！」

  　それでも驚異的な身体能力を発揮し、カニンガムは膝ひざ立ちのまま大きく跳躍してステラに飛びかかろうとする。

  　が、物理法則は幽鬼にも変えられない。一度空中に飛び上がってしまえばあとは慣性の法則に従うだけ。人間の反射速度であっても軌跡は容易に予想できる。

  「阿あ呆ほうが」

  　銃じゆう煙えんの向こう、カニンガムの額ひたいに穴が空あく。後頭部から脳のう漿しようが吹き出して壁に飛散した。

  「ぐぉ……るりゃ……」

  「やはり銀の弾シルバー・ブレツトでは滅ほろぼせんか」

  　ステラが嘆たん息そくする。

  「こ、このアミャ、これ、これ以上ぱ、パカになたらどうちてくりゃれ……」

  「安心しろ。最初から救いようのない馬鹿だ、お前は」

  「くぉにょ！」

  　身を起こしたその瞬間。

  　城全体が震え、カニンガムはふたたび無ぶ様ざまに床を転げた。

  「……時間通り。さすがに優秀だ」

  　振り向いたステラはそう呟つぶやき、アランが脱出口へ飛び込むのを確認してからあとを追った。

  

  　遡さかのぼること数刻。城じよう塞さい列車の進行方向に、これも巨大な構造物が停車していた。

  「急いで！　そろそろ時間です」

  　線路脇で大声を張り上げているのは、以前ステラが密ひそかに接触していたあの男だ。

  「わかってますよ、マクファランさん！　どいてください、危ないから！」

  　巨大な鋼鉄製無む蓋がい貨か車しやの上から、別の男が怒鳴る。牽けん引いんして来たはずの三重連の機関車さえ、貨車と比べればずいぶん小さく見えた。

  　貨車の側面には目をかたどった意い匠しようが施ほどこされ、周りを囲む無ぶ骨こつな飾り文字はこう読めた。

  『ピンカートン探偵社　我々は眠らない』

  　貨車の側面と見えた分厚い鉄板が両側にゆっくり開き始める。巻き上げ機が鎖くさりを吐き出す甲かん高だかい音が止やんだとき、側板は線路脇の地面に伏せられて、車台から斜めに伸びる支柱の土台となり、中から姿を現したのは――

  「……どうです、こいつなら城塞列車といえどもひとたまりもないでしょう」

  　梯子を伝って貨車から降りて来た男が、マクファランの横で自信たっぷりに言った。

  　見上げる先には――巨大な大砲。砲身長だけで三十フィート近くあるだろう。

  「我が社の秘密兵器です」

  「よくまあこんなものが調達できましたね」

  　汗を拭き拭き、マクファランも感心したように答えた。

  「なにね、新型のモニター艦に積まれる予定だったのが、世情厳しき折ってやつで建造中止になりまして。倉庫で埃ほこりかぶってたのを政府に掛け合って、無む理り矢や理り。貨車に載せるにはだいぶ苦労しました」

  「試射は？」

  「無茶言わんでください。載せるだけで精一杯の突とつ貫かん工事で、強度計算だってろくにやっちゃいない。撃ったらひっくり返るか、バラバラになって吹き飛ぶか……」

  「やれやれ」

  　マクファランが嘆たん息そくするうちにも、百人近い作業員が砲に取りついて、ある一隊はハンドルを回して照しよう準じゆんをつけ、別の一隊が巻き上げ機を使って巨大な砲弾を持ち上げ、忙いそがしく立ち働いていた。

  「気をつけろよ、その弾一発でお前が最後の審判の日まで働くより値が張るんだ！　なんたって純銀だからな！」

  「了りよう解かいです！」

  「あと三十分だ、爆破作業班も急がせろ！」

  　監督官らしいその男は大声で怒鳴り、それからふたたびマクファランに訊たずねた。

  「で、本当に連中は来るんですか？」

  「間違いないでしょう。屍し人びと殺しのステラが確実な情報として知らせてくれたんですから」

  「しかし……どうやって？　いくら彼女でも不死者秘儀団Ｇ∴Ｎ∴からそう簡単に情報を取ってこられるとは思えない。もし本当なら我々は揃って失業ですよ」

  「内部に潜入したようですね。我々もよくやる手です」

  「ならますます連絡取れないでしょう。城じよう塞さい列車の中に電信局があるはずもなし」

  「ところがね」

  　マクファランが頭の上を指さす。

  　と、それまでなにもなかった空間、出し抜けに一人の小妖精スプライトが出現した。

  「は～い、まいどごりよーいただきましてありがとーございまーす！　迅じん速そく正確安心便利のゴールドマン＆トーマス電信会社なら、五マイル以内は合図ひとつ！　可愛い小妖精スプライトが瞬間移動でうかがいまーす！　今後ともどーぞごひいきに～！」

  　手を挙げて嬉しそうに頭上を旋せん回かいするフィーフィー。

  　あっけにとられその姿を見つめていた男は、やがて真剣な表情で呟つぶやく。

  「……我が社も小妖精スプライトの工作員を養成すべきじゃありませんか？」

  　マクファランは面白くもなさそうな声で答えた。

  「もう申しん請せい済みですよ」

  

  　轟ごう々ごうと吹きすさぶ風に帽子を飛ばされないよう苦労しつつ、台車の上アランは叫んだ。

  「なんだよ、今の!?」

  　ステラが非常口の蓋ふたを持ち上げて先の扉と同じく鍵かぎをかけながら答える。

  「砲撃さ」

  「砲撃!?　いったい誰が……」

  　回答は言葉に因よらず与えられた。

  　山肌を迂う回かいするカーブが切れて、前方に鋼鉄製の巨大な列車砲が姿を現したのだ。砲口から発射煙が噴き上がるのが見え、すこし遅れて空気を切り裂きながらなにかが飛んで来る。

  「伏せろ！」

  　鋭いステラの声。反射的に身体が反応する。

  　頭上で破は砕さい音おんが鳴り響き、衝撃が伝わる。

  　脱線を心配する以前に振り落とされそうになり、アランは必死で鉄てつ桁げたにしがみついた。線路の周囲にばらばらと岩の塊かたまりが降り注ぐが、逆円えん錐すいの底部のさらに下にいる彼らは、少なくとも頭ず蓋がい骨こつ陥かん没ぼつで死ぬ心配はなさそうではあった。しかし、

  「――メチャクチャだ！　このままじゃ僕たちも巻き添えじゃないか！」

  　叫ぶ。

  　ステラは肩をすくめた。

  「なんのためにここまで降りて来たと思ってるんだ？」

  　嫌な予感がアランの背筋を這はい昇って来る。

  「まさか……」

  　無言の首しゆ肯こうに、顔の血流は足の裏目がけて垂直降下した。

  　ただの落馬ですら人命が失われることはめずらしくない。ところが台車の上じよう面めんはといえば、優に馬の背の三倍ほど地表から離れており、おまけに下は岩場ときている。

  「無茶だ、このスピードで飛び降りるなんて！」

  　ステラの嘆たん息そくは、轟ごう々ごうと吹きつける風に負けないほど大きかった。

  「たった一人で不死者秘儀団Ｇ∴Ｎ∴の城じよう塞さい列車に乗り込んでおいて、今さら怖おじ気けづくな」

  「手が使えないんだ、腕どころか頸くびの骨が折れちまう！」

  　抗議するアランに、彼女は慈じ悲ひ深く妥だ協きよう案を示した。

  「残りたければ残ってもいいがな」腕を上げ、前方を指さす。「あれが見えるか？」

  「……え？」

  　前方に見えるのは、以前彼らが銃の特訓をした谷と、その上を渡る――

  「鉄橋がどうかしたのか？」

  　訊たずねた瞬間、橋を煙が包み込んだ。一瞬遅れて鼓こ膜まくの破れそうな爆発音があたりを揺るがし、やがてばらばらと鉄骨の破片が煙の外にまで飛び散るのが見えた。

  「……なんてことするんだ!!」

  「大砲だけでは心こころ許もとなくてな。巨大な構造物が急に止まれば慣性の力だけで崩れる。たとえば地面に通せんぼされたりしたときには」

  「すこしは常識ってもんに敬意を払えよ！」

  「このデカブツの方がよほど常識はずれだろう」

  　機関車が異様な咆ほう哮こうを発し、急制動の火花が散った。

  　身体が持っていかれそうになり、アランはさらに強く鉄てつ桁げたへしがみつく。

  　同時に背後から、大おお槌つちを鉄床へ打ちつけるような音がして、さっき出て来た脱出口が軋きしんで歪ゆがみ始める。

  　ステラが低く口くち笛ぶえを吹いた。

  「やれやれ、連中もまだやるつもりか」

  「ああ、もう!!　どうすれば……」

  　為なす術すべなく、後ご生しよう大だい事じにライフルを抱え込んで首を振るアランに、彼女は容よう赦しやの欠片かけらも見せず迫った。

  「さあ、悪魔を選ぶか、それとも深く青い海か、だ。さっさと覚悟を決めろ」

  「飛び降りだって似たようなもんじゃないか！」

  　ふたたび大きなため息で応じるステラ。

  「あまり手間をかけさせるなと言ったろう」

  　言って返事は待たず、彼女は――思い切り蹴け飛とばした。

  　アランの背中を。

  「うわあああぁぁぁぁ…………！」

  　つんのめって転げ落ちる彼が、後方へ遠ざかるのを確認もせず、彼女もまた虚こ空くうへと身を躍らせる。

  　きっかり二十秒後、列車は鉄橋上で途切れたレールから、谷底へ急降下を始めた。城じよう塞さい列車のあまりの巨大さに、制動はまったく間に合わなかった。

  　もちろん、ステラとマクファランの計算通りではあった。

  

  　マクファランが見守る中、機関車は転てん覆ぷくし、谷底へ姿を消す。そして城塞もまたあまりに巨大なその図体にふさわしくゆっくりと、谷へ沈んで行く。

  「……とと」

  　大地が揺らぎ、立っているのも難しいほどの揺れが一同を襲う。

  　もうもうたる土煙が巻き起こり、石組みの建物が崩れ落ちる音が耳を圧する。

  「やったか！」

  　監督官が叫ぶ。

  「まだです！　中の幽鬼共があれで全ぜん滅めつするとは限らない。あとはお願いしますよ！」

  　崩ほう壊かい音に負けないよう声を張り上げ、マクファランは、かたわらで馬を宥なだめるのに必死の一隊へ告げた。

  　真っ青な制服に広い縁ふちの野戦帽。合衆国陸軍騎兵隊だ。

  　突撃合図のラッパを吹こうとした一人の兵士を、マクファランがあわてて制した。

  「無駄に突っ込んでも死者が増えるだけです！　一時間で夜が明ける、それまで押し止とどめれば、あとは太陽が始末してくれる！」

  　司令官らしき男が頷うなずいた。大佐の階級章。

  　土煙が一同のところまで広がって、皆一いち様ように咳せき込んだ。

  「散開しろ……げほっ、出て来る奴を狙撃するんだ！」

  　激しくむせつつ、兵士たちは指示に従って土煙の中に姿を消していく。

  　やがて風が吹き、視界が開けたとき。

  　城じよう塞さいはまったく原形を留とどめないまでに崩れ去り、おびただしい石材の山が谷のほとんどを埋うめ尽くしていた。

  「間に合ってくれて助かりました」

  　マクファランは大佐に向けてちょっと帽子を掲かかげて見せた。見事に禿はげ上がったピンク色の頭皮があらわになる。そうしていると彼は、大きな赤ん坊のような印象があった。

  「昼ちゆう夜や兼けん行こうの強行軍でなんとかな。協力には感謝する」

  　尊大に言った司令官は、そのまま部下を指揮するため駆け去ってゆく。

  「……協力ですか。私たちが主役だと思ってましたがね」

  　絶やさぬ微笑ほほえみにわずか、皮肉の色を織り交ぜて、彼は呟つぶやいた。

  

  　東の空が白しらむ頃。

  　ほとんど大たい勢せいの決した戦場を眼下に見下ろし、ステラは厳しい表情のまま白茶けた金髪を風になびかせながら立ち尽くしていた。

  　幽鬼の多くは瓦が礫れきの下敷きになり、逃のがれた少数は騎兵隊の餌え食じきになった。高い位置から狙い撃ちできる状況は意図的に作り出したものだが、実際その必要もなかったくらいだ。たとえ彼らが射撃の範囲から逃げおおせたとしても、すでに夜明けが近い。

  　様々な迷信――たとえば聖水や大にん蒜にくや流水に弱い等々――に彩いろどられた彼らだが、陽光を恐れることだけは真実だ。力の弱い種類であれば直射日光に当たっただけで死体に、あるいは灰に戻ってしまう。

  　やがて彼女は慎重な足取りで谷を降り始めた。鷹たかのように鋭い視力で、折り重なる石材の隙すき間まに目指す相手を見つけたのだ。

  　危あやうい足元に乗馬用のブーツ、という悪条件にもかかわらず一度もバランスを崩すことなく坂を下り、目的地に到達する。途中まだ土つち埃ぼこりの残る谷の空気に何度か咳せき込んだ。

  　相手の前に立ち、見下ろす。冷たく言い放った。

  「いいザマだな、カニンガム」

  「はひ、たし、たしゅけてくれ……」

  　カニンガムの下半身は差し渡し十五フィートはあろうかという巨石に押し潰つぶされており、必死に踏ん張って身体を引き出そうとするのだが、努力は効果をあげていない様子だった。

  　頭の後ろ半分に大穴が空あいて中身はほとんど空くう洞どうだ。

  「死にたく、ねぇ……」

  「とっくに死んでるよ、お前は」

  「永遠の、命……俺の……もう、可愛いガキを犯せないじゃネェか……」

  「もっと早くにそうなっているべきだった」

  　と、カニンガムの曇くもった瞳に、理解の色が表われる。

  「思い出した……お前、六年前の仕事の……」

  　ステラの奥歯が軋きしむ。

  「……まだ多少脳のう味み噌そが残ってるらしいな」

  「ありゃ南軍崩れの俺たちにゃ願ってもない仕事だったぜ。金はたんまり入ったし、おまけにとびっきりの美少女を……ヘヘ、美う味まかったぜ、お前さんは……まだ十歳くらいだった、な。憶えてるか？」

  　ステラの顔から表情が消える。

  　氷よりも冷たい視線が、瀕死の吸血鬼ヴアンパイアを射すくめる。

  「目の前で父親のはらわたが引きずり出され、母親が輪りん姦かんされながら喉のど頸くびを掻かき切られるのを、お前の腹の下で見てた。あの首飾りがぶらぶら揺れるのを見つめながらな。母の血が噴水みたいに吹き出て、全身真っ赤に染まりながら――お前は射精しやがった。忘れられるわけがない」

  「そうか……復ふく讐しゆうか……くくく、無理もねェ」

  　答える代わり、コルトに弾――妖精銀フエアリー・シルバーの――を一発込め、シリンダーを回す。

  　胸の高さまで持ち上げ、まっすぐ腕を伸ばした。

  「ひとつ聞いておく。あいつ――アランの妹を犯やったのも、お前だな」

  「そうさ。綺き麗れいな娘っ子だったな。まあ俺はおこぼれみたいなもんだが……。お前さんとあの娘……俺の犯ったガキの中でも最高だった。おかげで大事な紋もん章しようなくしたのにも気づかねぇで……ま、いいさ。そんだけの価値はあった」

  「下げ衆すめ！」

  　吐き捨てた唾つばに血が混じっていた。あまりに強く食いしばったせいで口の中が切れたのか。

  「心残りはあのガキだな……娼しよう館かんの。ジョゼフィン、とか言ったか……ああ、今度の仕事が上う手まくいってりゃあなぁ……」

  　虚うつろな瞳で見上げる空に、暁あかつきの太陽が顔を出す。

  「殺やるならさっさと殺りな。せっかくの復讐だろ、太陽に横取りされちまうぜ？」

  「いい覚悟だ。望み通りあの世に……いや、虚きよ無むの彼方かなたに送り込んでやる」

  　人差し指に力がこもる。わずかに震えていた。

  「永とこ久しえの闇と虚きよ無むの狭はざ間まに――」

  　言いかけたところで突然、カニンガムが笑い出した。

  「はははは、もうひとつ思い出したぜ！」

  　訝いぶかしげに動きを止めたステラへ、彼は首をねじ曲げ、汚お泥でいのような笑顔を見せた。

  「あのときさ！　お前の家をやったときだ。あんときお前の母親、仲間に犯されながら――へへ、感じていやがった！　自分から腰振って、咥くわえて、しゃぶってなぁ！　んでちょうど達したところでザックリ、って寸すん法ぽうさ。とんだ淫いん乱らん女だったぜ！　テメエもそのうち……」

  「豚野郎ッ！」

  　カニンガムに最後まで続けさせることなく、銃声は谷にこだました。その上半身が一瞬で消滅する。

  　岩の下敷きになった下半身はしばらくの間虚むなしく痙けい攣れんしていたが、曙しよ光こうの差し初めた瞬間、灰になって飛散した。ステラの姿は暁あかつきの光に浮かび上がり、まるで金色の光彩をまとうよう。

  　けれど――

  「ようやく、一人……」

  　ぱたり、と微かすかな音。ときならぬ雨粒は落ち来たって、足元の石にひとつ、丸い染しみ。

  「父さん……母さん……。仇かたき、取ったよ……」

  　彼女の影はうついたまま、頼りなく細い肩を震わせていた。

  

  「ん……」

  　アランの意識が暗黒の淵ふちから浮かび上がったとき、漆しつ黒こくの夜空はすでに薄紫の面紗ヴエールへと面おも差ざしを移ろわせていた。

  「……っっつ……」

  　身体を起こす。見事なまでに全身くまなくずきずきと痛んだ。

  「ひどいね、こりゃ……」

  　自分の身体を見下ろして呟つぶやいた。シャツにはあちこち鉤かぎ裂ざきができ、ズボンは穴だらけで血が滲にじんでいる。全身埃ほこりだらけ、泥だらけで、まともな部分はひとつもない。ただ信じられないことに、帽子だけはちゃんと頭の上に載っていた。

  　ほとんど無意識の動作でドラグーンを確かめ、シリンダーを交換する。ここ数日の間に、何度も命の危機に晒さらされて、身についたものはやはりあるのだ。

  「よっ……いててて！」

  　ライフルを杖つえ代わりに立ち上がろうとして、右の足首をひどく挫くじいていることに気づいた。腫はれ上がっているのがブーツの上からでもわかる。熱を持って疼うずいた。

  　我ながらよく生きている、と思いながら周囲を見渡す。

  　谷は――埋うまっていた。膨大な瓦が礫れきの山が、城じよう塞さい列車の末まつ路ろを問わずして語る。

  「……やった……のか？」

  　時折、谷の向こうから散発的な銃声が聞こえる。誰かが戦っているのだろうか。方向がばらばらなことからして、一人ではなさそうだが――

  「ああ。お前はやり遂げたさ」

  　地獄の底から吹きつける風のような声。

  　足の痛みを無視して、振り返った。

  「……叔お父じさん……」

  　こちらもひどい有あり様さまだ。左腕は根元からもぎ取られ、足の骨はぐずぐずに折れて立っているのがやっと。腹からは臓ぞう物もつが垂れ下がり、股またの間から背後へ引きずって泥まみれ。

  　なにより顔が半分、なかった。残ったひとつの瞳は怒いかりと狂気に爛らん々らんと輝き、もはや人間であった痕こん跡せきすら見いだすのは難しい。

  「フン。この程度、何人か喰えばすぐ元通りになる」アランの表情に気づいて、彼は吐き捨てた。「手始めは貴様だ」

  「まだやるつもりか？」

  　叔父は手にしていたウィンチェスターをがらりと投げ捨てた。

  「俺には永遠の時間がある。失態などすぐ取り返せるさ。ただ――貴様は許さん！　二度までも、この俺を……！」

  　残った右手が、目にも止まらぬ速さで突き出される。間かん一いつ髪ぱつ、アランはかわした。

  「ぐ……っ！」

  　右足の踏ん張りが効かない。足を砕かれるような痛みが動作の自由を奪う。

  「ふははは、無ぶ様ざまだなアラン！」

  「あんたほどじゃない！」

  　降って来る手刀を地面に転がってかわし、ドラグーンを抜いた。撃つ。

  「ぐ……ふぅ……」

  　さすがにこの状態では避よけられなかったのだろう。弾は叔父の腹にめり込んで、背中へ突き抜けた。

  「……無駄だ。銀なぞ、吸血鬼ヴアンパイアにとっては石ころのようなものだ。吸血鬼ノスフエラトウ直じき々じきに新たな命を授かった私には！」

  　だがアランの目は見み逃のがさない。

  　傷の回復が先ほどより遅い。やはり受けている打撃は大きいのだ。

  「死ね、小僧！」

  　膝ひざをついた姿勢から次々繰り出される叔父の手を、転がりながらかわす。身体のあちこちから血が飛び散った。

  　致ち命めい傷しようはない。――今のところ。

  「ちょこまかと……やはりあのとき、一緒に殺しておくべきだった！」

  「あのとき？」

  「お前の母親を嬲なぶり殺しにしたときさ！」

  　アランは愕がく然ぜんとした。

  「……あれは……あんたがやったのか!?」

  「ああ、そうだ!!　不死者秘儀団Ｇ∴Ｎ∴の命令でな。別に断ってもよかったが――俺は喜んで引き受けたよ。兄貴が苦しむと思ったからな！」

  　半分しか残っていない顔で笑う。

  「貴様……」

  　目がくらむ。母の、妹の、無惨な姿が脳裏によみがえって、頭の中を赤い霧が渦巻いた。

  「兄貴はたいした奴だったよ。いつだって落ち着いて、優しく、強かった。内戦シビル・ウオーの頃だって、俺が闇の風ダークウインドなんてちっぽけなゲリラで泥を舐なめているときに、兄貴は北軍の斥候スカウトとして何度も手柄を立てて。出来のいい兄貴と不ふ肖しようの弟か、笑い話にもなりゃしねぇ。だがなにより許せなかったのは――」

  　長ちよう広こう舌ぜつをアランは震えながら聞いていた。恐怖ではなく、怒いかりに。

  「レティシア、お前の母親さ。あんな化け物と一緒になりやがって……」

  「黙れ！」

  　ドラグーンを引き抜き、撃った。続けざまに銃声が響き、叔お父じの頭にいくつもの穴が空あく。

  　ほとんど残ざん骸がいと化した首から上が、肩の上にくたりと落ちた。

  　だが、倒れない。

  「レティシア……結局思い通りになったのは、最期だけだった……無理矢理……それも、身体だけ……」

  　かち、かち、と撃げき鉄てつの下りる音だけが響く。

  　あまりの妄もう執しゆうを目前にして、アランもまた、冷静さを失っていた。弾の切れたドラグーンの引き金を引き続ける。

  　緑色の液体を口のあった場所から吐き零こぼしつつ、叔父がにじり寄って来る。

  「いい気味だぜ……あの姿、兄貴にも見せてやりたかった……」

  　右手がアランのこめかみを鷲わし掴づかみにし、握り潰そうとする。とてつもない握あく力りよくだった。

  「うあああぁぁぁぁっ!!」

  　ドラグーンを投げ捨て、ライフルを構える。穴の空いた腹に銃口を突っ込み、撃った。

  　肉と骨の弾はじけ飛ぶくぐもった音。

  「ごぼっ……げ、は……っ……」

  　銀ぎんの弾だん丸がんは背骨の真ん中を撃ち砕き、叔父の上半身は背中から二つ折りになった。

  　いやらしい色の体液が滝のように流れ落ち、悪あく臭しゆうを放つ。

  「アラン……お前も、この手で――」

  「死ね、糞くそ野郎！」

  　ナイフを引き抜き、怒いかりに任せて滅多刺しにする。

  「ぎゃ……ふ、ぐはっ……ひぃ……」

  　刃が屍し肉にくへ食い込むたび、叔お父じはおかしな悲鳴を上げた。

  　やがて――

  　アランが立ち上がったとき、大地に横たわっているのはもはや人の残ざん骸がいとも呼べない肉と骨の山だった。

  　なのに、嗤わらう。

  「俺は、まだ、死んじゃ、ない……。まだ、終わって……ない……」

  「終わりだ。夜が明ける」

  　アランの背後、東の山の峰みねから。

  　朝陽が昇る。オレンジ色の輝きが大地に落ちて、叔父の身体を照らし出す。

  「ぎゃ、ぐあ、ああぁぁぁ！」

  　叔父の残骸がのたうち回った。

  「灼やける、身体が！　うおおおぉっ!!」

  　わずかずつ、皮ひ膚ふが剥はがれ落ちて灰になってゆく。

  　その様子をアランは、冷れい酷こくな瞳で見下ろした。

  「アラン、助けてくれ！　せめて日陰に……」

  「さよなら、叔父さん」

  　二度目の別れを告げ、背を向ける。

  「アラン……アラン！　この俺を、見捨てるのか……三年も面倒見てやったのに！」

  　ドラグーンをホルスターに収め、ライフルを杖つえにしてアランは歩き出した。

  　呪じゆ詛そはいつまでも背中を追いかけて来た。

  「殺してやる、アラン！　殺して、あああぁぁ!!」

  　苦く悶もんの悲鳴を上げる叔父を、アランは二度と振り返らなかった。

  

  　足を引きずるアランに声がかけられたのは、朝陽の下か端たんが峰を離れた頃だった。

  「生きてたようだな」

  　岩の上、太陽を背にステラが足を組み、腰掛けていた。

  「……なんとかね。ありがとう、蹴け飛とばしてくれて」皮肉混じりに礼を言う。「終わったんだろ、これで？」

  「たぶん」

  　身軽に、彼女は岩から飛び降りた。手を伸べる。

  　右手だ。

  「え……？」

  「肩、貸すぞ」

  　アランはまじまじと彼女の指先を見つめた。泥と埃ほこりに汚れてなお、繊せん細さいなそれを。

  「足をやられたんだろう？」

  　不審な顔で訊たずねるステラへ言いたいことはいろいろあったが、どれを口に出すべきかわからない。しばらく考えてから結局諦あきらめ、素直にこうとだけ言った。

  「……ありがとう」

  　ステラは潜もぐり込むようにしてアランの右から背中を抱き、身体を支えた。

  　歩き出す。

  　谷の縁ふちを沿うようにして、しばらくは黙ったまま。

  　やがて、アランがぽつりと言った。

  「君の忠告がなかったら、今頃僕は幽鬼の仲間になってたな」

  「警告だ、と言ったはずだが」

  　わずかに不ふ機き嫌げんな色を声に滲にじませ、ステラ。

  　アランは微び笑しようした。

  「わかったよ、警告さ。金にならないのにこうやって肩貸してくれるのも、本当は謝ってるつもりなんかないんだろ？」

  「私だって借りくらい返す！」

  　声を荒らげる彼女の頬が赤いのは、昇る朝陽の照てり映はえだったのかもしれない。

  「ありがたく受け取っとくよ」

  　含み笑いでアランが答えると、彼女のつま先が、その右足首を蹴け飛とばした。

  「いってぇ！　なにすんだ！」

  「ベラベラ喋しやべる奴は嫌いだとも言った！」

  「だからって蹴飛ばすことないだろ！」

  「やかましい！　このまま放り出してもいいんだ！」

  「ひどいぞ、こっちは君のせいで……」

  　口こう角かく泡あわを飛ばして理性的かつ建設的な話し合いを続けていた二人が、突然押し黙った。

  　アランが声を落とし、訊たずねる。

  「……聞こえたか？」

  「ああ」

  「あの音……」

  「汽き笛てきだな。城じよう塞さい列車の」

  　城の中で耳にした、あの異様な響き。それが、瓦が礫れきの奥底から低く聞こえた気がしたのだ。顔を見合わせたその瞬間。

  「うわっ！」

  　突然の地響き。腹の底に響くような振動と共に、瓦が礫れきの山が持ち上がった。

  　崩れ落ちる岩の塊かたまり、もうもうと立ち昇る土煙の中から姿を現したのは、城じよう塞さい列車を牽けん引いんしていたあの不思議な機関車であったが――

  「馬鹿、な……」

  　岩がん塊かいを振り落としながら現れたそれが、みるみるうちに姿を変えてゆく。

  　転輪は足に、ロッドは手に、煙突は首に―――そして胴体の横を覆おおうデフレクタは、翼に。ひとつ羽ばたくと、そのまま宙に舞い上がる。

  　頭から尻尾の先まで二百フィート近く、翼端の幅も同じくらい。全身が黒光りする鱗うろこで覆おおわれ、巨大な蜥蜴とかげのようなシルエット。四し肢しは古木よりも太く、鉤かぎ爪づめはまるで曲がった大剣のように朝陽を受けてきらめいた。

  　蝙こう蝠もりのような羽、そして恐竜のような頭。

  　刃やいばの山を連つらねた顎あぎとから、開かい闢びやく以来この世で響いたありとあらゆる音を混ぜ合わせたごとく叫びは放たれて、世界のすべてを響ど動よもした。

  「竜ドラゴン……」

  　ステラが唖あ然ぜんとするのは初めて見る、とアランは余計なことを考えた。

  　だがそれも、ありとあらゆる生命よりなお古く、世界そのものよりも年経へたとされる伝説の存在を目まの当たりにすれば、無理からぬことではあった。

  　巨体は重力の法則を無視して空中に舞い上がり、風圧で二人は吹き飛ばされそうになった。もはや逃げようという考えすら起こらない。絶対存在に近い威圧感に、ただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

  　竜は頭上で静止した。二人土煙を透すかして見上げるその背に、少女の姿。

  　ソフィアだ。

  　背に敷き詰められた鱗――それだって一枚一枚がシーツくらいある――に立ち、彼女はぎらぎらと闇色の目を光らせていた。幽鬼には致命的なはずの陽光でさえ、吸血鬼ノスフエラトウにはなんの影響も与えていないらしい。

  「……やってくれたわね」

  　低い、怒いかり。

  　突とつ風ぷうの中でもなぜか明めい瞭りように耳へ届く。

  「このまま焼き払ってやりたいところだけど――この子はなかなか気難しくてね。この姿だと制御するだけで精一杯なの。命拾いね、お二人さん」

  　竜の存在感にも負けない闇の力が、これだけ離れていても肌を刺すように伝わってくる。

  「……次はこうはいかないわ」

  　ばさり、と空を覆うような翼が羽ばたき、竜は上昇して行く。

  　彼女が最後に地上を見下ろし、叫んだ。

  「情けなや！　闇の印しるしを賜たまわっておきながらなんという無ぶ様ざまな姿か！　せめて最期くらい我われらの役に立って滅びるがいい！」

  　急速に遠ざかる竜ドラゴンは、やがて空の一点の黒い染しみとなり、すぐに見えなくなった。

  　そして――

  　甲かん高だかい音と共に空気が引き裂かれ、足元の岩が弾はじけた。石片が頬を打ち、アランの傷がひとつ増える。

  　遅れて銃声。聞き慣れたウインチェスターライフルの音だ。

  「この馬鹿！」

  　叫ぶステラ。二人はあわてて地面に伏せた。

  　ふたたび目の前で岩が削れ、銃声。

  「止とどめは刺せと言ったろう！」

  「太陽が出たからだいじょうぶだと思ったんだ！」

  　叔お父じの悪あがきだった。が、この開けた場所で身を隠す暇いとまもなく、二人は身体を地面に押しつけるようにして横たわるしかできない。至近、さらに銃弾が跳ねる。

  「このままじゃいい的まとだ」

  「君の妖精銀フエアリー・シルバーなら……」

  「デリンジャーやコルトでこの距離が届くか、阿あ呆ほう。のこのこ近づいたら蜂はちの巣すだ。お前がやれ、その長なが物もので！」

  「無理だよ！　ウィンチェスターならともかく、こいつじゃ拳銃弾は撃てない！」

  　ステラは呆あきれてアランの目をのぞき込んだ。

  「……なくしたのか？」

  「なにをさ！」

  　ふたたび至近弾が跳ねて、二人は顔を伏せた。

  「妖精銀フエアリー・シルバーの弾だよ。お前、持ってたろう、二発。一発はあの夜に使っていたが」

  「え……？」

  　父が最後の旅に出る前、アランに渡してくれた二発の銃弾。それが――

  「……妖精銀フエアリー・シルバーだってえ!?」

  「気づいてなかったのか……馬鹿」

  　さらに銃声。ステラが怒鳴った。

  「なくしたのか、どうなんだ！」

  「あるよ！」

  　ガンベルト、いつもお守りのように肌身離さず持ち歩いていた銃弾を取り出す。リンネルを巻いた弾は何度も装薬し直したが、弾頭だけはいつだってあの日のままだ。

  「貸せ！」

  　ステラは慣れた手つきでレバーを引き、フォーリングブロックを押し下げると、手早く弾を込めてレバーを戻した。後ろの引き金を引き、ふたたびアランに手渡そうとする。

  「君が撃ってくれ。左腕が使えない」

  「肩を貸すと言ったろう」

  　無理矢理アランの手にライフルを押しつけると、彼女は身を起こして膝ひざ立だちになった。

  「なにやってんだ、危ないだろ！」

  「いいから構えろ！　今度は私が盾たてだ！」

  　言いながら彼女は首のスカーフをほどいた。意図を察し、アランも起き上がる。

  　銃身をステラの右肩にのせると、彼女はスカーフを上からかぶせ、二端を掴つかんで下へ引いた。肩の上で狙ねらいが固定される。

  「……やれるか？」

  「やるしかないだろ」

  　アランは答え、銃じゆう床しようを肩に当てた。

  　左手は添えるだけにして敵を探す。

  　発射煙が昇り、銃弾がステラの頬をかすめた。金色の髪が幾いく房ふさか散って、宙に舞う。それで風の流れを掴んだ。
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  「あそこだ」

  　言ってステラは息を止めた。白い肌を流れ落ちる鮮やかな血の色。

  　すべてはアランに託される。

  「……」

  　一発だけ。外せばあとはない。

  　この一撃に自分の、そしてステラの命がかかっている。

  　前方の引き金に人差し指をかける。

  　――父さん――

  　心の中で呼びかけた。脈動を意識し、銃口が、指先がぶれないよう細さい心しんの注意を払う。

  　銃弾がふたたびステラをかすり、袖そでが引き裂かれて血ち飛沫しぶきが舞った。

  　彼女は身じろぎすらしない。

  　祈りと共に、アランは引き金を絞る。

  　長く尾を曳ひいてこだまする銃声――その最後の残響が消えたとき。

  　一陣の風が吹き抜けて銃じゆう煙えんを散らし、ステラの灼けたような金髪が流れてわずか、透明な音を立てた。

  　やがて風は立ち止まり、二人はすべてが終わったことを知った。



  


  終章

  

  　肩寄せ合って歩く二人が街へ辿たどり着いたのは午後遅くになってからだった。

  　遠くからその姿を見つけためざとい住民が触れ回ったせいで、街の門に辿たどり着く頃には大きな人ひと垣がきができて、彼らを出迎えた。逃げ出した人々も戻って来ており、街には鉱山制圧のための騎兵隊臨時駐ちゆう屯とん地ちまでできて、上を下への大騒ぎ。人々はあらん限りの賛辞を、拍手を、口笛を、あるいは花を投げつけて歓迎し、アランはたちまち街の英雄になった。

  　たった二日前、すんでのところで首を吊られかけた、同じ場所で。

  　これも出迎えに来たらしいサンディの一いつ喝かつがなかったならば、市民は重傷の彼を担かつぎ上げ、そのまま市長の椅い子すに座らせてしまったことだろう。

  　だが、アランは、

  「浮かない顔だな」

  　まだ彼を支えていたステラが、皮肉な口調で見上げた。

  「……ああ。なんかぜんぶ、他ひ人と事ごとみたいだ」

  「家族の仇かたきを討って、街からは英雄扱い。これ以上なにを望む」

  　押し寄せる人ひと垣がきを蹴け散ちらしながら進むサンディの先導で、ようやくのこと目抜き通りを歩く。降って来る花びら、紙かみ吹雪ふぶき。帽子の上に積もってときどき振り落とさなければ重みで首が折れそうだ。

  「仇、か……」

  　心にぽっかり穴が空あいたような気がする。

  　成し遂げた達成感では、ない。それを糧かてに生きてきたはずなのに、まったくなんの歓びも、昂こう揚ようも、伝えてこない冷えた心。

  「気分は？」

  「……哀しいよ」

  　引きずりながら歩く足よりも、折れた腕よりも。

  　心こそが、痛んだ。

  「そうか……」

  　ステラの声も沈んでいる。周囲の熱狂とは対照的に、二人は硬い表情のまま歩き続けた。

  　移り気な人々。半人前扱いから、殺せと叫び、制止も聞かず我先に逃げ出し、そして今、英雄として彼を称たたえる。

  　マクファランが汗を拭ふき拭き、あの笑顔を浮かべながら近づいて来た。

  「ご協力感謝しますよ、ミス・ガーランド。計画はおおむね成功です、いやまったくお見事な手並みで……」

  「無駄口はいい。賞金の二割が約束だ」

  「ええ。街の銀行にあなた名義で預けてあります。金貨で持ち歩くのに、二万ドルはちょっと重いでしょう？」

  「やむをえんな」

  「まさか敵に竜ドラゴンまでいるとは思いませんでしたが……まあ、いずれまたご協力いただけることと思います」

  「政府に掛け合ってせいぜい賞金を吊り上げといてくれ」

  「それはもちろん。では……」

  　最後まで作り物めいた笑顔を絶やさず去ってゆく。

  　アランはあっけにとられてステラを見つめた。

  「……二万ドル？」

  　彼女は鼻を鳴らした。

  「金につくと言ったろう。ソフィアもあと一万ドル積んでいればよかったんだ」

  　例のごとく、彼女へ告げるべき言葉を見つけられないアランだ。

  　仕方なく肩を借りたままむっつり歩く。

  　人の波はひっきりなしで、握手を求める人々を追い払うのにすら疲れてきた頃、ようやく一行は保安官事務所まで到達した。

  「ほれ、アラン。ここでうんざりした顔したら殴り飛ばすからね」

  　振り返ったサンディがそう言って身を引く。

  「お兄ちゃん……」

  　事務所の前、薄緑の晴れ着をまとったジョゼが、泣き出しそうな顔で言った。

  　アランは笑顔を作る。装よそおう必要などなかった。

  「ちゃんと約束、守ったろ？」

  「うん……うん!!」

  　風を捲まき、飛び込んで来るちいさな身体。

  「信じてたよ……ほんとだよ。でも、よかった……帰って来てくれて……」

  　泣きじゃくる彼女を抱き留とめ、その暖かさを確かめて。ようやくアランは、自分の行動がなにをもたらしたのか、実感することができた。

  　肋ろつ骨こつが何本か折れていることも含めて。

  

  「あーったくもう、アランは大おお怪け我がしてんの！　あとにしてあとに！」

  　サンディが外に向かって怒鳴りつけてからぴしゃりと扉を閉じると、ようやく空気が暖かくなるのを感じる。

  　部屋にはアラン、ステラ、サンディの三人だけ。

  　優しいジョゼは薬をもらってくると言い残して病院へ走って行った。

  　ステラに手伝ってもらいながらソファに横たわると、サンディがその腕を取った。

  「ってて！」

  「あらま、見事に折れてるわ。ほっとくと歪ゆがんじゃうわね」

  　言いざま、返事も待たずに彼女は腕を思いっきり引っ張った。

  「ぎゃあぁっ！」

  「なーに情けない悲鳴上げてんだか。男でしょ、我慢なさい」

  「や、やめ……死ぬ、うわ、ぎゃああぁぁぁぁっ！」

  「暴れんなっての！」

  　左腕で軽く胸を押さえられただけで、もう身動きができない。サンディの荒っぽい治療は、骨の填はまるいやな音と共に終了した。

  「……これでよし、と。あとは添え木と吊り布を……」

  　アランは涙目で抗議した。

  「もっと優しくやってくれ！　今度こそ死ぬかと思った！」

  「そんだけ元気ならあと五十年は生きるわよ。ほれ、手。出しな」

  　手近な床板を素す手でで引き剥はがし、それどころか縦たてに引き裂いて即席の添え木を調達したサンディが、対照的に優しく腕を取った。

  　アランは助けの求め先を変える。

  「なんとかいってくれよステラ！　放っておくとこの淫魔サキユバスに取り殺されちまう」

  　彼女は座ったまま、素っ気なく肩をすくめただけだった。

  「私には合理的な治ち療りように思えるが」

  「とーぜんでしょ、何千年人間の相手しながら生きてきたと思ってんの。だいたいアンタ殺すならわざわざ腕なんか折らずにさっさと涸からしてやるわよ。その方がアタシは腹も膨ふくれるし、アンタだって嬉しいでしょ？　なんなら今からする？」

  　腕まくりするサンディ、アランの顔は恐怖に歪ゆがんだ。

  「この、悪魔っ！」

  「そのとーりなんだけどさ。面と向かって言われると気分悪いわよっ！」

  　左腕を軽く叩かれ、ふたたびうめいてソファに倒れ込む。

  　サンディはその辺の布きれを器用に巻きつけて添え木を固定すると、まるで赤子をあやすようにしてアランの首からスカーフを抜き取り、三角にたたんで吊り布にした。

  「ま、こんなもんか。あとはジョゼが戻ってからね」

  「もう結構だ。医者に行く」

  「どうやって。その足で歩いてくつもり？」

  　すかさずステラが、サンディのあとを受けて言った。

  「肩は貸さんぞ。借りを返してそろそろ釣りがくるはずだ」

  　アランは天井を仰いで嘆たん息そくした。

  「敵だらけか、僕のまわりは。頼りになるのはジョゼだけだ」

  　その瞬間、事務所の扉が開いてジョゼが飛び込んで来る。

  「お兄ちゃん、お薬もらってきたよ！　すっごくしみるけどいちばん効くの頼んだの。泣いたって許したげないんだから！」

  　女性二人は声を上げて笑い、一方のジョゼは彼女たちとうなだれるアランを交互に見つめて、不思議そうに目をぱちくりさせた。

  

  　夜半。身体中の傷に薬を塗られ――ジョゼは本当に容よう赦しやしなかった――包帯だらけにされたあと。サンディが調達してきた食事を皆で囲み、ようやく人ひと心地ごこちを取り戻したアランの身体に、ようやく疲れが重くのしかかってきた。

  　ジョゼは一足先に船を漕こいでおり、そうしていると年相応にあどけなく、無防備に見える。

  　会話は――といっても喋しやべっていたのはほとんどサンディとアランだけだったが、それもやがては途絶え、夜の静寂しじまが忍び入って。

  　アランが杖つえをついて立ち上がった。

  「ん、どしたの？」

  「ひとつ、寝ちまう前にやっておくことがある」

  　訝いぶかしげな視線を無視して、アランは一時収しゆう監かん用の牢ろうへ続く扉を開いた。

  　薄暗い獄ごくの中、リーズは背筋を伸ばして座っていた。アランの姿を見て顔を歪ゆがめる。

  「……なにさ、嗤わらいに来たの？　ずいぶんと大騒ぎだったみたいだけど、あんたの生きてる姿を見てものすごく残念よ」

  「だろうね」

  　アランは疲れた声で答え、机の上の鍵かぎ束たばを取り上げた。

  「あたしは後こう悔かいしてない。後悔なんかしない！　……生きていくにはそれしかなかった。肥こえ溜だめみたいな家に生まれて、口減らしに放り出されて。女一人生きていくには、強い男に頼るしかなかった。言われるまま人殺しにだって手を染めた！」

  　彼女は立ち上がり、鉄棒を掴つかんで噛かみつくように叫んだ。

  「他にどうしようがあったの!?　いつだって他の道なんかなかった！　飢うえて野の垂たれ死ぬより身体を売る方がマシだって、あんたも思うでしょう!?　だからあたしは後悔なんかしない！　集まった見物客の見世物になってロープで吊つるされたって、絶対後悔なんかしてやるもんか！　あんたらを恨うらみながら、顔を上げて死んでやる!!」

  　アランはもう答えなかった。無言のまま鍵かぎ穴あなに鍵を差し込み、回す。

  　鉄てつ格ごう子しが赤あか錆さびの浮いた音を立てて開いた。

  「……どういうつもり？」

  「好きなところへ行くといい。キングスウェイ以外のどこへでも」

  「あたしは殺人犯よ？」

  「クレイトンを本当に殺したのは市長と……叔お父じさんだ。だから手配書も回さない。……できれば新しい人生を見つけてくれ」

  　そろり、と彼女は扉をくぐった。

  「これ以上まだ、あたしに生きる苦しみを味わわせようっての？」

  「苦しいか楽しいかは君次第だろう」

  「苦しいに決まってるじゃないの！　今まで生きてきて、いいことなんかなんにもなかった！　いいように踊らされて、喰い物にされて！　あたしは神様から見放されてんのよ！」

  　唾つばが吐きかけられ、アランは黙って受けた。

  　リーズはショールを羽は織おると、扉の前で振り返った。

  「……一生恨んでやる」

  　言い残して姿を消した。事務所を出て行く気配。

  　袖そでで顔を拭ぬぐい、部屋へ戻った。

  　誰もなにも言わない。二人共ただ、アランを見つめるばかりだ。

  　幸いなことに、今の騒ぎでもジョゼは目を覚まさなかったようだ。あまり子供に聞かせたい話ではないと思っていた彼は、そのことにほっとした。

  　ソファに座り、盛大にため息をつく。

  　しばらくの沈黙。やがて口を開いたのはサンディだった。

  「アタシは、あの娘を責める気にならないわ」

  　目を閉じ、背中を深く沈み込ませながら、無言のまま彼は聞いた。

  「アンタの武器は……ステラもそうだけど、ちゃんと腰に下がってる。誰にでもわかる力の象しよう徴ちようよ。けど、アタシやあの娘の武器は――自分の身体しかないの。できればそれをわかってやって」

  　アランは呟つぶやくように言った。

  「サンディ……」

  「ん？」

  　灰はい青せい色の瞳がサンディを見る。憧しよう憬けいにも近いなにかをたたえて。

  「君は人間よりずっと、人間らしいな」

  　笑い飛ばされるかと思ったその言葉への反応はしかし、予想を完全に裏切るものだった。サンディは静かな微び笑しようを浮かべ――そんなとき彼女は、いつだって本物の女王のように威い厳げんと、そして慈いつくしみに満ちているのだ――言った。

  　低く、柔らかく。

  「……やっぱり子供ね、アラン」

  　声はいつもとまったく違う真剣さと、そして暖かさを包み込んで、たとえようもなく深い。経へて来た歳月が、降り来たって泉となり、やがては豊かな大海と変じて彼女の心へ広がったのか、と。アランは、穏やかな驚きを好ましく受け入れる。

  「あなたはね、アラン。リーズが……ううん、街の人たちや、市長や、あなたの叔お父じさんだってやっぱり、人間らしい人だってことを、きっと理解する日がくるわ。けど、それはあなたが思ってるほどひどいことでも、薄汚いことでもないのよ」

  　サンディは立ち上がる。

  「そしていつか、それでも彼らを許せたら――自分も一人の人間でしかないって、受け入れられるようになったら――同情ではなく、愛することのできる日がきたら――いつか、ね」

  　サンディは優しい腕でジョゼを抱き上げ、柔らかい髪へ頬ずりした。

  「そしたら、今度こそ本物の男になった、って認めてあげる。おやすみ、アラン」

  　静かに、彼女は夜の帳とばりへと姿を消した。

  　やがてステラも立ち上がる。

  「帰るのか？」

  「よい子は寝る時間さ」

  　アランが喉のどの奥で小さく笑った。

  「そうか」

  　おやすみも言わず立ち去ろうとする彼女を、戸口で呼び止める。

  「なんだ？」

  　険けんのない表情でステラは振り返った。

  「僕が吊つられかけた日、馬を暴走させたのは君だな？　サンディは違うって言っていたから」

  「なら他の誰だと思うんだ」

  「礼を言う相手を間違えたくなかっただけさ」アランはそこであくびをひとつ挟んでから、言った。「ありがとう」

  　ステラはひとつ鼻を鳴らし、後ろ手に扉を閉めて立ち去った。

  　その唇にわずかな微笑ほほえみが浮かんでいたことを、今のアランは見逃しはしなかった。

  

  　翌日、朝まだき。

  　ホテルの馬囲いにステラの姿があった。重い鞍くらを手に下げ、身の回りのものはすべて鞍くら袋ぶくろにくくりつけて。ピンカートンへの連絡と同時に、連れ帰ってくれるよう頼んでおいた愛馬は、どんな魔法を使ったものか――フィーフィーは例によって企業秘密と胸を張ったが――昨夜のうちに戻ってきており、主人の姿を見て嬉しそうにいなないた。

  「どう、どう……」

  　やさしく鼻はな面づらをなでてやってから、彼女はその背に鞍くら敷じきを掛け、手慣れた様子で鞍をのせた。

  　喰はみを噛かませ、ベルトを数か所締めて、手た綱づなを引く。馬はおとなしく彼女に従った。

  　通りに出て一度、保安官事務所を振り返った。めずらしくすこし迷ったような顔をしたあとで、小さく首を横へ振る。

  　そのまま鐙あぶみに足をかけ、乗った。朝陽が昇り、静まり返ったキングスウェイの街は平和の中にまどろんで、ここ数日の出来事が嘘うそのよう。

  　踏み固められた道に蹄ひづめの小さな音を響かせながら、彼女は街はずれまで辿たどり着いた。

  　目を上げる。門柱の向こうに人馬の影が長く伸びていた。

  「ひどいな、別れの挨あい拶さつもなしかよ」

  　ぶかぶかのステットソンをかぶり、吊ったままの手で手綱を握る姿が、オレンジ色の円盤を背に黒く浮かび上がる。

  　彼女は眩まぶしそうに目を細め、言った。

  「……まだ寝てると思ったんでな」

  「寝られなかったさ。一晩中考えてた……フィルの墓の前で」

  「結論がこれ、か」

  　すっかり旅たび支じ度たくを整えたアランを眺め、ため息。

  「せっかく英雄になったものを」

  「身の丈たけに合わないよ。卑ひ怯きよう者も、英雄もね」

  　ふん、とステラが鼻を鳴らす。

  「なら合わない帽ぼう子しも買い替えろ。風が吹いたら飛ばされるんじゃ、到底旅には向いてない」

  「次の街でそうするよ」

  　歩き続ける鹿か毛げの横、アランもまた轡くつわを並べ、二人はゆっくりと馬を進めた。

  　ふと、ステラの視線が彼の胸で静止した。

  　気づいてアランがそれを辿たどると、バックスキンのベストの上、ピンで留とまった保安官章が鈍にぶく輝いていた。

  　苦笑しながら外す。

  「もう必要ないよな」

  　身をよじり、門柱へ向けて投げつけた。バッジは一度だけきらりとオレンジの光を反射して、地に落ちた。

  　ステラが呟つぶやく。

  「街を捨てて荒野へ、か。世捨て人にでもなるつもりか？」

  「どんな荒野だってこの街よりは人間らしい」

  　まだ。

  　サンディの言葉の意味は理解できないアランだ。それが見つけられるとしても、きっとこの街ではないだろう。

  　けれどいつか、どこかで――

  　そしてそのとき、あるいはそれまでの間。かたわらを共に歩む誰かが、自分にはいるだろうか。それも今はわからない。

  　なにもかもが朝陽の眩まぶしさにかき消されて、今はただ、輝きだけが彼の心のすべてを占めていた。

  　アランは前を見たまま、なにげない口調で訊たずねた。

  「しばらく一緒に、どうだい？」

  「断る。……と言ったら？」

  「勝手についてくだけさ。いつどこへ行くかは自分で決める。……だったよな？」

  　小さな舌打ちが聞こえ、アランは初めてささやかな勝利を味わった。

  　ぷい、と顔を背そむけるステラ。

  「好きにしろ」

  　素っ気ない言葉はしかし、否定ではなかった。アランは賢明にもそのまま口を閉ざした。今はそれで充分だ。

  　朝陽へ向けて進む。影は長い尾を曳ひいて、二つ。

  　空はどこまでも明るく、雲ひとつない。今日も暑くなりそうだ。

  　と――

  「ちょっとちょっと、待ちなさいよ～～～～っ!!」

  　遥か後方、街の方角から砂さ塵じんを蹴け立たてて近づく馬車。御ぎよ者しや台にはサンディが座り、四頭の見事な黒くろ鹿か毛げへ容よう赦しやなく鞭むちをくれている。

  　馬車はみるみる二人へ追いつき、速度を弛ゆるめた。

  「お出かけかい、サンディ？」

  「なにトボケたこと言ってんのよっ！　アタシも河か岸し変えることにしたの。そろそろアタシに涸からされたいって男も少なくなってきてね、潮しお時どきよ。やっほーぃ！」

  　なぜか嬉しそうにサンディは叫び、手た綱づなを繰あやつった。

  「その馬車。どうしたんだ？」

  「市長もいなくなって娼しよう館かんゴタゴタしててさ。この際だからかっぱらってやったわよ」

  「あのな……」アランは額ひたいを押さえる。「馬うま泥どろ棒ぼうは縛り首だぞ。わかってんのかよ？」

  「心配しなさんな、アタシゃ吊られたくらいじゃ死なないから。ついでだから腰落ち着ける街見っかるまで用心棒やってくんない？　女だけの旅は心細いからね」

  「なーにが心細いだか……」

  　口の中で抗議してから、にやりと笑って言い返す。

  「宗しゆう旨し替がえした。今後は金にならない仕事はしないぞ！　サンディが十ドルならこっちは五十ドルだ！」

  　だが、サンディはある意味ステラより上手だった。

  　流し目をくれてから口の端はを吊り上げる。

  「は～ん、そういうこと言うわけ」後ろを振り返った。「ちょっと、どー思う？」

  　黒塗りの豪華な四輪馬車、窓から顔を出したのは、哀しそうな顔をした少女だった。

  「……お兄ちゃん、それほんと？」

  　アランが天を仰いだ。

  「やり方が汚いだろ、サンディ」

  「アンタの脇が甘いのよ」

  　しれっと言ってのける彼女だが、すぐに破は顔がんして朗ほがらかな声を響かせた。

  「決まり決まり！　さー行くよー、果てなき大地と寂しい男たちがアタシを待ってる！」

  「好きにしろよ……」

  　先が思いやられて思わず首を振るアランの横、ステラもまた同じように帽子に手をやって首を振り――笑っていた。

  「さっきの私と同じ台詞せりふだな」

  　アランが苦虫を噛かみ潰つぶしたような表情になる。

  「お兄ちゃん、頼りにしてるからね！」

  　ジョゼがちいさな手を振った。

  「ジョゼの頼みじゃ断れないよ。どこへでもお供するさ！」

  　空へ昇ってゆく笑いの四よん重じゆう奏そう。東へ向けて遠ざかる、三つの影は長く伸びて。

  　この先なにが待っているのか、アランはまだ知らない。わかっているのはただ、また昼が来て、夜が来て、日々の立ち来たってはやがて去ってゆくことだけ。

  　人馬は目指す、昇る朝陽の向こう側。

  　尾を曳ひく影もやがて遠ざかり、地平線の彼方かなたへと消えてゆく。ただ風の吹き過ぎて、澄み渡った蒼そう穹きゆうに静せい寂じやくのいつしか戻り来たれば――

  　此これよりは、荒野。
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  　水無神みなかみ知とも宏ひろ、復活である。

  　古くからライトノベルに親しんでいる読者なら、二〇世紀末に富ふ士じ見みファンタジア文庫で発表された傑作『装甲戦闘猟兵の哀歌』をご存じの方も多いはず。今なお語り継がれる名著だ。その著者が、十数年ぶりに新作シリーズをひっさげて前線復帰を果たした。内容はなんと西せい部ぶ劇げき。原稿を受け取り、どんな仕上がりかと身構えた。絶賛では芸がない。天あまの邪じや鬼くなことを書くと決めた。用心して読んだ。さて、近しい同業者がいい仕事をものにした時、僕ら物書きがどう感じるのか想像したことはおありだろうか？　祝福？　賛辞？　いや、正解は「書きやがったな」なのである。「あの野郎、よくもこんなものを書いてくれやがったな」なのである。一言でなら「ちきしょう」なのである。要は嫉しつ妬とで、本書の感想もそれに尽きる。取っつきにくさはなく、物語は軽快に進む。それでいて『哀歌』で僕らを唸うならせてくれた端正な文体は健けん在ざいだ。これでは客が本書をレジに持っていくのは止められそうにない。降こう参さんだ。

  　そろそろ僕と水無神先生の関係について触れておいた方がいいだろう。本来ならここには「いやどーも、水無神☆知宏です、ウフフ」といった、アットホームな作者あとがきがあるのがライトノベル村の掟おきてだ。セオリーを無視して解説となったことには、深い理由がある。

  　もともと水無神知宏とは、僕にとって雲上人に等しい存在だ。昔、ＰＢＭプレイ・バイ・メイルなるたいそう楽しい娯楽が全世界を席せつ巻けんしていた頃（田中視点）、同分野の老舗しにせである遊ゆう演えん体たいに僕はぞっこんだった。遊演体ライター陣は神々に等しい存在で、中でも水無神知宏は心のオリュンポス山頂に住むひとりだった。憧れが高じＰＢＭ業界に飛び込んでライターのはしくれとなった僕だが、次なる展開を求め不道徳なゲームを作る会社に突撃した。業界として、ＰＢＭと不道徳ゲームの間には何ら関連はない。僕が越境先にそこを選んだのもたまたまのことだ。だからある時、会社に送られてきた履歴書の束たばに、水無神知宏の名前を見つけた時には目を疑った。私し淑しゆくする神が後輩として降臨だ。アマテラスの孫とかキリストもこんなことをしていた。神に不採用通知は送れない。即採用となった。当初、格上の後輩との接し方に戸惑うばかりだった僕だが、水無神先生の人柄に救われ、やがて腹のさぐり合いができるまで打ち解けることができた。特に「こんなネタがあるんですよ」と見せてもらったものが本書の企画書だったことは、懐かしくも鮮明な思い出だ。考えれば僕がガガガ文庫で仕事をさせてもらうきっかけも、水無神先生からの紹介だ。人間力の差とはいえもらってばかりとは、情けない先輩もいたものだ。ただまったく恩返しができていないわけではなく、たとえば先んじて僕が小説を出していなければ、あるいは執しつ拗ように執筆を促うながしていなければ……隠居気分を漂わせていた先生が再び筆を執ることはなかったかもしれない。水無神ファンは僕に金十万円相当の感謝を捧げても良さそうだ。

  　しかし「あとがきって何書いたらいいのやら」という先生からのご相談に「じゃ自分がかわりに解説でも書きますよ（笑）」と返したのは半ば冗じよう談だんだったのだが、即座に「是非お願いします」編集さんも「アリですよ」とページ割りを段取りはじめるに至ってはもはや冗談が冗談ではなくなり、この文章を書く羽目になった。西せい部ぶ劇げきなだけにあとがきまで掟おきて破りなのだ。
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